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はじめに 



本 害 「MS- DOS プログラマ一 ズリ ファレン ス マニュアル Vol.2J は， MS-DOS プログラマ一 
ズリフ アレンス マニュアル Vol.1 の統 編と して， 標準 的な MS-DOS の システム コール からさ 
ら に 拡張され た 機能 や， い く つかの 周辺 装置 を 制御す るデ パイ ス ドライ バの 技術 情報 を 提供す 
る ものです. 

□ 本 害の 構成 

本 害 は 1 章から 6 章で 構成され ています. 

第 1 章 本 能に 関する 拡張 機能 呼び出し を 解説して います. 

第 2 章 日本語 処理 機能に 関する 拡張 機能 呼び出し を 解説して います. これ は， AI かな 澳字 
変換 用の デ パイ ス ドライ バ （NECAIK1 . DRV, NECAIK2 . DRV) や 文節 変換 用の 
デ バイ ス ドライ バ (NECDIC . DRV) に関する 技術 情報です. 

第 3 章 マウス 用デ パイ ス ドライバ (MOUSE. SYS) に関する 技術 情報です. 

第 4 章 グラフィックス ドライバ (GRAPH.SYS) に関する 技術 情報です. 

第 5 章 拡張 メモリ （1 メガバイト 以上の アドレス 空 聞の メモリ） を 制御す る， EMS インタ 
ーフヱ イスに 閱 する 技 胃 報です. 

第 6 車 フォント ドライバ FONT . SYS に関する 技術 情報です. 
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1.1 イントロダクション 

PC-9800 シリーズの 本体 ハード ゥヱァ « 源 を， 有効 かつ 効率的に 使用す るた めに， いくつか 

の 拡張 機能が 用意され， プログラムで 利用で きる ようになつ ています. 

ここで は， これらの 拡張 機能 を 解説し ます. なお， PC-9800 シリーズで， ノーマル モード 

と ハイ レ ゾリ ュ一シ ヨン モードで 動作 や 操作に 違いが ある 場合 は， 原則として ノーマル モード 

での 解説 を 基に して， ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モードに おける 違い を 解説し ます. 



1.2 拡張 機能の 利用 方法 

拡張 機能 を 呼び出す （コールす る） とき は， CL レジスタに 機能 コード を 格納し， その他の 必 
要な 情報 を 各 レジスタに 設定して， 割り込み タイプ DCH (INTDCH) を 実行し ます. 

呼び出し 後の レジスタの 内容 は， リ ターンで 定義され ている レジスタ 以外 はすべ て 保 W され 
ます. 機能が 定義され ていない 機能 コードに よる 呼び出し では， 何も 実行され ません • 



1.3 拡張 機能 呼び出し 

PC-9800 シ リ ーズ では， 次の ような 機能が 拡張 機能と して 用意され ています. 
機能 コード （16 進） 機能 



OAH RS-232C ポー ト の 初期化 

OCH キーの 取得 

ODH キーの 設定 

OEH RS-232C ポ— ト の 操作 

OFH CTRL+FUNC 

10H 直接 コンソール 出力 

11H プリ ンタ モード 



ここで は， 各 拡張 機能 呼び出し ごとに 解説 を 行います 



第 1$ 本体 機能 




指定され た Ch No. の RS-232C ポー ト を 初期 I 
一 ド のみ)， 



コール 



CL = OAH 
DX= パラメータ 
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AX = 0 

AX = FFFFH 



正常終了 
異常終了 



□ 



レジスタ DX に セット された パラメータで RS-232C ポー トが 初期設定 されます. 
この 機能 は， PC-98XLZXA などの ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モードで のみ 使用 可 
能です. 



2 



機能 コード OEH は， ノーマル モード， ハイ レゾリューション モード 共通に 使用 
できます. 

ChNo.l および 2 について は， 拡張 ボードが セットされ ていなければ， 初期化 
は 行われません， また， レジスタ DL で セットす る ボーレート は ChNo.O につい 
ての み 有効です. Ch No. 1 および 2 は 拡張 ボード 上の スィ ツチに より X16 モー 
ド でセッ ト してく ださい. - 
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第 1 耷 本体 機能 



キーの 取得 



機能 コード OCH 




一 や カーソル 移動 キーな どの 取得 



コール 



CL = OCH 

DX = データ バッファの オフ セッ ト 
DS = データ バッファの セグメント 



0000H 




ノーマル モード 全 ソフト キー を 取得 


OOFFH 




ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モー ド 全ソフ トキ 一 を 取得 


000 ト 


000AH 


f*l〜f，10 の 取得 


000B へ 


•0014H 


SHIFT+f*l〜SHIFT+blO の 取得 


0015〜 


001 FH 


カー ソ ル移勳 キーな ど " の 取得 


0020- 


0024H 


レ11〜ト はの 取得 


0025 へ 


•0029H 


SHIFT + Pll〜SHIFT + f'15 の 取得 


002A へ 


•0038H 


CTRL+M-CTRL+M5 の 取得 


0100H 




データ キー 割り当て バッファの 内容の 取得 


0101H 




データ キー 割り当て バッファの 残り サイズの 取得 



AX = 0101H のとき は， レジスタ DS,DX に- 
る 必要はありません. 



ファンクションキー や カーソル 移動 キーな どの 取得 機能 は， レジスタ DX にァ 
ドレスが 格納され ている バッファに， ファンクションキー や カーソル 移動 キーに 
現在 割り当てられ ている 機能 を 書き込みます. 

レジスタ AX に 0100H をセッ ト して この 機能 呼び出し を 行う と， レジスタ DX 
に 格納され ている バッファに， データ キーに 現在 再 割り当てされ ている 機能 を 害 
き 込みます. また， レジスタ AX に 0101H をセッ ト して この 機能 呼び出し を 行う 
と， データ キーに 機能 を 再 割り当て する ための 内部 バッファの 残り パイ ト 数をレ 
ジス タ AX に 返します. 



1.3 拡張 機能 呼び出し 



* 1 

AX= 0015 H ROLLUP 
0017H INS 
0019H T 
001BH ― 

O01DH ノーマル モード 時 
ハイ レ ゾリ ユー シ 

001EH HELP 

001FH ノーマル モード 時 
ハイ レ ゾリ ユー シ 



0016H ROIXDOWN 

001 8H DEL 

001AH ― 

001CH I 

HOMECLR 

ン モード 時 CLR 

SHIFT+ HOMECLR 
ン モード 時 HOME 
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第 1$ 本体 機能 



バッファの 形式 ： 



AX 二 0000H の 場合 

レジスタ DX ： + 0 

+16 

+ 144 
+ 160 



+ 304 
+320 



+380 




Roll UP 




HOME 



00 



16 ハ' ィ ト 



AX - 00011 卜 00UH あるいは 0020H〜0038H の 場合 
レジスタ DX ： +0 



h ほ バイ ト 

h 16 バイ ト 

AX 二 00 は H〜001FH の 場合 

レジスタ DX ： +0 +5 



1-3 拡張 機能 呼び出し 



AX— OOFFH の * & 



レジスタ DX ： +0 
+16 



+ 224 
+240 



+ 464 
+ 480 



+ 540 
+546 



+ 770 




Roll UP 



HOMK 



6 パイ 



16 バイ 



00 



00 



00 



F-1 



FM5 

SHIFT+F-I 



SHIFT + FM5 



CTRL+F-1 



00|CTKL + F-15 



AX=0100H の埸台 

レジスタ DX: +0 

+2 




+514 



オフセット 00 から 1 ヮ一 ドに は， 割り当て ェン ト リの 数が 格納され てい ま 



す. 



オフセット 02 から 512 パイ トは バッファ として 使用され, 割り当て ェント リ 
が, されます. 

1 つの 割り当て エントリ は 以下の 形式に なって います. 



n-3 



叫 可 リ 一割 当て データ a〜i 5 バイト） 1 

n バイ ト ► 



n 

c 



割り当て エントリ 全体の 長さ （バイト 数） 
割り当てる キー コード （英数， 英 記号， カナ， カナ 記号 

20H〜7EH, A0H〜DFH) 



第 1 章 本体 機能 



キーの 設定 



機能 コード ODH 



機 


能 




=1- 


ール 1 



ファンクションキー や カーソル 移動 キーな どの 股定 

CL=ODH 

DX = データ バッファの オフ セッ ト 
;= データ バッファの セグメント 



AX= 0000H 
OOFFH 



0001〜000AH 
000B-0014H 
0015〜001FH 
0020〜0024H 
0025-0029H 
002A〜0038H 

0100H 
0101H 



ノーマル モー ド 全ソフ ト キー を 設定 
ハイ レゾリューション モード 全 ソフト キー 

f，l〜f*10 の 設定 

SHIFT+f-l~SHIFT+f-10 の 設定 

カーソル 移動 キ一 など " の 設定 
f*ll〜f* はの 投定 

SHIFT + f*ll〜SHIFT + f*15 の 設定 
CTRL + f • 1 -CTRL + f • はの 投定 

デ一 タキ一 割り当て バッファの 内容 投定" 

デ一 タキ一 割り当て バッファに 割り当て エントリ を 1 

つ 追加 



解 脱 



—や カーソル 移動 キーな どの 設定 機能 は， レジスタ DX に ァ 
ドレスが 格納され ている バッファの 機能 を ファンクションキー や カーソル 移動 キ 
一に 投定 します. 

レジスタ AX = 0000H のとき は， ノーマル モードで 使用可能な ファンクション 
キー， カーソル 移動 キー すべてに 機能 を 設定し ます. 

レジスタ AX = 00FFH のとき は， ハイ レゾリューション モードで 使用可能な 
ファンクション キ一， 力一 ソル 移動 キー すべてに 機能 を 設定し ます. 

データ バッファの 形式 は， 機能 コード 0CH と 同じです. 
各 キーに 対する 有効 文字列の 最後に は， 00H が 16 バイ ト あるいは 6 バイ 卜 を 
満たす ま でお ぎな つ てお く 必要が あ ります. 
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1.3 拡張 機能 呼び出し 



， レジスタ DX 




'《ッ ファ のデー 

部 バッファに 設定し ます. 

また， レジスタ AX に 0101H をセッ 卜して この 機能 呼び出し を 行う と， 内部 バ 
ッファ に デ一 タ キーへの 機能 割 り 当て を 1 エントリ だけ 追加 します. 

割当て ェン ト リの 形式 は 機能 コード OCH を 参照して く ださい. 



* 1 
AX = 0015H 

0017H 

001 9H 

001 BH 

001 DH 

001 EH 
001 FH 



)16H ROLLDOWN 



0018H DEL 
001AH 



1 



ROLLUP 
INS 

T 

― 001CH 
ノーマル モード 時 HOMECLR 

ハイ レゾリューション モード 時 CLR 

HELP 

ノーマル モード 時 SHIFT + HOMECLR 
ハイ レゾリューション モード 時 HOME 



* 2 



を 参 



ださ t 



データ キー 割り当て バッファの 内容 は， 機能 コード 0CH 
この コールで は オフ セッ ト 0 からの 1 ワードに エントリ 数 を 格納す る 必要 は あ 

りません， 



注 * ： CTRL+f，l〜CTRL + f* ほに 割当てた 機能 を 実際に 使用す るた めに は， 
機能 コー ド OFH AX = 0000H の 呼出しに よって CTRL+f'l~CTRL + f， 
は を ソフト キー 化しなければ なりません. 
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第 1 章 本体 機能 



RS-232C ポートの 操作 



機能 コード OEH 



指定され た ch No. の RS-232C ポートの 初期設定 または 受信 データ 長の 通知 




コール 



CL 
DL 



0EH 

パラメータ 

00 H チャンネル 0 の 受信 デー 
10H チャンネル 1 の 受信 デー 
20H チャンネル 2 の 受信 デー 



01H チャンネル 0 の 初 
11H チャンネル 1 の 初期設定 
21H チャンネル 2 の 初期設定 

DL=01H, 11H, 21H (初期 股定） のとき 
= パラメータ 



BL= 



データ （ビッ ト位 匿） 


機 錄 


7 6 5 4 3 2 1 0 




X パラメータ 


無効 

有効 


0 






1 0 
1 1 


データ ビッ ト ft 


7 ビッ ト 
8 ビッ ト 


0 

1 


パリティ チ エック 


なし 
あり 


0 


パリティ 招定 


奇» 
«» 


i ！ | ストップビット 長 


1 ビッ ト 
2 ビッ ト 



データ （ビット 位 ■) 


観 《 


7 6 5 4 3 




1 


0 


0 


0 


0 


0 


ポ一 レイ ト 


無効 


0 


0 


0 


1 




75 ボー 


0 


0 


1 


0 




150 ボ一 


0 


0 


1 


1 




300 ボー 


0 




0 


0 




600 ボ一 


0 




0 






1200 ボー 


0 


1 


1 


0 




2400 ポー 


0 


1 


1 






棚 ボ一 


1 




0 






9600 ボ— 


0 0 0 0 







10 



1-3 拡張 機能 呼び出し 



ターン | DL=OOH， 10H, 20H (データ 長 取得） のとき 

AX= 受信 データの データ 長 ' 

DL=01H， 11H, 21H (初 定） のとき 
AX=OOOOH 正常終了 

FFFFH 異常終了 （拡張 RS-232C ボ一 ドが 実装され ていません） 

I 解説 I DL = xOH (x は 0〜2) のとき， 指定され た RS-232C ポートに 受信して いる デ 

—タ長 を， レジスタ AX に 返します • 

DL = xlH (x は 0〜2) のとき， レジスタ BX にセッ ト された パラメータで RS 
-232C ポートが 初期設定 されます. 

ch No. 1 および 2 について は， 拡張 RS-232C ボードが 本体に 実装され ていな 

ければ 初期設定 は 行われません. また， レジスタ BL にセッ ト される ボ 一レイ トは 

Ch No. 0 のみ 有効です. Ch No. 1 および 2 は 拡張 RS-232C ボー ド 上の スィ ッ チ 
によ り x 16 モードで セッ ト してく ださい， 
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第 IS 本体 機能 





コール 




CTRL+ ファンクションキーの ソフト キー 化お よび ソフト キー 解除 
CL 二 OFH 

AX = OOOOH CTRL+ ファンクションキーの ソフ トキ 一 化 
0001 H CTRL+ ファンク ショ ン キーの ソフ トキ 一 



ノーマル モードの [CTRL ] + 1 卜1 I 〜[卜 10], ハイ レゾリューション モード 



での [CTRL] + 1 卜1 1〜[卜15 I は， 通常の MS-DOS では DIRECT CONSOLE 
I/O で その キー ffi を 得る ことができません. しかし， レジスタ AX に 0000H をセ 
ット し， この 機能 呼び出し を 行う ことで， DIRECT CONSOLE I/O で キー 値 を 
得る ことができる ようになります. 

"ersri+pT ！〜 rr^"i または I cTRij+rnn—o 7 !^] の 扱い を通货 



の MS-DOS の ものに 戻す に は， レジスタ AX に 0001H を セット して この 機能 呼 
び 出し を 行って ください. 

KEY コマンドで 設定した CTRL+ ファンクションキーの 機能 を 利用す るた め 
に は， レジスタ AX に 0000H を 入れて， この 機能 呼び出し を 行わなければ なり ま 
せん. 



12 



直接 コンソール 出力 機能 コード 10H 



コール 



：1 



ディスプレイ 画面への 直接 出力 

CL = 10H 

AH = サブ ファンクション 番号 （00-OEH) 

その他 = サブ ファンクション ごとに 必要な レジスタ 

AH にセッ ト された サブ ファンクション 番号に 応じて， ディスプレイ 画面に 対 
して 直接 出力 動作 を 行います. サブ ファンクション ごとの 機能お よび コール 条件 
は 次のと おりです. • 

AH = 00H 

機 能： ディスプレイ 画面に， 1 バイトの データ を 出力し ます' 澳字を 出力 
する に は シフト JIS コードの 第 1 バイ ト， 第 2 バイ トを 順に 出力し 

てくだ さい. M ■ 

コール： DL = 出力す る キャラクタ ' 

AH = 01H 

機 能： ディスプレイ 画面に 文字列 を 出力し ます. 文字列の 終わりに は' $ 'を 

セッ 卜して ください， 
コール ： DS ： DX = 文字列の 先頃 ァ ドレス 



AH = 02H 

機 能： 文字の 厲性を 変更し ます. この サブ ファンクション 実行 後 は，' 设定 
した 135 性が 以後に 統く 文字に 対して 適用され， 次の 変更まで 有効で 
す， 
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コール： DL= 文字の 厲性 



br b, b 5 b 4 b 3 bt b, 



G 


R 


B |VL 


ul|rv 


bl|st 




シーク レツ ト （0 で 有効) 

ブリン キング （1 で 有効) 
リバース （1 で 有効) 

アンダーライン （ 1 で 有効） 
バー ティカル ライン （ 1 でお 効) 



赤 



( 1 で 有効) 

( I で 有効) 
( 1 で 有効) 



AH = 03H 

機 能： カーソル 位 匿の 設定 を 行います. 
コール： DH= ライン 
DL= カラム 

AH = 04 H 

機 能： カーソル を 同じ カラムで 下に 1 行 移動し ます. 力 

ある 場合 は 1 行 スクロール アップし ます. 
コール ： なし 



ソルが * 終 行に 



= 05H 

機 能： カーソル を 同じ カラムで 上に 1 行 移動し ます. カーソルが 先頭 行に 

ある 坳台は 1 行 スクロール ダウンし ます. 
コール： なし 



AH = 06H • 

機 能： 力一 ソル を 同じ カラムで 上に n 行 移動し ます. カーソルが 先頭 行に 

あるか， 先頭 行 を 越えた 場合に は， 先頭 行に 位 置 します. n = 0 の 場 
合に は n=l として 処理し ます， 
コール： DL= 移動 行数 n 

AH = 07H 

機 能： 力一 ソル を 同じ カラムで 下に n 行 移動し ます. カーソルが 最終 行に 
あるか， 最終 行 を 越えた 場合に は， 最終 行に 位置し ます. n=0 の 場 
合に は n=l として 処理し ます. 

コール： DL 二 移動 行数 n 



AH = 08 H 

機 能： カーソル を 右に ii カラム 移動し ます. 力一 ソルが 行の 右端に ある 
か， 右端 を 越えた 場合に は 右端に 位置し ます. n = 0 の 場合に は n= 
1 として 処理し ます. 

コール： DL = 移動 カラム 数!！ 

AH = 09H 

機 能： 力一 ソル を 左に n カラム 移動し ます. 力一 ソルが 行の 左端に ある 

か、 左端 を 越えた 場合に は 左端に 位置し ます. 

n=0 の 場合に は n=l として 処理し ます. 
コール： DL- 移動 カラム 数 n 

AH = OAH 

機 能： ディ ス プレイ 豳 面の ク リア を コール 条件に したがって 行います. 
コール： DL = 0 カーソル 位 匿から 最終 行 右端まで をク リアし ます • 

= 1 先頭む 左端 か ら 力 一 ソ 'レ 位; H ま J "： ク リアし ます. 

二 2 ゆ irfii 全体 をク リアし ます， 
これら の 値 以外 は 無視 されます. 

AH = 0BH 

機 能 ： 現在 行の ク リア を コール 条件に したがって 行います. 
コール： DL = 0 カーソル 位置から 行の 右端まで をク リアし ます. 

=1 行の 左端から カーソル 位！！ まで をク リアし ます. 

=2 カーソルの 位置す る 行 を 左端から 右端まで ク リアし ます. 

AH = 0CH 

機 能： カーソルの 位 1H する 行 以降 を n 行 下に 移動し， 空白の n 行 を 挿入し 
ます. カーソル は^の 挿入 行の 左端に 位 It します. 挿入 行が 最終 
行 を 越えた 場合， 移動す る 行が 最終 行 を 越えた 場合 は， その 越えた 
行 は 失われます. 

n=0 の 場合 は n=l として 処理し ます. 
コール： DL= 挿入す る 行数 n 
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第 1 章 本体 機能 

AH = ODH 

機 能： カーソルの 位 B する 行から 下に n 行 削除し， 以降の 行 を 上に 詰め ま 
す. カーソルの 位置 は 詰められた 行の 左端になります. 最終 行 を 越 
えての 削除 は 行われません. 
n=0 の 場合 は n =l として 処理し ます. 

コール： DL = 削除す る 行数 n 

AH = OEH 

機 能 ： 81〜9FH あるいは E0〜FCH までの コード をシフ ト JIS コードの 
第 1 バイ ト として 扱う か， グラフ 文字と して 扱う かの モード 指定 を 

行います. • 
コール： DL = 0 シフト JIS モード （システムの 既定値です） 
=3 グラフ 文字 モー ド 
上記の 値 以外 は 無視され ます. 
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1.3 拡張?? 能 呼び出し 



プリンタ モード 



機能 コード 11H 



[コール 



プリンタ モード を 変更す る 



CL = 11H 
AX = OOOOH 
il H 



inn 



0020H 



ド ッ ト ス ペイ シン グを 行わない モー ド となる 
ドッ トス ペイ シン グを 行う モードと なる 

偶数 回目の CTRL+P で プリ ンタに CRZLF コード を 出力し な 

い 



I21H 偶数 回目の CTRL + P で プリ ンタに CR/LF コード を 出力す る 



レジスタ AX に 0000H をセッ ト して この 機能 呼び出し を 行う と， 日本 雜ブリ ン 
タ において， ANK(1 パイ ト系 英数 カナ） 文字と 澳 字の 比率が に 1.5 になります. 

また， レジスタ AX に 0001H を セット して この 機能 呼び出し を 行う と， 日本語 
プリ ンタ において， ANK 文字と 澳 字の 比率が 1 ： 2 になります. 

レジスタ AX に 0020H を セットし てこ の 機能 呼び出 し を 行う と， 偶数 回 目 の 

r^rmn +rn 押下 (画面 出力の プリ ンタ への エコー 解除） 時に， プリ ンタに 

CRZLF コード を 出力し ない モードと なります. また， レジスタ AX に 0021H を 

セットし てこの 機能 呼び出し を 行う と， 偶数 回目の r^n + rn 押下 時に プリ 

ンタに CR/LF コード を 出力す るよう になります. 
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日本語 処理 

2.1 イントロダクション 

MS-DOS3.3C では， スムーズに 日本語 (漢字 やひら がな などの 2 バイ ト コード 文字） を 入力 

する ための 拡張 機能が 用意され ています. この 拡張 機能 はデ バイ ス ドライバの 形で 提供され， 
ユーザ— が プログラム 内で 使用す る ことができます. 

提供され る 日本語 入力 用 デバイス ドライバに は， 次の 2 種類が あります. 

ファイル 名 機 能 

AI かな 澳字 変換に よ る 日本語 入力 用デ バイ ス ドライ パ 
文節 変換に よ る 日本 雜 入力 用 デ バイ ス ドライ バ 

2.2 使用方法 

ここで は， 日本語 入力 用 デバイス ドライバの 組み込み 方法と， ファンクション コールの 使 JH 
方法 を 解説し ます. 

2.2.1 日本語 入力 用 デバイス ドライバの 組み込み 

日本語 処理 機能 を 利用す るに は， CONFIG.SYS ファイルに 次の ような 行 を 追加して， 日本 
語 入力 用デ パイ ス ドライ バを 組み込み ま す. 

• AI かな 漢字変換 を 利用す る 場合 

DEVICE = NECAIK1.DRV ' 
DEVICE = NECAIK2.DRV [/T] [/R] く 辞書 ファイル 名〉 

〈辞書 ファイル 名〉 を 省略す ると， カレント ドライブの ルート ディ レクト リの ファイル 名 
、、NECAI.SYS〃 となります. 

ZT スィ ツチ は， AI 変換 機能 を 使用し ないで， 逐次/連 文節 変換 モードで 使用す る 場合に 指 
定 します. この スィッチ を 省略す ると， AI 逐次 または AI 連 文節 変換 モードになります. 

/R スィッチ は， 連 文節 変換 モード を 使用す る 場合に 指定し ます. この スィッチ を 省略す る 
と， 逐次 変換 モ一ド になります. 

< 辞書 ファイル 名〉 を 省略す ると， カレント ドライブの ルート ディ レク トリの ファイル 名 



NECAIK1.DRV1 
NECAIK2.DRVJ 
NECDIC.DRV 
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第 2 寒 曰 本 語 処理 

*NECAI . SYS* (連 文節 変換 モードで は *NECDIC.SYS つ になります. 
； DEVICE = NECDIC.DRV く 辞書 ファイル 名〉 

く 辞書 ファイル 名〉 を 省略す ると， カレント ドライブの ルート ディ レクト リの ファイル 名 
*NECDIC . SYS" となります. 

日本語 入力 用 デバイス ドライバ は， キャラクタ 系 デバイス ドライバで すので， ADDDRV/ 
DELDRV コマンド によって， MS-DOS の 起動 後に 組み込み/削除す る こと もで きます （MS- 
DOS3.3C ユーザーズ リファレンス マニュアル 参照)， 

2.2.2 ファンク ショ ン コールの 使用方法 

日本語 入力 機能 は， ユーザ一 プログラム 内で 使用す る ことができます. プログラムで この 機 
fig を 利用す る は， INTDCH を 用いて システム コール を 行います. 

日本語 入力の 拡張 機能 を 呼び出す （コールす る） に は， まず CL レジスタに 機能 コードの 3^》 
を 入れます. また， 機能 コード 以外に 必要な 1W 報が ある 坳合 は， 指定され ている レジスタに そ 
の 情報 をす ベて 格納して から， 割り込み タイ^ DCH (INTDCH) を 実行し ます. 

例） 学習 機能 を 無しに 股定 する 

MOV CL,227 ;CL= 機能 コード 
MOV AX.0 ；学 S 機能 無し 

； そのほかに， 必 S な 情報が あれば 各 レジスタに セッ 卜する 

INT DCH 

呼び出し 後の レジスタの 内容 はリ ターンで 定義され ている レジスタ 以外 はすべ て 呼び出し 前 
の レジスタの 値 を 保持して います. なお， 定義され ていない 機能 コード を CL レジスタに 入れ, 
呼び出し を 行った 場合 は 何も 実行され ません. 

エラ一 コードが 通知され るの は， 異常終了 （キャリー フラグが セットされ ている 状態） の埸 
合で， 正常終了の 場合， AX レジスタの 値 は 不定です. 

変換 を 行う と き， * 読み * の 中の 次の 文字 や 記号 は 変換され ません. に' 

力 夕 カナ （読みの 中の カタ カナの 部分） 

記号 類 —「」、。• 

圍， 1 ■ •' . • 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 

2.2.3 AI かな 漢字変換 と EMS 

AI かな 漢字変換 ドライバ （NECAIK1 . DRV, NECAIK2 . DRV) は， 通常 約 128 K パイ ト 
の メインメモリ （主記憶） を 使用し ますが， EMS ドライバ （第 5 章 参照） が 組み込まれ ている 
場合 は， AI かな 漢字変換 ドライ パの一 部分 を 拡張 メ モリに 置く ことができます. こ れに よって， 
約 60K バイ ト， アプリケーションプログラムで ffiffl できる メインメモリ fi が 増加し ます. 

このような 拡張 メモリの 使い方 をす る «^ は， CONFIG.SYS ファイル 中で， EMS ドライバ 
を 指定して から， AI かな 漢字変換 ドライバ を 指定して ください. ， 

注意： ページ フレーム は， 64K バイ ト 確保で きなければ なりません. 

2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 

日本語 入力の ために， 次の ような 拡張 機能 呼び出しが 用意され ています. 呼び出し 方法に 付 

いて は r 2,2.2 ファンクション コールの 便 用 方法 j を 参照して ください. 

機能 、 

アプリケーション プログラムへの 解放 
アプリケーション プログラムからの 使用禁止 
キー ポー ド からの 日本語 入力の 禁止/許可 
学習 機能の 有無 
ローマ字 を カナ 文字に 変換 
1 パイ ト JIS 文字列 を 全角 文字列に 変換 
1 バイ ト JIS 文字列 を 半角 文字列に 変換 

辞書の オープン 
辞 害の クローズ 

語句の 登錄 
語句の 削除 
語句の 学習 

語句の 変換 （文節 変換 ： 最初の 候補） 
語句の 変換 （文節 変換 ： 次 候補） 
語句の 変換 （文節 変換 ： 前 候補） 

日本語 入力 モードに 入る 
日本語 入力 モードから 抜ける 

日本語 入力 モー ド のセッ ト 

日本語 入力 モードの 取得 



機能 コード 

10 進 16 進 

224 E0H 

225 E1H 

226 E2H 

227 E3H 

228 E4H 

229 E5H 

230 E6H 
231 E7H 

232 E8H 

233 E9H 

234 EAH 

235 EBH 

236 ECH 

237 EDH 

238 EEH 

239 EFH 

240 F0H 
241 F1H 
242 F2H 
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第 2 章 曰 本 語 処理 



243 


F3H 


2 バイ ト JIS を シフト JIS に 変換 


244 


F4H - 


シフト JIS を 2 パイ ト JIS に 変換 


247 


F7H 


逐次 変換 ドライ パの 有無の 取得 


248 


F8H 


辞書の 先 読みと 逐次 変換 


249 


F9H 


連 文節 変換 （最初の 候補） 


2 r )0 


FAH 


連 文節 変換 （次 候補） 


251 


FBH 


連 文節 変換 （前 候補） 


252 


FCH 


学習 （連 文節） 


253 


FDH 


先 読み 機能の 有無 



ここで は， これらの 機能 ごとに 解説 を 行います. 

各 機能の タイ トルに， ついている マーク は 次の 意味 を 表わします. 

(逐） AI かな 澳字 変換 ドライバの， AI 逐次 ノ 逐次 変換 モードで 利用で きる 機能. 
(連） AI かな 漢字変換 ドライバの， AI 連 文節 ノ連 文節 変換 モードで 利用で きる 機能. 
(文） 文節 変換 ドライバで 利用で きる 機能 

上記の マークの ついていない 機能 は， AI 逐次 変換， 逐次 変換， AI 連 文節 変換， 連 文節 変換， 
文節 変換の いずれで も 利用で きる 機能です. 
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アプリケーションプログラムへの 開放 



—ド 224 



日本語 入力 機能 を アプリケーションプログラムに 開放 



コール I AX = 0 



■77^ AX = 1 日本語 入力 機能 を 使用で きます. 

0 日本語 入力 機能 を 使用で き ません, 



日本語 入力 機能 を アプリケーション プログラムに 開放し ます. 
す. 

アプリケーション プログラム ィ ン ター フェース を 使用す る ときには， 硗 初に 必 
ず この コール を 実行し なければ なりません. 

AI 逐次 ZAI 連 文節， 逐次 Z 連 文節の 機能 を 使用す る 場合 は， この コ ールの 後に 
必ず 機能 コード 247 (逐次 変換 ドライバの 有無 取得） を コールして ください. 



第 2 章 日本語 処理 



アプリケーションプログラムからの 使用禁止 機能 コード 225 



アプリケーションプログラムからの 日本 焐 入力 機能の 使用 を 禁止 



コール 



リタ- ン 



なし 

キヤ リーフ ラグが セッ ト された 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され て 
いません， 

キ ャ リーフ ラグが セ ッ ト されない 場合 
正しく 終了し ました， 

日本語 入力 機能 を アプリケーション プログラムから 使用で きないよう にします. 
また， これ を コールす ると， 現在 オーブン 中の 辞 害 は クローズ されます. 

アプリケーション プログラムから 日本語 入力 機能 を 使用した 場合に は， 嵌 後に 
必ず この コール を 実行し なければ なりません. 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



キーボードからの 日本語 入力の 禁止 • 許可 機能 コード 226 



コール 



hee] 



キーボードからの 日本語 入力の 禁止お よび 許可 -- 

ax= 0 許可 
o 以外 禁止 

キャリー フラグが セ ット された 場合 

AX= 1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され てい 
ません. 

キヤ リーフ ラグが セッ ト されて いない 場合 



キーボードからの 日本語 入力 を， AX レジスタの 値に より 禁止 または 許可し ま 
す. 

機能 コード 225 (アプリケーション プログラムからの 曰 本^ 入力 機能の 使用 を 
禁 ih) を コールす ると. キ一 ボードからの 日本語 入力 は 許可 状態になります. 
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第 2 章 日本^ 処理 



学習 機能の 有無 機能 コード 227 



1 機 能 学 S 機能の 有無 を投定 

I 3— ル I AX=0 学習 機能 無し 

0 以外 学習 機能 有 り 

I リターン I キヤ リーフ ラグが セッ ト された 場合 • 

AX = 1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい 
ません. 

キヤ リーフ ラグが セッ ト されない 場合 
正しく 終了し ました. 

ax = o KS 前 は 学習 機能 無 しでした. 

1 設定 前 は 学習 機能 有りでした. ， 



学習 機能の 有無 を 設定し ます. 

語句の 学習 を 行う ときには， この コールで * 学習 機能 有りな が セットされ てい 
なければ なりません. 
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ローマ字 列 を カナ 文字列に 変換 機能 コード 228 



コー 



リターン 



ローマ字 列 （1 バイ ト JIS) を カナ 文字列 （1 パイ ト JIS) に 変換 

DS:SI= ローマ 宇 列への ポインタ （終端 は NULL) 

ES ： DI = 変換 結果 格納 域への ポインタ 

AX = 変換 結果 格納 域の 大きさ （バイト 数） 

キャリー フラグが セット された 場合 

AX = 1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい 
ません， • • 

キヤ リ 一 フラグが セ ッ ト さ れ ない 場合 

正しく 終了し ました， 

AX = 変換 結果の 長さ （バイト 数） 

CX = 変換され た ローマ字 列の 長さ （バイト 数） 

与えられた ローマ字 列 （1 パイ ト JIS) を カナ 文字列 （1 バイ ト JIS) に 変換し 
ます. 

変換 は， 変換 結果が 変換 結果 格納 域に 钠 まる 範囲 内で 行われます. 

また， ローマ字 列 内に， ローマ字 《HU (日本語 入力 ガイドの 付録 を 参照して く 

で 変換 を 終了し ます. 

ローマ字 列の 最後に W があった 場合 は 変換され ません. * ン' と 変換したい 
ときには と 格納して ください. 

ローマ字 列の 最後に は NULL (00H) を セットして おいてく ださい. 
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第 2$ 日本語 処理 



1 バイ 卜 JIS 文字列 を 全角 文字列に 変換 機能 コード 229 



機 能 I 1 バイト jis 文字列 を 全角 文字列 （シフトぶ s) に 変換 

コール I DS:SI = 1 バイ ト J ほ 文字列への ポインタ （終端 は NULL) 
ES: Dl = 変換 結果 格納 域への ボイ ンタ 
AX = 変換 結果 格納 域の 大きさ （バイト 数） 
DX =0 カナ を 全角 カタ カナに 変換 
1 カナ を 全角 ひらがなに 変換 

U^vl キヤ リーフ ラグが セ ッ ト さ れた 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい 
ません. 

キャリー フラ グがセ ット されない 場合 

AX = 変換 結果の 長さ （バイト 数） 

CX = 変換され た 1 バイト JIS 文字列の 長さ （バイト 数） 

解 说 I 与えられた 1 パイ ト JIS 文字列 を 全角 文字列 （シフト JIS) に 変換し ます. 

変換 は， 変換 結果が， 変換 結果 格納 域に 納まる 範囲 内で 行われます. 
また， 1 パイ ト JIS 文字列 内に 1 バイ ト JIS 以外の 文字 （制御コード （0OH 
〜1FH) と澳字 （80H〜9FH, E0H〜FCH)) が 発見され た 場合に は， その 場で 変 

換を 終了し ます. W'il^ 

1 パイ ト JIS 文字列の 最後に は NULL (00H) を セットして ください. 
灣点， 半濁点 は 直前の 文字と 合わせて 処理され ます （力'— が， ハ • —ばな 
ど). 

変換 結果の 格納 形式 は 上位 パイ ト • 下位 パイ トの顯 です （A (8260H) は， 
82H, 60H と 格納され ます). 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



1 バイ ト JIS 文字列 を 半角 文字列に 変換 機能 コード 230 



I 機 能 | 1 パイ ト JIS 文字列 （1 バイ ト JIS) を 半角 文字列 （シフ ト JIS) に 変換 

| コール | DS:SI = 1 バイトコード 文字列への ポインタ （終端 は NULL) 

ES:DI = 変換 結 果 格納 域へ の ポ インタ ― 
AX = 変換 結果 格納 域の 大 き さ （バイ ト 数） 

1 リターン I キャリー フラグが セッ 卜された 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい ま 

せん. 

キヤ リーフ ラグが セ ッ ト されない 場合 
正しく 終了し ました. 
AX= 変換 結果の ft さ （バイト 数） 
CX = 変換され た 1 パイ ト JIS 文字列の 長さ （バイ ト数） 

[wm 与えられた 1 バイ ト jis 文字 を 半角 文字列 （シフト jis) に 変換し ます. 

変換 は， 変換 結果が 変換 結果 格納 域に 納まる 範囲 内で 行われます. 

また， 1 バイ ト JIS 文字列 内に 1 バイ ト JIS 以外の 文字 （制御コード （00H 
〜1FH) と， 澳字 （80H〜9FH, E0H〜FCH)) が 発見され た 《^ に は， その 場で 

変換 を 終了し ます. 

1 バイト JIS 文字列の 圾 後に は NULL (00H) を セットして ください • 

空白 （20H) は 変換され ず， 20H のままで す. 変換 結果の 格納 形式 は 上位 パイ 

ト • 下位 パイ トの顺 です （A (8260H) は 82H， 60H と 格納され ます） • 
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第 2 章 日本語 処理 



辞書の オープン 



機能 コード 231 



_機_ ^ 辞 害の オープン 



—ル 



リターン 



DS: Sl = 辞害フ アイ ル 名への ボイ ンタ 
ES:DI = 12 バイトの 領域 を さす ポインタ 

キヤ リーフ ラグが セッ ト された 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され てい ま 
せん. 

3 既に 辞 害が オーブンされ ています. 

4 指定され た 辞書が みっかり ません. 
14 ディスクの 莸み 込み 中に エラーが 発生し ました. 
キヤ リーフ ラグが セッ 卜されない 場合 

正しく 終了し ました. 

ES: Dl = 直前の 辞書 情報への ポインタ 

これ は， オーブンが 成功しても 失敗しても セット されます. 



指定され た 辞 * を オープン します. 

DS:SI に は 辞 害 ファイル 名への ポインタ をセッ 卜して おきます, 



ファイル 名 （8 バイ ト） r 拡張 子 （3 パイ ト）" 1 



ドライブ 名 （1ノ、*ィ 



ドライブ 名 ： 0 カレント ドライブ 
1 ドライブ A: 
2 ドライブ B ： 



ファイル 名 ： 8 文字までの 長さの ファイル 名 を 大文字で セッ ト します. フ アイ 

ル名 はフィ ール ド の^から セッ ト し 8 文字に 满 たない 場合に は 残 
りに スペース （20H) を セットして ください. 
ファイル 名の 先頭が 00H の 場合に は， 現在の 辞 害が 選択され ます, 



2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



拡張 子 ： 3 文字までの 長さの 拡張 子 を 大文字で セ ット します. 
― 拡張 子 は フィールドの 先頭から セットし， 3 文字に 満たない M に 

は， 残りに スペース を セットして ください. 拡張 子がない 場合に は 
すべて スペース をセッ ト してく ださい. 

ES ： DI に は 12 バイ 卜の 領域 を 指す ポィ ンタを セットして ください. リタ一 ン 
時に， この 領域に は i な 前 の 辞 W の W 報が 入ります. 返される 辞 W の 情報の 形式 は 
DS ： SI にセッ ト した ファイル 名の 形式と 同じです. 

オーブンに 成功す ると， 指定され た 辞 害が， 現在の 辞 害になります. 失敗した 
場合に は 現在の 辞軎は 変わりません. 
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第 2 资 日本語 処理 



辞書の クローズ 



機能 コード 232 



辞 害の クローズ 



コール 



なし 



リターン 



キャリー フラグが セット された 場合 

AX = 1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され てい 
ません. 

2 辞 害が オーブンされ ていません. 
14 ディスクの 読み込み 中に エラーが 発生し ました. 
キャリー フラ グがセ ッ ト されない 場合 
正しく 終了し ました. 



D 



現在 オープン 中の 辞 害 を クローズ します. 



2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 




コール 



リターン 



辞書への 語句 登 》 

DS:SI = 统 みへの ポインタ （終端 は NULL) 
ES:DI= 語句への ポインタ （終端 は NULL) 

キャリー フラグが セット された 場合 

AX= 1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい 

ません. 

2 辞 害が オープンされ ていません. 

5 餽 みまた は 語句が おす ぎます. 

6 說 みま た は 語句に 不正な 文字が 含 まれて います. 

9 読みの 登録され る ページが ありません. 
10 登録す る ための 領域が あ りません. 
14 ディスクの 统み 込み 中に エラーが 発生し ました. 



キヤ リーフ ラグが セ ッ ト されない 場合 



オーブン 中のお あに， ffi 定 された^ みで， 指定され た 語句 を 登録し ます. 
DS: SI に は 読みへの ボイ ンタ をセッ ト してお きます. R みは 1 バイ ト JIS コ 

ード で， 16 文字 以内で なければ なりません. 

また， 読みと して * に， や " (空白）， 制御コード （00H〜1FH) は 使用 
できません. 読みの 最後に は NULL (00H) を セットして ください. 部 ほ 選択 部 
へ 登録す る 場合 は， 読みの 先頭に * (DFH) を 付けて ください. 

ES ： DI に は 登録す る 語句への ボイ ンタ をセッ ト してお きます. 登録す る 語句 
は， シフ ト JIS で 表わされた 漢字で 16 文字 以内で なければ なりません. 格納 形式 
は 上位 パイ ト • 下位 パイ トの 順です （A(8260H) は， 82H, 60H と セットし ま 
す）. 語句の 敁 後に は NULL (00H) を セットして ください. 

この 機能 を コールした 後 は 次 候補 （機能 コード 237/250〉， 前 候補 （機能 コード 
238/251) は 使用で きません. 

この 語句の 登録で 品詞 情報の 登録 は 行えません. 登録 語句 はすべ て ユーザ一 登 
録の 語句になります. 
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コール 



リターン 



辞書から 語句 を 削除 

DS ： SI = K みへの ポインタ （終端 は NULL) 
ES ： Dl = 語句への ポインタ （終端 は NULL) 

キャリー フラグが セット された 場合 

AX = 1 日本語 入力 機能が アブリ 

2 辞 寄が オープンされ ていません. 
5 説み または 語句が 長す ぎます. 
6 统 みまた は 語句に 不正な 文字が 含まれて います. 
7 説み ま た は 語句が みっか りません. 
11 削除で きません （システム 登録の 単語です). 
14 ディスク I/O エラーが 発生し ました， 
キャリー フラグが セッ ト されない 場合 



オーブン 中の 辞 害から， 指定され た R みの 指定され た 語句 を 削除し ます. 



DS ： SI に は 読みへの ボイ ンタ をセッ ト してお きます. 読み は 1 パイ ト JIS コ 
—ドで 16 文字 以内で なければ なりません. また， 読みに は a!*, や " (空 

I -J ) , 制御コード （00H〜1FH) は 使用で きません. 読みの 最後に は NULL(OOH) 
を セットして ください. 部萏 選択 部から 削除す る 場合 は， 読みの 先頭に 一 
(0DFH) を 付けて ください. 

ES ： DI に は 削除す る 語句への ポインタ を セットして おきます. 削除す る 賠句 
はシフ ト JIS で 表わされた 漢字で， 16 文字 以内で なければ なりません. 格納 形式 
は， 上位 バイ ト • 下位 パイ 卜の 順です （A(8260H) は， 82H, 60H とセッ ト しま 
す）， 語句の 嵌 後に は NULL (00H) を セットして ください. 



この 機能 を コールした 後 は， 次 候補 （機能 コード 237 ノ 250), 前 候補 (機能 コ一 
ド 238/251) は 使用で きません. 



この 語句の 削除で は， シス 
—ザ 一 登録の 単語に 限られます. 



きません. 



： 語句 はュ 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



語句の 学習 （文） 機能 コード 235 



機 能 I 指定され た 語句の 学習 

1 コール I DS:SI = 読みへの ポインタ （終 《 は NULL) 

DS :BX=R みへの ポインタ （終端 は NULL) 
ES:DI =竽 習す る 語句への ポインタ （終 * は NULL) 

I リターン I キャリー フラグが セット された 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい 
ません， 

2 辞赛が オーブンされ ていません. 
5 読み または 語句が ft すぎます. 
6 読み ま た は 語句に 不正な 文字が 含 まれて います. 
7 読み ま たは 齬 句が みっか りません. 
12 学お 機能が 設定され ていません. 
14 ディスクの 説み 取り 中に エラーが 発生し ました. 
キヤ リーフ ラグが セッ 卜されない 場合 
正しく 終了し ました. 

I 解 KI オーブン 中の 辞 害 内に ある 指定され た 語句 を 指定され た 読みで， 候補の 先頭に 

します （なで判 機能). 

DS ： SI に は 読みへの ボイ ン タをセ ッ ト してお きます. この 読み は 1 バイ ト JIS 
コードで 16 文字 以内で なければ なりません. また， 説み に は や *", 、、 " 
(空白)， 制御コード （00H〜1FH) は 使用で きません. 読みの 最後に は NULL 
(00H) をセ ット してく ださい. 部首 選択 部の 語句の 学習 をす る 場合 は 読みの 先頭 
に * • * (ODFH) を 付けて ください. 

DS ： BX に は 読みへの ボイ ンタ をセッ ト してお きます. この 読み はシフ ト JIS 
コードで 16 文字 以内で なければ なりません. この 読み は DS:SI の 指す， 1 バイ 
ト JIS の 読み を シフト JIS に 変換した ものです. 格納 形式 は， 上位 パイ ト • 下位 
バイ 卜の 順です （A(8260H) は， 82H， 60H と セットし ます）. 1 バイ ト JIS の 読 
みと 同様に やに， w *〜 * " (空白） は 使用で きません 読みの 最後に は NULL 
(00H) をセッ 卜して ください. 
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や O// 



(814BH) を 付けて く 



ださい. 



ES ： DI に は 学習す る 語句への ボイ ンタを セット してお きます. 学習す る 語句 
はシフ ト JIS で 表わされた 澳 字で 16 文字 以内で なければ なり ません. 格納 形式 
は， 上位 バイ ト • 下位 バイ トの 順です. 語句の 最後に は NULL (00H) をセッ ト 
してく ださい， 

この 機能 を コールした 後 は 次 候補 （機能 コード 237), 前 候補 （機能 コード 238) 
は 使用で きません. 必ず 敁 初の 候補 （機能 コード 236) を 呼び出して ください. 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



語句の 変換 （最初の 候補） （文） 機能 コード 236 



iin 指定され た 统 みの 変換 （最初の 候補） 

コール | DS ： SI = 読みへの ポインタ （終端 は NULL) 
DS ： BX= 狭み への ポインタ （終端 は NULL) 
ES:DI = 変換 結果 格納 域への ポインタ 

■J^vl キヤ リ 一 フラグが セ ッ ト さ れた 場合 

AX=1 H 本 語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され てい ま 
せん， 

2 辞書が オーブンされ ていません. 

5 說 みが 長す ぎます， 

6 R みに 不正な 文字が 含まれて います. 

8 候補が みっかり ません. 

14 ディスクの 躭 み 取り 中に エラーが 発生し ました. 
キヤ リーフ ラグが セッ ト されない 場合 
正しく 終了し ました. 
AX= 変換 結果の 長さ （バイト 数） 



解 lit 指^された 説み を 変換して « 初の 候補 を 返します. 

DS:SI に は 読みへの ボイ ンタを セット してお きます. 読み は 1 バイ ト JIS コ 
ードで 16 文字 以内で なければ なりません. また， 読みに は"！"， v *"， w " (空 
白)， 制御コード （00H〜1FH) は 使用で きません. 読みの 最後に は NULL(OOH) 

を セットして ください. 部首 選択 部の 変換 を 行う 場合 は， 読みの 先頭に 、、 。', 

(0DFH) を 付けて ください. 

DS ： BX に は 読みへの ポインタ をセッ 卜して おきます. この 読み はシフ ト JIS 
コードで 16 文字 以内で なければ なり ません. この 読み は DS ： SI の 指す 1 バイ ト 
JIS の 読み をシフ ト JIS に 変換した ものです. 格納 形式 は， 上位 パイ い 下位 パイ 
卜の 順です （A(8260H) は， 82H， 60H と セットし ます）. 1 バイト JIS の 読みと 
同様に やに， * " (空白） は 使用で きません. カタ カナ は 変換の 対象から 
はずされます. 読みの 最後に は NULL (00H) を セットして ください. 部首 選択 
部の 変換 を 行う 場合 は， 読みの 先頭に * ow (814BH) を 付けて ください. 
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ES ： DI に は 変換 結果の 格納 域への ボイ ン タをセ ッ ト してお きます. 変換 結果 
の 格納 形式 は， 上位 バイ ト • 下位 パイ トの 順です. 変換 結果 格納 域の 大きさ は 
大 62 バイ ト 必要です. 
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=3 — 



リタ- ン 



指定され た 読みの 変換 （次 候補) 



： SI = 機能 コード 236 で 指定した もの 
DS ： BX= 機能 コード 236 で 指定した もの 

キヤ リ 一 フラグが セ ッ ト さ れた 場合 ' 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい ま 
せん， 

2 辞 害が オーブンされ ていません. 
5 読みが 長す ぎます. 
6 読み に 不正な 文字が 含 まれて います. 
8 候補が みっかり ません. 

14 ディスクの 浼み 取り 中に エラーが 発生し ました. 
キヤ リーフ ラグが セッ ト されない 場合 
正しく 終了し ま した. 
AX = 変換 結果の 長さ （バイト 数） 

直前に 呼び出した 機能 コード 236 (锒 初の 候補） 237 (次 候補)， 238 (前 候補） 
で 返された 候補の 次の 候補 を 返 します. 

DS ： SI と DS ： BX に は 機能 コ一ド 236 (W 初の 候補） で 指定した もの をセ ッ ト 
してお きます， 

ES ： DI に は 変換 結果 格納 域への ボイ ンタを セットして おきます. 
変換 結果 格納 域の 大きさ は 最大 62 パイ ト 必要です. 
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読みの 変換 （前 候補） 

DS:SI = 機能 コード 236 で 指定した もの 
DS ： BX= 機能 コ一 ド 236 で 指定した もの 
ES ： DI = 変換 結果 格納 域への ボイ ンタ 

キャリー フラグが セット された 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい 
ません， 

2 辞 害が オープンされ ていません. 
5 说 みがお すぎます. 
6 読み に 不正な 文字が 含 まれて います. 
8 候補が みっかり ません. 

14 ディスクの 読み取り 中に エラーが 発生. しました. 
キャリー フラ グがセ ッ ト されない 場合 



AX= 変換 結果の 長さ （バイト 数) 



D 




の 候補 を 返します. 



DS ： SI と DS ： BX に は 機能 コード 236 初の 候 Wi) で 指定 した もの を セット 

してお きます. 

ES ： DI に は 変換 結果 格納 域への ボイ ンタ をセッ ト してお きます. 
変換 結果 格納 域の 大きさ は W 大 62 バイ ト 必要です. 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



日本語 入力 モードに 入る 



機能 コード 239 



r«t 能 



日本語 入力 モードに 入る 



なし 



リターン 



キヤ リーフ ラグが セッ ト された 場合 

AX = 1 日本語 入力 機能が アブリ ケーシ ヨン プログラムに 開放され てレ 
ません. 

13 キーボードからの 日本語 入力が 禁止され ています. 
キヤ リ一 フラグが セッ 卜されない 場合 
正しく 終了し ました. 



日本^ 人力 モードに 入る ために 「CTRL 1+ 



を 押した ときと 同じ 機能で 



す. 



すでに 日本語 入力 モードに 入って いると き は 何も 実行し ません. 
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， 




日本語 入力 モー ド から 抜ける ' 

コール I なし 

リターン I キャリー フラ グがセ ッ ト さ れた 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され てい 
ません. 

キャリー フラ グがセ ッ ト さ れ ない 場合 



曰 本 語 入力 モードから 抜ける ために 

能です. 

日本語 入力 モー ド でない とき は 何も 実行し ません. 



を 押した ときと 同じ 機 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



日本語 入力の モー ドセッ ト 



機能 コード 241 



コール 



リターン 



日本語 入力 モード を セット 



bo 
b, 

b 4 b3 

b; 
b 8 
b 9 〜b は 



0 直接 
0 英数 

0 カタ カナ 
00 全角 
0 
0 

0 逐次 

予約 

未使用 



1 間接 

1 カナ 
1 ひらがな 
01 半角 
1 JIS 

1 部首 

1 連 文 



10 1 バイトコード 



キャリー フラグが セット された 場合 ' 

AX = 1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 1(8 放されて いま 
せん， 

キヤ リーフ ラグが セッ 卜されない 場合 



AX = 実啄に セット された モード 



日本語 入力 モードに 入った ときの モード セッ トを 行います. AX レジスタの 各 

ビッ トで モード を 指定し ます. 
このと き， k は， b, = l かつ b 4 b3==0 のとき にの み 有効です. また bs=l のと 

き は 他の ビッ ト はす ベて 無効です. 

卜 は， AI かな 漢字変換 ドライバ でのみ 使用で きます. 
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日本語 入力の モード 取得 機能 コード 242 



「機 能 I 日本語 入力の モー ド 取得 

I コール I なし 



り ターン I キヤ リーフ ラグが セッ 卜された 場合 

AX = 1 日本語 入力 機能が アプリケーションプログラムに 開放され てい 
ません. 

キヤ リーフ ラグが セッ 卜されない 場合 ' 
正しく 終了し ました. 
AX = 現在の モード 

(機能 コード 241 の ものに 加え） 
b 8 ： 0 1 AI 変換 

STHKl 日本語 入力 モー ド のとき の 現在の モ 一 ド を 取得 します. 

モード は， リターン 時の AX レジスタの 各 ビットで 示されます. 各 ビットの 意 
味 は 機能 コード 241 (日本 ffi 入力の モード セット） を 参照して ください. 

ビッ ト 8 の *AI 変換 * は 取得の み 可能で， ビッ ト 7 と 組み合わせ， AI 逐次， AI 
連 文節の モー ド である こ と を 示します. 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



2 バイ ト JIS をシフ 卜 JIS に 変換 



機能 コード 243 



「機 能 I 
I コ— ル I 

U ターン I 



2 バイ ト JIS コード をシフ ト J ほ コードに 変換 • 

AX = 2 バイ ト JIS コード 

キヤ リーフ ラグが セッ 卜された 場合 

AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され てい 

ません. 

6 語句に 不正な 文字が 含まれて います. 
キヤ リーフ ラグが セッ ト されない 場合 



AX = シフ ト JIS コード 

与えられた 2 パイ ト J1S コード をシフ ト JIS コードに 変換し ます. 
変換す る JIS コード は 次の 範囲 内で なければ なりません. 

• 全角 21H く AH く 7EH, 21HSAL く 7EH 
'半角 AH=OOH, 21H く AL く 7EH 

または 

AH = OOH, AlH^AL^DFH 



また， JIS コードの 2S 
21H〜7EH の 16 進数). 



:H, 2BXXH も 半角と して 扱えます (XX は 
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第 2 章 日本語 処理 



1 



シフ 卜 JIS を 2 バイ ト JIS に 変換 



機能 コード 244 



シフ ト JIS コー ドを 2 ハ' ィ ト JIS コー ドに 変換 



コール 



AX = シフト JIS コード 



リターン 



キヤ リーフ ラグが セッ 卜された 場合 

AX = 1 日本語 入力 機能が アプリ ケーシ 3 ンブ ログ ラムに 開放され てい 
ません. 

6 語句に 不正な 文字が 含まれて います. 
キヤ リーフ ラグが セット されない 場合 
正しく 終了し ました. 
=2 バイ ト JIS コード 



与えられた シフ ト JIS コード を， 2 パイ ト JIS コードに 変換し ます. 
変換す るシフ ト J1S コード は 次の 範囲 内で なければ なりません. 

•81H く AH く 9FH， 40H^AL<:FCH (AL*7FH) * 

または 1 • 

•EOH く AH く EFH， 40H く AKFCH (A し *7FH) 

また， シフト JIS コードの 85XXH (半角） （XX は 40H〜FCH の 16 進数） は 
JIS コードの 29XXH, 2AXXH, 2BXXH (XX は 21H〜7EH の 16 進数) に 変換 

されます， 
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能, 






-ル 




りタ 


—ン 



逐次 ノ 速 文節 変換 ドライバの 有無 取得 

AX=0 

キャリー フラ グがセ ッ ト さ れた 場合 
AX=1 日本語 入力 機能が アプリケーション プログラムに 開放され てい ま 
せん， 

キヤ リーフ ラグが セッ ト されない 場合 
AX=0 A1 かな 漢字変換 ドライバ はィ ン ストールされ ません. 
3 AI かな 漢字変換 ドライ バが 使用可能です. 



AI かな i« 卞変換 ドライバの ィ ン ストールの 冇無を 返します. 



の ファン クシ 3 ンを コールす る 前に 機能 コード 224 (アプリケーション プロ 
グラムへの 開放） を コールして おく 必要が あります. 



この コ一. 

能 （機能 コード 248-253) が 使用可能と なります • 



2^ 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



逐次/連 文節 変換 ドライバの 有無 取得 （逐) (連） 機能 コード 
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第 2 祭 R 本語処 fl 



, プログラムから 使用す る 場合に 参考と なる 処理 フ 



ロー を 以下に 示します. 



(D 全体 的な 処理の 流れ 



始め 







機 Kg コード 224 






機能 コ- 


-ド 247 


AX=0 




モード 》 定， 
辞書 オーブン など 




辞書 クロ ーズ など 



* 文 *変《 は 



I でさない 



: 225 ] 



• アブリ ケーシ ヨン プログラムへ 
の 開放， 



* 



AI かな 漢字変換 ドラ や 、'の 有鎮觸 . 

AX=0 のとき 連 文節 変換 ドラ 
ィバ 無し. 

辞お ォ一 フン などの iWiaii を 行 う. 



も bi! み バッソ >• などの 初期化. 
(—連の 文章の 変換 前に 必ず コール はす 

読みの 入力, 変換, 学習な ど. 

次の 文 なの 説み 人力, 変換 を 行う 場な 

機能 コ―ド 248(AX 二 0) から 再開し ます. 
辞 害の クローズ などの 後 処理 を 行う. 
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2.3 曰 本 鹿 入力の 拡張 機能 呼び出し 



② 変換 処理の 流れ 

-の例 を フローチャートで 示します. 
この 例で は r 今日 私 は」 を 変換して います. 




機 d£ コード 

AX = 0 



「キ-, 


、力 






厂 ttA の M 






機 ffi コード 248 

AX = l または 2 


NO 


[ YES 



(入力） 

KYOUWATASHIHA 



機 コード 249 




NO 




«m コ- 


-ド 250 




1 

キヨ ゥヮ クシ/、 



きょうわた ほ 



協和 



(^日め 学う 



(「わたし は」 の 変換) 
私 は 
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第 2« 日本語 処理 



辞 害の 先 読み （逐） （連) 



機能 コード 248 



機 


能 1 






りレ 



指定され た a みに よる （変換 前の） 辞 索 

AX=0 先 読み バッファの 初期化 
1 辞 害の 先 読み 
2 読みの 修正と 先 読み 
3 辞 害の 先 読みと 逐次 変換 

DS ： Sl= 情報 テーブルへの ポインタ 

情報 テーブル ： 
オフセット 00 (1 ワード） 

= 読みへの ポインタ （終端 は NULL) 1 バイ ト 読み 
オフセット 02 (1 ワード） 

= 読みへの ポインタ （終端 は NULL) 2 バイ ト 銃み 
オフセット 04 (1 ワード） 

= 変換 結果 格納 域への ポインタ （AX = 3 のとき） 
オフ セッ ト 06 (1 ワード） 

= 読みの 修正 ffi 所への ポインタ （AX = 2 のとき） 
オフセット 08 (1 ワード） 

= すでに 変換され た 文節 を 除いた 1 バイ ト銑 みへの ポィ ンタ 

(AX-3 のとき） 

オフ セッ ト 10 (1 ワード） 

= すでに 変換され た 文節 を 除いた 2 パイ ト 読みへの ボイ ンタ 

(AX = 3 のとき） 

才 フセッ ト 16-63， 80-127 

= 変換 文節の 情報 （AX = 3 のとき） 

キャリー フラ グがセ ッ ト さ れた # 

AX = 1 逐次 ノ連 文節 変換 機能が アプリケーションプログラムに 開放 さ 
れ ていません， 
2 辞書が オーブンされ ていません. 

5 読みが 長す ぎます. 
6 読みに 不正な 文字が 含まれて います. 
8 候補が 見つかりません. 
14 ディスクの 読み取り 中に エラーが 発生し ました. 
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(2， 5, 6， 8， 14 は， 先 読み バッファの 初期化 （AX = 0) の コールで は 返されません〉 

キャリー フラグが セッ ト されない if^ 
AX=0 正常終了 しました 

または， 辞 害の 先 読み 機能が 設定され ていないので 処理が 行われ ませ 
ん でした (辞 害の 先 読み と 逐次 変換の コ 一 ル 以外 ま た は, 辞 害の 先 読み と 
逐次 変換の コールの 場合 は， 逐次 変換され なかった 場合 セット される）. 

= 逐次 変換され た 文節の 長さ （バイ ト数） 

情報 テーブル ： 

オフセット 14 (1 バイト） 

= 逐次 変換され た 文節数 
オフ セッ ト 16-31, 80-95 

= 逐次 変換され た 文節の 読み （1 パイ ト JIS) の 長さ 
才 フセッ ト 32-47, 96-111 

= 逐次 変換され た 文節の 読み （シフト JIS) の 長さ 
オフ セッ ト 48-63, 112-127 

= 逐次 変換され た 文節の * 初の 候補の 長さ 

辞 害の 先 読み 機能が 投定 されて いる 場合， 読みが 1 文字 增 える ごとに この ファ 
ン クシ ヨン を コールす る 必要が あります. 

この フ アンク ショ ンは， 連 文節 変換 フ アン クシ ヨン （機能 コード 249) に 先立つ 
て コールされ， 指定され た 読みの すべての 统み 方に 対し 辞 害から データ を 読み 連 
文節 変換 ドライバ 内の 領域に 記憶して おくた めの ものです. 

AX = 3 (辞 害の 先 a みと 逐次 変換） の コール は， 先 読みし， 記憶した データ を 

もとに， 文節 作成 を 行い 出力 可能と なった 文節が ある 場合， 情報 テーブルに 最初 

の 候補 情報 を 返します. 情報 テーブルの オフ セッ ト 14 に は， 逐次 変換され た 文節 
数の 合計が セット されます. 情報 テーブルの オフセット 16- 63, 80-127 に は， 逐 

次 変換され たす ベての 各 文節の 長さが， セットされ ていきます. なお， ここで セ 
ッ ト された 情報 は そのままに してお いてく ださい. 

AX = 0 (先 読み バッファの 初期化） の コール は， 先 読み 機能の 有無に かかわら 
ず， その 読みに 対する 最初の 連 文節 変換 （機能 コード 249) または AX = 3 のコー 
ルに 先立って 必ず コールして ください. 情報 テーブルの オフ セッ ト 00 に は， 読み 
への ポインタ （1 ワード） を セットして おきます. 読み は， 1 パイ ト JIS で 64 文 
字 以内で なければ なりません. 



第 2 章 曰 本 語 処理 



AX = 3 と AX==1 との 混在の コール はでき ません. 

また 読みに は っ\ や * (空白)， 制御コード （00H〜1FH) は 使用で き 

ません. 読みの 最後に は， NULL (00H) を セットして ください. 

濁音 ひが * など） や 半 》 音 n 戸な ど） の 1 バイ ト jis の 読み は， 2 バイ ト r が # 

なら "力〜 *) で 1 文字と して 扱って ください. 

情報 テ一 ブルの オフ セッ ト 02 に は， 読みへの ボイ ンタ （1 ワード） を セットし 
てお きます. この 読み は， 上記 1 バイト JIS の 読み を シフト JIS に 変換した もの 
でなければ なりません. また， 読みの « 終に は NULL (00H) を セットし てくだ 

さい. • 

情報 テーブルの オフ セッ ト 04 に は， 変換 結果の 格納 域への ポィ ンタ をセッ トし 
てお さます. 変換 結果 は 上位 パイ ト， 下位 パイ 卜の 順に セット されます. 

情報 テーブルの オフ セッ ト 06 は， AX = 2 の コールで 参照され ます. 
この コール は， 。AX = 1 または AX = 3 の * コール を 行って いる 途中に 読みの一 
部が 変更され たと きに， シフ ト JIS の 読みの 修正 ffi 所への ボイ ンタ として 使用し 

てくだ さい. 

また， 修正 ffi 所への ポインタ は， 逐次 変換され た 文節の 読みに は， 使用で きま 
せん. 情報 テーブルの オフ セッ ト 14 の 逐次 変換され た 文節数， オフ セッ ト 16-63, 
80-127 の 逐次 変換され た 読みの 長さ を 確認し， 逐次 変換され ていない 読みに ボイ 
ント してく ださい. 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



， 



* わたし は" を 変換 するとき は， まず AX = 0 の コール を 行い 連 文節 変換 ドライ 
、'内の 先 読み パ ッファ を 初期設定 します. 



次に AX = 1 (先 読み） の コール を統 けます. 

読みへの ポィ ンタ （1 バイ ト JIS) 読みへの ボイ ンタ （シフ ト JIS) 
I I 
《 ヮ NUL 



わ NUL 



わた NUL 



d[ ヮタシ NUL 



《 ヮ タシハ NUL 



わたし は NUL 



* わたし は * を "わたく し は * に 変更した とき， AX = 2 の コール を 使用し ます, 
読みへの ボイ ンタ （1 パイ ト JIS) 読みへの ボイ ンタ （シフ ト JIS) 



(E[ ヮ タク シハ NUL 



T 

修正 箇所への ボイ ン タ^く" を 指す) 



*NUL* は， NULL (00H) を 表します. 

辞 害の 先 読みと 逐次 変換の コールに て 変換され た 文節が 出力され る 場合. 

コ一讀 ， 
AX=3 

情報 テーブル ： . 



オフ セッ ト 00-01 



02-03 



ヮ タシハ キヨ ウノ ゴ NUL 



わたし はきょうの ご NUL 



04-05 
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リターン « 
AX=4 (4 バイト） 

情報 テーブル ： 
オフ セッ ト 04-05 



私 は 



(変換 結果 (4 バイ 



14 


1 (逐次 変換され た 文節の 合計) 


16-31 


04 


(第 1 文節 4 バイ ト） 


32-47 


08 


(第 1 文節 8 バイ ト） 


48-63 


01 


(第 1 文節 4 パイ ト） 



統 いて， 読みが 增ぇ， 2 文節 目が 出力され る 場合. 

コー賴 

AX=3 

情報 テーブル ： 
オフセット 00-01 



ヮ タシハ キヨ ウノ ゴゴゥ NUL 





02-03 



04-05 



わたし はきょうの ごごう NUL 



08-09 キヨ ウノ ゴゴゥ NUL 



10-11 

リターン 例 
AX=6 (6 バイ 卜） 
情報 テーブル ： 

オフセット 04-05 



さよ うの ごごう NUL 



今日の 



14 2 (逐次 変換され た 文節数の 合計) 



16-31 


04 ！ 


04 


32-47 


08 1 




48-63 


04 


06 



第 1 文節 8 バイ ト， 第 2 文節 8 バイ ト) 
(第 1 文節 4 パイ ト， 第 2 文節 6 バイ ト） 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



， 



情報 テーブル 

ッ 卜 



00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 



00 
16 



64 
80 
96 
112 
128 



00-01 

02-03 

04-05 

06-07 

08-09 

10-11 

12-13 

14 

15 

16-31 

32-47 

48-63 

64-79 

80-95 

96-111 

112-127 

128-143 



読み （1 バイ ト JIS) への ボイ ンタ 

銃み （シフト JIS) への ボイ ンタ 

変換 結果 格納 域への ポインタ 

読み （シフト JIS) の 修正 筒 所への ポインタ 

すでに 変換され た 文節 を 除いた 1 パイ ト 莸 みへの ボイ ンタ 

すでに 変換され た 文節 を 除いた 2 パイ ト銃 みへの ボイ ンタ 
システム 予約 

変換され た 文節数 ， 

システム 予約 t • 

変換され た 各 文節の 統み （1 パイ ト JIS) の バイ ト数 （1〜16 文節) 



変換され た 各 文節の 読み （シフ ト JIS) の パイ ト数 

変換され た 各 文節の 漢字の バイ ト数 

複数 文節 学習 時の 各 文節の ステータス 

変換され た 各 文節の 统み (1 バイ ト JIS) の バイ ト数 

変換され た 各 文節の 読み （シフ ト JIS) の パイ ト数 

変換され た 各 文節の 漢字の バイ ト数 

複数 文節 学習 時の 各 文節の ステータス 



( 
( 
( 
(17 

( 
( 
( 



) 



) 



n 
〃 

〃 ) 
〜32 文節) 

,1 ) 
〃 ) 

" ) 
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第 2 章 日本語 処珲 



(逐） （速） 機能 コ―ド 249 



I 機 Oil 指定 さ れた 読みの 変換 

I コール I AX= 文節 番号 （第 1 文節 を 0 とする） 

(連 文節 変換での 最初の コール は 必ず 0 である こと. また， 逐次 

変換です でに 変換され た 文節が ある 状態での 最初の コールのと 

き は， すでに 変換され ている 文節数 を セットして ください.） 

DS ： Sl= 情報 テーブルへの ポインタ 
情報 テーブル ： 
オフセット 00 (1 ワード） 

= 読みへの ポインタ （終端 は NULL) 
オフセット 02 (1 ワード） 

=R みへの ポインタ （終端 は NULL) 
オフセット 04 (1 ワード） 

= 変換 結果 格納 域への ポインタ 
オフセット 16-63, 80-127 

= 各 文節の 情報 （AX が 0 以外のと き） 

I リターン I キャリー フラ グがセ ット された # M 

AX= 1 逐次/連 文節 変換 機能が アプリケーション プログラムに 開放され て 
いません， 
2 辞 害が オープンされ ていません. 
5 统 みが 長す ぎます. 
6 読みに 不正な 文字が 含まれて います， 

8 候補が 見つかりません. または， 文節数が 16 ( または 32) を 超えて 

' しまったので 変換で きませんでした. 

14 ディスクの 読み取り 中に エラーが 発生し ました. 

キャリー フラ グがセ ット されな レ 、«^ 

正しく 終了し ました. 

AX= 変換され た 文 車の 長さ （バイ ト数） 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



情報 テーブル ： 

オフセット 14 (パイ ト数） 

= 文節数 
オフセット 16-31, 80-95 

各 文節の 読み （1 バイ ト JIS) の 長さ ， 
オフ セッ ト 32-47， 96-111 

各 文節の 読み （シフト JIS) の 長さ 
オフセット 48-63, 112-127 

= 各 文節の 最初の 候補の 長さ 

指定され た 読みに 対して 連 文節 変換 を 行ない， 最初の 候補 を 返します. 連 文節 
変換の 最初の コールで は 必ず AX に 0 を セット して コールして く ださい. 

逐次 変換で， すでに 変換され た 文節が ある 場合の 最初の コールで は， すでに 変 
換 されて いる 文節数 を AX にセッ ト して く ださい. 

学習の 後な どに の 文章 を 再 変換す る 場合 は， 再 変換す る 文 車の 先頭の 文節 

番号 をセッ ト してく ださい. これらの とき， DS ： SI で 指される 情報 テーブルの ォ 
フセッ ト 16-63， 80-127 に は 以前の コール （機能 コード 249-251) の リターン 情報 
(各 文節の 読みの 長さな ど） を そのまま セットして ください. 

情報 テーブルの オフ セッ ト 00 に は 読みへの ボイ ンタ をセッ ト してお きます, 読 
みは 1 パイ ト JIS コードで 64 文字 以内で なければ なりません. 

また 読みに は * ！〜 **〜 や " (空白)， 制御コード （00H-1FH) は 使用で きま 
せん 読みの 最後に は NULL (00H) を セットして ください. 

情報 テーブルの オフ セッ ト 02 に はシフ ト JIS コードで 64 文字 以内の 読みへ 
の ボイ ンタ をセッ ト してお きます. この 読み は 上記の 1 パイ ト JIS の 銑み をシフ 
ト JIS に 変換した もので なければ なりません. 

格納 形式 は 上位 バイ ト， 下位 バイ トの 順です に A〃（8260H) は 82H, 60H とセ 
ット します）. 

読みに は 1 バイト JIS と 同様に * " (空白） は 使用で きません. ま 
た， カタ カナ は 変換の 対象から はずされ ています. 読みの 最後に は 必ず NULL 
(00H) をセッ 卜して ください. 

情報 テ一 ブルの オフ セッ ト 04 に は 変換 結果の 格納 域への ボイ ンタ をセッ ト し 
てお きます. 変換 結果 は 上位 バイ ト， 下位 パイ トの顚 に セット されます. 領域の 
大きさ は 132 パイ ト 確保して ください. 
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第 2$ 曰 本 語 処理 




夏 



ターン 時， 情報 テーブルの オフ セッ ト 
の 1 バイト JIS の 読みの 長さ， シフト JIS の 読みの 長さ， 変換され た 漢字の 長さ 
が それぞれ 返されます. 

5 ま 意 ： この コールで 指定した 読み は， 1 パイ ト JIS, シフ ト JIS ともに その 読み 全 
体の 変換が 終了す るまで 保持して おいて く ださい. 

• « 初の 連 文節 変換 

コ ーソ刚 

AX=0 

情報 テーブル ： 
オフセット 00-11 

• 02-03 

04-05 

リ ターン 例 
AX = 10 (10 バイ ト） 
W 報 テーブル ： 

オフセット 04-05 

14 - 



キヨ ゥヮ タシハ NULL 



きょ うわた し (i NULL 



共和 足し は （^換^ 果 (10 パイ 



2 (2 文節) 



16-31 


04 


03 


(第 1 文節 4 パイ ト， 


32-47 




06 


(第 1 文節 8 バイ ト， 


48-63 


04 


06 


(第 1 文節 4 パイ ト， 



(第 1 文節 4 バイ ト， 第 2 文節 6 パイ ト） 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



次 候補 （連 文節 変換） （逐） （連） 機能 コ— 卜' 250 



BI 能 1 指定 さ れた 読みの 変換 （次 候補） 
S^nT] AX= 文節 番号 （先頭 文節のと き 0) 

DS ： Sl= 情報 テーブルへの ポインタ 
情報 テーブル： 
オフ セッ ト 00 (1 ワード） 

= 機能 コード 249 で 指定 した もの 
オフセット 02 (1 ワード） 

= 機能 コード 249 で 指定した もの 
オフ セッ ト 04 (1 つ一 ド） 

二 変換 結 » 格納 域への ボイ ンタ 
オフセット 16-63, 80-127 
= 各 文節の 情報 



リターン I キヤ リーフ ラグが セッ 卜された 場合 

AX = 1 逐次/連 文節 変換 機能が アプリケーション プログラムに 開放され 

ていません， 
2 辞書が オーブンされ ていません. 
6 読みに 不正な 文字が 含まれて います. 

8 候補が 見つかりません. . 
14 ディスクの 説み 取り 中に エラーが 発生し ました. 

キヤ リーフ ラグが セッ 卜されない 場合 

正しく 終了し ました. 

AX = 次 候補の 長さ （バイト 数） 

情報 テーブル： 

オフ セッ ト 14 (1 バイ ト） 

= 文節数 1 • , 

オフ セ ッ ト 16-31, 80-95 (1 バイ ト X32) 

= 各 文節の 読み （1 バイト JIS) の 長さ 
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第 2^ H 本 語 処理 



オフセット 32-47, 96-111 (1 バイト X32) 

- • = 各 文節の 読み （シフ ト JIS) の 長さ 
オフセット 48-63,112-127 (1 バイト X32) 
= 各 文節の 候補の 長さ 



I 解 说1 指定され た 番号の 文節に 対する 次 候補 を 返します. 

AX に は 次 候補 を 獲得したい 
ーン 情報 を もとにして） を セットし ます. 



コード 249， 250, 251 の リタ 



情報 テ一 ブルの オフ セッ ト 00-01， 02-03 に は， 機能 コード 249 で 指定した もの 
(読みへの ポインタ） を， そのまま セットして おきます. 

情報 テー 

してお きます. 結果の 格納 方式 は 機能 コード 249 と 同じです. 

情報 テ一 ブルの オフ セッ ト 16-63, 80-127 の 各 文節の 情報 は， 直前の ファンク 

シ ヨン (機能 コード 249, 250， 251) で 得た リターン 情報 を 変更 せずにお いてく だ 

さい， 
該当 



の 読みの 長さが この コールに よって 変わった 場合， 情報 テーブル 内の 
《当 文節の 読みの 長さ は 害き 換えられ， 直後の 文節の 読みの 長さ を加滅 して 余り 
(不足） を 調整し ます. 




先頭 文節の 次 候補 



コール 例 • 共和 （きょうわ) * — • 今日 （きょう ）• 

AX = 0 (先頭 文節） 

情報 テーブル： 

オフ セッ ト 00-01 



キ 3 ゥヮ タシハ NUL 



02-03 



オフ セッ ト 04-05 



きょうわ たし は 



共和 足し は 



(以萷 の 18 果を 人れ る 必要 はあり せん) 



16-31 


04 


03 


(第 1 文節 4 バイ 


ト， 第 2 文節 3 パイ 


32-47 


08 


06 


(第 1 文節 8 パイ 


ト， 第 2 文節 6 パイ 


48-63 ' 


04 


06 


(第 1 文節 4 パイ 


' ト， 第 2 文節 6 パイ 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



この 例で は， 先頭 文節の * きょうわ〃 に対する 次 候補 を 獲得して います. 最初 
の 候補 は * 共和 " で， この 文節に 対して 何度か 次 候補の コール を 続けた ときに 得 
られた 候補と そのと きの 情報 テーブル 内の 各 フィールドの 値 を 次 ページの リタ 一 
ン 例に 示して あります. - , 

リターン 併 

AX = 10 (10 バイ ト） 

情報 テーブル： ' t 
オフ セッ ト 04-05 — 



今日 



16-31 


03 


04 




32-47 


06 






48-63 


04 


06 





(第 1 文節 3 パイ ト， 第 2 文節 4 バイ ト） 
(第 1 文節 6 パイ ト， 第 2 文節 8 パイ 卜） 
(第 1 文節 4 バイ ト， 第 2 文節 6 パイ ト） 



この リターン 例で は， 該当 文節の 読みの 長さが 短くな つてい ます. そのため， 
tfi 報 テーブルの オフ セッ ト 16 の 内容が 害き 換えられ， オフ セッ ト 17 の 内容に 余 
り （1) が 加えられ ています. オフセット 32 と オフセット 33 の 【W 係む M 様です. 



この あと， 必要ならば 第 1 文節 を 学習 （機能 コード 252) し， AX = 1( 第 2 文節 
目より） として 連 文節 変換 （機能 コード 249) を コールし， 
してく ださい， 
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第 2« 日本語 処理 







前 候補 （連 文節 変換） （逐） （連） 


機能 コード 251 



機 mi 指定され た統 みの 変換 （前 候補） 

3— ル I AX = 文節 番号 （先頭 文節のと き 0) 
DS ： Sl= 情報 テーブルへの ボイ ンタ 

情報 テーブル： 

オフセット 00 (1 ワード） 

= 機能 コード 249 で 指定した もの 

オフセット 02 (1 ワード） 

= 機能 コード 249 で 指定した もの 
才 フセッ ト 04 (1 ワード） 

= 変換 結果 格納 域への ポインタ 
オフセット 16-63， 80-127 

, = 各 文節の 情報 

リターン I キヤ リーフ ラグが セッ 卜された 場合 

に、 A X= 1 逐次/連 文節 変換 機能が アプリケーション プログラムに 開放され 

ていません， 
2 辞 害が オーブンされ ていません. 
6 読みに 不正な 文字が 含まれて います. 
8 候補が 見つかりません. 

14 ディスクの 読み取り 中に エラーが 発生し ました， 

キヤ リーフ ラグが セッ ト されない 場合 
正しく 終了し ました. 
AX = 前 候補の 長さ （バイ ト数） 

情報 テーブル： 

オフ セッ ト 14 (1 バイ ト） 

= 文節数 

オフセット 16-31,80-95 (1 ノ 《イト X32) 

= 各 文節の 読み （1 バイ ト JIS) の 長さ 
オフセット 32-47,96-111 (1 メ く イト X32) 

= 各 文節の 読み （シフト JIS) の 長さ 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



オフセット 48-63,112-127 (1 バイト X32) 

= 各 文節の 候補の 長さ - 

指定され た 番号の 文節に 対する 前 候補 を 返します. , 

AX に は 前 候補 を 獲得したい 文節の 文節 番号 (機能 コード 249, 250， 251 の リタ 
ーン 情報 を もとにして） を セットし ます. 

情報 テーブルの オフ セッ ト 00-01， 02-03 に は， 機能 コード 249 で 指定した もの 
(読みへの ポインタ） を， そのまま セットして おきます. 

情報 テーブルの オフ セッ ト 04-05 に は 変換 結果の 格納 域への ポインタ をセッ 卜 
してお きます. 結果の 格納 方式 は 機能 コード 249 と 同じです. 

情報 テーブルの オフ セッ ト 16-63, 80-127 の 各 文節の 情報 は， 直前の フ アンク 
シ ヨン （機能 コード 249, 250, 251) で 得た リターン 情報 を 変更 せずにお いてく だ 
さい， 

該当 文節の 説み の 長さが この コールに よって 変わった 場合， 情報 テーブル 内の 
該当 文節の 読みの 長さ は 害き 換えられ， 直後の 文節の 読みの 長さが 加滅 され， 不 
足 （余り） が 調整され ます. 
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第 2 寒 曰 本 語 処理 







学習 （連 文節） （逐） （連） 


機能 コード 252 



機 


能 




1 コ- 


ール | 



指定され た 語句 （群） の 学習 

B 番号 （5fe» 文節のと き 0) 
DX = 学 罾 する 文節数 
DS ： Sl = 情報 テーブルへの ポインタ 
情報 テーブル ： 
オフセット 00 (1 ワード） 

= 機能 コード 249 で 指定した もの 
オフセット 02 (1 ワード） 

= 機能 コード 249 で 指定した もの 
オフ セッ ト 04 (1 ワード） 

= 学習す る 語句 （群） への ポインタ （終端 は NULL) 
オフ セッ 卜 16-63, 80-127 

= 各 文節の 情報 （機能 コ一ド 249 などの リタ一 ン 情報) 



0 ターン | キヤ リーフ ラグが セッ ト された if^ 



AX= 1 



2 
14 
15 



逐次/連 文節 変換 機能が アプリケーション プログラムに 開放 さ i 
ていません， 

辞 害が オーブンされ ていません. 

ディスクの 読み取り 中に エラーが 発生し ました. 

論理 エラーが 発生し ました （情報 テ一 ブルの オフ セッ ト 64-79, 

128-143 を 参照して ください). 



情報 テーブル ： 
オフ セッ ト 



64-79, 128-143 

= 学習に 関する 該当 文節の ステータス 
(0 この 文節 は， 正しく 学習され ました） 
5 読み または 語句が 長す ぎます. 
6 読み または 語句に 不正な 文字が 含まれて います, 
7 読み または 語句が 見つかりません. 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



キャリー フラ グがセ ッ ト さ れ ない «^ 
正しく 終了し ました. 

指定され た 番号の 文節から 指定され た 文節数 だけ 学習し ます. 

AX に は， 学習す る 語句の 文節 番号 を， DX に は 学習す る 文節数 をセ ッ ト してお 
きます. 

情報 テーブルの オフ セッ ト 00-01， 02-03 に は 機能 コード 249 で 指定した （文章 
全体の） 読みへの ポインタ をセッ 卜して おきます. 

情報 テ一 ブルの オフセット 04-05 に は 学習す る 語句 （群） への ポインタ をセッ 
ト してお きます. このと きの 語句 は， AX (文節 番号） で 指した 文節で なければ な 
り ません. 

この 機能 を コールした 後 は， 次 候補 (機能 コード 250), 前 候補 (機能 コード 251) 
は 使用で きません. 必ず 辞 害の 先统み （機能 コード 248) か 連 文節 変換 （機能 コ一 
ド 249) を コールして ください. 

また， 連統 した 文節の 場合 は， 文節の 区切り も 学習し ます. 

" 文節の 区切り 学習 
今日は S 者へ 



苧 

文節の 区切り 学習 




文節の 区切り 学習 
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学習の 例 
コー歸 J 

AX = 1 (第 2 文節） 
DX=2 (2 つの 文節〉 
1f 報テ一 プル ： 

オフセット 00-01 

02-03 







ヮ 夕シハ キヨ ウイ シャ 


ニイ キ マス NUL 




わたし はきょう いしゃ 


にい さます NU し 



04-05 I 今日 医者に 



16-31 


04 


03 


04 


04 




32-47 




06 






08 




48-63 




04 


06 


08 




64-79 






1 







この 例で は， 第 2 文節の * 今日， と 第 3 文節の * 医者に * を 学習し ます. 情報 
テーブルの オフセット 00-03 に は 連 文節 変換 （機能 コード 249) で 指定した もの 
(読みへの ボイ ンタ） を そのまま セットし てあります. オフセット 04-05 に は 学習 
する 語句が セッ 卜されて います. 

連 文節 変換 ドライバ は， オフセット 00-03 で 指される 読みと オフ セッ ト 16-63 
の 情報から 語句に 対する 読み を 確認して 学習 を 行います. 
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2.3 日本語 入力の 拡張 機能 呼び出し 



先 読み 機能の 有無 （連) 



機能 コード 253 



ール 



リターン 



辞 害の 先 読み 機能の 有無 を 設定 

AX=0 先 K み 機能な し 

0 以外 先 読み 機能 あり 

キヤ リーフ ラグが セ ッ ト さ れた 場合 

AX = 1 連 文節 変換 機能が アプリ 
せん， 

キャリー フラグが セット されない 場合 



—シ ヨン プログラムに 開放され てい ま 



正しく 終了し ました. 
AX = 0 • 

1 は 先^み 機能 あ りで し た. 



u^aLm は 先 说み馋 能 なしでした. 



連 文節 変換に 先、'/: つ 辞,' f の 先 説み 機能のお 無 を 設定し ます. 

辞 害の 先 読み （機能 コード 248) を 使用す る ときには， AX*0 として こ 
を コールし ます. 先 読み を 行いた く ない 場合 は AX = 0 と して この 機能 を コール 
してく ださい. 

初期 flfi は （先^み 機能 あり） です. 
注意： AI 逐次 ノ 逐次 変換の モードで は， この ファンクション は 無効です (常に v 先 
読み あり〃 の 状態と なって います). 
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マウス インタ一 フェイス 

3.1 イントロダクション , 

マウス は， パーソナルコンピュータの 画面 上の， 力一 ソルの 勛 きを 容易に コントロール でき 
る ポインティング デバイスです. マウス を などで， 自由に 動かす ことによって， カーソル 
を 操作 者の 希望す る 位 tH へ 動かす ことができます. ？ 

また， マウスに は， 2 つの ボタンが ついて， 押したり 離したり する ことができます. これによ 
つて， ソフトウェア （アプリケーション プログラム など） との やりとりが 可能になります. た 
とえば， カーソル を 画面 上の コマンド や 記号の 表示され ている 場所へ 移動して ボタン を 押す と， 
ソフト ゥヱァ がそれ を 調べて， カーソルの 位 ffl する 場所の コマンド を 実行し ます. このように， 
マウス は キーボードに 代わる 入力装置 として 利用す る ことができます. 

MS-DOS では， マウス を 制御す る ソフトウェア を， デバイス ドライバで 提供して います. こ 
の デバイス ドライ パの ファイル 名 は AMOUSE.SYS* です. 

本 マニュアル では， この マウス 用 デバイス ドライバの 機能 を 解説し ます. 

3.2 マウス 用 デバイス ドライバの 組み込み 

マウス を 利用す るに は， CONFIG.SYS ファイルに 次の 1 行 を 追加して， デバイス ドライ 
パを 組み込みます， 

DEVICE = MOUSE.SYS [/1 ： <n>] 
[ ] 中の 項目 は 省略 可能. 

ここで, /1: く n〉 は， 割り込み ベクタ 番号の 指定で， ノーマル モードで のみ 有効です， く n> の 
値に は， 11H, 12H, 14H, 15H を 使用す る ことができます. ベクタ 番号の 指定が^ 略された 場 
合， 指定され た 番号が 不適切な 値であった «^ に は， 既定値と して 15H が 使用され ます. ' 

なお， ハイ レゾリューション モードで は， 割り込み ベクタ 番号 は 0EH に 固定され ています. 
また， マウス 用 デバイス ドライバ は， キャラクタ 系 デバイス ドライバで すので， ADDDRV ノ 

DOS3.3C ユーザーズ リファレンス マニュアル 参照). ， 
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第 3 章 マウス インターフェイス 



3.3 マウス 用 デバイス ドライバ について 



マウス 用 デバイス ドライバ は， マウスと アプリケーションプログラムの 仲介 をす る 働き をし 
アプリケーションプログラム は， マウス 用 デバイス ドライバの ファンクション を コール 
(呼び出し） する ことによって， マウスの 能力 を 最大 頃に 活用す る ことができます. 

3.3.1 マウス 用 デバイス ドライバの 機能 

マウス 用 デバイス ドライバに は， 大きく 分けて 2 つの 機能が あります. 

第 1 は， マウスの 移動 钜離ゃ ボタンの 状態な どの， マウスの 情報 を 取得して， カーソル を 移 
動させる などの 処理 を 行う 機能です. 

第 2 は， プログラムな どからの 要求 （ファンクション コール） によって， カーソルの 位 匿 を 
指定したり， ボタンの 状態 を 通知した りする 機能です. 

機能に は， 次の ような 17 棟 類が あります. 



機能 コー ド 

10 進 16 進 

0 00H 
1 01H 

2 02H 

3 03H 

4 04H 

5 05H 

6 06H 

7 07H 

8 08H 

9 09H 
11 0BH 
12 0CH 
15 OFH 



環境の チヱ ック 

力一 ソ ル 表示 

カー ソ ル 消去 
カー ソ ル位 匿の 取得 
カーソル 位 《 の 設定 
左 ボタンの 押下 情報の 取得 
左 ボタンの I 




16 
17 
18 
19 



10H 
11H 
12H 
13H 



右 ボタンの 押下 情報の 取得 ：- 

右 ボタンの 解放 情報の 取得 

力一 ソルの 形の 設定 

マウスの 移動 距離の 取得 

ユーザー 定義 サブルーチンの コール 条件の 設定 

ミ ツキ 一 ノドッ ト 比の 設定 

水平 方向の 力一 ソル 移動 範囲の 設定 ' • 

カー ソ ルの 表示 画面の 設定 

グラフィック 用 VRAN の 設定と 実装 状況の 取得 



3.3.2 ファンクション コールの 方法 

AX レジスタに 使用したい ファンクションの 機能 コ 
タに 設定して， 割り込み タイプ 33H (INT33H) を 実 
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3.4 マウス 用 デバイス ドライバの ための 予備知識 




3.4 

ここで は， マウス 用 デバイス ドライバ （ファイル 名 *MOUSE.SYS*) を 使用す るに あたつ 
て 必要と なる 情報 を 説明し ます. 

3.4.1 接続 ディスプレイの 種類と 解像度 

マウス 用 デバイス ドライバ は， 次の 解像度の 表示 モードと ディ ス ブレイで 使用で きます. 

ノーマル モード 導 用^ 解像度 ディスプレイ 640X400 ドッ ト 

ノーマル モード カラ一 グラフィック ディスプレイ 640X200 ドッ ト 

ハイ レゾリューション モード . 1120X750 ドッ ト 

3.4.2 割り込み ベクタ 

ノーマル モードで は， 割り込み ベクタ 番号 を， 次の 1 つに 設定す る ことができます. 設定 方 
法 は *3.2 マウス 用デ パイス ドライバの 組み込み * を 参照して ください. 

11H, 12H, 14H, 15H (既定値） 

指定 を 省略した 場合， 指定した 値が 上記 以外の # は， 既定 通の 15H となります. 
ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モー ド では， 割り込み ベクタ 番号 は OEH に 固定され ており， 変更す る 
こと はでき ません. 

ぎ 

3.4.3 割り込み ffl 期 ！ 

マウス 用 デバイス ドライバ では， 割り込みの 周期 は 4 種類 をす ベて サポートし ています. ポ 
一 ト 番号 BFDBH に 害き 込む ことによ り， 割り込み 時間 を 設定す る ことができます. 

割り込み 周期 は， 短い ほど マウスの 動き を 正確に とらえ ますが， デバイス ドライバの オーバ 
一^ ^ッド が 大きくな ります. 

マウス 用 デバイス ドライバに は， 画面の 表示 モードと， 接統 されて いる ディスプレイの 組み 
合せに よって， 3 棟 類の 画面 モードが あります U.1 接統 ディスプレイの 種類と 解像度， 参照)， 

どの 画面 モードで も， スクリーン 上の 各 点 （ドット） は， 1 ドット を 単位と した 水平 方向 （横) 
と 垂直 方向 （縦） の 座標で 表現し ます. たとえば， 水平 座標が 5 ドット 目で， 垂直 座標が 10 ド 
ット 目の 点の^ 標は （5,10) と 表現し ます. 
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次に， 画面 モード 



(4 隅の 点の 座標） を 示します. 



(ノ、 ィ レゾリューション モード） 



(0. 0) 



(1119. 0) 



(ノーマル モード） 

. 専用 高 解像度 カラー 

ディスプレイ モー ド 

(0， 0) (639. 0) 



(0, 749) (1119. 749) 



(399. 0) (639, 399) 



カラー 
モー ド 
(0. 0) 



ード） 
ック 



(639. 0) 



(199. 0) (639. 199) 



3.4.5 表示 &1面 

この デバイス ドライバ では， 画面 モードに よって 表示す る グラフ ィ ック用 画面 （VRAM) が 
異なります. 

ノーマル モー ド* 商 解像度 ディスプレイ では， 次に 示す グラフ ィ ック用 VRAM (GVRAM0, 

GVRAM1, GVRAM2, GVRAM3) の， それぞれの 開始 アドレスから 32K パイ ト ずつ を， GDC 
合成に よって 画面に 表示し ます. 

グラフィック 用 VRAM の 開始 ァ ド レス 

GVRAMO A8000H 
GVRAM1 BOO0OH 
GVRAM2 B8000H 

GVRAM3 E0000H (オプション） ' 

ノーマル モード • カラー グラフ ィ ック ディスプレイ では， 上記の グラフ ィ ック用 VRAM の， 
それぞれの 開始 アドレスから 16K パイ ト ずつ を， GDC 合成に よって 画面に 表示し ます. 

ハイ レゾリューション モード では， デ バイ ス ドライ バは C000H か ら DFFF0H ま での 128K 
バイ トの 画面 を 4 パンク 持ち， GDC 合成に よって 画面に 表示し ます. 
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3.4.6 マウス 力一 ソル 

表示で きる マウス カーソルの 大きさ は， 画面 モードに よって 次のように 異なります. 
ユーザ一 は， この 四角形の 範囲 内で 自由な 形状に， マウス 力一 ソル を デザイン する ことが で 
きます. 

样 ^ 

ノーマル モード '萵 解像度 ディスプレイ 16X32 ドッ ト 

ノーマル モード • カラ一 グラフ ィ ックデ イス ブレイ 16x16 ドット 

ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モー ド 16X32 ドッ ト 

マウス カーソルに は， * 中心点 * という 点が あり， マウス カーソルの 形状と ともに 設定し ます. 
これ は， マウス カーソルの 位 H (座標） を 設定 ノ取 得する ための 基準と なる 点で， 上記の 範 Iffl 
の 四角形の 左上 陴を （0，0) とする 座樣で 表わします， たとえば， 左上 を 向いた 矢印で は 矢印の 
先端の 点 を 中心点と し， 十字形で は 縦横の 線の 交点 を 中心、 点に 設定し ます. 

3.4.7 ミッキー 

机上での マウスの 移動 距離 は， ，ミッキー， という 単位で 表わし， 1 ミッキー は 約 100 分の 1 
インチ （約 0.25mm) です. マウス 用デ パイス ドライバ では， マウス カーソル を 繭 面 上で 8 ド 
ッ ト 移動させる ために 必要な， 机上での マウスの 移動 距離 （ミッキー 単位） を 設定す る ことで, 
マウスの 感度 を 変える ことができます. 



3.5 



ョ ン 



ここで は， マウス 用 デバイス ドライバの 各 機能 ごとに， レジスタに 設定すべき 情報， レジス 
タに 返される 値な ど を 解説し ます. 
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□ 



マウス を 使用で きる 職 かどう 力、 頃べ る 



コール AX = 0 



B_l£] 



ax 職 状憨 

0 ： マウス を 使用で きない 

一 1: マウス を 使用で きる 

マウスが 使用で きる 環境と は， 本体に マウス ィ ン ター フ X イスが 内蔵され てい 

る， または マウス インターフェイス ボードが 接 絞され ていて， かつ マウス 用 デバ 
ィ ス ドライバが メモリ 中に 存在して いる 状態の ことです. アプリケーション プロ 
グラム は， 他の ファンクション を コールす る 前に この ファンクション によって， 
環境 を 調べる 必要が あります. 

また この ファンクション は， カーソルの 表示, カーソルの 形状, 力一 ソルの 屮 

心 点， ミツ キーズ ドット 比， ユーザー 定義 サブルーチンの コール 条件 を 初期値に 
設定し ます. 
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3.5 マウス ファンクション 



カーソル 表示 機能 コード 01H 



iff m マウス カーソル を 画面 上に 表示 

I コール I AX=01H 

なし 

I 解脱 I マウス カーソル を 画面に 表示させる ための ファンクションです. 一度 この ファ 

ン クシ ョ ンを コールす る と， カーソル 消去 （02H) の ファンク ショ ンが コールされ 
るまで， マウス 力一 ソル は， マウスの 動きに 従って 画面 上 を 動きます. 
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第 3 章 マウス インタ一 フェイス 



カーソル 消去 機能 コード 02H 



I m 能， マウス カーソル を 画面 上から 消去 

I コール I AX=02H 
I リターン I なし 

I 解 画面 上に 表示され ている マウス カーソル を， 表示 させない ための ファンク ショ 

ン です • —度 この ファンクション を コールす ると， カーソル 表示 （01H) の ファン 
クシ ョ ンが コールされ るまで， マウス カーソル は 画面に 表示され ません. しかし， 
カーソル は 表示され ていない 間で も， マウス を 動かす ことによって， 画面 上 を 移 
動して います. 
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I 機能 1 現在の マウス カーソル が立 置と ポタンの 状態 を 取得 



コール 



AX = 03H 

AX 左 ポタニ 

0: 離されて いる 

一 1 ： 押されて いる 
BX 右 ボタンの 状態 
0: 離されて いる 

一 1 ： 押されて いる 
CX マウス カーソルの 位置の 水平 座標 

0-639 ： ノーマル モードの 龄 

0〜1119 ： ハイ レ ゾリ ユー シ ョ ン モー ドの M 
DX マウス カーソルの 位置の 垂直 座標 

0-199 ： ノーマル モード （カラー グラフィック ディスプレイの 場合) 

0〜399： ノーマル モード （専用^ 解像度 ディスプレイの 場合） 

0〜749 ： ハイ レ ゾリ ユー ショ ン モー ドの 場合 



現在の， マウス カーソルの 位! a (ゆ: 標） を^る ための ファンクションです. 力 

一 ソルの 位 匿 は， 水平 座標 (CX) と垂 Kffi 標 (DX) で 得られ， 値 は そのと きの 

表示 モードで マウス カー ソ ルが 移動で き る 範囲 内です. 

この ファンクション では， そのと きの マウスの 左右の ボタンの 状態 （押されて 
いる 力、， 押されて いない か） も 得る ことができます. 
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カーソル 位置の 設定 



□ 



3^717 



解 IE 



マウス カーソル を 指定 位置に 移動 、 

AX = 04H 

CX カーソルの 新しい 位置の 水平 座標 

0〜639 ： ノーマル モー ドの 場合 
0〜1119 ： ハイ レゾリューション モ 
DX カーソルの 新 しい 位置の 垂直 座棵 



ドの 場合 



0 〜： 199 
0〜399 
0-749 



ノーマル モード （カラー グラフィック ディスプレイの 場合) 
ノーマル モード （専用 高 解像度 ディスプレイの 場合） 
ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モー ドの 場合 



n>l なし 



マウス 力一 ソルの 位 匿 を， 指定した 位 匿に 設定す るた めの ファンクションです, 

アブリ ケーシ ヨン プログラム は， 希望す る 位置の 水平 座標と 垂直 座標 を 指定して, 
この ファンク ショ ンを コールす ると， その 位 ffl に マウス カーソル 力 s 移動し ます. 
指定 し た 位 K が， マウス カー ソ ルの 移動 範囲 外の 場合に は， 
一 ソル を 移動し ます • 
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コール 



I リターン I 



ソクレ 位置の 水平 座標 

ソ膽 I 



マウスの 左 ポタンの 押下 情報の 取得 
AX = 05H 

AX 左 ボタンの 状懇 
0: 放されて いる 
一 1 ： 押されて いる 
BX 左 ポタンが 押された 回数 
CX 最後に 左 ボタンが 押された ときの 力 
DX 最後に 左 ポタンが 押された ときの 力 

マウスの 左 ボタンの 押下 （押される こと） 状態に 関する， 各渖の W 報 を 取^す 
るた めの ファンクションです. f ひられる 悄報 は， 次のと おりです. 

• 左 ボタンの 現在の 状態 （押されて いるか， 放されて いるか） 
壽 この ファンクションが 最後に コールされ てから， 今回 コールされ るまでに， 左 
ボタンが 押された 回数 

♦ * 後に 左 ボタンが 押された ときの， カーソルの 位置 （水平 座標， 垂 itffi«) 

この ファンクションが コールされ ると， マウス 用デ パイス ドライ パは， これら 
の 情報 を アプリ ケーシ ヨン プログラムに 通知し ます. 
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左 ボタンの 解放 情報の 取得 機能 コード 06H 

I m 能 I マ ウスの 左ボ 夕 ンの 解放 情報の 取得 

I コール I AX = 06H 

I リターン I AX 左 ポタンの 状 想 

0: 放されて いる 

一 1 ： 押されて いる 

BX 左 ポタンが 放された 回数 

cx 最後に 左 ポタンが 放された ときの カー ソリ 置の 水平 座標 

DX 最後に 左 ポタンが 放された ときの カー ソリ Uffi 置の 垂直 座標 

I » K I マウスの 左 ボタンの 解放 （放される こと） 状態に 関する， 各種の 情報 を 取得す 

るた めの ファンクションです. 得られる 情報 は， 次のと おりです. 

き 左 ボタンの 現在の 状態 （押されて いる 力、 放されて いるか） 

* この ファンクションが 最後に コールされ てから， 今回 コールされ るまでに， 左 

ボタンが 放された 回数 ， 
* 最後に 左 ボタンが 放された ときの， カーソルの 位置 （水平 座標， 垂直 座標） 

この ファンクションが コールされ ると， マウス 用 デバイス ドライバ は， これら 
の 情報 を アプリ ケーシ ヨン プログラムに 通知し ます. 



右 ボタンの 押下 情報の 取得 機能 コード 07H 



I 機 能 I マ ウスの 右ポ タ ンの 押下 情報の 取得 

I コール I AX = 07H 

I リターン I AX 右 ボタンの 状 想 ， 

0: 放されて いる 
一 1 ： 押されて いる 
BX 右 ポタンが 押された 回数 

cx 最後に 右 ポタンが 押された ときの カー ソメ 置の 水平 座標 

DX 最後に 右 ポタンが 押された ときの カーソル 位 匿の 垂直 座標 

\m iA\ マウスの 右 ボタンの 押下 （押される こと） 状態に 関する， 各種の 情報 を 取得す 

るた めの ファンクションです. 得られる 情報 は， 次のと おりです. 

* 右 ボタンの 現在の 状態 （押されて いるか， 押されて いない か） 
• この ファンクションが 最後に コールされ てから， 今回 コールされ るまでに， 右 
ボタンが 押された 回数 
♦* 後に 右 ボタンが 押された ときの， カーソルの 位 m (水' ド座 標， 联め: ゆ: 標） 

この ファンクションが コールされ ると， マウス 用 デバイス ドライバ は， これら 
の 情報 を アプリケーション プログラムに 通知し ます. 
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I 機 能 I マウスの 右 ポタン 



コール 1 AX = 08H 



匿 ,:邐で1 



AX 右 ボタンの 状態 

0 ： 放されて いる 
一 1 ： 押されて いる 
BX 右 ポタンが 放された 回数 

CX « 後に 右 ボタン 力 《 放された ときの カー ソソ 匿の 水平 座標 
DX 最後に 右 ポタン 力 《 放された ときの カー ソ 置の 垂直 座標 

マウスの 右 ボタンの 解放 （放される こと） 状態に 関する， 各種の 情報 を 取得す 
るた めの ファンクションです， 得られる 情報 は， 次のと おりです. 

* 右 ボタンの 現在の 状態 （押されて いるか， 放されて いる 力り 
• この ファンクションが 最後に コールされ てから， 今回 コールされ るまでに， 右 
ボタンが 放された 回数 

* 最後に 右 ボタンが 放された ときの， カーソルの 位置 （水平 座標， SitJ^ 標） 

この ファンクションが コールされ ると， マウス 用デ パイス ドライバ は， これら 
の 情報 を アプリケーション プログラムに 通知し ます. 
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カーソルの 形の 設定 


機能 コード 09H 



□ 



Mil 



コール 



マウス カー ソ ル の^ と 中心点の 投定 

AX=09H 

BX カーソルの 中心点の 水平 座標 （0〜15) 

CX カーソルの 中心点の 垂直 座標 
0〜15 ノーマル モード （カラー グラフィック ディスプレイの 場合） 
0〜31 ノーマル モード （高 解像度 ディスプレイの 
または ハイ レ ゾリ ユー シ ョ ン モー ド 

ES ： DX カーソルの 形状の データの ァ ドレス 



I リターン I なし 



マウス カーソルの， 形状と 中心点 を 設定す るた めの ファンクションです. 力一 
ソルの 形状 は， 四角形の ドッ トの 集合の どの ドッ トを 表示させる かによ つて 決ま 
ります. つまり， 表示され た ドットの 集合が， カーソル として 見える わけで， ュ 
—ザ一 は プログラム によって， 四角形の 範囲 内で 自由に カーソルの 形状 を デザィ 
ン する ことができます. たとえば， 四角形の カーソルの ドットの すべての ドット 
を 表示す るよう に 指定す ると， カーソルの 形 は 四角形に なり ます. 

データの 形式 は， ノーマル モード （カラー グラフィック ディスプレイの 場合） 
と， ノーマル モード （高 解像度 ディスプレイの i§^) および ハイ レ ゾリ ュ一 ショ 
ン ディ ス プレイの 場合で 次のように 異なります. 

16X16 ビッ ト ノーマル モード （カラー グラフィック ディスプレイの 
16X32 ビット ノーマル モード （高 解像度 ディスプレイの 場合） 
16X32 ビッ ト ハイ レゾリューション モードの 場合 
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例： カーソルの 形状 を 決定す る データの 形式 - 
DB 11000000B, OOOOOOOOB T 

DB 11100000B, OOOOOOOOB ノーマル モード （カラ一 グラフ ィ ック ディ スプレ 

• ィの 場合） は， 16 行. ノーマル モード （高 解像度 

• ディスプレイの 場合） と， ハイ レゾリューション 

• モード は， 32 行 
DB OOOOOOOOB, OOOOOOOOB i 

カーソルの 中心点 は， カーソルの 左上 ffi の 点 を 原点 （0,0) とした 座標で 指定し 
ます. この 点 は， 力一 ソルの 位置 を 検出す る 場合な どに 使用され る 点です. 

なお， 指定 を 省略した 場合 は システムの 初期設定 によって， 形状 は 左上 向きの 
矢印， 中心点 は （0,0) の 力一 ソルになります. 
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ミ ツキ 一 単位での マウスの 移動 S 離の 取得 



匚 コール」 AX = OBH 



HUE2\ 



cx マウスの 水平 方向の 移動 距離 

-32768-32767 ： ノ一 マル モード 

一 1119〜1119 ： ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モード 

DX マウスの 垂直 方向の 移動 钜離 

-32768-32767 ： ノーマル モード 

一 935〜935 ： ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モー ド 

マウスの 移動 距離 を 取得す るた めの ファンクションです • この ファンクション 
が 最後に コール された ときの マウスの 位置から， 今回 コール された ときの マウス 
の 位置までの， 垂直 方向と 水平 方向の 相対的な 距離 を アプリケーション プロ グラ 
ムに 通知し ます. 

水平 方向で は， 右の 向き を 正と します. 垂直 方向で は， 手前の 向き を 正と しま 
す. また， 通知され る 距離の 単位 は， ミッキーです • 
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第 3 章 マウス インタ 一フェイス 



^1— 定義 サブ ル— チンの コ―ル 条件 機能 コ-ド OCH 



コー 



ユーザー 定義 サブルーチンの コール 条件と サブルーチンの アドレスの 設定 ' 

AX=OCH 

cx コール 將 

ビット 0 力一 ソ ル 位置が 変化 し た 場合 

1 左 ボタンが 押された 場合 

2 左 ポタンが 放された 場合 

3 右 ボタンが 押された 《^ 

4 右 ボタンが 放された 場合 
5〜15 未使用 

(ビット 0 を « 下位 ビッ ト と して， 各ビッ 卜が 1 のとき に コールし， 0 の ときには 
コールし ない •） • " 

ES ： DX ユーザー 定義 サブルーチンの ァ ド レス 

ユーザ一 （アプリケーション プログラム） が 定義した サブルーチン を， マウス 
用 デバイス ドライバが コールす る 条件と， その サブルーチンの アドレス を 設定す 

るた めの ファンクションです. マウス 用 デバイス ドライバ では， 次の 5 種類の 現 

* の ひとつが 発生した ときに， サブルーチン を コールす る こ >： がで き ます. 



ム 
口 



♦ カーソル 位 IB が 変化した 場 
• 左 ボタン が 押 さ れた 場合 
* 左 ボタ ンが 放された 場合 
♦ 右 ボタンが 押された 場合 
• 右 ポタンが 放された 場合 

これら 5 種類の コ ール 条件 は, 同時に 複数 設定す る ことができ， そのうちの 1 つ 
が 発生す ると， デバイス ドライ パはサ ブル一 チン を コールし ます. 

マウス 用デ バイ ス ドライバから， サブルーチンが コール される 手順 は 次のと お 
りです. 

① マウスからの 割り込みが 発生す ると， 制御が マウス 用 デバイス ドライバに 移る. 

② マウス 用 デバイス ドライバ は， サブルーチンの コール 条件が 满 たされて いるか 
調べる. コール 条件が 満たされて いなければ， 次の 処理へ 進む. 
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3.5 マウス ファンクション 



③ コール 条件の ひとつが 满 たされて いれば， CALL FAR-PROC 命令に よって, 
―, サブルーチンへ 制御 を 移す. 



(サブルーチン による 処理） 

④ サブルーチン は， RETFAR-PROC 命令に よって， マウス 用 デバイス ドライバ 
へ 制御 を 戻す. 

マウス 用デ パイ ス ドライバから サブルーチンが コール される とき， 各 レジスタ 
に は 次の よう な 情報が 格納 されて います. 

AX コールの 原因と なった^ 

1 ： カーソルの 位 il が 変化した 

2: 左 ボタンが 押された 

3: 左 ボタンが 放された 

4: 右 ボタンが 押された 

5: 右 ボタンが 放された 
BL 左 ボタンの 状 想 
0: 放されて いる 

一 1 ： 押されて いる 
BH 右 ポタンの 状 « 
0: 放されて いる 

-1 ： 押されて いる 
CX カーソル 位置の 水平 座標 
DX カーソル 位置の 垂直 座樣 

注意 ： 

マウス 用 デバイス ドライバ は， CALL FAR-PROC 命令に よって サブルーチン 
を コールし ます. したがって， サブルーチンから マウス 用 デバイス ドライバへ 制 
御 を 戻す とき は， RET FAR-PROC 命令 を 使用し なければ いけません. 
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第 3 車 マウス インタ一 フェイス 




□ 



コール 




ドッ ト比 

ント比 



マウスの 移動 ®i と カー ソ 



AX = OFH 

CX 水平 方向の ミ ツキ- 
DX 垂直 方向の ミ ツキ' 

なし 



マウス の 移動 距離 と ， 画面 上の カー ソ ルの 移動 距離の 比 を 設定す る ファン クシ 
ヨンです. 画面 上で カーソルが 水平 方向お よび 垂直 方向に 8 ドッ ト 移動す るた め 
に 要する， マウスの 水平 方向お よび 垂直 方向の 移動 距離 を 設定し ます. マウスの 
移動 距離 を 設定す る 単位 は ミッキーで， 1 ミッキー は 約 100 分の 1 インチ （約 0. 
25mm) です. 

ミッキー Z ドット 比 を 小さく 設定す ると， マウス を 少し 動かした だけで， カー 
ソル は 大きく 移動し ます • 大きく 設定す ると， マウス を かなり 動かしても， カー 
ソル は 少しし か 移動し ません. このように， ミッキー/ドット 比の 股定 によって， 
マウスの 感度 を 変える ことができます. 

設定 を 省略した 場合の システムの 初期値 は， 水平 方向， 垂直 方向と もに， ミツ 
キ一 / ドッ ト比 • 8 です. 
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3.5 マウス ファンクション 




コ—, 



カー ソ ルの 水平 方向の 移動 範囲の 投定 
AX = 10H 

cx 水平 方向の 移動 範囲の 最小値 

0-639 ： ノーマル モード 

0〜1119 ： ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モード 
DX 水平 方向の 移動 钜醵の 最大値 

0〜639 ： ノーマル モー ド 

0〜1119 ： ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モード 



なし 

画面 上で， カーソルの 中心点が 移動で きる， 水平 方向 （左右） の 範囲 を 設定す 
る ファンクションです. 移動 範囲 は， 最小値 （左側） と， 最大値 （右側） で 設定 

します. CX レジスタの 值が DX レジスタの 値よ り も 大きい 場合 は， DX レジスタ 

の 値が 最小値， CX レジスタの 値が 最大値と なります • 

設定 を « 略した 場合の システムの 初期設定 は， 画面 全体です. 

マウスが 大きく 動き， カーソルの 位置が 移動 範囲 外にな つたと き は， 移動 範囲 

内の 端に カーソル は 表示され ます. 
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第 3 皐 マウス インター フヱ イス 



垂直 方向の カー ソ ノレ 移動 範囲の 設定 機能 コード 11H 



ほ bH カー ソ ルの 垂直 方向の 移動 範囲の 投定 ' , , 

I コール I AX=11H , 

CX 垂直 方向の 移動 範囲の 最小値 

0〜199 ： ノーマル モード （カラー グラフ ィ ック ディスプレイの 場合） 
0 〜 399: ノーマル モード （高 解像度 ディスプレイの 場合） 

0〜749 ： ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モ一 ド 

DX 垂直 方向の 移動 g 離の 最大 儘 

0-199 ： ノーマル モード （カラ一 グラフィック ディスプレイの 場合） 
0〜399 : ノーマル モード （« 解像度 ディスプレイの 場合） 
0〜749 ： ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モード 

I リターン I なし ' 

■» KI 画面 上で， 力一 ソルの 中心点が 移勳 できる， 垂直 方向 （上下） の 範囲 を 設定す 

る ファンクションです. 移動 範囲 は， 最小 ffl (上側） と， 最大値 （下側） で 設定 

します • CX レジスタの ffl が DX レジスタの 値よ り も 大きい 場合 は， DX レジスタ 
の 値が «/J 、値， CX レジスタ の 値が 最大値 となります. 
設定 を 省略した 場合の システムの 初期設定 は， 画面 全体です. 

マウスが 大きく 動き， カーソルの 位置が 移動 範囲 外にな つたと き は， 移動 範囲 
内の 端に カーソル は 表示され ます. 
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3.5 マウス ファンクション 




コール 



カーソルの 表示 画面 （プレーン） の投定 

AX = 12H 
BX 





通 


常 


PC-H98 で 256 色 使用 時 


0 


： ブレー 


ン 0 へ 表示 


0 ： ブレーン 0 へ 表示 


1 


： ブレー 


ン 1 へ 表示 


1 ： ブレーン 1 へ 表示 


2 


： ブレー 


ン 2 へ 表示 


2 ： ブレーン 2 へ 表示 


3 


： ブレー 


ン 3 へ 表示 


3 ： ブレーン 3 へ 表示 








4 ： ブレーン 4 へ 表示 








5 ： ブレーン 5 へ 表示 








6 ： ブレーン 6 へ 表示 








7 ： ブレーン 7 へ 表示 



リターン 



なし 

力一 ソルの， 表示 画面 を投定 する ための ファンクションです. カーソルの 色 は 
表示 画面の パ レツ 卜で 投定 された 色になります. 

PC-H98 以外の 機 棟で， ブレーン 4 以降に 表示 画面 を 指定した 場合， 最大 ブレ 
—ン （ブレーン 3 または 2) に 表示され ます. 

PC-H98 で ブレーン 4 以降に 表示す る 場合 は 機能 コ一 ド 13H で VRAM を 8 
ブレーンまで 使用す る モード にしておく 必要が あります. 機能 コード 13H を 実 
行せ ずに ブレーン 4 以降への 表示 を 指定した 場合 は， 前回の 表示 画面へ カーソル 
を 表示し ます. 
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第 3^ マウス インタ 一フェイス 



グラフィック 用 VRAM の 設定と 実装 状況の 取得 機能 コード 13H 



！ 機 能 I グラフィック 用 VRAM の 設定 と 実装 状況の 取得 

I コール I AX = 13H 

BX グラフィック VRAM の股定 

0 ： 0〜2 プレーン を 使用す る 

1 ： 0〜3 プレーン を 使用す る （注 1) 

2 ： 0〜7 プレーン を 使用す る （注 2) 

HJ^TI BX グラフィック VRAM の 実装 状態 

0 ： 0〜2 ブレーン を 実装 
一 1 ： 0〜3 プレーン を 実装 （注 1) 
一 2 ： 0〜7 プレーン を 実装 （注 2) 



グラフ ィ ック用 VRAM の， 使用す る ブレーン を股定 する ための ファンク ショ 
ン です. 

グラフ ィ ック用 VRAM の ブレーン 3 〜 7 が 未 突 装の 場合 は， 次の よ う に ji 力作 
します， 

• ブレーン 3 以降 未 実装 時 

： ブレーン 0〜2 を 使用 
• プレーン 4 以降 未 実装で かつ， ブレーン 0〜7 使用 要求 時 

： 直前の グラフ ィ ック VRAM の 設定 状態と なる 

(洤 1) ハイ レゾリューション モードで は， 常に ブレーン 0〜3 を 使用で きます. 

(注 2) PC-H98 で 256 色 オプション ボード （PC-H98-E02) を 実装して いる 場合の 
み プレーン 4〜7 を 使用で きます. 
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3.6 各 バラ メータの 初期 愤 



3.6 各 パラメータの 初期値 

マウス 用 デバイス ドライバの， 種々 の 設定 を 省略した 場合の 設定 値 （初期値） は 次のと おり 



です. 

力一 ソ ル 表示 
カーソル 位置 



表示し なレ 



む 

ノーマル モード （カラ一 グラフィック ディスプレイの 場合） 
ノーマル モード （高 解像度 ディスプレイの 場合） 



ィ レ 



ュ 



ーシ ヨン モート 



力 
力 
力 



カー 



ソルの 形状 
ソルの 中心点 

ソルの 表示 画面 



E 上向きの 矢印 



ブレーン 2 
ン モード ブレ 



ノ 一 マノ レモ一 ド 
ハイ レ ゾリ ユー 

画面 全体 



ノーマル モード （カラ一 グラフィック ディスプレイの 
ノーマル モード （^解像度 ディスプレイの 場合） 
ハイ レ ゾリ ユー シ ョ ン モー ド 



水平 方向 
0〜639 
0〜639 

0-1119 



(319,99) 
(319,199) 
(512,384) 



垂直 方向 
0 〜： 199 
0〜399 
0〜749 



ミッキー Z ドット 比 ： 8 ( 水平 方向， 垂直 方向と もに） 
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グラフィックス ドライバ 

4.1 イントロダクション 

MS-DOS では， PC-9800 シリーズの グラフ ィ ック 機能 を 活用す るた めの， 基本的な 描画 機能 
を 収めた グラフ ィ ックス ライブラリ を デバイス ドライバ として 提供して おり， アブリ ケ ーショ 
ン プログラム や ユーザー プログラムで 利用す る ことができます. 

この 章で は， この グラフィックス ドライバの 各 機能に ついて， 詳細な 説明 を 行います. 

4.2 グラフィック 用 デバイス ドラ イノ、' 

ここで は， グラフィック 用 デバイス ドライバの 組み込み 方法と， 利用で きる ファンクション 
(機能） の ー覽を 紹介し ます. 

4.2.1 ヂ/ く イス ドライバの 組み込み 

グラフ ィ ックス ドライバ は， GRAPH. SYS, GRAPH. LIB の 2 つの ファイルで 構成され， 

デバイス ドライバと して 提供され ます. 

グラフィックス ドライ バを 利用す るに は， CONFIG .SYS フ アイ ルに 次の よう な 1 行 を 加え 
て システム を 起動し ます. 

DEVICE=GRAPH.SYS 

注意： GRAPH. LIB ファイル は， カレント ドライブの カレント （または ルート） ディ レクト リ 
に 格納して おいてく ださい. - 

また， PC-H98 用 MS-DOS では， PC-H98 上で （PC-H98 の 持つ） 強化され た グラフィック 
用ハ一 ドウ ヱァを 充分に 活用す るた めに， 専用 高速 描画 版 グラフ ィ ックス ドライバが 提供され 
ています. 専用 高速 描画 版 グラフ ィ ックス ドライバ は， GRP_H98.LIB という ファイル 名で 提 
供され ており， この ドライバ を 組み込む ために は CONFIG.SYS の グラフ ィ ックス ドライバの 
指定 は 以下の ようになります. 

DEVICE = GRAPH. SYS /F=GRP_H98. LIB[/E] 

注意： GRP_H98.LIB ファイル は， カレント ドライブの カレント （または ルート） ディ レクト 
リに 格納して おいてく ださい. 

/E は EMS が 組み込まれ ており， かつ ページ フレームが 3 ページ (48KB) 以上 使用可能 
な 場合に， EMS を 利用して 常駐 メモリ を削滅 する ための オプションです. 
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ックス ドライ パを 組み込む 必要が あ ります. ま た， 256 色/ 1600 
ン ボード （PC-H98-I 



定 できます 



4.2.2 ファンクション ー覽 

グラフィックス ドライバに は， 以下の ファンクションが 用意され ています. 各 機能の 詳細 は， 
「4.4 ファンクション プログラミング ィ ン ターフェ イス」 を 参照して ください. 
♦ 初期化 ファンクション 

0. グラフ ィ ックの 開始 

1. グラフ ィ ックの 終了 

2. 仮想 VRAM の 生成 

き BWI 股定 ファンクション 

3. 表示 モードの 投定 
描画 プレーンの 股定 . 

表示 ブレーンの 投定 い 

パ レツ ト の投定 
ビュー ボート 領域の 設定 

フォアグラウンド カラーの 投定 
パック グラウンド カラーの 投定 
ボ一 ダカ ラーの 投定 



4. 

5. 

6. 

7. 

8. 

9. 
10. 
11. 
12. 
13. 

描 a 

14. 
15. 
16. 
17. 
18. 
19. 
20. 
21. 
22. 
23. 
24. 



表示 スィッチの 設定 
表示 領域の 設定 
中断 処理 ルーチンの 設定 
ファンクション 
画面 消去 



線の 描画 



長方形の 描画 
台形の 描画 



楕円形の 描画 
閉 領域の 塗 

7 ラフ ィ ッ クイ メージ 
グラフ ィ ック イメージの 設定 



96 



4.3 ファンクションの 呼び出し 方法と 使用例 

25. 領域 転送 ： 

26. 領域 移動 - 

参 得 ファンクション 

27. バージョンの 取得 

28. ブレーン 数の 取得 

29. 表示 モードの 取得 ' 

30. 描画 プレーンの 取得 • 

31. 表示 プレーンの 取得 

32. パ レツ トの 取得 

33. ビュー ボート 領域の 取得 

34. フォアグラウンド カラーの 取得 

35. ノ マック グラウンド カラ 一の 取得 

36. ボー ダカ ラーの 取得 

37. 表示 スィ ツチの 取得 

38. 指定 座標の パ レツ ト の 取得 

39. 表示 領域の 取得 

40. 中断 処理 ルーチンの 取得 



4.3 ファンクションの 呼び出し 方法と 使用例 

ここで は， ユーザー プログラムで， グラフィックス ドライバの ファンクション を 利用す る 際 
の 呼び出し 手順と， マクロ アセンブラ， C 言語での 使用例 を 紹介し ます. ' 

4.3.1 ファンクションの 呼び出し 手 « 

グラフ ィ ックス ドライバの 各フ アンク ショ ンは 次の 手順で 呼び出します. 
(1) グラフ ィ ックス ドライバの ェント リ テーブルの 先頭 アドレス を 取得す る. , 

AX レジスタ， DS ： BX レジスタ を 次のように セッ ト し INT CDH を 行う と， DS ： BX 
が 指す 領域 （DWORD) に エントリ テーブルの 先頭 アドレス （上位 ワードに セグメント， 下 
位 ワードに オフセット） が 格納され ます （使用例 参照). 
AX =0 

DS ： BX = 任意の ァ ドレス （セグメントと オフセット） 

ただし， グラフィックス ドライバが 組み込まれ ていない 場合 は， 動作 は 保障され ません の 
で， 次の デバイス 名で オープン QNT21H, ファンクション 3DH) する ことにより グラフ 
イツ クス ドライバの 組み込みの 有無 を 確認 後， INTCDH を 実行して ください. 
デバイス 名： GRAPH 厶厶 $ 
(△ 印 は 空白一 文字 を 表します.） _ 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



以下に， エントリ テーブルの 詳細 を 示します. 各 テーブルに は その ファンクションの ェン 
ト リア ドレスが 格納され ています. 



ファンクションお 



0 



1 



2 



3 



4 



アドレス 



0OOC 



内 



容 



グラフィックの 開始 



グラフィックの 終了 



仮想 VRAM の 生成 



表示 モードの 設定 



5 



ーンの 設定 



001-1 



6 



7 



8 



9 



10 



11 



12 



13 



14 



15 



表示 ブレーンの 投定 



001C 



0024 



『 



0030 



0038 



003C 



16 



17 



0040 



0044 



パレットの 設定 



ビュー ポート 領域の 設定 



一の 設定 



パック グラウンド カラーの 設定 



ボーダー カラーの 設定 



表示 スィ ツチの 設 ぉ 



表示 領域の 投定 



中断 処理 ルーチンの 設定 



— M ノ 



18 



19 



20 



21 



23 



004C 



0050 



0054 



0058 



005C 



お 方形の 描画 



台形の 描函 



閉 領域の 塗りつぶし 



7 フフ ィ ッ クイ メージ 



24 



25 



26 



27 



0060 



0064 



006C 



29 



30 



0070 



0074 



グラフ ィ ック イメージの 設定 



ハ* ーシ ョ ン 



ブレ一 



表示 モードの 取得 



描画 ブレーンの 取得 
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4.3 ファン クシ 二' ンの 呼び出し 方^と 使用例 



ファンクションお 


アドレス 


内 容 


31 


007C 


表示 ブレーンの 取得 


32 


0080 


バ レツ 卜の 取得 


33 


0084 


ビュー ポート 領域の 取得 


34 


麵 


フォアグラウンド カラーの 取得 


35 


008C 


パック グラウンド カラーの 取得 


36 


0090 


ボーダー カラーの 取得 


37 


0094 


表示 スィ ツチの 取得 


38 




指定 座標の パ レツ 卜の 取得 


39 


009C 


表示 領域の 取得 


40 


00A0 中断 処理 ルーチンの 取得 



(2) グラフ ィ ックス ドライバで 使用す る データ 領域 を 確保す る. 
下に 示す 形式で， データ 領域 （2048 パイ ト） を 確保し ます. 



データ * 域— 



'《ラメ 一 タブ ロック 

48 Bytes 



ワーク エリ ァ 



2000 Bytes 



(3) ファンクション を 呼ぶ. ' ： 

(2) で 確保した データ 領域 内の パラメータ ブロックに， 各 ファンクションで 必要な パラメ一 
タを 設定し ます. 次に データ 領域の 先頭 アドレス を セグメント， オフセットの 順に スタック 
に 格納して， エントリ テーブル 内の 対応す る アドレスに farcall します （使用例 参照). 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



4.3.2 マクロ アセンブラでの 使用例 

次に， マクロ アセンブラ （MASM) による プログラムの 例 を 紹介し ます. 



GTERM 



GEDSPSW 



GDPSET 



EQU 



EQU 



EQU 



EQU 



00 * 4 



01 * 4 



11 



15 * 4 



グラフ 開始 



グラフ 終了 

ファンク 
表示 スィッチ 



ン No. 0 



ヨン No. 1 



点描 画 ： 

ファンクション No. 15 



； データ エリア 



DATA SEGMENT 

GDDEV NAME DB 'GRAPH $， 



PARA AREA 

DATA 

； スタック 
STACK 

STACK 
； コード 部 



START ： 



SMPL START 



GRAPH ADDR DD 



DB 



ENDS 



0 



2048 DUP(O) 



SEGMENT STACK 
DW 256 DUP(O) 
ENDS 



SEGMENT 
ASSUME i 
MOV 
MOV 
CALL 
JNC 
JMP 
CALL 
MOV 
CALL 
MOV 
MOV 
MOV 



CS : CODE, DS : DATA 
AX, DATA 
DS, AX 
DRV CHK 
SMPL START 
SMPLEND 
GETGD_ENT 
SI.GINITIAL 
FCALL 

BX, OFFSET DS 
WORD PTR DS 



PARAAREA 
[BX],0 



； グラフィックス ドライバの 
： デバイス 名 

： エントリ テーブルの 先 K ァ 
ドレス 

； パラメ 一 タブ 口 ック とヮー 
ク エリア 



： ドライバの 存在 を 確認す る 



： エントリ アドレスの 取得 
： グラフィックスの 開始 

： 点の 描画 

； 予約 パラメータ 



WORD PTR DS ： 2 [BX],0 
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4.3 ファンクションの 呼び出し 方法と 使用例 



SMPL END ： 



MOV 


WORD PTR DS : 


4 [BX],0 


； ラスタ オペレーション 番号 


MOV 


WORD PTR DS : 


6 [BX], 1 


； 動作 番号 


MOV 


WORD PTR DS : 


8 [BX],500 


： 点 を 描画す る X 座標 


MOV 


WORD PTR DS : 


OAH [BX]，10C 


1 ： 点 を 描画す る Y 座標 


MOV 


WORD PTR DS : 


OCH [BX]，7 


：パ レツ ト 番号 (下位 16 
BITS) 


MOV 


WORD PTR DS : 


OEH [BX],0 


：パ レツ ト 番号 (上位 16 
BITS) 


MOV 


SLGDPSET 






CALL 


FCALL 






MOV 


BX, OFFSET DS: 


PARA AREA 


： 表示 スィッチの 股定 


MOV 


WORD PTR DS : 


4 [BX],1 


； 表示 状態 


MOV 


Sl f GEDSPSW 






CALL 


FCALL 






MOV 
INT 


AH, 01 H 
21 H 




； «K のた め K B 入力 待ち 


MOV 






• グラ つ ノック スの 終了 

, ノン Z 1 ノ メ ノ^ J 


CALL 


FCALL 






MOV 
INT 


AX.4C00H 
21 H 







グラフィックス ドライバの #4 を 確 K する 
(キャリー フラグが 1 なら ドライバ は M しない) 



DRV CHK 



一 PROC 

MOV 
MOV 
IN 丁 
JC 

MOV 

MOV - 

INT 

CLC 

DRV— CHK— END ： RET 
DRV CHK 



NEAR 

AX, 3D00H 
DX, OFFSET DS 
21 H 

DRV CHK END 

一 

BX, AX 
AH, 3 EH 
21 H 



： ドライバ を オープン ， 

»EV— NAME 

； オープンに 失敗： 存在し なレ 
； オープンに 成功： 存在す る 
； ドライバ を クローズ • 



GETGD ENT 



PROC 

MOV 

MOV 



NEAR 



ゝ' のェン ト リ テーブルの ァ ドレス を 取得す る 
' ト リ テーブルの セグメ ント アド レス を 格納) 



BX， OFFSET DS ： 
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第 4 崁 グラフ ィ ックス ドラ イノ 《 



GETGD ENT 



OCDH ， 

RET ' • 

ENDP '•' 
グラフィックス ドライバの 機能 を 呼び出す 
(SI にェン ト リ テーブル 上の オフセット を 設定して 呼び出す) 



FCALL 


a PROC 


NEAR 






MAW 


BX, OFFSET DS : PARA AREA 






PUSH 


DS 


, リ。 i&J^z. 




PUSH 


DS 


： グラフィックス ドライバへ 




PUSH 


BX 


： の パラメ-タ 




LDS 


DA, Uo ， n MUUK 




CALL 


DWORD PTR DS : [BX + SI] 






POP 


DS 


： DS 復帰 




RET 






FCALL 


ENDP 






CODE 


ENDS 








END 


START 




4.3.3 C 言語での 使用例 






次に， （ 


： 言語 （MS-C) による プログラムの 例 を 紹介し ます. 




ただし， 


MS-C の パージ ョ 


ン 3.0 で コンパイル する 場合 は， オプション （ZZe) を 指定す る 


必要が あります. 






# include 


< stdio. h> 






# include 


<dos. h> 






# include 


<conio. h> 







union GrpDataTag { 

unsigned int wk [1024] 

struct PsetTag { 

unsigned long 
unsigned int 
unsigned char 
unsigned int 
unsigned int 
unsigned long 
} PsetTag ； 
struct DspSw { 



/* データ 領域の 確保 

/* 点描 画の パラメータ プロック 



*/ 



Reserve ； 
Rop; 
Act— mode 
X ： 

Y; 

Color ； 




一夕 プロック 



*/ 



unsigned char 



Reserve ； 
Switch ； 
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ファンクション プログラミング インタ一 フェイス 



} DspSw ； 
} GrpDataTag ； 

struct FuncEntryTag { /* 

int (far pascal * FUNC [41]) (unsigned long) ； 
} far * GL : 
FILE * fp; 

union REGS inregs, outregs ； 
main () { 



、 



'の 定義 



*/ 



/* 

if 



/* 



グラフィックス ドライバの #4 を 確 8 する 
((fp=fopen ("GRAPH $¥び',"に）） ！ =0 { 

fclose (fp) ； /* #4 する 

} else { 

return (0) ； ' /* 存在し ない 

>； 

ェン ト リ テーブルの 先 SR ァ ド レスの 取得 



*/ 



*/ 



*/ 



*/ 



inregs. x. ax 
inregs. x bx 



=0 ; 

= (int) &GL; 



=0 
=0 

=1 

=400 



/* 



int 86 (Oxcd, &inregs， &outregs) : 

/* 

(*(GL->FUNC [0])) ((unsigned long) (int far * ) 

/* 

GrpDataTag. PsetTag. Reserve 
GrpDataTag. PsetTag. Rop 

GrpDataTag. PsetTag. Act mode 
GrpDataTag. PsetTag. X 
GrpDataTag. PsetTag. Y 
GrpDataTag. PsetTag. Color 

(*(GL->FUNC [15])) ((unsigned long) (int far * 
GrpDataTag. DspSw. Switch =1 ； /* 

(*(GL->FUNC [11])) ((unsigned long) (int far * 
getche 0 : /* 

/* 

(*(GL->FUNC [1])) ((unsigned long) (int far * ) 

}： 



=7; 



* 

/* 
/* 
/* 
/* 



グラフィックスの 開始 
&GrpDataTag) ； 

点の 描画 

予約 パラメータ 

ラスタ オペレーション 番号 

動作 番号 

点 を 描画す る X 座標 ， 
点 を 描画す る Y 座標 
パレット 番号 
) &GrpDataTag) ； 
表示 スィッチの 股定 

&GrpDataTag) ； | 
確 K のた めの KB 入力 待ち 
グラフィックスの 終了 
&GrpDataTag) ； 



*/ 

*/ 
*/ 
*/ 

*/ 
*/ 
*/ 
*/ 

*/ 

*/ 
*/ 



4.4 




—フェイス 



以下に グラフィックス ドライバの 各 ファンクション ごとに， 詳細 を 説明し ます. 
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グラフィックの 開始 



ファンクション NO.0 



[S3 



グラフィック 専用 ハードウエア， インターフェイスの 初期設定 をし， 実行 環境 を 
整えます. 



コール I スタック = デ 一 タ 領域の 先頭 ァ ドレス 



□ 



AX =0 …常に 正常終了 

グラフ ィ ックス ドライバ を 使用 するとき は， 必ず 本 ファンクション をい ちばん 

最初に 実行して ください. なお， この ファンクション は 画面 消去 は 行いません. 
ファンクション No.14 を 必要に応じて 実行して ください. 

具体的な 初期化 内容 （システム VRAM および 各 稀 設定） は 次のと おりです. 





ノーマル モード 


ハイ レゾ モード 


モード 

、カラ一 モー ドメ 


640 X 200 
8 色 Z8 色 


1120X756 
16 色/ 4096 色 


推 西 プレーン 


ページ 0， ブレーン 0 〜2 


ページ 0, ブレーン （！〜 3 


表示 プレーン 


, 

ページ 0, ブレーン 0〜2 


ページ 0, ブレーン 0〜3 


パ レツ ト 


8 色 /8 色の バレットの 


16 色/ 4096 色の バレットの WWW" 


ビュー ポート 領域 


(0,0) -(639.399) 


(0 ( 0)-(1119.935) 


フォアグラウンド カラー 


パ レツ ト 番号 7 


パック グラウンド カラー 


パ レツ ト 番号 0 


ボーダー カラー 


ブラン 夕 


表示 スィッチ 


非 表示 


表示 領域 


—— Y^«0〜749 



(*) 詳細 はパ レツ 卜の 設定 （ファンクション NO, 6) を 参照して ください, 



仮想 VRAM の 初期化 は， 仮想 VRAM の 生成 （フ アン クシ ヨン No. 2) 実行時 
に 行われます， 
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4.4 ファンクション プログラミング インターフェイス 



グラフィックの 終了 



ファンクション N0.1 



」 



グラフィック 専用 ハードウェア を リセット します. 



□^71 スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 



AX =0 …常に 正常終了 



グラフ ィ ックス ドライバの 利用 を 終了す る 場合， 本 ファンクション を 実行して 
ください. これにより グラフ ィ ックス ドライバで 設定した ハードウェアの 状態が 
こ の 後に 勦 作す る プロ グ ラ ム にお w し な いよつ： こしま す. 
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第 4 車 グラフィックス ドライバ 



仮想 VRAM の 生成 



ファンクション N0.2 



コー 



メモリ 上に 仮想 的な VRAM を 生成し， 初期化 を 行います. 

初期 状態 は ノーマル モード， ハイ レゾ モードと も 次のように なります. 
VRAM では 解像度に よ る 区別 はな く ， ベー ジは 0 固定と なります. ' 
表示 モー ド モノクロ 



ビュー ポート 領域 



ページ 0, プレーン 0 

(0,0) — （X 方向 ドット 数 一 1, Y 方向 ドッ 

ト数- 1) 

フォアグラウンド カラー … パレット 番号 7 
バックグラウンド カラー … パ レツ ト 番号 0 

スタック- デー タ 領域の 先 通 ァ ド レス 

ノ 《ラメ 一 タブ ロック 



オフセット 
0H 
4H 



サイズ 
DWORD 
DWORD 



WORD 



内 饔 

仮想 VRAM 構造体の アドレス 
仮想 VRAM の アドレス 




X 方向の ドッ ト敉 
Y 方向の ドッ ト数 



* 仮想 VRAM 構造体の アドレス 

仮想 VRAM 構造体 は， 仮想 VRAM のァ ドレス や プレーン 数な どの 情報 を 格 
納 してお く 場所で， あらかじめ 64 パイ ト 確保して おきます. この 仮想 VRAM 構 
造 体の 先 

' ■ * , , ■ — " z i> ノ にノ u 日 

します. 

像 仮想 VRAM の アドレス 

あらかじめ 確保して おいた 仮想 VRAM の アドレス （上位 ワード = セグメント， 
下位 ワード = オフセット） を 指定し ます. 仮想 VRAM の サイズ は， 次の 式で 求め 
られ ます. この サイズ は 64K を 超えても かまいません. ただし， この ファンク ショ 
ン では メモリの 管理 をお こない ません. サイズが 64K バイ トを 超える 場合， 連続し 
た 位置に 確保 してお くこと 力 5 必要です. 
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4.4 ファンクション プログラミング インターフェイス 

仮想 VRAM の サイズ (バイ ト数） 

= ((X 方向 ド ッ ト数 + 15) 八 6) X2X« [方向 ド ッ ト数 X プレーン 数 

• X/Y 方向の ドット 数 

仮想 VRAM の 大きさ を 次の 範囲で 指定し ます. 
0<X 方向 ドッ ト数 
0<Y 方向 ドッ ト数 

拿 プレーン 数 

' 仮想 VRAM の プレーン 数 を 指定し ます • 指定した ブレーン 数に よって' その 
後 この 仮想 VRAM に 設定で きる カラ一 モードが 次のように 異なります' カラー 
モードに ついては 表示 モードの 設定 （ファンクション NO. 3) を 参照して くださ 

い. 



カラー モード 

プレーン！! [ 


モノクロ 


8 色 


16 色 | 


256 色 


1 


〇 


X 


X 


X 


3 




〇'"》 


X 


X 


4 


〇 


〇 《崎" 


〇 


X 


8<«» 


o 




O 


o 



8 色 ： 8 色 /8 色お よ び 8 色/ 4096 色 
16 色 ： 16&/4096 色お よび 16 色 八 600 万 色 
256 色 ： 256 色 八 600 万 色 



(注 1) ハイ レゾリューション モードで は， 設定で きません. 

(>±2) ブレーン 数 8 は， PC-H98 で 256 色 オプション ボード （PC-H98-E02) を 

実装した 装置で 専用 ffi 速 描画 版 グラフィックス ドライバ を 利用して いる 

場合の み 指定で きます. 

I リターン I AX = 0 … 正常終了 

* 0 … 異常終了 

指定の ブレーン 数が， 4 を 越えた ときな どに 異常終了と なります • 

□I |y メモリ 上に 仮想 的な VRAM を 生成し， 初期化します. 

仮想 VRAM と 仮想 VRAM 構造体 は あらかじめ 確保して おいて く ださい' 

仮想 VRAM 任意の サイズ 

總 VRAM«ii^ 64 バイ ト 

仮想 VRAM に対して は， 環境 設定 フ アン クシ ヨン， 環境 取得 フ アン クシ ヨン, 
お よ び 領域 1£ 送 （ファンクション NO. 25) が 実行で きます. 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 




コール 



システム VRAM または 仮想 VRAM の 表示 モー ドの 股定を 行います. 

スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
パラメータ ブロック ' 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対象 VRAM 


4H 


WORD 


表示 モード 







表示 モード 








パラメ 一夕 值 




カラー モード 


ノ一 マル 


0000 H 


640 x 200 


モノクロ 


モード 


0001 H 


640 X 200 


8 色 /8 色 


0002 H 


640 x 200 


8 色 Z4096 色 




0003 H 


640x200 


16 色/ 4096 色 




0100 H 


640 x 400 


モノクロ 




0101 H 


640X400 


8 ft/8 色 




0102 H ^ 


640 X 400 


8 色ノ 4096 色 




0103 H 


640X400 


16 色 Z4096 色 




0104 H 


640X400 


16 ft/1600 万 色 《■" 




0105 H 


640 x 400 


256 色 Z1600 万 色 ( ，" 


ハイ レゾ 


0300 H 


1120x750 


モノクロ 


モード 


0303 H ' 


1120 X 750 


16 色 Z4096 色 




0304 H ' 


1120x750 


16 色/ 1600 万 色 




0305 H 


1120X750 | 256 色/ ^GOO 万 色 は" 



8 色 /8 色 
8 色 Z4096 色 
16 色/ 4096 色 
16 色/ 1600 万 色 
256 色 Z1600 万 色 



ブラック， ホ ワイ トの 
8 色のう ち 8 色 
4096 色のう ち 8 色 
4096 色のう ち 16 色 
1600 万 色の うち 16 色 
1600 万 色の うち 256 色 



(注 1) PC-H98 で 専用 高速 描画 版 グラフィックス ドライバ を 利用して いる 場 
合の み 指定で きます. また， 256 色ノ 1600 万 色の カラー モード は 256 色ォプ 
シ ョ ン ボー ド （PC-H98-E02) を 実装した 装置での み 指定で きます. 
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4.4 ファン クシ 3 ン プロ グラ ミン グィン タ一 フェイス 

• 対象 VRAM 

システム VRAM の 表示 モード を 設定す る 場合 は 0, 仮想 VRAM の 表示 モ一 
ドを 設定す る 場合 は 仮想 VRAM 構造体の ァ ドレス （上位 ヮー ド=セ グメン 
ト， 下位 ワード = オフセット） を 指定し ます. 

I リターン I AX =0 …正常終了 

キ 0 …異常終了 （エラー コード一 覧 参照） 

ハードウェア 的に 設定で きない モード を 指定した とき は， 異常終了 となります. 

I » ta 1 きこの ファンクション を 実行す ると， 描画 プレーン， 表示 ブレーン， ビュー ポー 

ト， フォアグラウンド カラー/パック グラウンド カラー/ボーダー カラー， 表 

示 領域が 初期化 されます. これらの 初期 状態に ついては， 対応す る 環境 設定 フ 
アン クシ ヨン を 参照して ください. - 
きパ レツ 卜の 状態 は， 前回の その モードでの 籠が 引き継がれます. 

* 仮想 VRAM の 表示 モード を 設定す る 場合， 解像度 は 無視され ます. 

秦 ノーマル モードで ディ ッブ SW 1-8 を OFF にして 利用す ると 下 K カラー モー 

ドの 利用 はでき ません. 

8 色/ /4096 色 , 
16 色/ 4096 色 
16 色/ 1600 万 色 
256 色, 1600 万 色 
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描画 プレーンの 設定 ファンクション N0.4 



システム VRAM または 仮想 VRAM の 実際に 描画 を 行う ページ， プレーンの 股定 
を 行います. 

I コ―ル I スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 

パラメータ プロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対象 VRAM 


4H 


DWORD 


描 S ブレーン 



♦ 描画 プレーン 

bl5 bl4 bl3 bl2 bll blO b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl bO 



0 1 0 1 0 I 0 

1 1 1 1 


0 | 0 | 0 


0 


P7 


P6 


P5 


1 P4 


p3 


1 

p2 


Pi 


po 1 


b31 b30 b29 b28 


b27 b26 b25 b24 b23 


b22 


b21 


b20 


bl9 


bl8 


bl7 


bl6 


| ページ 番号 | 


°i 


°i 




0 


1 0 


0 


0 


0 | 



ページと は ディスプレイに 表示 可能な ゆ jtfli の 位で あり， ブレーンと は ページ 
の 構成要素です. 

ブレーン では， 描画したい ブレーンに 対応す る ビット を 1 に 設定し ます. また, 
同時に 複数の プレーン を 指定す る こと も 可能です. ただし， 指定で きる プレーン 
は カラー モ一 ド によって異なります. 



カラー モード 


指定 可能 ブレーン 


モノクロ 

8 色 
16 色 
256 色 


p0〜p2/p3/p7 w " 
p0〜p2 
p0〜p3 
p0〜p7 



(注 1) モノクロ モードの 指定 可能 プレーン は， 機種に よって 異なります. 詳細 は 

ブレーン 数の 取得 （ファンクション NO, 28) を 参照して ください. 
(注 2 ) 256 色/ 1600 万 色の カラー モード は 256 色 オプション ボード （PC-H98-E02) 
を 実装した 装置で 専用 高速 描画 版 グラフ ィ ックス ドライバ を 利用して いる 
場合の み 指定で きます. 
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ページで は， 0〜3 までの 数で 指定し ます. ただし 



る ページ は 0 のみです. システム VRAM 




が 利用で きる ので， 表示す る ページと 描画す る ページ を 別々 に 設定す る こと もで 
きます. 設定で きる ページ は 解像度に よって 異なります. 

システム VRAM に 設定で きる ページ 



解像度 


ページ 番号 


640X200 


0〜3* 


640 x 400 


0 〜ビ 







* 設定で きる ページ は 機 神. によっても 異なります. 詳しく は プレーン 数の 取得 （フ 

アン クシ ヨン NO. 28) を 参照して ください. 

表示 モードの 設定 (ファンクション N0.3) を 実行す ると， 描画 プレーン は 初期 
化されます. 初期 状態 は， 次のように カラ一 モードに より 與な ります. 



カラー モード 


«■ プレーン 


モノクロ 


ページ 0, ブレーン 0 


8 色 /8 色， 8 色/ 4096 色 


ページ 0， ブレーン 0〜2 


16 色/ 4096 色， 16 色 八 600 万 色 


ページ 0， ブレーン 0〜3 


256&/1600 万 色 ページ 0, ブレーン!)〜 7 



♦ 対象 VRAM 

システム VRAM の 表示 モード を 設定す る 場合 は 0, 仮想 VRAM の 表示 モー 
ド を投定 する 場合 は 仮想 VRAM 構造体の 先頭 ァ ドレス (上位 ヮー ド = セグメ 
ント， 下位 ワード = オフセット） を 設定し ます， 

I リターン I AX =0 …正常終了 

* 0 … 異常終了 (エラー コード 一覽 参照） 

ハードウェア 的に 設定で きない ページ， プレーン を 指定した とき は， 異常終了 
となります. 
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I 機能 1 システム VRAM の 表示す る ページ， プレーンの 投定を 行います. 



コール | スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
パラメータ ブロック 



才フ セット 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


^示 ブレーン 



リ ダーン 



表示 ブレーンの 指定 方法 は， 描画 ブレーンと 同じです. 描画 プレーンの 設定 （フ 

アン クシ ヨン NO. 4) を 参照して ください. 

AX =0 …正常終了 

*0 …異常終了 （エラー コード一 覧 参照） 

ハー ドウ ヱ ァ 的に 設定で きない ページ， ブレーン を 指定した ときに， 與 常終丫 
となります， 
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し i 



パレットの 設定 ファンクション N0.6 

I 機能 1 指定され たパ レツ ト 番号に 対応す る カラー コード を股定 します. 

I コール I スタック- データ 領域の 先 SS アドレス 

パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 




4H 


DWORD 1 


バ レツ ト 番号 


8H ] 


DWORD 





參パ レツ ト 番号 

モノクロ 0〜1 で 指定し ます. この 範囲 を 越えた とき は， 2 の 剰余 

が 取られます. . 
8 色ノ 8 色 0〜7 で 指定し ます. この 範囲 を 越えた とき は， 8 の 剰余 

8fe/4096fe が 取られます. 

16 色 Z4096 色 …… 0 〜はで 指定し ます. この 範囲 を 越えた 場合 は 16 の 剰余が と 
16 色/ 1600 万 色 ちれます， 

256 色/ 1600 万 色… 0 〜255 で 指定 します • こ の 範囲 を 越え た 場合 は 256 の 剰 

余が とられます. 

注意 ： xx 色/ 1600 万 色 は， PC-H98 で 専用 BS 速 描画 版 グラフィックス ドライ パ 
を 利用して いる 場合の み 指定で きます. また， 256 色/ 1600 万 色の カラー モ 
ードは 256 色 オプション ボー ド （PC-H98-E02) を 実装した 装置での み 指定 

•" できます. 



譬 カラー コード 

bl5 bl4 bl3 bl2 bll blO b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl bO 



red 


blue 


b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 bl9 bl8 bl7 bl6 


| 0 | 0 0 | 0 | 0 | o o 1 0 


green 



green, red, blue は， 緑， 赤， 青色の 各階 調 を 表わします. 
各 カラー モードでの 設定 は， 次のようになります. 
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モノクロ 



green, red, blue で 1 つで も 最上 位 ビットが 1 の 場合 は， 白色 
それ 以外 は， 黒色 

green, red, blue の それぞれの * 上位 ビットに よって， 決まり 
ます. 



green 


red 


blue 


表不色 


0 

リ 


n 


リ 


ブみ、 リ々 

Z / ッノ 


0 


0 


國 — 


ブルー 


0 


| 1 


0 


レツ ド 


0 


1 


1 


マ ゼンダ 


1 


0 


0 


グリーン 


1 


0 


1 


シアン 


1 


1 


0 


イエロ一 


1 


1 


1 


ホ ワイ ト 



8 色/ 4096 色， 16 色ノ 4096 色 … green, red, blue の各パ イトの 上位 4 ビ 

ッ ト だけ 取り出して， それぞれ 16 階调と 
し， その 組み合せ によって 4096 色 を 3S 択 
します， 4 ビッ 卜で 表わされる 0〜F は 値 
が 大きい ほど 明るく 《 

各 モードの 初期値 は， 次のと おりです. 



モノクロ 



16 色/ 4096 色 



0 


0 0 0 0 0 0 




0 


1 


FFFFFF 




1 






2 


8 色 /8色 8 色/ 4096 色 


3 


0 


0 0 0 0 0 0 




4 


1 


0 0 0 0 FF 




5 


2 


0 0 FF0 0 




6 


3 


0 0 FFFF 




7 


4 


FF 0 0 0 0 






5 


FF0 0 FF 




6 


FFFF0 0 




7 


FFFFFF 





0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 FF 
0 0 FFO 0 
0 0 FFFF 
FFO 0 0 0 



8 

9 

10 

11 

12 



7 7 7 7 7 7 
0 0 0 0 AA 
0 0 AAO 0 
0 0 AAAA 
AAO 0 0 0 



FFO OFF 13 AAO 0AA 



FFFFO 0 
FFFFFF 



14 
15 



0 
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16 色/ 1600 万 256 fe/1600 万 色 モー ドの 龄 

green, red, blue の 各階 調に よつ 

16 色/ 1600 万 色 モードの バレ ッ 卜の 初期値 は 16 色/ "4096 色 モードの パ レツ トの 
初期値と 同じです. 

ほ 6 色ノ 1600 万 色 モードの パ レツ トの 初期値 は 16 色/ 4096 色 モードの パ レツ ト 



れパ レツ ト 16x n 〜l6x n +15(n = l 〜ほ） と 同じ 色と なって います, 



LU^->J AX =0 …正常終了 



o …！! 常 終了 （エラー コード ー覽 参照) 



グラフィックス ドライバで 色 を 表示す るに は， パレット を 使用し ます. パ レツ 

レット 番号 0, パレット 番号 1 …と 番号が つけられ ています. それぞれの パ レツ 
トに は， カラー コード (実 P5 に 表示され る 色) が あらかじめ 設定され ており， 描 W 
ファンクション では 表示 色と して この パレ ッ ト 番号 を 指定し ます • 

この ファンクション では， この パレ ッ ト 番号と カラー コードの 対応 を 変更す る 
ことができます. すでに 表示され ている パレット 番号 を 変更した 場合に は， 表示 
色が 新しく 設定され た カラー コードに 変わります. 
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ビュー ポート 領域の 設定 ファンクション NO. 7 



rW 18^1 システム VRAM または 仮想 VRAM の 実際に 描画され る 領域 （ビュー ポー ト領 

域) を股定 します. 

QES スタック = データ 領域の 先 》 アドレス 

パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対象 VRAM 


4H 


WORD 


ビュー ポート 領域 左上 X 座標 


6H 


WORD 


ビュー ボート 領域 左上 Y 座標 


8H 


WORD 


ビュー ポート 領域 右下 X 座標 


0AH 


WORD 


ビュー ポート 領域 右下 Y 廋標 



* 対象 VRAM 

システム VRAM の ビュー ボー ト 領域 を 設定す る 場合 は 0, 仮想 VRAM のビ 
ユー ポート 領域 を 想定す る 場合 は 仮想 VRAM 構造体の 先頭 アドレス （上位 ヮー 
ド= セグメント， 下位 ワード = オフセット） を 指定し ます. 

I リターン I AX =0 …正常終了 

* 0 … 具 常 終了 （エラー コード 一覽 参照） 

\m Ki 図形 描画 時に 指定す る 座標 は， ディスプレイ 画面 左上 を 原点と した， 次の 図の 

よ う な 整数 系 (一 32768〜32767) 座標です が， 実際に 描画 可能な 領域 は 各 解像度で 
ディスプレイに 表示で きる 範囲です. 

ビュー ポート 領域と は， この 描画す る 領域の ことで， この ファンクション を 実 
行す る ことにより， この 領域 を 変更す る ことができます. 
各 解像度の 最大 ビュー ポート 領域 は 次の とおり です. 



* システム VRAM に股定 する 



解像度 


最大 ビュー ポート 領域 


640x200 


(0,0)- ( 639.199) 


640X400 


(0,0) -( 639.399) 


1120X750 


(0,0)-(1119.935) 



4.4 ファンクション プログラミング インタ一 フェイス 



3. 



鲁仮想 VRAM に股定 する 場合 一 

最大 ビュー ポート 領域 は 仮想 VRAM の 生成 (ファンクション NO. 2) 時の ビ 

一 ポート 領域です • 

この ファンクションで ビュー ポート 領域 を 変更しても， それ 以前に 描画され て 

いた グラフ ィ ックは 消去され ません. 
また， ビュー ポート 領域 は 表示 モードの 設定 （ファンクション N0.3) を 実行す 

ると 各 解像度の 最大 ビュー ポー ト 領域に 初期化 されます. ， 



- 32768 (min) 



(0,0) 



-X 



-32768 (min) 




32767 (max) 



9 or 399) ノーマル モード 
(1119.935) ハイ レ ゾリ ュ一シ ヨン モー ド 



Y 32767 (max) 
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7 — 



システム VRAM または 仮想 VRAM の フォアグラウンド カラーの 投定を 行い ま 
す. 



コール I スタック = デ 一 タ 領域の 先 》 ァ ドレス 
パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対象 VRAM 


4H 


DWORD 


フォアグラウンド カラ一 （パレット S 号） 



♦ フォアグラウンド カラー 

描画 ファンクションで 描画 色 を 省略した ときに 用いられる 色で， パ レツ ト 番号 

で 指定し ます. パ レツ ト 番号に ついては， パ レツ 卜の 設定 （ファンクション NO. 6) 
を 参照して ください. 

表示 モードの 設定 （ファンクション N0.3) を 実行す ると， カラー モードに よつ 
て 次のように 初期化 されます， 



モノ ク a 

8 色ノ 8 8 色 Z4096 fe, 16 色/ 40% 色 
16 色/ 1600 万 色， 256 色/ 1600 万 色 



ペレツ ト 番号 1 
、• レツ ト 番号 7 



參 対象 VRAM 

システム VRAM の フォアグラウンド カラ一 を 設定す る 場合 は 0， 仮想 
VRAM の フォアグラウンド カラ一 を 設定す る 場合 は 仮想 VRAM 構造体の 先頭 
アドレス （上位 ワード = セグメント， 下位 ワード = オフ セッ ト） を 指定し ます. 

AX =0 …正常終了 

* 0 … 異常終了 （エラー コー ド一 ^ 参照） 
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バックグラウンド カラーの 1^ ファンクション N0.9 

I 機 I システム VRAM または 仮想 VRAM の バックグラウンド カラーの 股定を 行い ま 

す. 

i コール I スタック 二 データ 領域の 先 s ァ ド レス 

パラメータ ブロック _ 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対象 VRAM 


4H 


DWORD 


パック グラウンド カラ一 （パ レツ ト 番号） 



鲁 パック グラウンド カラー 

画面 消去 （ファンクション NO. 14) や 領域 移動 （ファンクション NO. 26) で 用い 
られる 色 を， パ レツ ト 番号で 指定し ます • 表示 モードの 設定 (ファンクション NO. 
3) を 実行す ると， パレット 番号 0 に 初期化 されます. 

* 対象 VRAM 

システム VRAM の パック グラウンド カラー を股定 する 場合 は 0 , 仮想 VRAM 
の パック グラウンド カラー を 設定す る 場合 は， 仮想 VRAM 構造体の 先頭 アド レ 
ス （上位 ワード = セグメント， 下位 ワード = オフ セッ ト） を 指定し ます • 

I リターン I AX =0 …正常終了 ' 

* 0 … 異常終了 （エラ一 コード 一覽 参照） ' 
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ボーダー カラーの 彀宠 ファンクション NO. 10 



i« 能 I ポー ダー カラー (オーバー スキャン カラー) の 股定を 行います. 

I コール I スタック = データ 領域の 先 H ァ ドレス 

パラメ 一夕 ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


ボーダー カラ一 



参 ボーダー カラー 

カラ一 モードに よって 以下の ように 指定し ます, 



モノクロ モー ド 



値 


表示 色 


0 


7 ラ ッ ク 


1 


ホ ワイ ト 


8 色 /8 色 モード 


值 




0 


ブラック 


1 


ブル一 


2 


レツ ド 


3 


マ ゼンダ 


4 


入 


5 


シアン 


6 


イェロー 


7 


ホ ワイ ト 



AX =0 …正常終了 

* 0 … 異常終了 （エラ一 コード 一覧 参照） • 

この ファンクション は， 標準 ディスプレイ （解像度 640X200 ドッ ト） 接続 時の み 
使用で きます. 

表示 モードの 設定 （ファンクション NO. 3) を 実行す ると， 0( ブラック） に 初期 
化されます. 



"EE 



WW\ 
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4.4 ファンクション プロ グラ ミン グィン ターフェ イス 




厂 コール 



システム VRAM の グラフィック を ディスプレイに 表示す るか 表示し ないか を 股 
定 します. 

スタック = データ 領域の 先 H アドレス 
バラ メータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


4H 


BYTE 


表示 スィ ツチ 



* 表示 スィッチ 

表示 スィッチ =0 非 表示 状態 
表示 スィッチ *0 表示 状態 



？ E3 ax =o …正常終了 

* 0 … 異常終了 （エラー コード 一覽 参照) 



W~K\ グラフィックの 開始 直後 は， o( 非 表示 状 想） となって います. 
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□ 



システム VRAM 上の 表^ 域 を股定 します (ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モー ド のみ). 



コール 1 スタック = デ 一 タ領 * の 先 》ァ ドレス 
パラメータ ブロック - 



オフ セッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


WORD 


システム VRAM 上の Y 座標 



= 0 … 正 《 終了 

キ 0 … 異《 終了 （エラー コード 一覽 参照） 

この 機能 は， ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モー ド でのみ 使用可能です • 

VRAM 上の Y 座標 は， VRAM のどの 位 11 から ディスプレイに 表示させる か を 
0〜186 の 値で 指定す る ものです. 、 

ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モードで は， VRAM の サイ ズが 実際に ディ ス プレイに 
表示され る サイ ズょ り 大きいた め， 同時に VRAM の 内容の すべて を 見る こ とが 
できません. この 機能に よって， 表示 領域 を 変える ことにより， VRAM 上の どの 
領域で も 見る ことができます. 



(0 0) 



システム VRAM 



(0 0) 



ディスプレイ 



(1119.749) 



初期化 状態で は こ の 部分が 表示 されません 



(1119.935) 



初期化 時 は， Y 座 棟 0 から 749 まで 表示され ます. 
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4.4 ファンクション プログラミング インターフェイス 




□ 



コール 



ク ドライバに 通知し ます. 



スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
パラメータ ブロック 



オフ セッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


1 DWORD 


中断 処理 ルーチンの 先頭 アドレス 



[E>1 ax =o …正常終了 

キ 0 … 異常終了 （エラー コード 一覧 参照） 

□ 各 ファンク ショ ン 実行中に， 何ら かの 事象が 発生した と き に 特別な 処理 を 行い 

たい 場合 キーが 押されたら ファンクションの 実行 を 中断す るな ど） に は' 
この 中断 処理 ルーチンの 設定 を あらかじめ 実行し ます- 
この ファンクション を 実行す ると， グラフ ィ ックス ドライバ は 下記 ファン クシ 

ョ ン 実行中に一 定 処理 ごとに 指定され た 中断 処理 ルーチン を コールし ます' 



,閉 領域の 逮 りつぶ し （ファンクション NO. 22) 



したがって， 中断 処理 ルーチンに は， 中断 処理 を 行いたい 事 》 の 発生の 検出 
キ 一 が 押 さ れた かな ど) と， 事象が 発生した 場合に 行いたい 特別な 処理 を 

記述して おきます. そして， パラメータ ブロックに はこの 中断 処理 ルーチンの 先 
頭ァ ドレス （上位 ヮー ド= セグメント， 下位 ヮー ド= オフ セッ ト） を 指定し ます. 

グラフ ィ ックの 開始 （ファンクション NO. 0) 直後 は グラフ ィ ックス ドライバ 内 
の 中断 処理 ルーチン （RET のみ) の アドレスが 定義され ています. 

中断 処理 ルーチンの 先頭 ァ ドレス は， この ファンクションで 再 設定され るまで 
有効です. 

中断 処理 ルーチン を 作成す る とき は， 次の 点に 注意して く ださい. 
® すべての レジスタ を 保 W してく ださい • 

② グラフィックス ドライ パが 管理す る ハー ドゥエ ァ （グラ フィック 
VRAM, GDC, グラフィック チャージ ャ， EGC) の 状態 を 変更し ないで く 
ださい. 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



③ この ルーチンの 中で， グラフ ィ ックス ドライバの フ アンク ショ ンを コール 
しないで ください. 

® グラフィックス ドライバの データ 領域 を 変更し ないで ください. 
⑤ 中断 処理 ルーチンから リターン しない 場合 は， ユーザ一 側で スタック を 解 
決してく ださい. 
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4,4 ファンクション プログラミング インターフェイス 




コール 



システム VRAM に 描 面されて いる 内容 を 消去し ます. 

スタック = データ 領域の 先お ァ ド レス 
パラメータ ブロック 



1 オフ セッ ト 1 


サイズ 」 


内 容 


1 OH 1 


DWORD 


予約 バラ メータ （必ず 0 を 指定して ください） 



AX =0 …正常終了 

* 0 … 興 常 終了 （エラー コード 一覽 参照） 

消去され るの は， ビュー ポート 領域の みです. このと き， バックグラウンド 力 
ラーが 使用され ます. バックグラウンド カラーの 設定 （ファンクション NO. 9) を 
参照して ください. 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 




システム VRAM 上の 指定の 座標に 指定の パ レツ ト 番号で 点 を 描画し ます. 

スタック = デー タ 領域の 先 通 ァ ド レス 
ノくラ メータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 g 


0H 


DWORD 


予約 パラメータ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H 


WORD 


ラスタ オペレーション 番号 


6H 


BYTE 


動作 番号 


8H 


WORD 


点 を描圇 する X 座標 


OAH 


WORD 


点 を 描 B する Y 座標 


OCH 


DWORD 


点の 色 を 表わす パ レツ ト 番号 



* ラスタ オペ レー シ ヨン （ROP) 番号 

次の 16 檷 類の 中から 指定で きます, 



ROP 番号 


M 理 演算 




S 


0001 


S 


0002 
0003 


D 
5 

D + S 


0005 


D + S 


0006 


D + S 


0007 
0008 
0009 
000A 


D + § 
D - S 
D • S 
D • S 


000B 


D - S 


000C 


D(+)S 


000D 


D(+)S 


000E 


D(+)S 


O0OF 


D( + )S 



D ： VRAM 上の 現在の パ レツ ト 番号 

D :D を 反転 (NOT) した パレット 番号 

S ： 描画す るパ レツ ト 番号 

S ： S を 反転 (NOT) した パレット 番号 



+ ： OR (論理和) 



(+ ) :XOR (排他的 論理和) 
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4.4 ファンクション プロ グラ ミ ン グイ ン ターフェ イス 



*1 ^番兮 

01H = 点の 色 を 省略した とき， フォアグラウンド カラー を 使用し ます. 

02H= 点の 色 を 省略した とき， パック グラウンド カラ一 を 使用し ます. 

♦ X 座標/ Y 座標 

描画 したい 点 を 整数 系 （ 一 32768〜32767) 座標で 指定 します. 

暴 点の 色 

表示したい 点の 色をパ レツ ト 番号で 指定し ます. 点の 色 を 省略した いとき は， 
最上 位 ビットに 1 を 設定して ください. 

VJ^>\ AX =0 …正常終了 ，， 

* 0 … 異常終了 （エラー コード 一覧 参照） 
動作 番号に 上記 以外の 値が 設定され た と き は， 異常終了 となります. 

解 説 | ラスタ オペレーション は 色 を 表わす パ レツ ト に対して 働く もので， 全ての 描画 
ファンクションで 使用で きます. 

例えば， カラ一 モードが 16 色/ 4096 色で 座標 （100, 100) のバ レツ ト 番号が 2 で 
あるときに， この 座樑に バレット « け 1 で 点 を 描画す ると， ラスタ オペ レー ショ 
ン 番号に よって 以下の ように 描画 後の パレ ッ ト 番号が 與 なります. 



ラスタ 才 ベレー シ 3 ン 番号 


描 面 後の パレット 番号 


0 


1 


1 


14 


2 - 


2 


3 


13 


4 


3 


5 


14 


6 


13 


7 


15 


8 


0 


9 


2 


10 


1 


11 


12 


12 


3 


13 


12 


14 


12 


15 


3 



パレット 番号 1 の 反転 (NOT) は， モノクロの 場合 パレット 番号 0 となり， 8/8 
色， 8/4096 色の 場合 は 6 となります. 
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線の 描画 ファンクション NO. 16 



1« 能 I システム VRAM 上の 指定した 2 点 を 結ぶ 直線 を， 指定され たパ レツ ト 番号， 線 種 

/《ターン， 線 幅で 描画し ます. 

I コ―ル I スタック = データ 領域の 先 》 アドレス • 

パラメ 一夕 プロック 



オフ "ノ k 
づ^ ■ な ノ r 


朴ノ ブ 

v n ス 


円 S 


OH 


1 DWORD 


予約/ 《ラ メータ （ク、 ず o 宙 1 r く ナ' ♦ ^い） 


4H 


[word 


ラスタ オペレーション 番号 


6H 


WORD 


描 函始点 X 座 擦 


8H 


WORD 


描 圇始点 Y 座標 


OAH 


WORD 


描 iS 終点 X 座標 


OCH 


WORD 


描画 終点 Y 座標 


OEH 


BYTE 


描函 フラグ 


10H 


DWORD 


線の 色 を 表わす パ レツ ト番^ 


14H 


WORD 


幅 


16H 


BYTE 


線 種 パターン 長 


18H 


WORD 


線 種 パターン 


1AH 


WORD 1 


拡張 線 種 パターン 



• 描画 フラグ 

00H = 線 種 パターン， 線 幅 省略 (fil ドッ トの 実線) 
01H = 線 種 パターン のみ 指定 (幅 1 ドット） 
10H = 線 幅の み 指定 (実線） 
11H = 線 種 パターン， 線 幅 指定 



• 線 幅 

0 〜はの 値で 指定し ます (線 幅 + 1) ドッ 卜の 幅で 線が 描画され ます. 

線 幅 は， 幅 1 ドッ 卜の 線 を 中心として， 描画す る 線が 仰角 45 度 以下の 場合 は 上 
下方 向に， 45 度 以上の 場合 は 水平 方向に 描画され ます. よって 指定した 線 幅が 奇 
数の 場合に は， 上下 方向に 描画され る 場合 は 下側， 水平 方向に 描画され る 場合 は 
右側が， その 反対側より 1 ドット 分 多くなります. 
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4.4 ファンクション プログラミング インターフェイス 



* 線 種 パターン 長 

10H = 16 ビッ ト （線 種 パターン を 使用す る） 

20H = 32 ビット （線 種 パターンと 拡張 線 種 パターン を 使用す る） 

參線種 パターン， 拡》 線 種 パターン 

破線な どの 線 種 をビッ ト パターンで 指定し ます. 直線 は 指定され たビッ トパタ 
ーンを 繰り返し ドッ トに 対応 させて 描画され ます. この ビッ ト パターン は 線種パ 
ターン 長で 16 ビッ ト 単位 か 32 ビッ ト 単位に 指定で きます. 拡張 線 種 パターン は 
32 ビット 単位のと きに 指定し ます. 



点の 描画 （フ アン クシ ヨン NO. 15) を 参照して く ださい. 

• X 座標/ Y 座標 

描画したい 線の 始 点と 終点 を 整数 系 （一 32768〜32767) 座標で 指定し ます. 

♦ 練の 色 

描画したい 線の 色をパ レツ ト 番号で 指定し ます. 

hi I-. 位ビッ ト に 1 を, S 定 すろ と フォア グラウン ド カラ一 で 描 ゆ i されます. 



AX =0 …正常終了 

* 0 … 異常終了 （エラー コード 一覽 参照） ， 

指定した 2 点 を 結ぶ 直線 を， 指定され た パレット 
描画し ます. 線 種 パターンと ディスプレイ 上の ドッ 
ようになります. ' ' 

16 ビッ ト 単位で 綠種 パターン を 使用す る 》^ 

【パターン 長： 10H い 
[パターン ：0F0EH ,, 



ノ 《ター ン, 
—ジの 関係 は 次の 例の 



ディスプレイ 上の ドッ ト イメージ 

0〇〇〇*#秦秦〇〇〇〇 秦 ••〇 

32 ビッ ト 単位で 線 種 パターン を 使用す る «^ 

線 種 パターン 長 ： 20H 



ノ 、ターン 



： 0F0EH 



パターン ： 0C08H 



ディスプレイ 上の ドット イメージ 
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三角形の 描画 ファンクション NO. 17 



rw in システム vram 上の 指定した 3 点 を 結ぶ 三角形 を 描画し ます. 

| コール I スタック = データ 領域の 先ほァ ド レス 

パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


予約 パラメータ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H 
6H 


WORD 


ラスタ オペ レー シ 3 ン 番号 

第 1 X 座標 


8H j WORD 1 m 1 Y 座標 


OAH 


WORD 


第 2X 座標 


OCH 


WORD 


第 2 Y 座標 


OEH 


WORD 


第 3X 座標 


10H 


WORD 


笫 3Y 座標 


12H 


BYTE 


描函 フラグ 


14H 


DWORD 


線の 色 を 表わす パ レツ ト 番号 


18H 


WORD 




1AH 


BYTE 


線 種 パターン 長 


1CH 


WORD 


線 種 パターン 


1EH 


WORD 


拡張 線 種 パターン 


20H 


BYTE 


塗りつぶし フラグ 


22H | 


DWORD 


* りつぶ す 色 を 表わす パ レツ ト 番号 


22H 


WORD 


塗りつぶしに 使用す る タイル パターンの 長さ 


24 H 1 DWORD 


タイル パターンの 格納 域の アドレス 



* 塗りつぶし フラグ 

00H = 塗りつぶしません. 

01H = 指定の パ レツ ト 番号で 塗りつぶします （省略時 は， 線の 色と 同じ 色で 

塗りつぶします.） 
02H = 指定の タイル パターンで 1 パイ ト 単位に 塗りつぶします. 
03H = 指定の タイル パターンで 2 パイ ト 単位に 塗りつぶします. 
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4.4 ファンクション ブ ログ ラ ミン グィン ターフェ イス 



♦ タイル パターン 長 

タイル パターン 長 は， モノクロ のとき は 1 以上， 8 色 /8 色， 8 色/ 4096 色の 
とき は 3 以上, 16 色/ 4096 色のと き は 4 以上の 長さ を バイ ト 数で 指定して くださ 



参 タイル パターン 格納 域 

ブレーン 0 から 頓番に 塗りつ ぶす タイル パターン を， 1 バイ ト 単位 （あるいは 2 
バイ ト 単位） で 格納し ます. 

パラ メータ ブロ ックの オフ セッ ト 24H のダ ブルワー ドに は， この タイ ル パターン 

格納 域の アドレス （上位 ワード = セグメント， 下位 ワード = オフセット） 
します. 

* ラスタ オペレーション 番号 

点の 描画 （ファンクション NO. 15) を 参照して ください. 



• X 

描画したい 三角形の 各 頂点 を 整数 系 （一 32768〜32767) 座標で 指定し ます. 

参 描画 フラグ， 練の 練幅， 》 種 パターン 長， «M パターン， 拡張 》種 パターン 

線の 描 阖 （ファンクション NO. 16) を 参照して ください. 

AX =0 …正常終了 

ホ 0 … 異常終了 （エラー コード 一覽 参照） 

指定され た 3 点 を 頂点と した 三角形 を 描き， 必要で あれば， 内部 を 塗りつぶし 
ます. 

タイル パターン は， ブレーン 0 から 順番に 各 プレーンに 対応して います， 
たとえば， n+1 パイ トの タイル パターンが 次のように 格納され ている としま 
す. 



PTNO PTN1 PTN2 



PTNn 
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これ を， 16 色/ 4096 色で 画面 上に 1 バイ ト 単位で 展開させる と， 次のようにな 
ります， 



PTN3 PTN3 PTN3 …- 554 ブレーン 
PTN7 PTN7 PTN7 …， 
PTN11PTN11PTN11 

PTN2 PTN2 PTN2 •••• 第 3 ブレーン 
PTN6 PTN6 PTN6 
PTN10PTN10PTN10.... 

PTN1 PTN1 PTN1 …， 第 2 ブレーン 
PTN5 PTN5 PTN5 •••• 

PTN9 PTN9 PTN9 … • 

PTNO PTNO PTNO 第 1 ブレーン 、 

PTN4 PTN4 PTN4 …， 

PTN8 PTN8 PTN8 • … 



塗りつぶし フラグの 設定に よって 2 バイ ト 単位に 展開させる こと もで きます. 

タイル パターンの 長さが， 条件より 小さい とき は 処理 は 行いません， 

タイル パターンの 長さと 各 表示 モードの プレーン 数が 対応し ない 場合， 余り は, 

無視され ます. 

ラスタ オペレーションで 0 以外の 値 を 指定す ると， 頂点が 正確に 描画で きない 

ことがあります. 
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長方形の 描画 



ファンクション N0.18 



I 機 I システム VRAM 上の 指定され た 2 点 を 結ぶ 線分 を 対角線と する 長方形 を 描画し 

ます. 

I コール I スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 

パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


予約 パラメータ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H 


WORD 


ラスタ オペレーション 番号 


6H 


WORD 


線分の 開始 X 座標 


8H 1 WORD 


線分の 開始 Y 座標 


0AH ] WORD | 線分の 終了 Xffi 標 


0CH 


WORD 1 練 分の 終了 標 


0EH 


BYTE 


描函 フラグ 


10H 


DWORD 


棟の 色 を 表わす パレット * 号 


14H 


WORD 


MM 


16H 


BYTE 


線 種 パターン 長 


18H 


WORD 


線 種 パターン 


1AH 


WORD 


拡張 線 種 パターン 


1CH 


BYTE 


逮 りつぶ し フラグ 


1EH 


DWORD 


^りつぶ す 色 を 表わす パ レツ ト * 号 


1EH 


WORD 


塗りつぶしに 使用す る タイ ル パターン の^さ 


| 20H 


DWORD 


タ ィ ルバ ター ンの 格納 域の ァ ドレス 



* ラスタ オペレーション 番号 

点の 描画 （ファンクション NO. は) を 参照して ください. 



• X 座標/ Y 座標 

描画したい 長方形の 対角線の 始 点/終点 を 整数 系 （- 32768〜32767) 座棵で 指定 
します. 

* 描画 フラグ， 線の 色 線 幅， 線 種 パターン 長， 線 種 パターン， 拡張 線 種 パターン 

線の 描画 （ファンクション NO. 16) を 参照して ください. 
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• 塗りつぶし フラグ, 塗りつ ぶす 色, タイル パターンの 長さ， タイル パターン 格納 域 

アン クシ ヨン NO. 17) を 参照して ください. 



AX =0 …正常終了 

* 0 …異常終了 (エラー コード一 覧 参照） 

指定され た 2 点 を 結ぶ 線分 を 対角線と する 長方形 を 描画し， 必要で あれば， 内 
部 を 塗りつぶします. 

線 幅 を 指定す る 場合 は， 各 頂点で 水平 方向の 線に よる 補正 を 行なうた め， 頂点 
は 次 図の ようになります. 




A, B: 補正 部分 

B, C: 線の ft なる 部分 



ラスタ オペレーションで 0 以外の 値 を 



とがあります. 



値 を 指定す ると， 頂点が 正確に 描画され なレ 



ン I 

I 



4.4 ファンクション プロ グラ ミン グィン ターフェ イス 



台形の 描画 



ファンクション NO. 19 



□ 



コール 



[^一 




スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


予約 パラメータ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H 


WORD 


ラスタ オペ レー シ ョ ン 番号 


6H 


WORD 


第 1 X 座標 


8H 


WORD 


第 1 Y 座標 


0AH 


WORD 


第 2X 座標 


0CH 


WORD 


第 3X 麼標 


0EH 


WORD 


第 3 標 


10H 


WORD 


mi xmm 


12H 


BYTE ' 


，ト 


14H 


DWORD 


練の 色 を 表わす パ レツ ト 番号 


18H 


WORD 


mm 


1AH 


BYTE 


線 種 パターン 良 


1CH 


WORD 


線 種 パターン 


1EH 


WORD 


拡張 線 種 パターン 


20H 


BYTE 


^りつぶ し フラグ 


22H 


DWORD 


塗りつ ぶす 色 を 表わす パ レツ ト 番号 


22H 


WORD 


塗りつぶしに 使用す る タイル パターンの 長さ 


24H 


DWORD 


タイル パターンの 格納 域の アドレス 



AX =0 …正常終了 

キ 0 … 異常終了 （エラー コード 一覧 参照） 

指定され た 4 点 を 頂点と すると 台形 を 描画し ます. 必要が あれば， 内部 を 塗り 
つぶします. 
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各 パラメ一 タ について は 点の 描画 （ファンクション N0.15), 線の 描画 （ファン 
- ' クシ ヨン NO. 16), 三角形の 描画 （フ アン クシ ヨン NO. 17) など を 参照して く ださ 
い. 

ラスタ オペレーションで 0 以外の 値 を 指定す ると， 頂点が 正確に 描画され ない 
ことがあります. 
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円の 描画 ファンクション NO. 20 

S~~ST\ システム VRAM 上の 指定され た 中心点と 半径 を もとに， 円， 円弧， B 形 を 描画し 
ます. 

コール I スタック = データ 領域の 先 S アドレス 
パラメータ ブロック 



才フ セット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


予約 パラメ一 タ （必ず 0 を 指定して くた さい） 


4H 


WORD 


ラスタ オペレーション 番号 


6H 


WORD 


屮心点 X 哚梅 


8H 


WORD 


中' し、 点 Y 麼標 


0AH 


WORD 


半径 


0CH 


WORD 


開始 点 樣 


0EH 


WORD 


開始 点 \ 座標 


10H 


WORD 


終了 点 X 座標 


| 12H 


WORD 


終了 点 Y 座標 


14H 


BYTE 


描画 フラグ 


16H 


DWORD 


線の 色 を 表わす パ レツ ト 番号 


1AH 


BYTE 


形状 フラグ 


1CH 1 BYTE 


線 種 パターン 長 


1EH 


WORD 


線 « パターン 


20H 


WORD 


拡画 パターン 


2211 


BYTE 


^りつぶ し フラグ 


24H 


DWORD 


^りつぶ す 色 を 表わす パ レツ ト 番号 


24H 


WORD 


塗りつぶしに 使用す る タイル パターンの 長さ 


26H 1 DWORD 


タイル パターンの 格納 域の アドレス 


• JKtt フラグ 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 bl bO 


0 0 0 


XXX 


X X 
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bO = 開始 座檷 フラグ 0 …開始 座標 指定な し 

bl= 開始 線分 フラグ 0 …開始 点と 中心点に 線分 を 描画し ない 

1 …開始 点と 中心点 間に 線分 を 描画す る 
b2= 終了 座標 フラグ 0 …終了 座標 指定な し 

1 …終了 座標 指定 あり 
b3= 終了 線分 フラグ 0 …終了 点と 中心点 間に 線分 を 描画し ない 

1 …終了 点と 中心点 間に 線分 を 描画す る 
b4= 描画 範囲 フラグ 0 …開始 点， 終了 点が 等しい 場合 は， 全 円 を 描画す る 

1 …開始 点， 終了 点が 等い、 場合 は， 開始 点 (終了 点) を 描 
面する 

参 ラスタ オペレーション 番号 

点の 描画 （ファンクション NO. は） を 参照して ください. 

♦ 中心点， 半径， M 始点， 終了 点 

描 B したい 円の 中心点と 半径 を 整数 系 （一 32768〜32767) 座標で 指定し ます. 円 
孤， 闼型 を 描画 し たい 場合 は さ ら に 開始 点 と 終了 点 も 指定し ます. 

* 描画 フラグ 

00H = 線 Si バタ— ン 省略 （実線） 
01H = 線 種 パターン 指定 

き 線の 色 «« パターン 長， » 種 パターン， 拡 awMi パターン i 

線の 描画 （ファンクション NO. 16) を 参照して ください. ' 

• 塗りつぶし フラグ， 塗りつ ぶす 色， タイル パターンの 長さ, タイル パターン 格納 城 

三角形の 描画 （ファンクション NO. 17) を 参照して ください. 



また 開始 点， 終了 点 を 指定 
頂点が 正確に 描画され ない 



ターン， AX =0 …正常終了 

* 0 … 異常終了 （エラー コード 一覽 参照） 

i 解 K I 指定され た 中心点， 半径 を もとに 円 を 描画し ます 

する ことにより 円 孤， 扇形の 描画 も 可能です. 

ラスタ オペレーションで 0 以外の 値 を 指定す ると 

ことがあります. 
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4.4 ファンクション プログラミング インターフェイス 



楕円の 描画 ファンクション NO. 21 



I 槺能 1 システム VRAM 上の 指定され た 中心点と X 方向 半径お よび 丫 方向 半径 を もと 

に， 相 円， 《 円 弧を描 画します. 

I コール I スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 

パラメータ ブロック 



オフ セッ ト | サイズ i 内 容 


0H 


DWORD 


予約 パフ メータ （必ず 0 を 指^して くた さい） 


4H 


WORD 


ラスタ オペレーション 番号 


6H 


WORD 


中心点 X 难標 


8H 


WORD 


中' し' 点 Y 座 * 


OA II 


WORD 


x 方向 半 a 


0CH 


WORD 


Y 方向 半径 


0EH 


WORD 


開始 点 X 座標 


10H 


WORD 


開始 点 Yffi 標 


12H 


WORD 


終了 点 X 座標 


14H 


WORD 


終了 点 Y 座標 


16H 


BYTE 


描^ フラグ 


18H 


DWORD 


線の 色 を 表わす パ レツ ト 番号 


1CH 


BYTE 


. — 

形状 フラグ 


1EH 


BYTE 


線 種 パターン K 


20H 


WORD 


線^ パターン 


22H 


WORD 


拡張 線 種 パターン 


24H 1 BYTE 1 塗りつぶし フラグ 


26H 1 DWORD 


塗りつ ぶす 色 を 表わす バ レツ ト 番号 


26H 


WORD 


塗りつぶしに 使用す る タイル パターンの 長さ 


28H 


DWORD 


タ ィ ルパタ 一 ンの 格納 域の アドレス 



附ーン 1 AX =0 …正常終了 

幸 0 … 異紫 終了 （エラー コー ド一覽 参照) 
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ClZt 



また， 開始 点/終了 点 を 指定す る ことにより 楕円 弧の 描画 もで きます. - 

半径 を X 方向， Y 方向の 2 つ 指定す る こ と 以外 は 円の 描画と 同じです. 
画 （ファンクション NO. 20) を 参照して ください. 
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4.4 ファンクション プログラミング インタ一 フェイス 




コール 



を 塗りつぶします. 

スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
パラメータ ブロック 



才 フセッ r 


" ノ 
サ イス 


w 谷 


OH 


DWORD 


予約 パラメータ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H 


WORD 


ラスタ オペレーション 番号 


6H 


WORD 


描 【il 開始 X 座標 


8H 


WORD 


描画 開始 Y 座標 


OAH 


DWORD 


境界 色 を 表わす パ レツ ト番兮 


OEH 


BYTE 


塗りつぶし フラグ 


10H 


DWORD 


逮 り つぶす 色 を 表わす バレ ッ ト 番号 


10H 


WORD 


^りつぶ しに 使用す る タイル パターンの 崁さ 


12H 


DWORD 


タイル パターンの 格納 域の ァ ドレス 


16H 


DWORD 


作業 域 先頭 アドレス 


1AH 


WORD 


作 《 域の 大き さ （バイ ト数) 



塗りつぶしたい 閉領 域内の 任意の 点 を 整数 系 （一 32768〜32767) 座標で 指定し ま 



す. 



♦ 境界 色 



. « 上位 ビッ ト 



に 1 を 設定す ると フォアグラウンド カラ一 を 採用し ます. 



暴 作業 域 

作業 域 は あらかじめ 確保して おき， その ァ ドレス （上位 ワード = セグメ ント， 下 
位 ワード = オフ セッ ト） と， その 大きさ を パイ ト 数で 指定し ます. 

この 他の パラメータに ついては 点の 描画 （ファンクション NO. は)， 三 
画 （ファンクション NO. 17) を 参照して ください • 
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ターン 1 AX =0 …正常終了 

* 0 …異常終了 （エラ一 コード 一覧 参照) 



' 解- -Ift 1 作業 域の 大きさ は， 16 バイ ト 以上 必要で， 塗りつ ぶす 閉 領域の 形状に よって 異 

なります. 作業 域が 不足した # は， エラー コード 2 を 返し 処理 を 中断し ます. 
その 場合 は， 作業 域 を 十分 大きく とる か， 分割して 塗りつぶして ください. 
ビュー ポー ト領 域外に 開始 座楝を 指定した 場合 は， 何も 描画され ません. 
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4.4 ファンクション プログラミング インターフェイス 



グラフィック イメージの 取得 ファンクション N0.23 



| 機能 | システム VRAM 上の 指定され た 2 点 結ぶ 線分 を 対角線と する 矩形 領域の ィメー 

ジを， 指定され た メモリ 上の 格納 域に 格納し ます. 

I コール I スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 

ノくラ メータ ブロック 



才 フセッ ト 1 サイズ 1 


内 容 


0H 


DWORD ] 


予約 パラメ一 タ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H 


WORD 


左上 X 座標 


6H 


WORD 




8H 


WORD 


右下 X 座標 


OAH 


WORD 


右下 Y 座標 


OCH 


WORD 


メモリ 上の 格納 域の ft さ 


OEH 


DWORD 


メモリ 上の 格納 域の アドレス 



♦ 左上/右下 座標 

グラフ イツ クイ メージ を 取得したい 矩形の 左上と 右下の 頂点 を 数 系 
( 一 32768〜32767) 座標で 指定 します. 

♦ 格納 域の 長さ 

メモリ 上に あらかじめ 確保して おいた 格納 域の: K さ を バイ ト 数で 指定し ます. 
ただし， 指定され た 矩形 領域が 

(xl. yl) — (x2, y2) 

とすると， 次の 条件 を满 たして いなければ なりません. 

格納 域 長^ (x2 - xl+8)¥8)X(y2-yl+l)XA + 4 ' 

ここで， ¥ は 整数の 割り算の 商 (余り 切り捨て） を 意味し ます. また， A は カラ 
—モードに よって 次の ような 値と します， 

モノクロ 1 

8 色 Z8fe 8 色 Z4096 色… 3 
16 色/ 4096 色 4 
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解 置: 



* 格納 域の アドレス ― 

メモリ 上の 格納 域の アドレス （上位 ワードに セグメント， 下位 ワードに オフ セッ 
ト） を 指定し ます • 矩形 領域 を 取得す ると 格納 域に は 次の 形式で 格納され ます. 



0 



4 



4 + な 



4 + 2 な 



4+3 な 



4 + A« 



X 方向 ドット 数 



Y 方向 ドッ ト数 



Y 方向 1 ドッ ト 分の X 方向 ドッ ト パター ン （1) 



Y 方向 1 ドッ ト 分の X 方向 ドッ ト パター ン (2) 



Y 方向 1 ドット 分の X 方向 ド ッ ト バタ一 



ノ 



Y 方向 1 ドット 分の X 方向 ドット パターン (4) 



以下 太 ワク 部分 を （Y 方向 ドッ ト数ー 1) 回 分 繰り返 
します. 



• メモリ 内 下位 パイ ト 
から 順に 各ビッ ト 
が， Xffi 標 のドッ ト 
と 収: し E 

す • 

|~ カラー モー ドが モノ 

クロの 場 ft(2), (3》， 
(4MB 分 は 存在し ませ 
ん， 

8 色の カラ一 モード 
の 場合 は， （おのみ 存 
在し ません， 



«=(x2-xl+8)¥8 



0= (y2-yl + l)XA 

カラ一 モードが カラーの 場合の 各ドッ トのパ レツ ト 番号 は， 対応す る 

ット パターン (1>〜(3)(16 色 モードの 場合 は (1)~(4)), の ビット 値 (0/1) に， それ ぞ 
れ 1， 2, 4(16 色 モードの 場合 はさら に 8) を 乗算し 総和 を 取った ものです， 

カラー モードが モイ クロの 場合の 各ドッ 卜の 白/黒 は， 対応す る X 方向 ドッ ト 
パターン (1) 内の ビッ ト 値が 1ノ0 で 表わされます • 

洤 意： PC-H98 で 専用 《； 速 描画 版 グラフィックス ドライバ を 利用す る 場合， 以下 
の 点に ® 意して ください. 

• 256 色 Z1600 万 色 モードで は ブレーン 数の 拡張に より グラフ ィ ッ クィメ 

ージの 格納 形式に おける Y 方向 1 ドッ ト 分の X 方向 ドッ ト パターンが 
8 個に 拡張され ます. 

• 16 色/ 1600 万 色 モード は 16 色ノ 4096 色 モー ドの グラフィック イメージの 
格納 形式と 同じです. 
AX =0 …正常終了 

* 0 … 異常終了 （エラ一 コ一 ド 一 K 参照） 

格納 域の 長さが 条件 を满 たして いないと き は， 異常終了 となって， 処理 は 行わ 

れ ません • 一部分が， ビュー ポート 領域から はみ出す 場合 は， はみ出した 部分 は， 
バックグラウンド カラ一 と 見なします， 

64 K バイ トを 超える グラフ ィ ック イメージの 取得 はでき ません. 

カラー モードが モノクロの 場合 は， 描画 プレーンの プレーン 0 から プレーン 3 



マスクされ ていない 最初の プレーンの グラフ ィ ック イメージ を 格納し ます, 



4-4 ファンクション プログラミング インターフェイス 




メモリ 上の 格納 域に 取得され た イメージ を， システム VRAM 上の 指定され た 1 点 
を 左上 とする 矩形 領域 上 に展 M します. 

スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 

パラメータ ブロック ' 



オフ セッ ト 


サイズ j 


内 容 


0H 


DWORD 1 


予約 パラ メータ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H ] 


| WORD 


ラスタ 才 ペレ ーシ 3 ン 番号 


6H 


WORD 1 


左上 X 座標 


8H 


WORD 


左上 Y 座標 


OAH 


WORD 


メモリ 上の 格納 域の 長さ 


OCH 


DWORD 


メモリ 上の 格納 域の アドレス 


10H 


BYTE 


カラ一 スィッチ 


12H 


DWORD 


フォアグラウンド カラー 


16H 


DWORD 


パック グラウンド カラ一 



ラスタ オペレーションに ついては 点の 描画 （ファンクション NO. 15) を 参照し 
てくだ さい. 

格納 域の 長さ， 格納 域の 形式に ついては， グラフィック イメージの 取得 （ファン 
クシ ヨン NO. 23) を 参照して くださ t \ 

♦ カラ一 スィ ツチ 

00H ： フォアグラウンド カラー/バックグラウンド カラーの 指定な し. 

(メ モ リ 上の グラ フィック ィメー ジは， 設定され る 側の 画面 モードで グラ フ 
ィ ック イメージ を 取得した 場合の 格納 形式で ある ものと して， グラフ イツ 
ク イメージの 設定 を 行います.） 

01H ： フォアグラウンド カラ一 ノバック グラウンド カラーの 指定 あり. 

(メモリ 上の グラフ ィ ック イメージ は， モノクロ モードで グラフ ィ ッ クイ メ 
― ジ を 取得 し た 場合の 格納 形式で あ る ものと して， グラフィック イメージ 
の 設定 を 行います.） 



145 



第 4 章 グラフィックス ドライバ 



* フォアグラウンド カラー 

モノクロ モードで 格納され ている グラフィック イメージの 白 （1) のドッ トを描 

画する パ レツ ト 番号 を 指定し ます. 
• バックグラウンド カラー 

モノクロ モードで 格納され ている グラフ ィ ック イメージの 黒 （0) のドッ トを描 

画する パ レツ ト 番号 を 指定し ます. 

♦ 左上 座標 

取得され た グラフィック イメージ を システム VRAM に 展開す る 際の 矩形の 左 
上 頂点 を 整数 系 （一 32768〜32767) 座標 で 指^ します. 

I リターン I AX =0 …正常終了 

* 0 … 異常終了 

「解 脱 I • ビュー ポー ト 領域から はみ出す 部分 は 描画され ません. 

• 表示 モードが カラーの 場合 は， 描钃 ブレーンの プレーン 0 から ブレーン 3 の 順 
で マスクされ ていない ブレーンに グラフ ィ ック イメージ を 展開し ます， よって， 
グラフ ィ ック イメージ を 取得した ときと グラフ ィ ック イメージ を 設定す る 場合 
の^ ポ モード， 描 ゆ i ブレーンの W 報が 興なる 場 台 は， 取得^の グラフ イツ クイ 
メージ と 設定 後の グラフ ィ ック イメージが 興なる 可能性が あるので 注意して く 
ださい. 

• 表示 モードが モノクロの 場合 は， 描画 ブレーンの ブレーン 0 から ブレーン 3 の 
順で マスクされ ていない » 初の プレーンに グラフ ィ ック イメージ を 展開し ま 
す， 
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4.4 ファンクション プログラミング ィ ンタ一 フェイス 





NO. 25 



指定され た 2 点 を 結ぶ 線分 を 対角線と する 矩形 領域の 内容 を， 指定され た 1 点 を 
左上と する 矩形 領域に^ します. システム VRAM, 仮想 VRAM のど ちらで も 

転送で きます. 

スタック = データ 領域の 先 》ァ ドレス 

パラメータ ブロック 



オフ セッ ト 


11 ノ 

サイ ズ 


Hti ゆ 
円 谷 


0H 


DWORD 


if^cTf (7> VRAM 


4H 


WORD 


転送 元の 矩形 域の 左上 X 阼標 


6H 


WORD 


転送 元の 矩形 領域の 左上 Y 座標 


8H 


WORD 


転送 元の 矩形 領域の 右下 X 座標 


0AH 


WORD 


転送 元の 矩形 領域の 右下 Y 座標 


0CH 


DWORD 


転送先の VRAM 


10H 


WORD 


ラスタ オペレーション 番号 


12H 


WORD 


転送先の X 座標 


14H 


WORD 


転送先の Y 座標 


16H 


WORD 


X 方向 倍率 


18H 


, 

WORD 


Y 方向 倍率 


1AH 


BYTE 


K£ し 


1BH 1 BYTE 


涨 



X 方向 倍率, Y 方向 倍率 

拡大 《W、 

000OH = 等 倍 8000H = 等 倍 
0001H = 2 倍 8001H = 1 ノ 2 倍 
0002H = 4 倍 8002H = 1Z4 倍 
0003H = 8 倍 8003H = 1/8 倍 

0004H = 16fg 8004H = 1 ノ 16 倍 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



"返し 

転送す る 際に K 返す かどう か を 指定し ます. 《ig し は， 転送先の 座標 を 含む, 
X 袖 を 平行な 線分 を 対象 軸と して 線 対象に 描画され ます. 

00H = 裏返し を 行わない. ' 
00H ホ裹 返し を 行う. 

* 回転 

転送す る 際に 回転す るか どうか を 指定し ます. 回転 は， 
して， 反 時計回りに 90。 単位で 行います. 



回転 を 行わない 

90° 回転 



OOH 

01H: 
02H: 
03H = 270。 回転 

参 転送 元の VRAM/ 転送先の VRAM 

システム VRAM を 対象と する 場合 は 0, 仮想 VRAM を 対象と する 場合 は 仮 
想 VRAM 構造体の 先頭 ァ ドレス （上位 ヮー ド= セグメ ン ト， 下位 ワード = ォフセ 
ッ ト） を 指定し ます， 

システム VRAM と 仮想 VRAM の 相互の 領域 転送も^ 能です， 



♦ 座標 



i 元の 矩形の 左上/右下 頂点お よび 転送先の, 

32768〜32767) 座標で 指定し ます. 



ラスタ オペレーション 番号 

点の 描画 （ファンクション NO. 15) を 参照して ください. 
= 0 … 正常終了 

*0 …異常終了 （エラ一 コード一 

転送先の ビュー ボート 領域から はみ出す 部分 は 描画され ません. 

転送 元の ビュー ポート 領域から はみ出す 部分 は， バックグラウンド 
なされます. ' ， 1( ' 

転送先の 描画 プレーンに 対応す る 転送 元の プレーンが 転送され ます, 

転送 元の プレーンが 描画 プレーン でない 場合 は， 0 が 転送され ます 
與 返しと 回転 を 同時に 指定した 場お は， SJ 返し を 先に 行います. 
転送 元と 転送先の 矩形 領域が 同じ VRAM 内で 重なるよ うなと きに. 
小， 褒 返し， 回転 を 指定した 場合の 動作 は 保証で きません. 
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4.4 ファンクション プログラミング インタ一 フェイス 




I 機能 I 指定され たドッ ト数 分， 画面 (システム VRAM) 上の データ を 移動し ます, 



□^in スタック = データ 領域の 先 》 アドレス 
パラメータ プロック . 



才 フセッ ト 1 


サイズ 


内 容 




DWORD 


予約 パラメータ （必ず 0 を 指定して ください） 


4H 


WORD | 


ラスタ オペ レー シ 3 ン 番号 


6H 


WORD 


X 方向 移動 ドッ ト数 


8H 


WORD 


Y 方向 移動 ドッ ト数 


OAH 


BYTE 


ク リア フラグ 



* ラスタ オペレーション 番号 

点の 描画 （ファンクション NO. は) を 参照して ください. 

*X 方向 移動 ドット 数 

こ の 値が 正の と き は 左方 向に 移動し， 負の 場合 は 右方 向に 移動 します. 

方向 移動 ドット 数 

この 値が 正のと き は 上方 向に 移動し， 負の 場合 は 下方 向に 移動し ます. 

* ク リア フラグ 

移動に よって， 画面に 新たに 出現す る 領域 を 塗りつ ぶす 色 を 指定し ます, 

ク リア フラグ = 0 パ レツ ト 番号 0 で 塗りつぶします. 

ク リア フラグ ネ 0 パック グラウンド カラーで 塗りつぶします. 



AX = 0 
* 0 



正常終了 

異常終了 (エラー コ一 ド一覽 参照) 



B K1 ビュー ポート 領域 内の み を 移動させます. 
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第 4^ グラフィックス ドライバ 




I 機能 I グラフィックス ドライバの バージョン を 取得し ます. 



コ―ル 1 スタック = データ 領域 内の 先頭 アドレス 



「リターン】 AX バージョン 番号 

AL ： バージョン 番号の 整数 部 
AH ： バージョン 番号の 小数 部 

1 解 I たとえば， バージョン 1.0 では， AX に 0001H が 入ります. 

洤意 ： PC-H98 で， 専用 B 速 描画 版 グラフ イツ クス ドライ バを 利用す る 場合 は, 
この ファンクションで AX = 0201H が 返される こと を 確認して ください. 
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4.-1 



ミン グィン ターフェ イス 




I m 能 I プレーン 数 を 取得し ます. 

I コール I スタック = データ 領域の 先 通 アドレス 

I リターン I AH = バンク 数 

A し = プレーン 数 

洤意 ： 256 色 ォプシ ヨン ボー ド （PC-H98-E02) を 実装した PC- H98 上で 專用 高速 
描画 版 グラフ ィ ックス ドライバ を 利用して いる 場合の み ブレーン 数に 8 が 
返されます. 

I 解 脱1 この 機能に より， 現在の 環境で 設定で きる 表示 モード， 描画 プレーン， 表示 ブ 

レーン を 知る ことができます. 



取得 


©ft 


ノ、— ト 


？ 1 定。 


定。 Jlfe 


化 や 7TT れ 

f6 疋。 


バンク 数 


プレーン 数 


ウェア 


表示 モー ド 


ページ 


プレーン 


1 


3 


ノーマル 


0000 H 


0〜1 


0〜2 






モード 


0001 H 


0〜1 


0〜2 








0002 H 


0〜1 


0〜2 








0100 H 


0 


0〜2 








0101 H 


0 


0〜2 








0102 H 


0 


0〜2 




4 


ノーマル 


0000 H 


0〜1 


0〜3 






モード 


0001 H 


0〜1 


0〜2 








0002 H 


0〜1 


0〜2 








0003 H 


0〜 1 


0〜3 








0100 H 


0 


0〜3 








， 0101 H 


0 


0〜2 








0102 H 


0 


0〜2 








0103 H 


0 


0〜3 






ハイ レゾ 


0300 H 


0 


0〜3 






モード 


0303 H 


0 


0〜3 








0304 H 


9 


0〜3 




8 


ハイ レゾ 


0300 H 


0 


0〜7 






モード 


0303 H 


0 


0〜3 








0304 H 


0 


0〜3 








0305 H 


0 


0〜7 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



ペンク 数 



2 



プレーン 数 



ハード 
ウェア 



指定 可能 
表示 モー ド 



3 



4 



8 



ノーマル 
モード 



ノーマル 
モード 



ノーマル 
モード 



0000 H 
0001 H 
0002 H 
0100 H 
0101 H 
0102 H 



0000 H 
0001 H 

0002 H 

0003 H 
0100 H 
0101 H 

0102 H 

0103 H 

0104 H 



0000 H 
0001 H 

0002 H 

0003 H 
0100 H 
0101 H 

0102 H 

0103 H 

0104 H 

0105 H 



指定 可能 

ページ 



0〜3 
0〜3 
(！〜 3 
0〜1 
0〜1 
0〜1 



0〜3 
！)〜 3 
0〜3 



0〜3 
0〜1 
0〜1 
0〜1 
0〜1 
0〜1 



0〜3 
0〜3 
0〜3 
0〜3 



指定 可能 
プレーン 



(！〜 2 
0〜2 
0〜2 
0〜2 
0〜2 
0〜2 



0〜3 
0〜2 
0〜2 
0〜3 
0〜3 
0〜2 
0〜2 
0〜3 
0〜3 



0 



0〜 
0〜 
0〜 
0〜 



0〜3 
0〜2 
0〜2 
0〜3 



0 〜？ 
0〜2 
0〜2 



0〜3 
0〜3 
0 〜？ 



表 中の 「指定 可能 表示 モード」 の值 は， 表示 モードの 設定 （ファ ： 
3) の 表示 モードと して 指定 可能な ffl です. 

表 中の 「指定 可能 ページ J は， システム VRAM に対する 値です. 仮想 VRAM 
に対して 指定で きる の は ページ 0 のみです. 
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4-4 ファンクション プログラミング インターフェイス 




|] システム VRAM ま たは 仮想 VRAM の 現在の 表示 モー ド を 取得 します, 



コール 



II 々一 



スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
パラメータ ブロック 



オフ セッ ト 1 


サイズ 


内 容 


0H i 


DWORD 


対象 VRAM 



* 対象 VRAM 

システム VRAM の 表示 モード を 取得す る 場合 は 0, 仮想 VRAM の 表示 モー 
ド を 取得す る 場合 は 仮想 VRAM 構造体の 先頭 ァ ドレス (上位 ワード = セ グメン 
ト， 下位 ワード = オフセット） を 指定し ます. 

パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


WORD 


表示 モード 



AX = 0 … 常に 正常終了 



□ システム VRAM または 仮想 VRAM の 現在の 表示 モード を 取得し ます • 农不 
モードに ついては， 表示 モードの 設定 （ファンクション N0.3) を 参照して くださ 

い. 
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第 4 車 



描画 7 レーンの 取得 ファンクション N0.30 



fff Bfl システム VRAM または 仮想 VRAM の 現在の 描画 プレーン を 取得し ます 

I コ— ル I スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 

パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対象 VRAM 



♦ 対象 VRAM 

' システム VRAM の 描画 ブレーン を 取得す る 場合 は 0, 仮想 VRAM の 描画 ブ 

メ ント， 下位 ワード-オフセット） を 指定し ます. 
I リターン I パラメータ ブロック 



オフセット 


1 サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


描画 ブレーン 



AX = 0 … 常に iE?S 終了 



ffl-lE 現在の 描画 プレーン を 取得し ます. 描画 ブレーンに ついては， 描 ffl ブレーンの 

投定 （ファンクション N0.4) を 参照して ください. 



154 



4.4 ファンクション プログラミング ィ ン ターフェ イス 



表示 プレーンの 取得 ファンクション N0.31 

I 機能 1 現在の 表示 プレー ン を 取得 します.， • 
I コール I スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
I リターン I パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


表示 アレー ン 



AX = 0 … 常に 正常終了 

I » KI 現在の 表示 ブレーン を 取得し ます. 表示 ブレーンに ついては， 表示 ブレーンの 

設定 （ファンクション N0.5) を 参照して ください. 
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第 4 牽 



パレットの 取得 ファンクション N0.32 



wTI 指定の パレットに 設定され ている カラー コード を 取得し ます 

I コール 」 スタック = データ 領域の 先 5S アドレス 

パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


パ レツ ト 番号 


パラメータ ブロック 


オフ セッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


カラー-: 一 ド 



AX = 0 … 常に 正常終了 



1 解 S2 指定され た パレットに 設定され ている カラー コード を 取得し ます. パレット 番 

号， カラ一 コードに ついては， パ レツ 卜の 設定 （ファンクション N0.6) を 参照して 
ください， 
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4.4 ファンクション ブ ログ ラ ミン グィン ターフェ イス 




システム VRAM または 仮想 VRAM の 現在， 設定され ている ビュー ポート 領域の 



3^7171 スタック = データ 領域の 先 通 アドレス 
パラメータ ブロック 



7 — ^ 



才フ セット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対 ft VRAM 



き 対象 VRAM 

システム VRAM の ビュー ボート 領域 を 取得す る 場合 は 0， 仮想 VRAM の ビ 
ユー ボー 

ド= セグメント， 下位 ワード = オフセット） を 指定し ます. 
パラメ 一 タブ 口 ック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


WORD 


ビュー ポート 領域 左上 Xffi 標 


6H 


WORD 




8H 


WORD 


ビュー ポート 領城 右下 X 座標 


0AH 


WORD 


ビュー ボート 領域 右下 Y 座標 



AX = 0 … 常に 正常終了 



システム VRAM ま た は 仮想 VRAM に 現在 設定 されて いる ビュー ポー 

の， 左上 点と 右下 点の 座標 を 取得し ます. ビュー ポート 領域に ついては， ビュ 
ポート 領域の 設定 （ファンクション N0.7) を 参照して ください. 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



フォアグラウンド カラーの 取得 ファンクション N0.34 



H»t ill システム VRAM または 仮想 VRAM の 現在， 設定され ている フォアグラウンド 力 

ラー を 取得し ます. 

I コール I スタック = データ 領域の 先 《 アドレス 

パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


DWORD 


対象 VRAM 



譬 対象 VRAM 

システム VRAM の フォアグラウンド カラー を 取得す る 場合 は 0， 仮想 
VRAM の フォアグラウンド カラ一 を 取得す る 場合 は 仮想 VRAM 構造体の 先頭 
アドレス (上位 ワード = セグメント， 下位 ワード = オフ セッ ト） を 指定し ます. 

I リターン I パラメータ プロック 



才フ セット 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


フォアグラウンド カラー 



AX = 0 … 常に 正常終了 



システム VRAM ま た は 仮想 VRAM に 現在 設定 されて いる フォアグラウンド 
カラーの パレット 番号 を 取得し ます. フォアグラウンド カラーに ついては， フ才 
ァ グラウンド カラーの 設定 （ファンクション N0.8) を 参照して ください. 
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4.4 ファンクション プロ グラ ミ ン グイ ン ターフェ イス 



バックグラウンド カラ一 の 取得 



ファンクション N0.35 



I 機能 I システム VRAM または 仮想 VRAM の 現在， 設定され ている バック グラウン ドカ 

ラー を 取得し ます. 

スタック = データ 領域の 先 》 アドレス 
パラメータ プロック 



オフ セッ ト 


1 サイズ 


0H 


DWORD 



内 容 



吋 * VRAM 



♦ 対象 VRAM 

システム VRAM のパッ ク グラウンド カラー を 取得す る 場合 は 0, 仮想 
VRAM の バックグラウンド カラー を 取得す る 場合 は 仮想 VRAM 構造体の 先頭 
アドレス (上位 ワード = セグメント， 下位 ワード = オフ セッ ト） を 指定し ます. 



E^>J パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


バックグラウンド カラ一 



AX = 0 … 常に 正常終了 

システム VRAM ま た は 仮想 VRAM に 現在 設定 されて いる パック グラウンド 
カラーの パレット 番号 を 取得し ます. パック グラウンド カラーに ついては， パッ 
ク グラウンド カラーの 投定 （ファンクション N0.9) を 参照して ください. 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



ボーダー カラーの 取得 ファンクション N0.36 



1« 能 I 現在， 設定され ている ボーダー カラー を 取得し ます. 
I コール I スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
I リターン I パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


ボーダー カラー 



AX = 0 … « に 正常終了 

ボーダー カラーの， 現在の 設定 値 を 取得し ます. ボーダー カラーに ついては， 
ボーダー カラーの 投定 （ファンクション NO.10) を 参照して ください. 
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4.4 ファンクション プロ グラ ミ ン グイ ンタ一 フェイス 




□ 



現在の 表示 スィ ツチ (7X1 を 取得し ます. 



□^nT スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 



パラメータ ブロック 



オフ セッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 1 


BYTE 表示 スィッチ 



AX = 0 … 常に 正常終了 



表示 スィッチの， 現在の 設定 状況 を 取得し ます. 表示 スィッチに ついては， 表 
示スィ ツチの 投定 （ファンクション N0.11) を 参照して ください. 
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第 4 窣 グラフィックス ドライバ 




I 機 能 I システム VRAM または 仮想 VRAM の 指定され た 座標 上に ある 点の パレ ッ ト 番号 



コー 



□ 



スタック = データ 領域の 先頭 アドレス 
パラメータ ブロック 



オフ セッ ト 

0H 


サイズ 


! 内 容 


DWORD 


対象 VRAM 


4H 


WORD 


取得したい 点の X 座標 


6H 


WORD 


取得したい 点の Y 座標 



き 対象 VRAM 

システム VRAM の 座標の バ レツ ト 番号 を 取得す る 場合 は 0, 仮想 VRAM の 

ワード = セグメント， 下位 ワード = オフセット） を 指定し ます. 
• X 座標/ Y 座標 

パ レツ ト 番号 を 取得したい 点 を 整数 系 （一 32768〜32767) 座標で 指定し ます. 
パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


4H 


DWORD 


点の バレ ッ ト 番号 



AX = 0 … 常に 正常終了 

□ 指定の 座標が ビュー ポー ト領 域外で あれば， 点の パレ ッ ト 番号と して 一 1(FFF- 
FFFFFH) を 取得し ます. 
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表示 領域の 取得 ファンクション N0.39 

Itt fel システム VRAM 上の 表示 領域 を 取得し ます. 

I コール I スタック = データ 領域の ，アドレス v 

I リターン I パラメータ ブロック 、 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


WORD 


1 システム VRAM 上の Y 座標 



AX = 0 … 常に 正常終了 



M BTI この ファン クシ ョ ンは， ハイ レゾリューション モー ド でのみ 意味 を 持ち， 

VRAM 上の 表示 開始 Y 座標 を 取得し ます, 表示 領域に ついては， 表示 領域の 設定 
(ファンクション N0.12) を 参照して ください. 
ノーマル モードで は， 常に 0 を 取得し ます. 
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第 4 章 グラフィックス ドライバ 



中断 処理 ルーチンの 取得 ファンクション N0.40 



|« «1 現在， 設定され ている 中断 処理 ルーチンの 先頭 アドレス を 取得し ます. 
I コール I スタック = データ 領域の 先 顔 アドレス 
I リターン I パラメータ ブロック 



才 フセッ ト 


サイズ 


内 容 


4H 


[dword 


「中断 処理 ルーチンの アドレス 



AX = 0 … 常に 正常終了 

I 解 脱 I 現在， 設定され ている 中断 処理 ルーチンの 先頭 アドレス を 取得し ます. ァ ドレ 

スは 上位 ワードが セグメント， 下位 ワードが オフセットです. 中断 処理 ルーチン 
の 設定 （ファンクション NO. 13) を 参照して ください. 
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4.5 エラー コード一 K 

4-5 エラー コード一 覽 

ここで は， エラー コードに ついて 説明し ます. 

各 ファンクション では， 通常， リターン 値が AX*0 のとき は， その 値 は エラー コード を 示し 
ます. 以下に エラー コードと その 意味に ついて 示します. 



エラー コード 


» 味 


01 1 


不正 呼び出し. バラ メータに » りが あります. 


02 


作業 域 不足. 上位から 受け取った 作業 域の サイズで は， 機能が 
実行で きません. 


03 


澳算 結果の オーバ 一フロー. 槽円 描画な どで 不正な パラメータ 
により 描圇の 実行が 不可能です. 


04 


不正 ファン クシ 3 ン. 現在 この ファン クシ 3 ンは 定義され てい 
ません. 


05 


データ 領域の ァ ドレス 不正. EMS 利用 時に 不正な ァ ドレスが 
パラメータに 侑定 されて いるた め， 機能の 実行が 不可能です. 
EMS 領域 内の アドレスが 指定され た 場合な どに エラーと なり 
ます. 



注意： 上記の エラ 一コードの うち， 05 は PC- H98 に て 専用 高速 描画 版 グラフ ィ 
ックス ドライ パを 使用して いる 場合の み 返される ものです • 

4.6 専用 高速 描画 版 (GRP_H98. LIB) と GRAPH. LIB の 互換性 に 
ついて 

PC-H98 で 専用 高速 描画 版グラ フィックス ドライ バ (GRP_H98. LIB) を 組み込んだ 場合， 使 
用す る グラフィックス 用 ハードウェアの 特性に より， 一部の 描画 ファンクションで 描画 結果が 
非 互換と なります. 詳細 は 次の 表 を 参照して ください. 
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項番 


ffiS7 アン クシ 3 ン 


»1 結果が GRAPH. LIB と 異なる 点 


条 件 


備 考 


1 


三角形の 輪郭 を 構成す る 点の 位置が 1 ド ッ 

描画 ト ずれる ことがあります. 


線 種 パターンと 娜を娜 し, WW 
と 同 じめ で 内部 を^ り つぶす^" 


線 種 パターン を 
32 ビッ 卜で 指定 


2 


^) 描画 




線 種パタ 一ンと S*i を 《•§ し， 輪 

郭と同 じ 色 rrt 部 を 塗 り つぶす 場 
ム 


は GRAPH. 
LIB と 同じ に 
なります. ただ 
し， 処理 速度 も 
GRAPH. LIB 
と 同等に なり ま 
す. 


3 


円の 描画 | 


扇形の 終了 線分 を 構成す る 点の 位 
置が 1 ドッ ト ずれる ことがあり 

ます. 

また, ラスタ オペレーションで 0 

値 を ffis する と 扇 j^>a と 
開, 分と 終了 線分の お で 描画 
異なります 


線 種 パターン を し， 塗りつ ぶ 
し を 行なわな レ > 扇^ 0 描画 


4 


惰 円の 描画 


两と 扇^) 終了 線分 を 構成す る 点 

oxm が 1 ドット ずれる こ とが あ 
ります. 1 

また， ラスタ オペレーションで 0 

1^ 像 を jss する と 扇形 oat と 
色が 異なります. 


'線 種 パターン を 《« した 次の 桷 
円の 描 ゆ i (桷 円， 弧 制さ） 

•liW と 同じ 色で 内部 を 塗りつ ぶ 
す « 円 


5 




箱 小 するとき はドッ 卜の 間引き 方 

• し * ソ 、共 W リぁ 9 • 

また， tt* するとき は «£iSB«f&te 

■^'(a ^率一 i) ドット 異なり ま 
t. 


転送 元と 転送先が 共に シス テ 

ム VRAM であり 拡大 または 縮小 

を 行なう き 


娜 VRAM を 
経由して シス テ 
ム VRAM に 15 
送す ると 描画 結 
果は GRAPH. 
LIB と じに な 

ります • ただし， 
処理 速度 は 低下 
します， 
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第 5 靈 

EMS インターフェイス 

5.1 イン 卜 ロダ クシ ョ ン 

アプリケーションプログラム によって は， 通常の メモリ 容 14 の 最大 ffl (640 ドバイ ト） よりも 
大きな メモリ 領域 を 必要と する ものが あり ます. このような 場合の ために， 拡張 メモリ （1 メガ 
バイト 以上の メモリ 空間） を アプリケーション プログラムで 使用で きる ようにした ものが， 拡 
張 メモリ 仕様 (EMS) です. 

拡張 メモリ 仕様 （EMS) は， や 拡張 メモリ マネージャ〃 （略号、、 EMNT) と 呼ぶ， 拡張 メモリ 
を 制御し 管理す る デバイス ドライバと， 拡張 メモリ を 使用す る アプリケーションプログラムと 
のィ ン ターフェ イスから なる ソフトウェアです. 

拡張 メモリと は 何 か 

拡張 メモリ は， MS-DOS の 640K バイ ト （ハイ レゾリューション モードで は 768K バイ ト） の 制 
限 を 超えた メモリです. EMS は， 32 メガバイトまでの 拡張 メモリの W 設を サポート します. 
V30, 8086， 8088, 80286, 386/386SX (リアル モード） の マイクロ プロセッサ （CPU) は， 物 
巧! 的に 1 メガ バイ トのァ ドレスし か 持つ ことができません が， その 様な 物理 ァ ドレスの 範 W にあ 
る * ウィンドウ * を 通じて 拡張 メモリに アクセス する ことができます. 次 節で は， これ を どの 
ように 突 現す るか を說 明して います. 

拡張 メモリ <7>« き 

拡張 メモリ は， * 論理 ページ" と 呼ばれる メモリの ブロックに 分割され ます. ひとつの 論理べ 
ージ の， 典型的な 大きさ は 16K バイトです. コンピュータ は， * ページ フレーム" と 呼ばれる 
物理的な メモリの ブロック を 通して 論理 ページ を アクセス します. ページ フレーム は， 多数の 
物理 ページ， すなわち マイクロ プロセッサが 直接的に アドレス を 付ける ことができる ページ を 
含みます. 物理 ページの 典型的な 大きさ も， 16K バイトです. . 

この ページ フレーム は， 拡張 メモリに 対して * ウィンドウ * として 機能し ます. ちょうど， 
コンピュータの 画面が スブ レツ ド シートに 対する ウイ ン ドウで あるよう に， ページ フレーム は， 
拡張 メモリに 対する ウイ ン ドウに なって います， 

拡張 メモリの 論理 ページ は， ページ フレームの， ある 物理 ページに マッピングされ （存在す 
るかの ように 作られ） ます. それゆえ， 実際の 物理 ページに 対する 読み込み や 害き 出し は， 関 
連す る 論理 ページへの 読み込み や 害き 出しになります. ひとつの 論理 ページ は， ある 物理べ一 
ジ に対する ページ フレームに マッピング されます. - 
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第 5 章 EMS インタ一 フェイス 



-1 は， ページ フレーム， 物理 ページ， 論理 ページの 関係 を 示して います. 



1024K 



ページ フレーム 
の 16K バイ I 
ージ 



640K 



* 

16K バイ ト 

ぺーシ 



256K 



0K 





32M まで 










論理へ一 ジ 






^き、 ーシ 


物 W ベー 、ゾ 3 






WtiW し 、'ゥ 
，^ほへ 一 ン^ 




» 理 ページ 


ヘーン 1 






物 押へ ージ 0 










論理へ一 シ 


物^へ一 ジ 






物理 ページ 










論理 ページ 


♦ 






• 






• 




ま ぺ— シ 








物理 ページ 






卿べ ージ 




^^ページ 








1M 





拡張 メモリ は， 16K パイ 卜の 
！ ページに 分割され ている. 



図 1-1 拡張 メモリ 

* オペレーティングシステムに 限って 使用で きる こと を 意味して いる. 

* この 図 は， 概念的な もので あり， PC-9800 シリーズの EMS ドライバ では， 
も 下位の アドレスに は ページ フレームが ありません. 



ペイ 卜より 



ページ フレーム は， 640 K パイ ト より も 上位の ァ ドレスに 位置して います. 通常 640K〜1024 
K の 間に は， VRAM や 拡張 ROM 空間が あります， 

EMS では， オペレーティングシステム に対して， 640K バイ ト よりも 下位の アドレス にある 
物理 ページ を 通じて 拡張 メモリに アクセス する 方法 も 定義して います （ただし， PC-9800 シリ 
—ズの EMS ドライバ では 使用で きません). これらの 方法 は， オペ レー ティ 
展 させる ものと しての み 意味 を 持ちます. 
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5.1 イントロダクション 



PC-9800 シリーズ では， ページ フレームの アドレス （位置） と サイズ は， 機種 や ハー ドゥエ 
アモード によって異なります. 次に 機種 ごとの， ページ フレームの アドレスと， ページ フレー 
ムの サイズ を 示します. 



ハードウェア モード 


ページ フレーム アドレス 


物理 ページ 数 


ノーマル モード 機 》 tt " 


BOOOOH-BFFFFH"" 


4 ページ 


C0000H-CFFFFH m " 


C0000H-C7FFFH*- 3 ' 


2 ページ 


C8000H~CFFFFH U,) 


ハイ レゾリューション モード | BOOOOH〜BFFFFH | 4 ページ 



(ミ主 1) ページ フレーム ァ ドレス は， 

詳しく は 「MS-DOS3.3B ユーザー 



S 種， 使用す る EMS ドライバ によって異なります. 
ニュ アル」 を 参照して ください. 



(注 2) B0000H-BFFFFH は， グラフィック VRAM と *R なる （EMS 用 ページ フレームと バ 
ンク 切り換え によって 使用して いる） ため， アプリケーション プログラム 自身が， ページ フレ 
ームと VRAM を 切り換えて 使用す る 必要が あり ます. 
この VRAM と ページ フレームの 切り換え は， EMS ドライバ を 呼び出す ことによって 行う こ 

とがで きます. 詳しく は， 5.4.2 の EMS ドライ パフ アン クシ ヨン 31 の 説明 を 参照して くださ 
い • 

(注 3) EMS 機能 付き 增設 RAM ボードが 必要です • 
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第 5 章 EMS インタ一 フヱ イス 



5.2 拡張 メモリ を 使用す る プログラムの 書き方 

ここで は， 拡張 メモリ を 使用す るすべ ての プログラムが 行わなければ いけない こと や， 拡張 
メモリ を 利用す るた めの， よ り 高度な テク ニック を 説明 します. 

5.2.1 すべての プログラムが 実行し なければ ならない こと 

ここで は， 拡張 メモリ を 使用す るた めに， すべての プログラムが 実行し なければ ならない こ 
とに ついて 説明し ます. 

拡張 メモリ を 使用す るた めに， アプリケーション プログラム では， 次の ような 手統 きを 実行 
しなければ なりません， 

1. EMM がィ ン ストールされ ている かどう か を 確かめる. 

2- 拡張 メモリの ページが， アプリケーション に対して 充分な だけ 存在す るか どうか 判断す る 
(ファン クシ 3 ン 3). 

3- 拡張 メモリの ページ を アロケート する （ファンクション 4 または 18). 

4- 使用す る 各 物理 ページの 基底 アドレス を 求める （ファンクション 25). 

5. 拡張 メモリ を 物理 ページに マッピング する （ファンクション 5 または 17). 

6. 物理 ページ を 標準 メモリと 同じように アクセスし， 拡張 メモリの データの 読み込み/害き 
出し ノ 実行 を 行う. 

7. 拡張 メモリの 使用 を 終える 前に， 拡張 メモリの ページ をデ アロケート する （ファンク ショ 
ン 6 または 18). 

次の 表 は， 1〜7 の 各 続きで 使; H する 基本 ファンクションの 機能の 概略です. 各 ファン クシ ョ 
ンの 詳しい 説明 は， 5.4 EMS ファンクション リク エス トを 参照して ください. 

手統き ファンクションと 機能 
1 Get Status 

メモリ 管理 ハード ゥヱァ が， 正しく 動作して いるか どうか を 示す ステータス コード 
値 を 返す. 

2 Get Page Frame Address 

ページ フレームが 位 B している アドレス を 返す • 

3 Get Unallocated Page Count 

プログラムで 使用で きる， まだ アロケートされ ていない 論理 ページ 数と， 拡張 メモ 
リの全 論理 ページ 数の 値 を 返す. 

要求され た 数の 論理 ページ を アロケートし， これらの 論理 ページに 固有の EMM ハ 
ン ドル を 割り当てる. 
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5.2 拡張 メモリ を f も おする プログラムの * き 方 



論理べ 一 ジ を 物理べ 一 ジ に マッピング する. 

6 Deallcate Pages 

'- EMM ハンドルに 割り当てられ ている 論理 ページ を， デ アロケート する. 

7 Get Version ' 
EMS ィ ン ター フェイ スの バー ジョ ン値を 返す. 

5.2.2 応用 プログラミング 

EMS は， 基本 ファンクション に加えて， 拡張 メモリ を 使用す る ソフトウェアの 能力 を 高め 
る， いくつかの 応用 ファンクション を 備えて います. 

以下で は， 応用 プログラミングと， それらの プログラミングで 利用す る ファンクション を 説 
明し ます. . 

注意： プログラムで 応用 ファンクション を 使用す る 前に， まず ィ ン ストールされ ている EMM 
が， これらの ファンク ショ ンをサ ポー ト している パ一 ジョ ン であるか どうか を 調べて く ださい. 
これに は， ファンクション 7 (Get Version ファンクション） を 使用し ます • 

5.2.3 物理 ページの マツ ビングの 状態 を 保存す る 

割り込み サービス ルーチン， デバイス ドラ イノ、 •， 常駐 ソフトウェアの ような ソフトウェア は， 

次の よう な 処理 を 行わなければ な り ません. 
* 物理べ 一 ジの 現在の マ ッ ビン グ 状態の 保存 
鲁 マッピング コンテキストの 切り換え 

參 拡張 メモリの 区域の 操作 ， 
• 物理べ一 ジの マツ ピン グ 状態の 復元 

物理 ページの 状態 を 保存す るに は， ファンクションの 8 と 9， または ファンクションの はと 
16 を 使用し ます. ' 

5.2.4 ノ\ン ドルの 検索と ページ カウント 

ある 種の ユー ティ リ ティ プログラム では， どのような 方法で 拡張 メモリが 使用され つつ ある 
か を 記録した 軌跡 を 保持す る 必要が あります. これ を 実行す るに は， ファンクション 12〜14 を 
使用し ます. 

5.2.5 複数 ページの マツ ビングと アン マッピング 

複数 ページの マッピング は， ある アプリケーションの マッピング 中に かかる オーバ— へッ ド 
を滅少 させます. 複数 ページの マッピングと アン マツ ビングに は， ファンクション 17 を 使用し 

ます. 
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さらに， 物理 ページの 代わりに， セグメント アドレス を 使用して マッピング する こと もで き 
ます. たとえば， ページ フレームの 基底 アドレスが COOOH に セットされ ていれば， 物理べ一 
ジ 0 か セグメ ン ト C 000 H へ マップす る ことができます. すべての 拡張 メモリの 物理 ページ 

と， それらに 対応す る セグメント 値の クロス リファレンス を 得る に は， ファンクション 25(Get 
Mappable Physical Address Array ファンクション） を 使用 します. 

5.2.6 ページの リア 口 ケ一 ト 

ファンクション 18 (ReallocatePages) を 使用す ると， EMM ハンドルに 割り当てられ ている 
論理 ページ 数 を 変更す る ことができます. 

5.2.7 ハン ドルの 使用と ハン ドルへの 名前の 割り 当て 

EMM ハンドルに は 8 文字 （8 バイト） の 名前で ある ハンドル 名 を 付ける ことができます， 
ハンドル 名 を 付ける ことにより， 複数の アプリケーション プログラムで 使用す る 共通の 拡張 

メモリ を K ける ことができます. * 

例えば， 複数の アブリ ケーシ ヨン プログラムで 共通に 使用す る EMM , 、ン ドルに ハンドル 名 を 
付けて， 共通の EMM ハンドル にします. そして EMM は， 共通の EMM ハンドル を ハンドル 
名で 捜し， 捜し出した EMM ハンドルの 論理 ページ を アクセス する ことで， 共通の 拡張 メモリ 
が 設けられます. 

ハンドル 名 を EMM ハンドルに 付ける に は， ファンクション 20 (Set Handle Name サブ フ 

アン クシ ヨン） を 使用し ます. また， 特定の ハンドル 名が 付けられ ている EMM ハンドル を 得 

るに は， ファンクション 21 (Search forNamed Handle サブ ファンクション） を 使 Mj します， 

さらに， EMM ハンドルに 割り 当てられた 論理 ページ 数 を H ぺ るに は， ファンクション 14(Get 
Handle Pages ファンクション） を 使用 します. ■ 

5.2.8 ハンドルの * 性の 使用 

EMM ハンドルに は 名前 をつ ける だけで な く ， 厲性 (揮発性 ノ 不揮発性) を 付ける こ とがで き 
ます. これに は， ファンクション 19 を 使用し ます. 
^ 性が 不揮発性 と は， 拡張 メモリの データ は ウォーム ブート 保持す る ことができる 厲 性の こ 

とです. 逆に， 属性が 揮発性で は， ウォーム ブートの 前の データ は ウォーム ブート 後 は 保持 さ 
れ ません. ハンドルの 初期 厲性 は， 揮発性に なって います. 
この ファンクションの 利用 は， その システムに 組み込まれた 拡張 メモリの ハードウェアに 依 

存 しています. したがって， ハンドルの ページに] S 性 を 割り当てる 前に， ファンクション i9(Get 
Attribute Capability サブ ファンクション） を 使用 し， ハ一 ドゥエ ァの厲 性 を 調べる 必要が あ り 
ます. 
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5.2.9 ページ マップの 変更と 飛び越し ノ 呼び出し 

拡張 メモリに 格納され ている プログラム を 実行す るに は， ファンクション 22 (Alter Page 
Map and Jump) または， ファンクション 23 (Alter Page Map and Call) を 使用 します， 

この ファンクション は， プログラムが 格納され ている 拡張 メモリの 論理 ページ を マッピング 
し， ジャンプ または コール を 行います. 

拡張 メモリに プログラム を 格納す る ことにより， 標準 メモリの 容址を 超える プログラム を 実 
行す る ことができたり， 使用す る 棟 準 メモリの 容量 を 少なく する ことができます. 

5.2.10 メモリ 領域の 移動と 交換 

ファンクション 24 (Move/ExchangeMemory Region ファンクション） を 使用す ると， 標 
^メモリと 拡張 メモリの 間で， 簡単に データ 移動 Z 交換す る ことができます. ファンクション 
24 は， 1 回の ファンクション 呼び出しで， 1 メガ パ イトまでの データ を 扱う ことができます. 

アプリケーション は， この ファンクションがなくても， 同じ 処理 を 突 行す る ことができます 

力^ 拡張 メモリ マネージャ を 使用す ると アプリケーションの オーバーへ ッ ドが 減少し ます' 

5.2.11 物理 ページの 数と 各 物理 ページの ァ ドレス を 得る 

ファンクション 25 を 使用す る と， 物理 ページの 数と 各 物理 ページの ァ ドレス を 調べる ことが 
できます. サブ ファンクション として， 物理 ページの 数 を 返す ものと， 各 物理 ページの ァ ドレ 
スを 返す ものが あります. 

5.2.12 オペレーティング システム ファンクション 

アブリ ケーシ ョ ンブ ログ ラムに 対する ファン クシ ョ ンに ftn えて， EMS では オペ レー ティ ン 
グ システム に対する ファンクション も 定義して います. これらの ファンクション は， オペ レー 
ティング システム によって は， 無効に される 場合 もあります. したがって， プログラムが これ 
らの ファンクションに 過度に 依存す る こと は， 望ましい ことではありません. この 警告 を 無視 
して， この ファンクション を 使用す る アプリケーション （オペレーティングシステム も 含む） 

は， 他の プログラムと 互換性の ない ものになる 危険性が なくなります. 
応用 ファンクション ー覽 

8 Save Page Map 

拡張 メモリ マネージャ 内部の 記憶 領域に， 物理 ページの マッピング 状態 を 保存し ま 

す. 

9 Restore Page Map 

物理べ一 ジのマ ッ ピ ン グ 状態 を， 拡張 メ モリ マ ネー ジ ャ 内部の 記憶 領域に 保存され 
ている 状態に 戻します. 

10 (システム 予約） 
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11 (システム 予約） 

12 Get Handle Count 

使用して いる EMM ハンドルの 数 を 返します. 

13 Get Handle Pages 

EMM ハンドルに 割り当てられ ている 論理 ページ 数 を 返します. 

14 Get All Handle Pages - 

使用して いるすべ ての EMM ハンドルの 値と， それぞれの EMM ハンドルに 割り 当 
てられて いる ページ 数 を 返します. 

15 Get/Set Page Map 

指定した メモリ 領域に， すべての 物理 ページの マツ ビング 状態 を 保存， および 保存 
した 状態に 復元し ます. ' 

16 Get/ set Partial Page Map 

指定した メモリ 領域に， 指定した 物理 ページの マツ ビング 状態 を 保存， および 保存 
した 状態に 復元し ます. 

17 Map/Unmap Multiple Handle Pages 

複数の 物理べ一 ジのマ ッ ピ ング を一 度に 行い ま す. 

18 Reallocate Page , 
EMM ハンドルに 割り当てられ ている 論理 ページ 数 を 変更し ます. 

19 Get/Set Handle Attribute 

EMM ハ ン ド ルの厲 性 を 取得/股 定 します. 

20 Get/Set Handle Name 

EMM ハンドルに 付けられ ている 名前の 取得， および ハンドルへ 名前 を 付けます. 
21 Get Handle Directory 

使用 中の EMM ハンドルに ついての 情報と， それぞれに 割り当てられた 名前 を 返します 

22 Alter Page Map and Jump 

論理 ページ を マツ ビングして， 指定した アドレスへ ジャンプ します. 

23 Alter Page Map and Call 

論理 ページ を マッピングして， 指定した アドレス を コールし ます • 制御が 呼び出し 
側に 戻る とき も， 論理 ページ を マッピング します. 

24 Move/Exchange Memory Region 

メモリ 領域 を， 標準 メモリから 標準 メモリへ， 棟 準 メモリから 拡張 メモリへ， 拡張 
メモリから 標準 メモリへ， 拡張 メモリから 拡張 メモリへ， コピー や 交換 を 行います. 

25 Get Mappable Physical Address Array 

すべての 物理 ページの セグメント アドレスと， 物理 ページ 数 を 返します. 
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26 Get Expanded Memory Hardware Information • - 
拡張 メ モ リ の ハー ド ゥヱァ 情報 を 返します. 

27 Allocate Standard/ Raw Pages 
オペレーティングシステムが 使用す る 論理 ページ を アロケート します. 

28 Alternate Map Register Set 

マルチ タス キング システム における， 物理 ページの マッピング 状態 を 制御し ます. 

ウォーム ブートに 対する， 拡張 メモリの 準備 を 行います. 

オペレーティングシステム 開発 者が， オペレーティングシステムが 使用す る ファン 
クシ ヨン を 有効に したり， 無効に したりし ます. 

5.3 プログラミングの ガイ ドラ イン 

ここで は， EMS ィ ン ターフェ イス を 使用す る アプリケーション プログラム を 開発す る 際の， 
ガイ ドラ イン を 解説し ます. _ , 

* 拡张 メモリ を プログラム スタックに 使用して はいけ ません. 

* 割り込み 67 H を 変更して はいけ ません. これ は EMS ィ ン ターフェ イス 使用 時の 割り込みべ 
ク トルです. 割り込み 67H を 変更す ると， EMS インターフェイスが 使用で きなくなります， 

参 アプリケーション プログラムで， 標準 メモリに ある 物理 ページ を 使用して はいけ ません. 

もし， 使用す る 場合 は， アプリケーション プログラムが 標準 メモリに ある 物理 ページの メモ 
リ空問 を 確保し なければ なりません. 確保し ないで 使用す ると， プログラムの » 走の 原因と な 
ります. 

* 同じ EMM ハンドルの 同じ 論理 ページ を 複数の 物理 ページに マッピング する 場合に 注意が 
必要です. 

この場合， 物理 ページに データ を 書き込む と， 他の 物理 ページに マツ ビングされ ている 同じ 
論理 ページに も， 自動的に データが 害き 込まれる 場合と， 害き 込まれない 場合が あります. ど 
ちらの 状態で あるか は， 同じ 論理 ページ を 別々 の 物理 ページに マツ ビングし， 片方の 物理べ一 
ジに データ を 害き 込み， もう 片方の 物理 ページに も 害き 込まれて いるかで 確認し ます. 

これら は， 拡張 メモリの データ エイ リア シン グ （同じ 論理 ページ を 別々 の 領域と して 扱う こ 
と） を 行う 場合に 注意し なければ なりません. 
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参 アプリケーション は， 終了 時に 必ず EMM ハンドル をデ アロケートし なければ なりません. 
これらの デ アロケートした 論理 ページ は， 他の アプリケーションで 使用で きる ようになります. 

もし， デ アロケート しないと， その 論理 ページ は EMM ハンドルに アロケート された ままに な 
り， 他の アプリケーションプログラムで 使用で きなくなります. 

また， このような ことが 繰り返し 起こる と， 論理 ページ または EMM ハンドル を 使い果たす 
ことにな り EMS インター フヱ イスが 使用で きなくなります. 



常駐 プログラム ともいう） は， 論理 ページの マツ ビング を 行う 前に， 必ず 物理 ページの マツ ピ 

ング 状態 を 保存す るよう にします. TSR's 力 5 ， 拡張 メモリ を 使用して いる 可能性の ある， 他の 

プログラムに 割り込み を かける 場合が あるので， 最初に 物理 ページの マッピング 状態 を 保存し 

ないで， 論理 ページ を マッピングし てはいけ ません • また， 終了す る 前に は， TSR's は， 物理 
ページの マッピング 状 想 を 元に 戻さなければ なりません. 

次に， 物理 ページの マツ ビング 状態 を 保存し， 復元す る 3 つの 方法 を 説明し ます. 
1. Save Page Map ファンクション （ファンクション 8) と Restore Page Map ファン クシ 
ヨン （ファンクション 9) 

これ は， 3 つの 方法の 中で， いちばん 簡単な 方法です. ファンクション 8 (Save Page Map) 
で 物理べ 一 ジの 状態 を 保存 し， ファンクション 9 (Restore Page Map) で 物理べ 一 ジの 状態 を 

ョ ン プログラムで 用意す る 必要はありません. ' ― 

物理 ページの 状態 を 復元 するとき， ファンクション 8 (Save Page Map) で 使用した EMM 
ハンドル を ファンクション 9 (Restore PageMap) で 指定 しないと， 正しく 復元され ません の 
で 注意して ください. 

この 方法 は， 一度 保存す ると 復元す るまで 同じ EMM ハンドル を 使用して 保存す る ことが で 

きません. 復元 を 行う と， 洱度 同じ EMM ハンドルに 保存す る ことができます， 

また， 保存され る 物理 ページの 状態 は， EMS 標準 (64K バイト） の ページ フレーム 内に ある 
物理べ 一 ジのマ ッ ビン グ 状態の みです. 、 

2. Get/Set Page Map ファンクション （ファンクション 15) 

この 方法 は， アプリケーション ブロ グラムが 用意した メモリ 領域に 物理 ページの マッピング 
状態 を 保存し ます. この 方法で 物理 ページ 状態 を 復元す るに は， アプリケーション プログラム 
が 以前に 物理べ 一 ジ 状態 を 保存 し た， メモリ 領域の ァ ドレス を 指定 します. 

もし， アプリケーション プログラムが 復元の 前に 1 回 以上の， 物理 ページの マッピング 状態 
を 保存す る 必要が ある 場合 は， この 方法 を 使用し ます. 




(TSR's, 終了後 も メモリに 残る プログラムで, 
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3. Get/Set partial Page Map ファンクション （ファンクション 16) 

この 方法 は， 指定した 物理 ページの マッピング 状態 を 保存す る 方法です. アプリケーション 
プログラムが すべての 物理 ページの マッピング 状態 を 保存す る 必要がない とき， この 方法 を 使 
用し ます， この ファンクション では， 保存す る メモリ 領域 を アプリケーションプログラムで 用 
意して ください. 

♦ アプリ ケ一シ ヨン プログラムで 用意す る 保存 領域 は 論理 ページ を マッピング する 物理 ページ 
上に 股け てはいけ ません. Alter Map and Jump ファンクション （ファンクション 22) と Alter 
Map and Call ファンクション （ファンクション 23) は 例外です. 

5.4 EMS ファンクション リク エス ト 

5.4.1 ファンクション リクエスト一 覧 • ' 

次に， EMS インターフェイスで 使 ffl できる， ファンクション リクエストの— 覧を 示します. 
各 ファンクション リクエスト は， 5.4.2 EMS ファンクション リ クェ ストで 詳細に 説明され て 

います. 
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基本 ファンクション 



t 号 


コール 


フ アン クシ ョ ンる 


01 


40H 


ステータスの 取得 




41x1 


へ 一 ン ノレ 一 ム （/ジ / r ^HXl^ 


03 


42H 


未ァ ロケ 一 ト ページ カウン トの 取得 


04 


43H 


ページの ァ ロケ 一 ト 


05 


44H 


ハン ドル ページの マップ/アン マツ ブ 


06 


45H 


ページの デ アロケート （解放） 


07 


46H 


バージョンの 取得 



② 拡張 ファンクション 



番号 


ュ 

n 




08 


47H 


ページ マップの セーブ 


09 


48H 


ページ マップの リス トァ 


12 


4BH 


ハンドルの カウントの 取得 


13 


4CH 


ハンドル ページの 取得 


14 


4DH 


全 ハンドル ページの 取得 


15 


4E00H 


ページ マップの 取得 ノセッ ト 



(ページ マップの 取得 サァ ファンクション） 

15 4E01H ページ マップの 取得/ セッ ト 

(ページ マツ ブセッ ト サブ ファンクション） 

15 4E02H ページ マップの 取得/ セッ ト 

(ページ マップの 取得 ノ セット サブ ファンクション） 

15 4E03H ページ マップの 取得 Z セッ ト - 

(ページ マップの セーブ アレイの サイ ズ 取得 サブ フ アン クシ ヨン） 

16 4F00H ぺ一 ジマ ッ プの一 部の 取得 ノセ ッ ト 

(ぺー ジマ ッ プの一 部 取得 サブ ファンクション） 

16 4F01H ページ マ ッ プの一 部の 取得 ノセ ッ ト 

(ページ マップの— 部セッ ト サブ ファンクション） 

16 4F02H ページ マップの一 部の 取得 Z セッ ト 

(ページ マップ セーブ アレイの— 部の サイズ 取得 サブ ファンクション) 

17 5000H 複数の ハンドル ページの マップ/アン マップ 

(論理 ページ ノ 物理 ページ 方式） 
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17 5001 H 



複数の ハンドル ページの マップ/アン マップ 
(論理 ページ/セグメント アドレス 方式） 



18 


51H 


ページの 再ァ ロケ一 ト 




19 


5200H 


ハンドル アトリビュート の 取得/ セ ッ ト 








(ハンドル アトリビュートの 取得） • 




19 


5201H 


ハンドル ァ ト リ ビュートの 取得/ セッ ト 








(ハンドル アトリビュートの セット） に 




19 


5202H 


ハンドル ァ ト リ ビュートの 取得 ノ セッ ト 








(ァ ト リ ビュー トの ケィパ ピリ ティの 取得） 




20 


5300H 


ハンドル 名の 取得 ノ セット （ハンドル 名の 取得） 




20 


5301 H 


ハンドル 名の 取得/セット （ハンドル 名の セット） 




21 


5400H 


ハンドルの ディ レクト リ 取得 （ハンドルの ディ レクト リ 


取得） 


21 


5401 H 


ハンドルの ディ レク ト リ 取得 （名前よ り ハンドルの サー 


チ） ' 


21 


5402 H 


ハンドルの ディ レク ト リ 取得 （ハンドルの 総数の 取得） 




22 


55H 


ページ マツ ブの 変更 と ジャンプ 




23 


56H 


ページ マツ ブの 変更と コール （ページ マップの 変更と コ 


ール） 


23 


5602 H 


ページ マップの 変更と コール （ページ マップ スタ ック サイ ズの 取得) 


24 


570OH 


メモリ 領域の 移動 ノ 交換 （メモリ 領域の 移動） 




24 


570 1H 


メモリ 領域の 移動 Z 交換 （メモリ 領域の 交換） 




25 


5800H 


マップ 可能な 物理 ァ ドレス アレイの 取得 








(マ ッ 能な 物理 ァ ドレス アレイ の 取得） 




25 


5801 H 


マ V プ 可能な 物理 ァ ドレス アレイ の 取得 





26 

26 

27 
28 
28 
28 



* 



* 



5AH 
* 
* 
* 



ト リ の 取得) 



(マップ 可能な 物理 アド レ 
拡張 メモリ ハー ドウ x ァ 情報の 取得 

(ハード ゥヱァ 構成の アレイ 取得） 
： 張 メモリ ハード ゥヱァ 情報の 取得 
(未 アロケートの 口 ジ カウントの 取得） 
口 ：— ジのァ ロケ一 ト 

マップ レジスタの 変更 

マップ レジスタ セッ トの 変更 （変更 マップ レジスタ セッ トの 取得) 
マップ レジスタ セッ トの 変更 
(変更 マ ップ セーブ アレイの サイ ズ 取得） 
注： * は OS のみが 使用可能な ファン クシ ョ ン です. 
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番号 コール ファンクション 名 

28 ♦ マップ レジスタの 変更 

(変更 マップ レジスタ セッ トのァ ロケ 一 ト） 
28 * マップ レジスタ セッ トの 変更 

(変更 マップ レジスタ セッ トのデ アロケート） 
28 * マップ レジスタの 変更 

(DMA レジスタ セッ 卜の アロケート） 
28 * マップ レジスタの 変更 

(変更 マップ レジスタ 上の DMA のィ ネーブル） 
28 * マップ レジスタの 変更 

(変更 マップ レジスタ 上の DMA の ディ セーブ ル） 

28 * マップ レジスタの 変更 

(DMA レジスタ セッ 卜の デァ ロケ 一 ト） 

29 5CH ウォーム ブートの ために 拡張 メモリ ハー ドウ エア を 準備 

30 * OSZE ファンクション セッ トの イネ一 ブル/ディ セーブ ル 

(OSZE ファンクション セッ トのィ ネーブル） 
30 ♦ OS/E ファンクション セットの ィ ネーブル Z ディ セーブ ル 

(OSZE ファンクション セッ 卜の ディ セ一 ブル） 
30 • OSZE ファンクション セッ トのィ ネーブル Z ディ セーブ ル 

(アクセス キーの リ ターン） 
31 7000H ページ フレーム 用 バンクの ステータス を 取得す る 
31 7001 H ページ フレーム 用 バンクの 有効 Z 無効の 切換え 

注： * は OS のみが 使用可能な ファン クシ ョ ン です • 

5.4,2 EMS ファンクション リク エス ト 

次に， EMS インタ 一フェイスで 使用で きる ファンクション リ クェ スト を， コード 番号 順に 説 

明し ます， 
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INT 67H 




ステータスの 取得 



コール 



AH = 40H 



S=E] 



I リ 夕ーン I AH =00H 正常 実行 （メモリ マネージャ あり， ハードウェア は 正 W に 動作） 

=80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
=81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 勳作 しない） 
=84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

メモリ マネージャが 存在し， ハー ドウ ヱァが 正しく 動作して いるか どうかの チ 
エック を 行います. 



MOV 
IN 丁 



JNZ 



AH.40H 

67H 

AH.AH 

EMM ERR_HANDLER 



load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 
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INT 67H 



Get Page Frame Address 



ファンクション No.2 



ページ フレー 厶ァ ド レスの 取得 



匸 コール | AH =41H 



AH =00H 正常 実行 （ページ フレーム アドレスが BX に セット された） 
=80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
=81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ユアが 動作し ない） 
=84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義) 
ページ フレーム セグメ ント アドレス （AH に 0 が 返った と きのみ） 

ページ フレームが 位 B している セグメ ント アドレス を 返します. 



page— frame— segment DW ？ 
MOV AH.41H 
INT 67H 

OR AH.AH 11 ' 

JNZ EMM ERR HANDLER 

MOV page_frame_segment ( BX 



load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 
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INT67H 



Get Unallocated Page Count 



ファンクション No.3 



未ァ ロケ 一 ト ページ カウントの 取得 



コ— 



AH = 42H - 

AH = 00H 正常 実行 （未 アロケート ページ 数と 総 ページ 数が BX と DX に 返さ 

れた） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない〉 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

BX 未 アロケート ページ 数 

DX 総 ページ 数 



未 アロケート ページ 数と， 拡張 メモリ ページの 総数 を 返します. 



un alloc pages 

total pages 

MOV AH.42H 



INT 

OR 

JNZ 

MOV 

MOV 



67H 
AH.AH 

EMM ERR—HANDLER 

un_alloc_pages,BX 

total_pages,DX 



DW ？ 

DW ？ . 



call the memory manager 
check EMM status -' 
jump to error handler on error 
save unallo 



save total page count 
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Allocate Pages 



ファンクション No. 4 



コー 



ページの アロケート 

AH = 43H 

BX = アロケートしたい ページ 数 



闪 ターンつ AH = 00H 

= 80H 
= 81H 
= 84H 
= 85H 
= 87H 

= 88H 



正常 実行 （ページが アロケート された） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 

回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ X ァが 動作し ない） 

回復 不可 （メモリ マネージャ に 渡された ファンク ショ ンが 未定義） 

復旧 可能 （全 EMM ハンドル は 使用 中） • 
復旧 可能 （プログラムの 要求 を满 たす ような 拡張 メモリ ページが シ 
ス テム 内に 存在し ない） 

復旧 可能 （プログラムの 要求 を满 たす ような 未 アロケート ページが 
ない） 

復旧 可能 （プログラムが 0 ページ を アロケートしょう とした） 
DX EMM ハンドル 

要求され た ページ 数 を アロケートし， アロケートした ページに EMM ハンドル 
を 割り付けます. その EMM ハンドル は アプリケーションが ページ を 解放す る ま 
で， その ページ を 保有し ます. 

この ファンクション を 使用して 割り付けられた ハンドル は， 16KB の ページ を 
所有し ます. この サイズ は 拡張 メモリの 標準 サイズです. 拡張 メモリ ボード ハー 
ドウ ヱァ が， 16KB サイズの ページの 供給が できない 場合 は， 標準 サイズで はない 
ページ を いくつか 結合して 16KB ページの 形になる ようにし ます. 

EMM が 返す ハンドルの 数値 は， 10 進の 1〜254(0001H〜00FEH) の 範囲です. 

OS ハンドル （ハンドル 0) が， この ファンクションで 返される こと はあり ませ 
ん. また， ハンドルの 最上 位 バイ トは 00H であり， アプリケーションプログラムで 
使用す る こと はでき ません. メモリ マネージャ は 255 (ハンドル 0 を 含む） までの 
ハンドル を 供給で き， EMM がいくつ の ハンドル を サポートして いるか は， ファ 
ン クシ ヨン 21 を 使用して 知る ことができます. 
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この ファンク ショ ン では， ハンドルに 0 ぺ一 ジをァ ロケ 一 卜する こと はでき ま 
せん. アプリケーションプログラムが 0 ページ を アロケート する 場合 は， ファン 

クシ ヨン 27 を 使用し ます. 

譬 パラメータの 税明 
DX= EMM ハンドル 

以降 この ハンドル を 使用す る， ハンドル は 255 まで. ハンドルの 最上 

位 バイ トは 0 で， アプリケーションプログラム では 使用 不可 • 

次の 注意事項 は， 拡張 メモリ マネージャ ィ ンブ リメ ンタと OS 開発 者の みに 関 

係す る ものです. アプリケーション プログラムの ユーザー は， この メモリ マネー 

ジャの 特質 を 利用す る こと はでき ません. 

拡張 メモリ マネージャに は， OS のみが 使用可能な ハンドルが 準備され てい ま 
す. この ハンドル は 0OOOH の 値 で， 拡張 メモリ マネージャが ィ ン ストール したと 
きに， その ハンドルに アロケートされ ている ページの 1 セット を 所有し ます. メ 
モリ マネージャが 0000H の ハンドルに 自動的に アロケート する ページ は， 実 メモ 
リの 上位 アドレスに 存在し， 一般的に これ は 40000H (256K) から 9FFFFH 
(640K) アドレス 間に 存在し ます. しかし， この 範囲 は， ハードウェア や メモリ マ 
ネー ジャを サポートして いるなら， この 範囲 を 上下に 拡張する ことができます. 

OS は， この ハンドル を 得る ために ファンクション 4 を 呼び出す 必要 はあり ま 
せん， 拡張 メモリ デバイス ドライバが インストールされ ると， この ハンドル は既 
に 存在して いると 想定され， ただちに 使用可能になる からです • 

OS が ハンドル を 使用す る 場合 は， 0000H の 特別な ハンドル 値 を 使用し ます. こ 

れ により OS は どんな EMM ファンクション でも 呼び出す ことができます， ま 
た， この ハンドルに ページ を アロケート する ために は ファンクション 18 (ページ 
の 再 アロケート） を 呼 出び します. 

この ハンドルに は， 2 つの 特別な 場合が あります. 

1. ファンクション 4 (Allocate Pages ファンクション） 

この ファンクション は， ハンドル 値と して ゼロ を 返す ことはありません. アブ 
リケ一 シ ヨンに おいて は， ページ を アロケートし， その ページ を もつ ハンドル を 
得る ために は ファンクション 4 を 呼び出さなければ なりません， ファンクション 
4 は ゼロの ハンドル 値 を 返す こと はない ので， アプリケーションで この 特別な ハ 
ン ドルに アクセス する こと はでき ません. 
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2. ファンクション 6 (Deallocate Pages ファンクション） 

オペ レー ティ ング システムが 特別な EMM ハンドルに ァ ロケ 一 ト された ぺ一 
ジの 解除の ために この ファンクション を 使用す ると， EMM ハンドルが 所有す る 

ページ は 使用可能 として メモリ マネージャに 返されます. しかし この EMM ハン 
ドル は 再び 割り当て する こと はでき ません. メモリ マネージャ は Deallocate 

Pages ファンクション のこの EMM ハ ン ド ル への 要求 を， Reallocate Pages フ ァ 
ン クシ ヨンの 要求と 同じ ものと して 取り扱います. すなわち， この EMM ハンド 

ル への リ アロケートの ページ 番号 は ゼロになります. 



num—0T_pages— to— alloc 
emm handle 

MOV BX，mun_of_pages_to— alloc 

MOV AH.43H 

INT 67H 

OR AH, AH 

JN2 EMM_ERR_HANDLER 

MOV emm handle, DX 



DW ？ 
DW ？ 

load number of pages needed 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 



n error 
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INT 67H 




コール 



□ 



ハン ドル ページ 

AH = 44H 

AL 物理 ページ 番号 

BX 論理 ページ 番号 

DX EMM ハンドル （ファン クシ 



ン 4 で 取得した ハンドル) 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 8AH 



8BH 



正常 実行 （ページ は マツ ビング された） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフ トウ エアが 動作し ない） 
(拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
(指定の EMM ハンドルがない） 
回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
復旧 可能 （指定の 論理 ページが EMM ハンドルに アロケートされ 
ている 論理 ページの 範囲 を 超えた， または 論理 ページが ァ ロケ 一 ト 
されて いない） 

復旧 可能 (物理 ページ 番号が， 実際の 物理 ページの 範囲 を 超えた. 
範囲 内に ある 物理 ページに マツ ビングし 直す ことによ り， 復旧が 可 
能） 

の ファンクション は， システム メモリ 内の マツ ビング 可能な 領域に ある 指定 
！ ページに 論理 ページ を マッピング します. 物理 ページ 番号の 最小 值 は実メ 
モ リ 範囲 外の メモリ 領域と 閱 連して います. システム 内の どの 物理 ページが マツ 

ビング 可能 か， また， 指定の 物理 番号に 対応す る セグメント アドレス を 調べる た 
めに は， ファンクション 25 ( マッピング 可能な 物理 アドレス ffi 列の 取得） を 使用 
します. ファンクション 25 は， 物理 ページ 番号と セグメント アドレス 間の クロス 
リファレンス を 準備し ます. 

この ファンクション では， 関連す る 論理 ページに FFFFH をセッ ト する ことによ 
り 物理べ 一 ジを アン マッピング する こと が 可能です (物理べ 一 ジ の 解除) . アン マ 
ッ ビングした 場合 は， 物理 ページ を 介して 論理 ページへ アクセス （読み Z 害き） 
する ことができな いので， 物理 ページへの アクセス （読み/書き） は 行わないで 
ください. 
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たとえば， 

—ジ すべて を 解除し ます. そうする ことにより， 読み込んだ プログラムが 拡張 メ 
モリに アクセスしても， その 前の プログラムで マッピングした ぺーシ に アクセス 
する ことがあ りません. しかし， 物理 ぺーシ を 解除す る 前に マッピング コンテ キ 
スト を 保存して おかなければ なりません. こうす る ことにより， 後で 復元 を 行い, 
アクセス する ことができます. マッピング コンテキスト を 保存す るに は ファンク 
シ ヨン 8, 15, 16 を 用います. マツ ビング コンテキスト を 復元す るに は ファンク 
シ ヨン 9, 15, 16 を 用います. 

參 パラメータの 説明 
AL = 物理 ページ 番号 

論理 ページ を マッピング する 物理 ページの 番号. 
物理 ページ は 相対的に ゼロから 番号 付けされ ています. 
BX = 論理 ページ 番号 

ページ フレーム 内の 物理 ページに マツ ビング される 論理 ページの 番号で 

す. 論理 ページ は， 相対的に 0 から 番号 付けされ ます. 論理 ページ は 0 か 
ら （EMM ハンドルに アロケート された ページ 数— 1〕 の 範囲 をと ります 
が, BX の 論理 ページ * ゆに FFFFH をセッ ト すると， AL 内に 定義され 
ている 物理 ページ を 介しての 論理 ページへ アクセス 読み書きが 不可に さ 
れ ます. 

logical page number DW ？ 

physica し page— number DB ？ 

emm— handle DW ？ 



DX.emm— handle 

BX.Iogical— page— number 

A し physica し page number 
AH.44H 

67H 

AH.AH ' 
EMM ERR— HANDLER 



； load EMM handle 
: load logical page number 
: load physical page number 
； load function code 

： call the memory manager 

: check EMM status 

； jump to error handler on error 
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INT67H 



Deallocate Pages 




コール 



ぺ 



一 ジのデ アロケート （解放) 



AH = 45H 

DX EMM ハンドル （ファンクション 4 で 取得した ハンドル） 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 86H 



正常 実行 （指定の EMM ハンドル は 解除され た） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 

回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンク ショ ンが 未定義） 

復旧 可能 （ページ マツ ビング コンテ キス トの セーブ または リス ト 

ァ （ファンクション 8 または 9) で エラーに なった. 指定の EMM 

ハンドル 用の セーブ エリ ァ 内に ページ マツ ビング レジスタの ステ 

ートが 含まれて いる •） 

Save Page Map ファンクション （ファンクション 8) で セーブ 
したが, Restore PageMap (ファンクション 9) を 実行して いな 
かった （マツ ビング コンテキスト を セーブしたら， EMM ハンドル 
を 解放す る 前に リストアして おかなくて はなり ません). 



の ファンクション は， 現在 EMM ハン ドルに ァ ロケ 一 ト されて いる fl 



.ん 



！ぺ— 



ジを 解放す る ものです • アプリケーション プログラムが， ある ページの 解放 を仃 
うこと により， 他の アプリケーション プログラム がその ページ を 使用で きる よう 

になります， また， ハンドルが 解放され た 場合 は， ハンドル 名 はすべ て ASCII Null 
にセッ ト されます， 



プ i 



ケ一 ショ ン 



プログラム は， MS- DOS へ 返る 前に 必ず この ファンク ショ 



ンケ夹 



しなければ なりません. 

もし 実行し なければ， これらの ページ や EMM ハンドル を 他の プログラムで 使 
用す る こと はでき ません • 拡張 メモリ を 使用す る プログラムに 致命的な エラーが 
発生したり 強制 終了した g に， ページが アロケートされ ている 可能性が あるな 
らば， トラップ しなくて はなり ません • • 
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emm— handle 

MOV DX，emm— handle 

MOV AH.45H 

INT 67H 

OR AH,AH 

JNZ EMM ERR HANDLER 



DW ？ 
load EMM handle 
load function code 
call the memory 
check EMM status 
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INT67H 



Get Version 



ファンクション No-7 



□ 



コール 



ノくー ジョ： 

AH = 46H 

AH = 00H 正常 実行 （パージ ヨン 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネ 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネ 

AL バージョン 番号 



港 号が AL に 返された 

—ジャ ソフト ゥ ヱァが 動作し ない） 
ハードウェアが 動作し ない） 

ージャ に 渡された ファンク ショ ンが 未定義） 



1':\1S インタ一 フェイスの， パージ 




AL バージョン 番号 

バージョン 番号 は BCD 形式で 返されます. 上位 4 ビッ 卜が パージ ョ 
番号の 整数 部分 を 表し, 下位 4 ビッ トが 小数点 以下の 部分 を 表します • 



た と え ば バー ジョン 4.0 の 場合 は， 次のように AL に は 40 H になり 
ます， 

AL 



ビット 7 6 5 4 3 2 10— 
0 1 0 0 0 0 0 0— 

N w ^ . ^ 



4 



0 



emrn version 



MOV 



67H 



OR 

JNZ 

MOV 



EMM ERR— HANDLER 
emrn version, AL 



DW ？ 

； load function code 

； call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 

: save emm version 
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INT 67H 



Save Page Map 



ン No. 8 



コール 



ページ マップの セーブ 

AH = 47H 

DX EMM ハンドル 



ターン 1 AH = 00H 

= 80H 
= 81H 
= 83 H 
= 84H 
= 8CH 



8DH 



正 « 実行 （ページ マップ は セーブ された） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 

(拡張 メモ リ ハー ドウ ヱ ァが 動作し ない） 
(指定の EMM ハンドルがない） 

回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンク ショ ンが 未定義） 
回復 不可 （ページ マッピング レジスタの ステート をス トァ する セー 
ブ エリア 内に 空がない ため， マップ レジスタの ステート は セーブ さ 
れ なかった） 

状況に より 復旧 可能 （セーブ エリアに は， プログラムが 指定した 
EMM ハンドル 用の ページ マツ ビング レジスタ ステートが 既に セ 
—ブ されて いる） 



この ファンクション は， ページ マッピング レジスタ （ページの マツ ビング 状態) 
の 内容 を， 内部 エリアに セーブす る ものです. 通常， ソフ トウ エア または ハー ドウ 
エア 割り込みが 発生した ときに， アクティブだった EMM ハンドルの メモリ マツ 
ビング コンテキスト を セーブす るた めに 使用され ます. 

拡張 メモリ を 使用して いる 常駐 プログラム や 割り込み 処理 ルーチン， デバイス 
ドライバ を 害く ときには， ハードウェアの マップ 状態 を 保存し なければ なり ませ 
ん. なぜならば， その プログラムが ハード ゥヱァ 割り込み， ソフト ゥヱァ 割り込 
み， MS-DOS によって 呼び出された ときに， 拡張 メモリ を 使用して いる 他の アブ 
リ ケーシ ヨン ソフト ゥヱァ が 稼動して いる 可能性が あるから です. 



， 



の ファンクション は， 常駐 プログラム や 割り込み 処理 ルーチン， デバイス ド 

ライ バが 初期化 された ときに， 割り当てられた EMM ハンドル を 必要と します. こ 
れは， 割り込まれた 側の アプリケーションの EMM ハンドルではありません. 



192 



5.4 EMS ファンクション リクエスト 



Save Page Map ファンクション は， ページ フレーム のうち， EMS のバ— ショ 
ン 3. x で 定義され ている 64 K パイ トの ページ フレーム のみに 関する マップ レジ 
スタの 状態 を 保存し ます. EMS バージョン 3.x の 仕様で 害 かれた すべての アプリ 
ケーシ ヨン は， この 64K バイ トの もの だけの マップ レジスタの 状態 を 保存す る 
こと を 必要と する ため， 多くの マッピング 可能な ページの すべての マッピング コ 
ン テキスト を 保存す る こと は メモリ 効率 を 落す でしよう. EMS3.X を 超えた 範 
の マップ 可能な メモリ を 使用す る アプリケーション は， マップ レジスタの 保存， 
復元の ために ファンクション ほ または 16 を 川 いるべき です. 

♦ パラメータの 脱 明 
DX =EMM ハンドル 

ソフトウェア または ハードウェア 割り込み を サービス する 割り込み サ 
—ビス ルーチンに 割り当てられ ている EMM ハンドル. 割り込み サービス 
ルーチン は， ページ を マップす る 前に， ページ マツ ビング ハードウェア 
の ステータス を セーブす る 必要が あります. 

emm handle DW ？ 



MOV DX,emm handle 

MOV AH.47H 

INT 67H 

OR AH, AH 

JNZ EMM ERR— HANDLER 



； load EMM handle 

； load function code 

； call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 
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INT67H 




I 機能 I ページ マ ップの リストア 



コール 



IWW] 



AH = 48H 

DX EMM ハンドル 



正常 実行 （ページ アップ は リストア された） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 
回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンク ショ ンが 未定義） 
状況によって は 復旧 可能 （指定の EMM ハ ン ド ル 用の セーブ ェ リ ァ 
内に ページ マツ ビング レジスタがない. プログラムが ページ マツ ピ 

ング 状態の 内容 を セーブして いなかつ たため， Restore Page Map 
ファンクション は その 内容 を リス トァ できない） 

固有な EMM ハンドル のために， 内部の セーブ エリアから， ページ マッピング 
レジスタの 内容 を リストア します. 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 8EH 



拡張 メモリ を 使用して いる 常駐 プログラム や 割り込み 処理 ルーチン， デバイス 
ドライバ を 害く ときには， ハードウェアの マツ 1 態 を 保存し なければ なり ませ 
ん， なぜならば， その プログラムが ハードウェア 割り込み， ソフト ゥヱァ 割り込 
み， MS-DOS によって 呼び出された ときに， 拡張 メモリ を 使用して いる 他の ァプ 
リ ケーシ ヨン ソフトウェアが 稼動して いる 可能性が あるから です. 

この ファンクション は， 常駐 プログラム や 割り込み 処理 ルーチン， デ パイス ド 

ライ パが 初期化 された ときに， 割り当てられた EMM ハンドル を 必要と します. こ 
れは， 割り込まれた 側の アプリ ケーシ ヨンの EMM ハンドルではありません. 

Save Page Map ファンクション は, ページ フレーム のうち， EMS の バー ジョ 
ン 3.x で 定義され ている 64K バイ トの ページ フレーム のみに 関する マツ ビング レジ 
ス タ の 状態 を 保存 します. EMS パー ジ ョ ン 3.x の 仕様で 害 かれた すぺ ての アプリ ケ 
—シ ヨン は， この 64K パイ トの もの だけの マツ ビング レジスタの 状態 を 保存す る こ 



5.4 EMS ファンクション リ ク エス ト 



と を 必要と する ため， 多くの マップ 可能な ページの すべての マッピング コンテ キ 
スト を 保存す る こと は メモリ 効率 を 落す でしよう. EMS 3.x ページ フレーム を 超 
えた 範囲の マップ 可能な メモリ を 使用す る アプリケーション は， マッピング レジ 
_ スタの 保存， 復元の ために ファンクション ほ または 16 を 用いる べきです. 

拳 バラ メータの 説 B 月 
DX = EMM ハンドル 

ソフ トウ エア または ハードウェア 割り込み を サービス する 割り込み サ 
一 ビス ル一 チンに 割り当てられ ている EMM ハンドル. 割り込み サ一ビ 
スルー チン は， ページ マツ ビングの 状態 を リストア する 必要が あり ます. 

匚 g | emm handle DW ？ 



MOV 


DX.emmhandle ； 


load EMM handle 


MOV 


AH.48H ； 


load function code 


INT 


67H ； 


； call the memory manager 


OR 


AH.AH ； 


； check EMM status 


JNZ 


EMM ERR HANDLER 


； jump to error handler on error 
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INT 67H 



Reserved ファンクション No, 10,11 



EMS 拡張 メモリ 仕様の 初期 バ一 ジョンで は， ファンクション 10 は ページ マツ ピ 
ング レジスタの I/O 配列 を 返しました. 現在 はこの 番号 は 予約され ている ので， 
新しい プログラム では 使わないで ください. 

この ファンクション を 用いて いる プログラム は， それら をサ ポー ト している ハ 
—ドウ エア 上で は 正常に 動きます. し 力、 し， EMS の バージョン 4.0 における ファ 
ン クシ ヨン 16 から 30 を 用いて いる プログラム では， ファンクション 10 と 11 を 
使用して はいけ ません. プログラムで， 新しい ファンクション （ファンクション 
16 から 30) と ファンクション 10, 11 を 混ぜて 使用す ると， これらの ファン クシ 
ヨン は 正常に 動きません. 



5.4 EMS ファンクション リクエスト 



INT67H 



Get Handle Count 



ファンクション 



l 機能 l ハン ドル カウン 卜の 取得 



コール 



AH = 4BH 



AH = 00H 正常 実行 （ハンドル カウント は BX に 返された 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義) 

BX オープン している EMM ハンドルの 数 （OS の ハンドル 0 も 含む） 
この 数 は 255 を 超える こと はない. 



システム 内の， ォ一 
数 を 返します. 



いる EMM ハンドル （OS の ハンドル 0 を 含む） の 



[ ® I total open emm handles 



DW ？ 



MOV 



OR 

JNZ 

MOV 



AH.48H 

67H * 

AH.AH 

EMM ERR HANDLER 



: load function code 

； call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 



total_open_emm_handles t BX ； save total active handle count 
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INT67 



Get Handle Pages 



ファンクション No,13 



i;M;l 



ハンドル ページの 取得 

AH = 4CH ' ， 

DX EMM ハンドル 

AH = OOH 正常 実行 （指定 ハンドルの ページ 数が BX に 返された： 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥ ヱ ァが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 83 H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

BX 指定の EMM ハン ドルに ァ ロケ 一 ト されて いる 輪 理 ページ 数 
この 数 は 2048 を 超える こと はない. 

指定の EMM ハンドルに アロケートされ ている ページ 数 を 返します. 



emm handle 

page alloc to handle 



DW 
DW 



MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 

MOV 



DX,emm_handle 

AH，4CH 

67H 

AH.AH 

EMM_ERR— HANDLER 
page— alloc to handle, BX 



load EMM handle 

load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 

save handle pages 
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INT 67H 



Get All Handle Pages 



シ ヨン No. 14 



' m~sn 全 ハンドル ページ 



コール 



： 解 I 



AH = 4DH 

ES:DI オープンされ ている すべての EMM ハンドルの コピーと， 各 ハンドルに 
ァ ロケ 一 ト されて いる ページ 数が ス トァ される 配列の ポインタ 



emm.handle 
pages.alloc-to.handle 
handle.page.struct 



STRUC 
DW ？ 
DW ？ 
ENDS 



AH 



BX 



= 00H 正常 実行 （全 ハンドル ページの 情報が 返された） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
=81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
=84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された フ アンク ショ ンが 未定義） 
オープンされ ている EMM ハン ドルの 総数 （OS の ハンドル 0 を 含む） 
OS ハンドル 0 は， 常に オーブン 状態の ため， 値に ゼロが 返される こと はな 
い. また 255 を 超える こと はない. 

オーブンされ ている EMM ハンドルと， 各 ハンドルに アロケートされ ている ぺ 
ージ 数の 配列 を 返します. 

参 パラメータの 説明 

各 ストラクチャの メンバ は， 以下の 2 つです. 

• emm— handle 

最初の メ ンバは オープン している EMM ハンドルの 値 を 含む ワードです. こ 
の ファンク ショ ンが 返す ハ ン ド ル値は 10 進で 0 から 255 (00OOH か ら 00FFH) 
の 問に あり， ハンドルの 最上 位 パイ トは 常に ゼロです. 

• pages alloc to handle 

2 番目の メ ンバは オープン している EMM ハンドルに ァ ロケ 一 ト された ぺ 

—ジ数 を 含む ワードです. 
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«n_ndnaies 


MOV 


AX'SEG handle— page 


MOV 


ES f AX 


LEA 


Dl, handle— page 


MOV 


AH f 4DH 


INT 


67H 


OR 


AH,AH 


JNZ 


EMM— ERR 一 HANDLER 


MOV 


total— open— handles, BX 



handle— page 一 struct 255 DUP (？) 
DW ？ 



set handle page segment 

ES:DI handle page pointer 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 

on error 
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5.4 EM S ファンクション リクエスト 



INT 67H 



Get Page Map 



、 



ン 3 ン No. 15 
コード 00H 



コール 



ページ マップの 取得 

AX = 4E00H 

ES : Dl dest page_map 

セグメント ： オフ セッ 卜の 形式で 示される， デス ティ ネー シ ヨン 配列への ボイ 
ンタ. 要求され た 配列の サイズ を 決定す るた めに はノ Get Size of Page Map 
Save Array" の サブ ファンクション を 使用す る. 

AH = 00H 正常 実行 （ページ マップ を 取得で きた） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

dest_page_map 

この 配列 は マツ ビング レジスタの 状態 を 含む. また， プログラムが set サブ ファ 
まれる， 

すべての マップ 可能な メモリ 領域の ために， マツ ビング コンテ キス トを セーブ 
します. これ は デスティネーションの 配列へ 拡張 メモリの マッピング レジスタの 
内容 を コピーす る ことにより， 実行され ます. この ファンクション は， EMM ハン 

ドル を 必要と しません. 



dest page map 



MOV 

MOV 

LEA 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



AX.SEG dest_page map 
ES.AX 

Dl.dest page map 

AX.4E00H 

67H 

AH.AH 

EMM_ERR_HANDLER 



DB ？ DUP (？) 
set dest page map segment 

ES:DI dest page map 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
" ； jump to error handler on error 
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INT 67H 



Set Page Map 



ファンクション No. 15 

コード 01H 



コール 



： 解 



ページ マップの セット 

AX = 4E01H 

DS ： SI source_page_map ： 

セグメント： オフセットの 形式で 示される， ソース 配列の ポインタ. アプリ ケ 

ーシ ヨン プログラム では， マツ ビング 状態 を 含む E 列 を ポイントし なければ なら 
ない. 

AH = 00H 正常 実行 （ページ マップ は セットで きた） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） ' 
= A3H 回復 不可 （ソース 配列の 内容が 不正 または 渡された ポインタが 無 
効） 

ページ マ ッ プの サブ フ アンク ショ ンは, システム 内の 各 拡張 メ モ リ の マ ッ ピン 
グ レジスタに ソース 配列の 内容 を コビ一 する ことによ り， すべての マップ 可能な 
メモリ 領域 （^メモリと 拡張 メモリ） のために マッピング コンテキスト を リスト 
ァ します. マツ ビング コンテ キス トを セーブ または リス トァ する 必要が あれば， 
この ファンクション を ファンクション 8 と 9 の 代用と して 使用す る ことができ ま 
す. また， このと きに EMM ハンドル を 使用す る 必要はありません. 



source page map 



DB ？ DUP (？) 



MOV 


AX,SEG source page 一 map 


； set source page map segment 


MOV 


DS'AX 




LEA 


Sl.dest— page 一 map 


； DS:SI source— page— map 


MOV 


AX.4E01H 


； load function code 


INT り， 


67H 


； call the memory manager 


OR 


AH,AH 


； check EMM status 




EMM ERR HANDLER 


； jump to error handler on error 



5.4 EMS ファンクション リ ク エス ト 



INT 67H 



Get & Set Page Map 



ファンクション No,15 

コード 02H 



ベ 



ニー ジ マップの 取得と セッ ト 



AX = 4E02H 

ES : Dl dest_page_map 

セグメント ： オフ セッ トの 形式で 示される， デスティネーション 配列への ボイ 
ンタ. 現在の マップ レジスタの 内容 は， この 配列 中に セーブ される • 
DS ： SI source— page map 

セグメント ： オフ セッ トの 形式で 示される ，ソース 配列への ポィ ンタ. この 配列 
の 内容 は， マップ レジスタ 内に コピー される • 

正常 実行 （ページ マップの Get & Set がで きた） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
回復 不可 （メモリ マネー ジ ャに 渡された ファンク ショ ン が 未定義） 

回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
回復 不可 （ソース 配列の 内容が 不正 または 渡された ボイ ンタが 無 
効） 

dest page—map 

この 配列 は， マツ ビング レジスタの ステート を 含む， プログラムが Set サブ フ 
アン クシ ヨン を コールした ときに Get した 状態に 戻す ために 必要な 追加 情報 も 
含まれる， 

この サブ ファンクション は， まず， システム 内の 各 拡張 メモリの， マツ ビング 
レジスタの 内容 を デスティネーション 配列に， コピーし ます • 次に サブ ファンク 
シ ヨン は ソース 配列の 内容 を， 各 拡張 メモリの マッピング レジスタに コピーし ま 
す. これにより， カレントの マッピング コンテキスト を セーブし， すべての マツ 
プ 可能な メモリ 領域 （内部， 拡張 メモリ 共） のために， 前の マツ 
スト を リストア します， 



AH = 0( 
= 80H 
= 81H 
= 84H 
= 8FH 
= A3H 
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MOV 

MOV 

MOV 

MOV 

LEA 

LEA 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



AX.SEG dest— page—map 
ES.AX 

AX.SEG source page map 
DS.AX 

Dl.destpagemap 

Sl.destpagemap 

AX.4E02H 

67H 

AH, AH 

EMM ERR HANDLER 



？ DUP (？) ': 
？ DUP (？) 

set dest page map segment 



set source 

ES:DI dest_page_map 

DS:SI source page— map 

load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 
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5.4 EMS ファンクション リクエスト 



INT 67H 



Get Size of Page Map Save Array 



シ ヨン No. 15 
コード 03H 



； ページ マップ セーブ 配列の サイズ 取得 



ール 



ター: 



AX = 4E03H 

AH = 00H 正 « 実行 （配列の サイズ を 取得した 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクション が 未定義） 

= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

AL size— of 一 array 

プログラムが 前項の 3 つの サブ ファンクション を コール するとき に 必要と され 
る メモリ エリアの バイト 数. この メモリ エリア は， アプリケーション プログラム 

で 供給す る. 



m~w\ 前^に 記した 3 つの サブ フ アンク ショ ン により 渡された E 列に 必要な メモ ！ 

大きさ を 返します. ページ マップの セーブ 配列 は， 拡張 メモリ システムの 構成 や 
マネージャの 動作に 依存して います. そのため， サイズ は メモリ マネージャが 口 
ード された 後に 取得され なければ なりません • 



size of array 



MOV 



AX,4E03H 
67H 



OR 

JNZ 

MOV 



EMM 一 ERR— HANDLER 
size 一 of 一 array,AL 



DB ？ - 

； load function code 

； call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 

； save size of array 
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INT 67H 



Get Partial Page Map 



、 



ン ヨン No, 16 
コード 00H 



□ 



置， i， 



コール 



システム 内の 指定の マップ 可能 メモリ 領域 用の マッピング コンテキストの 一部 を 
セーブす る. 

AX = 4F00H 

DS ： SI partial page map 

ページ マップの一 部 を 示す ストラクチャの ボイ ンタ， 



partial page map struct 
mappable_segment-Count 
mappable— segment 

partial-page.maD.struct 



STRUC 
DW ？ 

DW (？) DUP (？) 
ENDS 



ES : Dl dest array 

要求され た 配列の 大きさ を 決定す るた めに は， Get Size of Partial map Save 
Array を 使用す る. 

AH = 00H 正常 実行 （ページ マップの 取得が できた） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 



回復 不可 （指定の セグメ 
ある） 



= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
= A3H 回復 不可 （ソ一 ス 配列の 内容が 不正 または 渡された ボイ ンタが 無効 
destarray 

この E 列 は， マッピング コンテキストの一 部と， プログラムが Set ファン クシ 
ヨン を コールした とき， この コンテ キス トを 元の 状態へ リストア する ためにぶ 
な; 情報な どが 含まれる. 



5.4 EMS ファンクション リクエスト 



この ファンクション は システム 内で 指定され た マップ 可能 メモリ 領域の マツ ピ 
ング コンテキストの一 部 を セーブし ます. また， この ファンクション では マツ ピ 
ング コンテキストの一 部の み を セーブす るた め， ファンクション 15 に比べて， 

セーブ エリア 用に 確保す る メモリ も かなり 削減され， 同時に 処 g 度 も 速くな り 
ます. この ファンクション は， これらの 処理 を， デスティネーション 配列に 選択 
された マッピング コンテ キス 卜の 内容 を コピーす る ことによ り 行います • 

♦ パラメータの 脱 明 

ストラクチャの メ ンバは 以下の 2 つです. 
. mappable 一 segment— count 

この メ ンバは ワードで， すぐ あとに 統く ワード 配列 内の メンバ 数 を 定義し ます. 
マップで きる セグメ ントの 数 を 超えて はなり ません. 



. mappable segment 

2 番目の メンバ は， ワードで セーブ される マッピング コンテ キス トを 所有す る マ 
ツ^ 能な メモリ 領域の セグメント アドレス を 含みます. この セグメント ァ ドレ 
スは， マッ^ J 能な セグメントで なければ なりません. どの セグメントが マップ 
可能 か を 調べる に は， ファンクション 25 を 使用し ます. 



partial— page— map 
dest array 



MOV 

MOV 

LEA 

MOV 

MOV 

LEA 

MOV 



OR 
JNZ 



AX.SEG partial_page_map 
DS'AX 

Sl,partial— pagemap 
AX ( SEG dest_array 
ES.AX 

Dl，dest array 
AX.4F00H 
67H 
AH ( AH 

EMM ERR HANDLER 



partial 一 page map— struct く > 
DB ？ DUP (？) 

partial page map segment 

DS : SI partial page map point 
set dest array segment 

ES : Dl dest arrey point 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
jump to error handler on error 
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INT 67H 



Set Partial Page Map 



シ ヨン No, 16 
コード 01H 



メモリ 内の マツ ビング コンテキストの を リストア する. 

AX = 4F01H 

DS ： SI source—array ' 

セグメント： オフ セッ トの 形式 を 持つ ソース 配列の ボイ ンタ. アプリ ケ一 ショ 
ン プログラム では， マッピング レジスタ ステートの 一部 を 含む 配列 をポィ ントし 
なければ ならない. 要求され た 配列の サイズ を 決定す るた めに は， Get Size of 
Partial Page Map Save Array フ アンク ショ ンを 参照す る こ と. 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 84H 
= 8FH 
= A3H 



正常 実行 （ページ マップの セッ 卜が できた） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 

回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ x ァが 動作し ない） 

回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

回復 不可 （サブ ファンクション バラ メータが 無効） 

回復 不可 （ソース アレイの 内容が 不正 または 渡された ポインタが 無 

効） 




この ファンクション は， 指定され た マッ^ 能 領域の ために， マツ ビング コン 
テキストの一 部 を リストア する ものです. この ファンクション では， マツ ビング 
コンテ キス トの一 部の み を リス トァ する ため， 全 システムの マツ ビング コンテ キ 
スト を リス トァ する ファンクション 15 に比べて， メモリ エリア は削滅 され， また 

なります. サブ ファンクション は， ソース K 列の 内容 を 選択され 
トに コピーす る ことにより セッ トを 行います， 

source array segment 

DS:SI source array point 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
jump to error handler on error 



MOV 
MOV 
LEA 
MOV 



AX'SEG source array 
DS.AX 

Sl.source array 

AX.4F01H 

67H 



OR 
JNZ 



EMM ERR HANDLE 



208 



5.4 EMS ファンクション リク エス ト 



INT 67H 



Get Size of Partial Page Map Save Array 



ン No. 16 
コード 02H 



□ 



mm 



ベー ジ マ ッ プの 一部 を セーブす る 配列の サ ィ ズ 取得 

AX = 4F02H 

BX 部分的に マップ される ページ 数 

この 数 は， Get Partial Page Map サブ ファンク ショ 
count と 同じになる. 

AH = 00H 正？ R 実行 （S 列の サイズ を 取得した） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ユアが 動作し ない） 

-84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義) 

= 8BH 回復 不可 （物理 ページ 数が システム 内の 物理 ページの 範囲 を 超え 

た） 

= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
AL size_of_partial_save_array 

プログラムが， "Get" "Set w の サブ ファンクション を コール するとき に， 必要 
とされる パイ ト数. この エリア は アプリケーション プログラム 側で 用意す る. 

ファンクション 16 の 他の 2 つの ファン クシ ョ ン によ り 渡された 配列に 必要な 
メモリの 大きさ を 返します. ページ マップの セーブ 配列の サイズ は， 拡張 メモリ 
の 構成 や マネージャの 動作に 依存して います， そのため ハー ドウ ヱァの 構成 や 動 
作 IW に 開きが あるた め， 指定の メモリ マネージャが ロード された 後に サイ ズを調 
ベなくて はなり ません. 



お' J 



number of page to map 
sizeofpartialsavearray 



DW ？ 
DW ？ 



MOV 

MOV 

IN 丁 

OR 

JNZ 

MOV 



BX'number of— page—to— map 
AX，4F02H 
67H 




size of 



to map 

； load function code 
； call the memory manager 
； check EMM status 
； jump to error handler on error 
， AX ； save size of partial save array 
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INT 67H 



Map/Unmap Multiple Handle Pages ファンクション No. 17 

(Logical Page/Physical Page Method) コード 00H 



コー 



： 解 锐: 



複数 ハンドル ページの マッピング ノ 物理 ページの アン マツ ビング 
(論理 ページ ノ 物理 ページ 方式） 

AX = 5000H 

DX EMM ハンドル 

CX 配列 内の エントリ 数 

DS ： SI 配列の ストラクチャへの ポインタ 



log_to_phys map struct 
log 一 page— number 
phys_page number 

log to phys map struct 



STRUC 
DW ？ 
DW ？ 
ENDS 



PT» -ン】 AH = 00H 

= 80H 

= 81H 

= 83H 

= 84H 

= 8AH 

= 8BH 



正常 実行 （マッピング 完 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフ トウ エアが 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 
回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

復旧 可能 （マッピング された 論理 ページが EMM ハンドルに ァ ロケ 

― ト されて いる 論理 ページの 範囲 を 超えて いる） 

復旧 可能 （物理 ページが マツ ビング 可能な 物理 ページの 範囲 を 超え 

ている） 

回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 



= 8FH 

指定され た 複数の 論理 ページ を， 指定の 物理 ページに マッピング します. また 
は 指定の 物理 ページ を アン マツ ビングし ます. 

パラメータの K 明 

ストラクチャの メ ンバは 以下の 2 つです. ' 
. log— page number 

この メンバ は ワードで， マッピング される 論理 ページ 番号 を 示します. 論理べ一 
ジの 番号 は， 0 から [EMM ハンドルに ァ ロケ 一 ト されて いる 論理 ページの 铰 大数— 
1] までの 範囲に あります. もし 論理 ページが FFFFH に セットされ ていれば， 指 
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5.4 EMS ファンクション リクエスト 



定の 物理 ページ は アン マッピングされ， 物理 ページ を 介して 論理 ページへ ァクセ 
ス （読み 辔き） できなくなります. 



. phys page number 

2 番目の メンバ は ワードで， 論理べ一 ジが マツ ビング される 物理べ 
示します. 物理 ページの 番号 は 0 から [システムが サポート してい 

の 最大 数 一 1] までの 範囲に あります. 



ジの 番号 を 
ページ 



log to phys map 
emm handle 



log_to_phys_map_struct ？ DUP (？) 
DW ？ 



MOV 

MOV 

LEA 

MOV 

MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



； set 



108 t0 PhyS 



map segment 



AX，SEG log—to— phys jnap 

DS'AX : 

S リ og—to— phys map ； DS:SI log to phys map point 
CX ，し ENGTH log 一 to 一 phys— map ； set array entry 

DX'emm— handle ； set handle 

67H ; call the memory manager 

AH.AH : check EMM status 

emm err handler ； jump to error handler on error 
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INT 67H 



Map/Unmap Multiple Handle Pages ノ アンス シ ヨン No. 17 

(Logical Page/Segment Address Method) コード 0 1 H 



I 機能 I 複数 ハンドル ページの マッピング Z 物理 ページの アン マツ ビング 

(論理 ページ ノ セグメ ント アド レス 方式） 

I コール I AX = 5001H 

DX EMM ハンドル 
CX 配列 内の エントリ 数 
DS:SI 配列の ストラクチャへの ポインタ 

log_to_seg_map_struct STRUC 

log_page number DW ？ 

mappable segment— address DW ？ 

log 一 to— seg 一 map— struct ENDS • 

AH = 00H 正常 実行 （マッピング 完了） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
= 83 H 回復 不可 （指定の EMM ハン ドルがない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8AH 復旧 可 暁 （マ ツビ ング された 論理べ 一 ジが EMM ハンドルに ァ ロケ 

ート されて いる 論理 ページの 範囲 を 超えて いる） 
= 8BH 復旧 可能 （指定され た マップ 可能な セグメント アドレスが マツ ピン 
グ できない） 

= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

指定され た 複数の 論理 ページ を 指定の セグメ ント アドレスに マッピング しま 
す， または 指定の 物理 ページ を アン マッピング します. 

* パラメータの 说明 

ス トラ クチャの メンバ は 以下の 2 つです. 
. log 一 page 一 number 

この メンバ は ワードで， マッピング される 論理 ページの 番号 を 示します. 論理べ 
—ジの 番号 は 0 から [アロケート される 論理 ページの 嵌 大数— 1] の 範囲に ありま 
す. もし 論理べ一 ジ 番号が FFFFH に セットされ ていれば， 指定の 物理べ一 ジはァ 
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5.4 EMS ファンクション リ ク エス ト 



ン マッピングされ， 物理 ページ を 介して 論理 ページへ アクセス （読み 害き） でき 
なくなります， * 

. mappable segment— addres 

2 番目の メンバ は ワードで， 論理 ページが マッピング される セグメント アドレス を 
示します. この セグメント アドレス は， マッピング 可能な セグメント アドレスで 
なくて はなり ません. マッピング 可能な セグメント アドレス は， ファンクション 
25 (Get Mappable Physical Address Array) により 知る ことができます • 



I 例 I log_to_phys_map 



emm handle 



log 一 to 一 phys 一 map 一 struct ？ DUP (？) 
DW ？ 



MOV 

MOV 

LEA 

MOV 

MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



AX.SEG log 一 to 一 phys— map 
DS.AX 

S リ og_tO-Phys— map 

CX.LENGTH log_to_phys_map 

DX,emm 一 handle 

AX.5001H 

67H 

AH.AH 

emm err handler 



― ― 



set log to phys map segment 

DS:SI log to phys map point 

set array entry 

set handle ' 

load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 



この ファンクション （ファンクション 17 の 2 つの ファンク ショ ン） 1 回の コー 
ルで， システムが サボ 一 ト している 物理 ページと 同数の 論理 ページ を マッピング 
(アン マッピング） できます • したがって， 1 度に 1 つの ページ を マツ ビングす る 
よ り 少ない 処理 時間で 済みます • 多くの ページ を マツ ビングす る アブリ ケ一 ショ 
ンブ ログ ラムで は， この ファンクション がより 良い マツ ビング 方法です • 

參 複数 ページの マッピング ' 

この ファンクションに 渡された EMM ハンドル は， どの タイプの 論理 ページが 
マッピングされ たかを 決定し ます. ファンクション 4 や ファンクション 27(AUo- 
cate Standard Pages サブ ファンクション） で アロケート さ れた 論理べ 一 ジ は， 
ページと して 参照され， その サイズ は 16K バイトです. ファンクション 27(Allo- 
cate Raw Pages サブ ファンクション） で アロケート された 論理 ページ は ローべ 
—ジ として 参照され ますが， ファンクション 4 で アロケート された ページと 同サ 
ィズと は 限りません. 
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譬 複数 ページの アン マツ ビング 

この ファンクション は， 指定の 物理べ一 ジ を 介 し た 論理べ 一 ジの 読み 寄き を不 

可に する ことができます. 指定の 物理 ページから アン マッピング された 論理べ一 
ジは， その 物理 ページから 読み 害き する こと はでき ません. （アン マッピングされ 
た） 論理 ページ は， 再度 同じ 場所に マッピングす るか または アン マッピング 状態 
の 物理 ページに マッピング する ことで， 再び 使用可能 にします. 物理 ページの ァ 
ン マッピング は 論理 ページ を FFFFH にセッ 卜する ことにより 完了し ます. 

* 複数 ページの マツ ビングと アン マツ ビングの 並行 実行 

ページの マッピングと アン マッピング は一 度の コールで 実行す る ことができ ま 

す. 

マッピング または アン マツ ビング 対象の ページが 存在し なくても， エラー 扱い 
に はなり ません. もし， ゼロ ページの マッピング または アン マッピングの 要求が 
実行 されても， 何も 行われな いし， また 何の エラー も 返しません. 

♦ マッピングと アン マッピング 方法の 変更 

ページの マツ ビング， アン マツ ビングに は 2 つの 方法が あります. どちらの 方 
法で も 結果 は 同じです. 

1. 第一 の 方法 は， 論理 ページと それが マツ ビング される 物理 ページ を 指定し ま 
す. この 方法 は ファンクション 5 (Map Unmap Handle Page) の 拡張です. 

2. 第 2 の 方法 は， 論理 ページと それが マツ ビング される セグメント アドレス を 
指定し ます. 

これ は， 基本的に は 第 1 の 方法と 同じな のです が， ページの 相対 位置 を 表して 

いる だけの 番号 を 使用す るより も， 物理 ページの 実際の アドレス を 使用した 方が 
より 簡単です. メモリ マネージャ は， 指定の セグメント アドレスが， マッピング 

可能な 物理 ページの 範囲 内に あるか どうか を チェック します. そして マネージャ 
は， 渡された セグメント アドレス を， ページに マツ ビングす るた めに 必要な 内部 
表現に 置き換えます. 
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INT 67H 




ページの 再 アロケート 



コール 



漏:】 



AH = 51H 

DX EMM/\> ドル 

BX reallocation count 

この ファンク ショ ンが コール された 後で， この ハンドルが ァ ロケ一 卜する ぺー 
ジの 総数 



rr» —ン I ah = ooh 

= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 87H 



BX 



正 紫 実行 （再 アロケート 完了） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハ一 ドウ ユアが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 
回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクション が 未定義） 
復旧 可能 （システム 内の 使用可能な ページ 数 は 新しい 再ァ ロケ ーシ 
ヨン 要求に とって 無意味であった， プログラム は， より 少ない ベー 
ジを EMM に アロケートす るよう 指定す る ことにより 復旧で きる） 
= 88H 復旧 可能 （未 アロケート ページの 数が 新しい アロケーション 要求に 
とって 無意味であった. プログラム は， 追加 ページが 使用可能な とき 
に 再度 要求 を だす か， より 少ない ページ を 指定す る ことにより 復旧 
できる） 

再 アロケーション 後 ハン ドルに ァ ロケ 一 ト された ページ 数 



この ファンク シヲン により， EMM ハンドルに アロケートされ ている 論理べ 一 
ジの 数を增 したり 滅 らしたり できます. 再 アロケートに は 以下の 4 つの 場合が あ 
ります. 



パラメータの 説明 
BX reallocation count 



1. 再 アロケーション カウント = 0 

アプリケーションに 割り当てられた ハンドル は 割り当てられ たままで， まだ ァ 
プリ ケ一シ ヨンが これ を 使用す る ことができます. メモリ マネージャ は， ハンド 
ルを 別の アプリケーションに 再び 割り当てる こと はしません. しかし ハンドル は， 
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メモリ マネージャに 返した， ァ ロケ一 ト されて いたす ベての ページ を も 保持して 

います. アプリケーション は， DOS に 戻る 前に Deallocate Pages ファンク ショ 
'- ン （ファンクション 6) を 呼び出さなければ なりません. さもなければ， ハンドル 

は 割り当てられ たままで あり， 別の アプリ ケーシ ヨンが 使用す る こと はでき ませ 

ん. "-, 

2. 再 アロケーション カウント = カレントの アロケーション カウント 

これ は エラーと して は 扱いません. 成功 ステータス （AH = 0) を 返します， 

3. 再 アロケーション カウント > カレントの アロケーション カウント 

メモリ マネージャ は， 指定され た EMM ハンドルに 既に アロケートされ ている 
ページに， 新たな ページ を墦 やそうと します. 加えられた 新たな ページ 数 は， 再 

アロケート 数と 現在の アロケート 数の 差です • EMM ハンドルに アロケートされ 
ていた 論理 ページの 順番 は， この 操作の 後 も 変わりません. 新たに アロケート さ 
れた ページ は， 前に アロケート された ページが 終った ところから 昇 頼に 始まる 論 
理 ページ 番号が 付けられます. 

4. 再 アロケーション カウント く カレントの アロケーション カウント 

メモリ マネージャ は， 現在 アロケート された ページの いくつか を 取り除き， そ 

れらを メモリ マネージャに 返そうと します. 取り除かれる 古い ページの 数 は， 現 

在の ァ ロケ 一 ト 数と 再 ァ ロケ 一 ト 数の 差です. ページ は， 指定され た EMM ハンド 

ルに 現在 ァ ロケ 一 ト されて いる ページ 列の » 後から 取り除かれます. EMM ハンド 
ルに アロケート された 論理 ページの 順番 は， この 操作の 後 も 変わりません. 

どのような 型の 論理 ページが 再ァ ロケ 一 ト される か は EMM ハン ドルで 決ま り ま 
す. ファンクション 4 で アロケート された 論理 ページ は ページと 呼ばれ， 16K バイ 

トの 大きさ を 持ちます. ファンクション 27 でァ ロケ一 ト された 論理 ページ は 口一 
(raw) ページと 呼ばれ， ファンクション 4 で アロケートした ページの 大きさと 同 
' じと は 限りません， 

• リ ターン 値の K 明 

BX 再 アロケーション 後 ハン ドルに ァ ロケ 一 ト された ページ 数 

ページが iUtra または 削除され た 後， EMM ハンドルに 現在 ァ ロケ 一 ト されて い 

る ベー ジ数を 示 します • AH に 0 が 返 つてき た 場合 は， BX の 値 は， この ファンク 
シ ヨンの 呼び出し 前の ハンドルに アロケート された ぺ一ジ 数と 等しくな ります. 
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emm handle 
realloc^count 
current— alloc— page count 
MOV DX,emm— handle 
MOV BX,realloc— count 
MOV AH,51H 
INT 67H 
OR AH'AH 
JNZ emm— err— handler 
MOV current— alloc_page— count, BX 



DW ？ 
DW ？ 
DW ？ 

； set emm handle 

； set realloc count 

; load function code 

: call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 
； save current alloc page count 
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INT 67H 



Get Handle Attribute 



シ ヨン No- 19 
コード 00H 



ノヽン ド 



ユー 



AX = 5200H 
DX EMM ハンドル 



AH 


= 00H 


正常 実行 




= 80H 


回復 不可 




= 81H 


回復 不可 




= 83H 


回復 不可 




= 84H 


回復 不可 




= 8FH 


回復 不可 




= 91H 


回復 不可 


AL 


handle 


attribute 



(メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
(拡張 メモリ ハ一 ドウ ユアが 動作し ない） 

(指定の EMM ハンドルがない） 

(メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義) 
(サブ ファンクション パラメータが 無効） 

(サポートされ ていない） 



EMM ハンドルの ァ ト リ ビュート を 示す • 
0 の 場合 ハンドル は 揮発性. 
1 の 場合 ハンドル は 不揮発性. 



の 7 アン クシ ヨン は， ハンドルに 関する アトリビュート を 返します. アト 
ビュート は 揮発性 か 不揮発性の どちら かです. 不揮発性の アト リ ビュートの ハ： 
ドル は， メモリ マネージャが ウォーム ブ一 トの間 ハンドルの ページの 内容 をセー 
ブ できる ようにし ます • しかし， この ファンクション は， ユーザー オプションで 
使えない 場合 や， メモリ ボ一 ドゃ システム ハー ドウ エアで サボ— ト されて いない 
場合が あ ります. 

ハンドルの ァ ト リ ビュートが 不揮発性に セッ ト されて いるならば， ハンドルと 
その 名前 (割り当てられ ている 場合)， ハンドルに ァ ロケ一 ト された ページの 内容 
は， ウォーム ブート 後 も 全部 保持され ています. 



汪 » I PC-9800 シリーズ では， 揮^の ァ ト リ ビュート のみ 通知され ます. 
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[ pfl emm— handle 



MOV 
MOV 



OR 

JNZ 

MOV 



DX.emm— handle 

AX f 5200H 

67H 



emm err handler 
handle attribute'AL 



DW ？ 

？ 

set emm handle 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
jump to error handler on error 
save handle attribute 
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INT 67H 




コール 



ハンドル アトリビュートの セッ ト 

AX = 5201 H 

DX EMM ハンドル 

BL new handle 一 attribute 

EMM ハンドルの 新しい ァ ト リ ビュー ト を 示す 



AH = 



正常 実行 （EMM 
回復 不可 （メモリ 



(拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
(指^の EMM ハンドルがない） 

(メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

ヨン パラメータが 無効） 
回復 不可 （指定の アトリビュート は 定義され ていない） 
(サポートされ ていない） 



= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 8FH 
= 90 H 
= 91H 



この ファン クシ ョ ンは， EMM ハンドル に関する ァ ト リ ビュー ト を 修正す る と 
き な ど に 使用 します， EMM ハンド ルが 持つ アトリビュート は， 揮発性 ま た は不揮 

発 性です. 不揮発性 ァ ト リ ビュート は， EMM が ウォーム ブートの 間 ハンドルの ぺ 
ージの 内容 を 保持で きる ようにし ます. しかし， この ファンクション は ユーザー 
オプションで 使用で きない 場合 や， メモリ ボード や システム ハードウェアで サボ 
ート されて いない 場合が あります. もし EMM ハンドルの アト リ ビュートが 不揮 
発 性に セットされ ていれば， EMM ハンドル， または， EMM ハンドルの 名前 (割 
り 当てられ ている 場合)， EMM ハンドルに アロケート されて いるべ- 
は， ウォーム ブート 後 も 全部 保持され ます. 

一夕の 脱 明 



0 の 場合 EMM ハンドル は 揮発性 
1 の 場合 EMM ハンドル は 不揮発性 

揮発性の EMM ハンドル アトリビュート は， メモリ マネージャに， ウォーム ブ 
― ト した 後 EMM ハン ドルに ァ ロケ 一 ト されて いる ページと EMM ハン ドルの 
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a 



両方 をデ アロケート する ように 知らせます. もし， 全 EMM ハ 
アトリビュート （既定の アトリビュート） ならば， EMM ハンドルの ディ レク トリ 
は 空に なり， 拡張 メモリ すべてが ウォーム ブー ト後 すぐに 0 に 初； 



PC-9800 シ リ ーズ では， 不揮発性の ァ ト リ ビュー ト をサ ポー ト していません. 
不揮発性 を 指定した 場合に は， AH = 91H が 返されます. 



emm handle 
new handle attrib 



MOV 

MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



DX.emmhandle 

BX'new handle— attrib 

AX.5201H 

67H 

AH，AH 

emm err handler 



DW 
DB 



set emm handle 

set new handle attribute 

load function code 



check EMM status 



on error 
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INT 67H 



Get Attribute Capability 



ファンクション No.19 

コード 02H 



I ffl 能 I ハン ドル ァ 卜 リ ビュートの ケィパ ピリ ティ を 取得 



コール AX = 5202H 



is 



AH = 00H 正常 実行 （EMM ハンドルの アトリビュート を 取得した） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウエアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ x ァが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

アトリビュートの 性能 を 示す. 

0 の 場合， メモリ マネージャと ハードウェア は 揮発性の EMM ハンドル のみ を 
サポート. 

1 の 場合， メモリ マネージャと ハードウェア は 不揮発性の EMM ハンドルと 揮 
発 性の EMM ハン ドルの 両方 をサ ポー ト， 



この ファンクション は， メモリ マネージャが 不揮発性の ァ 
ート できる か を 調べる ために 使用し ます. 



ビュート を サボ 



'や; に 揮発性の アトリビュート （AL = 0) を 返します 



attrib capability 



MOV 

INT 

OR 

JNZ 

MOV 



AX,5202H 

67H 

AH.AH 

emm err handler 
attribcapability.AL 



load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 

save attribute capability 
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INT 67H 



Get Handle Name 



シ ヨン No. 20 
コード 00H 



コー 



、 



ハンドル 名の 取得 

AX = 5300 H 

DX EMM の ハンドル 番号 

ES : Dl handle—nameE 列 

8 バイ 卜の E 列で， 現在 EMM ハンドルに 割り当てられ ている 名前が コピ 
れる， 



—さ 



AH = 00H 正常 実行 （ハンドル 名 を 取得した） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
= 83H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
handle name 配列 

指定の EMM ハンドルの 名前 を 含む 

この ファンクション は， 現在 EMM ハンドルに 割り当てられ ている 8 文字の 名 

前 を 取得し ます. ハンドル 名に 使用され る キャラクタに ついては 制限 はあり ませ 
ん （00H〜FFH のい ずれの コードで もよ い）. ハンドル 名 は， ASCII の null (バ 
イナ リの 0) に 3 回 初期化 されます. それ は， メモリ マネージャが インストール さ 
れ たと き， ハンドルが ァ ロケ 一 卜される と き， EMM ハン ドルが デァ ロケ 一 ト され 
ると きの 3 回です. ハンドル 名が すべて ASCII の null ならば， 名前 はついて いな 
いと 見なされます. EMM ハンドルが 名前 を 割り当てられる とき， 少なく と も 名前 
中の 1 文字 は， 名前の ない EMM ハンドルと 区別す るた めに null でない キャラ ク 
タ でなくて はなり ません. 



handlename 
emm handle 



MOV 
MOV 
LEA 



AX.SEG handle —name 
ES.AX 

Dl,handle_name 



DB 8 DUP (？) 
DW ？ 



set handle name segument 



ES:DI handle name pointer 
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MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



DX，emm— handle 

AX ' 5 難 
67H 

AH.AH 

emm err handler 



； set emm handle 

； load function code 一 

； call the memory manager 

: check EMM status 

； jump to error handler on error 
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INT 67H 

[set Handle Name ファン クシ ^ヒ ^No.20 



I 機能 I ハンドル 名の セッ ト 

I コール I AX = 5301 H • 

DX EMM の ハンドル 番号 
DS:SI handle_name への ポインタ 

EMM ハンドルに 割り当てられる 名前 を 含む バイ トの 配列. ハンドル 名が 8 パ 
ィ トに满 たない 場合 は 残り を null で 埋める. 

I リターン I AH = 00H 正常 実行 （ハンドル 名 を セットした） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱ ァが勳 作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 83H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
= A1H 復旧 可能 （この 名前 を 持つ ハンドル は 既に 存在す る. 指定の ハンド 
ルに 名前の 割り当てが できない.） 

I 解 K I この ファンクション は， EMM ハンドルに 対し 8 文字の 名前 を 割り当てます ノ、 

ン ドル 名で 使用され る キャラクタに 制限はありません. 全文 字 （ASCII コード 0 
〜FFH) を 名前の 各 キャラクタ として 割り当てられます. 

インストール 時， すべての EMM ハンドルに は ASCII の null (バイナリの 0) 
で 初期化 された 名前が つけられ ています. 名前の 中が 全部 ASCII の null ならば， 
名前 はついて いません， EMM ハンドルが 名前 を 割り当てられた とき， 少な く と も 
1 文字 は， 名前の ない EMM ハンドルと 区別す るた めに null ではない ASCII キ 
ャラ クタで なければ ならず， また 同じ 名前 を 他の EMM ハンドルが 持つ こと はで 
き ません， 

EMM ハンドル は， EMM ハ ン ドルに 新しい 値をセ ット する こと で 名前 を 付け 
直す ことが 可能です. EMM ハンドル は， ハンドル 名 を 全部 ASCII の null にセ ッ 
卜する ことにより 名前 を 除去す る こと も 可能です. EMM ハンドルが デァ ロケ一 
卜される と， 名前はなくなります. 
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「 I handle^name ， 

emm handle 

MOV AX.SEG handle_name 
MOV DS.AX 
LEA Sl.handle— name 
MOV DX'emm 一 handle 
MOV AX.5301H 
INT 67H 
OR AH.AH 
JNZ emm err handler ' 




DB "AARDVARK" 

DW ？ 一 

； set handle name segment 

； DS:S! handle name pointer 
； set emm handle 
； load function code 
: call the memory manager 
； check EMM status 
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INT 67H 



Get Handle Directory 



ファンクション No.21 

コード 00H 



ノ、 ン ド 

AX = 5400H 

ES : Dl handle— dir への ボイ ンタ 

メモリ マネージャが ハンドルの ディ レクト リを コピーす る メモリ エリ ァ への ポ 

ィ ンタ 



Handle dir— struct 
handle value 
handle— name 

Handle dir struct 



STRUC 
DW ？ 

DB 8 DUP (？) 
ENDS 



AH = 00H 正常 実行 （メモリ マネージャ あり ハー ドウ ユア は 正常に 動作） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 83H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
handle dir 



EMM ハンドルの 値と 各 



Wit 



VI ハンドルに 関連す る ハンドル 名 を 含む • 



AL handle—dirE 列 内の エントリ 数 

ハンドルの ディ レク ト リ 配列 内の ェン ト リ数を 示す. これ は オープンな EMM 
ハンドルの 数と も 同じ. たとえば， オーブンな EMM ハンドルが 1 つで あれば AL 

に は 1 が 返される. 



アンク ショ ンは， すべての ァク ティ ブ EMM ハンドルと & ハンドルに 割 
り 当てられ ている 名前 を 返します. 名前 を 割り当てられない EMM ハンドル は， 
ASCII の null (バイナリで 0) で 埋まった デフォルト 名 を 持ちます. EMM ハンド 
ルが 最初に ァ ロケ 一 ト された とき， または EMM ハンドルに 厲 する すべての ベー 
ジがデ アロケート された とき （つまり オープン EMM ハンドルが クローズ された 
とき）， EMM ハンドルの デフォルト 名 は ASCII の null に セット されます. これ 
は， 後で EMM ハンドルが オーブン された とき， 名前 を 持てる ようにす るた めで 
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す. 名前に 割り当てられる 値 は 0〜FFH です. ， 
配列に 要求され る バイ ト数は 10 バイ ト XEMM ハンドルの 合計 数 （1 ェント リ 
当り 10 バイ ト） で この 配列の 大きさの 上限 は 10 バイ ト X255 = 2550 パイ 卜です. 

* パラメータの 脱 明 

ストラクチャの メ ンバは 以下の 2 つです. 
handle value 

最初の メンバ は ワードで， オーブンな EMM ハンドル を 示します. 
handle name 

2 番目の メンバ は EMM ハンドルの ASCII 名 を 含む 8 バイ 卜の ffi 列です. 現 
在 ハンドルに 名前がなければ， すべて ゼロの 値 （ASCII の null) が セット されて 
います. 

「例] handle dir handle 一 dir struct 255 DUP (？) 

num entries in handle dir DB ？ 

MOV AX'SEG handle 一 dir 

MOV ES'AX 

LEA Dl,handle_dir 

MOV AX.5400H 

INT 67H 

OR AH'AH 

JNZ emm err handler 

MOV num— entries in handle— dir,AL 



: set handle dir segment 

: ES:DI handle dir pointer 

； load function code 

manager 
check EMM status 

jump to error handler on err 
entries in handle dir 
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INT 67H 



Search for Named Handle 



ファンクション No. 21 

コード 01H 



I 機能 I 指定の 名前 を 持つ EMM ハン ドルの サーチ 



リターン 



CD 



AX = 5401 H 

DS : SI handle 一 name 

サーチす る 名前 を 含む 8 バイ トの 文字列への ポインタ 

AH = 00 H 正常 実行 （指定の 名前の ついた EMM ハンドルが 見つかった） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義) 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
= A0H 復旧 可能 （EMM ハンドルが 見つからない） 
= A1H 回復 不可 （ハンドル 名がない. 全部 null コード） 

DX 指定した 名前に 一致した ハンドルの 值 、 



この ファンクション は， 固有の 名前 を 持つ ハンドル を， ハンドル 名の ディ レク 
トリから サーチし ます. もし， その 名前の ついた ハンドルが 見つかれば， この フ 
アン クシ ヨン は， その 名前の ハンドル 番号 を 返します. すべての ハンドル は， ィ 
ンス トール 時に その 名前 はす ぺて ASCII の null にセッ ト されます. 名前の すぺ 
てが ASCII の null である ハンドル は， 名前 を 持って いない ものと みなします， ハ 
ン ドルが 名前 を 割り当てる とき， 名前の ない ハンドルと 区別す るた めに， 少なく 
と も 1 文字 は null 以外の キヤ ラ クタで なければ な り ません. 



named handle 
named handle value 



DB 
DW 



•AARDVARK' 



？ 



MOV 

MOV 

LEA 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 

MOV 



AX.SEG named handle 
DS.AX 

Sl,named_handle 

AX.5401H 

67H 

AH.AH 

emm— err— handler 
named handle value.DX 



set named handle segment 

DS:SI named handle pointer 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 



on error 
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INT 67H 



Get Total Handles 



ファンクション No.21 

コード 02H 



コー 




ハンドルの 総数の 取得 

AX = 5402 H 

AH = 00H 正常 実行 （サポートされ ている ハンドルの 総数 を 返した） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハ一 ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

BX total handles 

この 値 は， プログラムが メモリ マネージャに アロケート 要求の 出せる ハンドル 
の W 人数 を^す. この ffl は OS ハンドル （ハンドル 俽0) も 含む. 



アン クシ ヨン は， オペ レー ティ ング システムの EMM ハンドル （ハンド 
ル値 0) を 含め， メモリ マネージャが サポート している EMM ハンドルの 総数 を 返 
します • 打 



total handles 



MOV 



OR 

JNZ 

MOV 



AX.5402H 
67H 
AH.AH 
emm err 

一 

total_handles,BX 



DW ？ 

: load function code 
； call the memory manager 
； check EMM status 
: jump to 



save 
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INT 67H 



Alter Page 




ファンクション No.22 



コー 



ページ マツ ビングの 変更と ジャンプ 

AH = 55H 

AL physical page number/ segment selector 

log—phys_map ス ト ラ クチャ 内の phys—page— number— seg メ ンノ 《の 値が 物理 ぺ' 

ジ 番号 を 表して いる セグメ ン ト なのか， 物理 ページな のか を 示す コード • 



AL = 



合， 物理 ページ 番号. 



AL-1 の 場合， 物理 ページ 番号の セグメント アドレス. ， 
DX EMM ハンドル 番号 

DS ： SI map andjump ス トラ クチャへの ポィ ンタ 

要求され た 物理 ページ を マツ ビングし， ター ゲッ ト アドレスに ジャンプす るた 
めに 必要な W 報 を ft むス トラ クチャへの ポインタ， 



STRUC 
DW ？ 
DW ？ 



log phys map— struct 
log 一 page—number 
phys— page— number— seg 
log— phys map 一 struct 

mapandjumpstruct 
target address 
logphysmapjen 
log— phys— map— ptr 
map— and jumpstruct 

AH = 00H 正常 実行 （指定の エリアに 制御が 渡った） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 83H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンク ショ ンが 未定義） 
= 8AH 復旧 可能 （マッピング する 論理 ページが EMM ハンドルに ァ ロケ 
一 ト されて いる 論理 ページの 範囲 を 超えて いる） 



STRUC 
DD ？ 
DB ？ 
DD ？ 
ENDS 
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= 8BH 復旧 可能 (指定され た マップ 可能な セグメ ント アドレスが マツ ピン 
グ できない） 

. = 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

\m wt\ この ファンクション は， メモリへの マップ を 変更し， 指定の アドレスに 制御 を 

渡します. これ は， 8086 ファミリ アーキテクチャの FAR JUMP に似てい ます. 
この ファンクションが コール される 前の メモリ マッピング コンテキスト は， 消え 

てし まいます, 

ページ を マッピング しないで ジャンプしても， エラ一 と は 見なされません. も 
し， ページ を マッピング しないで ジャンプ する 要求が あった 場合 は， 目的の アド 
レ ス に 制御が 渡 り， この ファンクション は FAR JUMP を 実行 します. 

参 パラメータの K 明 

ス トラ クチャの メンバ は 以下のと おりです. •• 
. target_address 

« 初の メンバ は， 制御が 移される ター ゲッ ト アドレス を 含む FAR ポインタで 
す. アドレス は セグメント： オフセット 形式で 表現され ます. アドレスの オフ セ 
ッ ト値は ダブル ワードの 下位 ワードに 格納され ます. 

• log_phys_map_len 

2 番目の メンバ は パイ トで, すぐ 後に 統く ストラクチャの 配列 中の エントリ 数 を 
示します. 配列の 大きさ は， 要求され た 輪 理 ページ を 物理 ページに マッピングす 
るた めに 必要な 長さです. エントリの 数 は， システム 中で マツ ビングで きる 物理 
ページの 数 を 超える こ と はでき ません. 

- log phys map ptr 

3 番目の メンバ は， 論理 ページ 番号と， マッピング される 物理 ページ または セ 
グメ ン ト アドレス を 含んで いる ス トラ クチャの E 列への ボイ ンタ です. スト ラク 
チ ャ の 配列 中の 各ェ ン ト リ は 次の 2 つです. 

• log_page— number 

この ス トラ クチャの 最初の メ ンパ は， マッピング される でき 論理 ページの 数 を 
含む ワードです. 

. phys page number seg 

この ス トラ クチャの 2 番目の メンバ はヮー ドで， 最初の メ ンバの 論理 ページが 
マッピング されるべき 物理 ページの 番号 か， または セグメ ント アドレス 形式の ど 
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ちらか を 含みます. AL に 渡される 値で， どちらの 表現 かが 決定され ます. 、' 

I 例 I log_phys_map log— phys_map_struct (？) DUP (？) 

map_and Jump map_andjump_struct (？) 

emm handle DW ？ 

phys— page— or 一 seg— mode DB ? ' 



MOV 


AX，SEG map— and Jump 


； set map and jump segment 


MOV 


DS'AX - 


拳 


LEA 


Sl,map— andjump 


: DS:SI map and jump pointer 


MOV 


DX，emm— handle 


； set EMM handle 


MOV 


AH t 55H 


； load function code 


MOV 


A し phys— page— or— seg— mode 


； set phys page or seg mode 


INT 


67H 


； call the memory manager 


OR 


AH t AH 


； check EMM status 


JNZ 


emm— err handler 


； jump to error handler on error 
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INT 67H 



Alter Page Map & call 



ファンクション No.23 




「コール 1 AH = 56H 



AL physical page number/segment selector 



log phys— map ス ト ラ クチャ 内の phys__pagejiumber_seg メ ンバに 含まれる 値 
が， 物理 ページ 番号 を 表す か， 物理 ページ 番^ を 表して いる セグメント アドレス 
なのか を 示す， 

AL=0 の 場合， 物理 ページ 番号. 
AL = 1 の ％ &, 物理 ページ 番号の セグメント アドレス. 
DX EMM ハンドル 番号 

DS ： SI map_and_call ストラクチャへの ポインタ 

要求され た 論理 ページ を 指定の 物理 ページに マッピングし， ターゲット ァ ドレ 
スを コールす るた めに 必要な 情報 を 含む ス トラ クチャへの ボイ ンタ. 



log— phys— map struct 


STRUC 


log_page— number 


DW ？ 


phys 一 page 一 numberseg 


DW ？ 


log 一 phys— map— struct 


ENDS 


map—and— call— struct 


STRUC 


ね rget— address 


DD ？ 


new— page mapjen 


DB ？ 


new page— map— ptr 


DD ？ 


old 一 page 一 mapjen 


DB ？ 


old 一 page— map— ptr 


DD ？ 



ターン 1 AH = 00H 正常 実行 （制御が ターゲット アドレスに 渡った) 



= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフ トウ エアが 勦 作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 83 H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義) 



reserved 



4DUP (？) 



map_and_call struct 



ENDS 
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= 8AH 復旧 可能 (対応す る 物理 ページに マッピング される 1 つ 以上の 論理 
ぺー ジが， EMM ハンドルに アロケートされ ている 論理 ぺー ジの範 
囲 を 超えた. プログラム は， EMM ハンドルの 範囲 内で 論理 ページ 
を マッピング する ことにより， 復旧で きる） 

= 8BH 復旧 可能 （1 つ 以上の 物理 ページが， 指定で きる 物理 ページの 範囲 
を 超えた. または， システム 内に 存在す る 物理 ページ 数 以上の ベー 
ジを 指定した. 物理 ページ 番号 は， 0 から 番号 づ けられます' プロ 
グラム は， 0 から （システムが サボ一 ト している 物理 ページ 数— 1) 

までの 範囲 内の 物理 ページ を マツ ビングす る ことにより 復旧で き 
る） 

= 8FH 不可 （サブ フ アンク ショ ン パラメータが 無効） 

この ファンクション は， カレントの マツ ビング コンテキスト を セーブし， 指 

の マッピング コンテキスト を 変更し， 指定の アドレスに 制御 を 渡します • これ は， 
8086 ファミリ アーキテクチャの FAR CALL に似てい ます， FAR CA し L から 

戻った ときに コード セグメント 内の 《 を 元に 戾 すのと 同様に' この ファンク ショ 
ンも リターン， 指定の マツ ビング コンテ キス トを 元の 状態に 戻します • 

FAR CALL からの リターン を そのまま エミュレート する ような 拡張 メモ リサ 
ブ ファンクションはありません が， FAR CALL の 標準 的な リターン を 実行す る 

ことで リターン できます. 以下で， この 機能に ついて 説明し ます • 

この ファンクションの 起動 後 エラーが 検出され なければ， メモリ マネージャが, 

指定され た アドレスに 制御 を 移します. エラーが 生じた 場合， メモリ マネージャ 

は ただちに AH レジスタに エラー コード を 返します が， 発生し なかった 場合， メ 
モリ マネージャ は リターン 後に マッピング コンテ キス トの 状態 を 復元す るた め 

に， スタックに W 報 を ブッシュして おきます. 

呼び出された プロシージャが 呼び出した プロシージャに 値 を 返す 必要が ある 場 
合 は， 単に 棵準 的な FAR RETURN を 行し 、 ます. メモリ マネージャ はこの リタ 一 

ンを トラップし， 退避した マツ ビング コンテキスト を 復元し， 呼び出した ブロン 

一 ジャに リターン します。 メモリ マネージャ は， 他の ファンクションと 同様に， 

成功した 場合に も ステータス を 返します. 

この サブ ファンクション を 用いる 開発 者 は， この サブ ファンクションが 使用す 

る 分の スタック スペース を 考慮し なければ なりません • 
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♦ パラメータの 税明 

ス トラ クチャの メンバ は 以下のと おりです • 
. target— address 

最初の メンバ は， 制御が 移される タ一 ゲッ ト アドレス を 含む FAR ボイ ンタで 
す. アドレス は， セグメント： オフセットの 形式で 表現され ます. アドレスの ォ 
フ セット 部分 は， ポインタの 下位 ワードに^ されます. アプリケーション プロ 
グラム は， この 値 を 供給し なければ なりません. 

. new page map I en 

2 番目の メンバ は バイ トで， new_page map— ptr が 指す 新しい マッピング コンテ 
キ ストの エントリ 数 を 示します. この 使 は， システム 内で マッピング 可能な ぺ一 
ジ数を 超える こと はでき ません 

. new page_map_ptr 

3 番目の メンバ は， 論理 ページ 番号と， コール 後す ぐに それらが マツ ビングされ 
る 物理 ページ 番号， または セグメント を 含む ストラクチャの 配列への FAR ポ イン 
タ です. 新しい ストラクチャ R 列の 内容 は， map_and_call ストラクチャの 後に お 
かれます， 

. old_page_mapJen 

4 番目の メンバ は パイ トで， old_pagejnapj>tr が 指す 古い マッピング コンテ 
キ スト 内の エントリ 数 を 示します. この 値 は， システム 内で マップ 可能な ページ 
数 を 超える こと はでき ません. 

• oldpagemapptr 

5 番目の メ ンバ は， 論理 ページ 番号と， リ ターン 後す ぐに それらが マッピング さ 
れる 物理 ページ 番号， または セグメ ン ト を 含む ス トラ クチャの 配列への FAR ボイ 
ンタ です. 元の ス トラ クチャの 配列 内容 は map_and_call ス トラ クチャの 後に おか 
れ ます. 

• reserved 

6 番目の メンバ は， メモリ マネージャ 用に 予約され ています. 
ストラクチャの 配列 内の 各ェン ト リは， 以下の 2 つの メンバです. 

• log_page_number 

この ストラクチャの 最初の メンバ は， コール や リターン 直後に， 2 番目の メン 
バで 指定され る 物理 ページ 番号， または セグメント アドレス 表現に， マッピング 
する 論理 ページ 番号 を 表す ワードです， 
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- phys— page—number seg 

この ストラクチャの 第 2 の メンバ は， コール や リタ 

指定され る 論理 ページ 番号に マツ ビン 
ト アドレス 表現の どちら か を 表す ワードです • 



ーン 直後に， 最初の メンバで 




new 一 page— map 
old 一 page— map 
map— and call 

emm handle 

― 

phys— page 一 orseg_mode 



logj*ys— map 一 struct (？) DUP (？) 
log_phys_map_struct (？) DUP (？) 
map_and_call— struct (？) DUP (？) 
DW ？ 

？ 



MOV 


AX,SEG map— and—call ； 


set map and call segment 


MOV 


DS,AX ； 




LEA 


SI'map and call ； 


DS:SI map and call pointer 


MOV 


DX,emm— handle ； 


set EMM handle 


MOV 


AH ( 56H ； 


； load function code 


MOV 


A し， phys page— or seg— mode 


； set phys page or seg mode 


INT 


67H ； 


； call the memory manager 


OR 


AH.AH i 


； check EMM status 


JNZ 


emm err handler ； 


； jump to error handler on error 
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INT 67H 



Get Page Map Stack Space Size 



ファンクション No.23 

コード 02H 



[WW] 



ページ マップ スタック サイ ズの 取得 

AX = 5602H 

AH = 00H 正常 実行 （スタック サイズが 返された） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

BX 要求され た スタック スペース 

Alter Page Map & Call ファンクション はス タツ ク 上に ifi 加 情報 （リターン ァ 
ドレス を 含む） を プッシュす るので, この サブ ファンクション は， その ファンク 
シ ヨンが 要求す る スタック スペースの パイ ト数を 返します. 
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INT 67H 



Move Memory Region 



ファンクション 



,24 



コード 00H 



i m fei メ モ リ 領域の 移動 



コール ， 



AX = 5700H 

DS ： SI move— source —dest ス トラ クチャへの ポィ ンタ 

移動す るた めの， ソースと デスティネーションの 情報 を 含む ストラクチャへの 
ポインタ， 



move— source— dest— struct 
region length 
source memory type 
source handle 

source initial offset 

― ― 

source—initial— seg— page 
dest— memory type 
dest 一 handle 
dest_initial_offset 
dest_initial_seg_page 
move source dest struct 



STRUC 

DD ？ 

DB ？ 

DW ？ 

DW ？ 

DW ？ 

DB ？ 

DW ？ 

DW ？ 

DW ？ 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
83H 



= 84H 
= 8AH 

= 8FH 



正常 実行 （メモリ 領域の 移動 を 行った： 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハ一 ドウ x ァが 動作し ない） 
復旧 可能 （ソース または デスティネーションの EMM ハンドル を 
見つけられなかった， メモリ マネージャ は 指定の ハンドルの 情報 を 
得られなかった. EMM ハンドル は 無効） 

回復 不可 （メモリ マネージャ に 渡 された ファンク ショ ンが 未定義） 

回復 不可 （指定の 論理 ページが， EMM ハンドルに 割り当てられ 
ている ページ を 超えた） 

回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
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= 92H ^(ソース または デスティネーションの 拡張 メモリ 領域 は， 同じ 
EMM ハンドル を 持ち 重複して いる. この場合， 移動 は 行える. 移 
動 は 完了し， ソース 領域 は 全部 デスティネーションに コピーされ 
た. し 力、 し， 少なく とも ソース 領域 は 移動に よって 望ね 害き されて 
しまった. 異なる ハンドル を 持つ ソース 領域と デスティネーション 
領域 は， それぞれ 異なる メモリ 領域 を 指定す るので， 物理的に は 重 
複 される こと はない） 

= 93H 状況に よ り 復旧 可能 (指定 された ソース または デスティネーション 
の 拡張 メモリの 大きさ 力 入 ソース または デスティネーション ハンド 
ルに アロケートされ ている 拡張 メモリ ページの 大きさ を 超えた. こ 
の ハンドルに ァ ロケ 一 ト されて いる ページ サイ ズ では， 領域の コ ピ 
一が できない. プログラム は， ソース または デスティネーション ハ 
ン ドルに 追^！ の ページ をァ ロケ一 ト し， 再度 この フ アンク ショ ンを 
ぶ 行す る ことにより， I： 記の 状況から 復 IL1 できる. しかし， アブリ 
ケ一シ ヨン プログラムが 必要と している にも M わらず， すでに 拡! 
メモリ を アロー ケート していたならば， エラーと なり 復旧で きな 
い） ' 

= 94H 回復 不可 （内部 メモリと 拡張 メモリの 領域が « 祓 している. これ は 
無効で， 内部 メモリ は 拡張 メ モ リ と： する こ と はでき ない） 

= 95H 回復 不可 （論理 ページ 内の オフセットが， 論理 ページの 大きさ を 超 
えた. 拡張 メモリ 領域 内の 最初の ソース または デス ティ ネ一 ショ ン 
の オフセット は， 0000H から 3FFFH( 16383)， または， 〔論理べ 一 
ジの 大きさ 一 1〕 でなくて はならない） 

= 96H 回復 不可 （領域 サイ ズが 1MB を 超えた） 

= 98H 回復 不可 （メモリの ソースと デスティネーションの タイプが 定義 さ 

れ ていない. または サポートされ ていない） 
= A2H 回復 不可 （移動 中に， 内部 メモリの 1M バイト アドレス スペース を 

超えよう とした. ソース Z デスティネーションの 開始 アドレスの 組 

み 合せと， 移動され るべき 領域の 大きさが 1M パイ トを 超えた. デ 

ータは 移動され なかった） 
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この ファンクション は， 以下の メモリの ソース/デスティネーションの 組み合 
せで， メモリ 領域の コピー を 行います. 

• 内部 メモリ ― 内部 メモリ 
• 内部 メモリ ― 拡張 メモリ 
• 拡張 メモリ ― 内 » メモリ 
• 拡張 メモリ ― 拡張 メモリ ' 

ストアす る 必要はありません. カレントの マッピング コンテキスト は， この オペ 
レ一シ ヨン を 行っても 保持され ます， 

領域の 大きさ は， 指定の EMM ハンドルに アロケート された 拡張 メモリ ページ 
の サイズに より 制限され ます. しかし， ほとんどの 実用的な アプリケーション プ 
ログ ラムで は， 領域の 大きさ は 限界 サイズよりも 小さくな つてい ます. 領域 サイ 
ズが 0 でも エラーで はなく， メモリの 移動 は 実行され ません. 

領域 サイズが， 16K バイト を 超えても エラーに なりません. この場合， 論理べ 
ージの 1 グループが 移動の 対象と なります. 指定の 論理 ページ は， 移動が 行われ 
る ft 初の 論理 ページ を 表します. もし 領域の サイズが 16K バイ トを 超えた 場合， 
または 16K パイ ト未满 であっても 複数の 論理 ページに またがって いるならば， 全 
体の 領域に 合わせる ために 《 初の 論理 ページの 後に 充分な 大きさの 論理 ページが 
残って いなくて はなり ません. 

もし， アプリケーションが 拡張 メモリに 内部 メモリ 領域 を セーブす る 必要が あ 
れば， マッピング コンテ キス トのセ 一プ または リストア を 実行し なくても 領域 を 
移動す る ことができます. メモリ マネージャが この コンテキスト を 維持し， 最大 
1M パイ 卜までの 移動が できます. しかし， 実際の 移動 サイズ はこれ よりも 小さく 

なる でしよ う， !•« ，き m MW0 < 

も し， ソース EMM ハンドルと デスティネーション EMM ハン ドルが 同じなら 
ば， ソース 領域と デスティネーション 領域 は， 移動の 前に 重複して いるか どうか 

チヱ ック されます. そして 領域が 3i 複 していても 移動 方向が 正しく 選択され， デ 

ステ イネ一 シ ヨン 領域に は ソース 領域が 完全に コピーされ， 領域の ffl 複が 発生し 

たこと を 示す ステータスが 返されます. 
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♦ パラメータの 锐明 - 

ストラクチャの メ ンバは 以下の とおり です. 

. region length 

最初の メンバ は ダブル ワードで， 移動され る メモリ 領域の 大きさ （バイト〉 を 
指定し ます. 

• source memory type 

2 番目の メンバ は パイ トで， ソース 領域の メモリの タイプ を 指定し ます. これが 
0 ならば， ソース 領域 は 内部 メモリ 内 （ページ フレーム セグメント を 除く） に 存在 
し， 1 ならば 拡張 メモリ 内に 存在す る こと を 示します. 

• source handle 

もし， ソース 領域が 拡張 メモリ 内に あるならば, 3 番目の メンバ は ソース メモリ 
領域と 閱連 する EMM ハンドル 番号 を 指定す る ワードです. また， ソース 領域が 

内部 メモリ 内に あるならば， この 変数 は 意味が なく， 将来の 互換性の ために 0 に 
セッ ト しなければ なりません. 

. source initial offset 

4 番目の メンバ は ワードで， 移動 を 開始す る ソース 領域 内の オフ セッ トを 指定 
します. もし， ソース 領域が 拡張 メモリ 内に あるならば， source Jnitia し offset は 
16K バイ ト の 論理 ページの 最初の ァ ドレス を 基準に する ので， オフ セッ トは 
0000H から 3FFFH までの 値 を とります. また， ソース 領域が 内部 メ モリ 内に あ 
るなら ば， source— initia し offset は 移動 を 開始す る ソース セグメ ン 卜の 嵌 初の ォ 
フセッ トを 指定し ます. この オフ セッ トは 64K パイ 卜の 内部 メモリの 最初の ァ ド 
レ ス を « 準に している ため， こ の 値 は 0000H から FFFFH ま での 値 を とります. 

. source—initial seg page 

5 番目の メンバ は ワードで， 移動 を 開始す る ソース 領域の セグメント または 論 
理 ページ 番号 を 指定し ます. もし， ソース 領域が 拡張 メモリ 内に あれば， 移動 を 
開始す る ソース 領域の 論理 ページ を 指定し ます. また， ソ一ス 領域が 内部 メモリ 
内に あるならば, source— initial 一 seg 一 page は 移動 を 開始す るる 内部 メモリ の 嵌 初の 
セグメント ァ ドレス を 指定し ます. 

. dest memoryjype 

6 番目の メンバ は パイ 卜で， デスティネーション 領域が 存在す る メモリの タイ 
プを 指定 します • 0 なら ば 内部 メ モリで， 1 なら ば 拡張 メ モ リ に 存在す る こと を 示 
します. 
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- oest— handle 

もし， デスティネーション 領域が 拡張 メモリ 内に あるならば, 7 番目の メンバ は 

デスティネーション メモリ 領域に 関連す る EMM ハンドル 番せを 指定す るヮ— 

ド です. また， デスティネーション 領域が 内部 メモリ 内に あるならば， この 変数 
は 意味が なく， 将来の 互換性の ために 0 にセッ 卜しなければ なりません. 

. dest initial offset 

8 番目の メ ンバは ワードで， 移動 を 開始す る デスティネーション 領域 内の オフ 
セット を 指定し ます. もし， デスティネーション 領域が 拡張 メモリ 内に あるなら 
ば， dest initial offset は 16K パイ トの 論理 ページの 最初の アドレス を 基準に す 
るので， オフセット は 0000H から 3FFFH までの 値 をと ります， また， デス ティ 
ネ一シ ョ ン 領域が 内部 メ モ リ 内に あるならば, desUnitialjrffset は 移動 を 開始す 

る デスティネーション セグメントの « 初の オフ セッ トを 指定し ます. この オフ セ 
ッ トは 64K パイ トの 内部 メモリの 《 初の アドレス を 基準に している ため， この 値 
は 0000H か ら FFFFH ま での 値 を とります. 



例— 



. dest inital seg page 

9 番目の メ ンパ 一は ワードで， 移動 を 開始す る デスティネーション 領域の セグ 

メント または 論理 ページ 番号 を 指定し ます. もし， デスティネーション 領域が 拡 

* メモリ 内に あれば， 移動 を 開始す る デス ティ ネ一シ ヨン 領域の 論理 ページ を 指 

定 します. また， デスティネーション 領域が 内部 メモリ 内に あるならば， dest_ini 
tia し seg page は 移動 を 開始す る 内部 メモリの 最初の セグメント アドレス を 指定 

しま： T. 



move source dest 



MOV 
MOV 

LEA . 
MOV 



OR 
JNZ 



AX.SEG move source 一 dest 
DS.AX 

Sl f move_source_dest 
AX.5700H 

67H • 
AH.AH 

emm err handler 



move— source— dest_struct (？) 

し dest segment 

； DS:SI move source— dest pointer 
: load function code 




； jump to error handler on error 
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INT 67H 



Exchange Memory Region 



ファンクション No. 24 

コード 01H 



コール 



メ モ リ 領域の 交換 

AX = 5701H 

DS ： St exchange source dest ス 卜ラ クチャへの ポインタ 

交換す るた めの ソースと デスティネーションの 情報 を 含む， ストラクチャへの 
ポインタ， 



xchg source dest struci 
region length 
source_memory type 
source handle 
source initial offset 
source— initial 一 seg 一 pag' 
dest— memory— type 
dest— handle 
dest」nitial— offset 
dest— initia し segpage 

xchg source dest_struct 



STRUC 

DD ？ 

DB ？ 

DW ？ 

DW ？ 

DW ？ 

DB ？ 

DW ？ 

DW ？ 



DW ？ 
ENDS 



->1 AH = 



= 00H 正常 実行 （メモリ 領域の 変換が 行われた） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
= 83H 復旧 可能 （ソース または デスティネーションの EMM ハンドル を 
見つけられ なかった. メモリ マネージャ は 指定の ハンドルの 情報 を 
得られなかった， EMM ハンドル は 無効） 
回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
(EMM ハンドルに 割り当てられ ている ページ 数より 大 
' きい ページが 指定され た） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 



84H 
8AH 
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= 93H 状況に より 復旧 可能 （指定され た ソース または デス ティ ネ一 ショ 
ンの 拡張 メモリの 大きさ 力 、 ソース または デスティネーション ハン 
ドルに アロケートされ ている 拡張 メモリ ページの 大きさ を 超えた. 
この ハンドルに ァ ロケ一 ト されて いる ページ サイ ズ では， 領域の コ 
ビーが できない. プログラム は ソース または デスティネーション ハ 
ン ドルに 追加の ページ を アロケートし， 再度 この ファンクション を 
実行す る ことにより， この 状況から 復旧で きる • しかし， アプリ ケ 
ーシ ヨン プログラムが 必要と している にも 関わらず， すでに 拡張 メ 
モ リ を アロー ケ一 ト していたならば， エラ一 となり 復旧で きない） 
,.. = 94H 回復 不可 （内部 メモリと 拡張 メモリの 領域が 重複して いる • これ は 

無効で， 内部 メモリ は 拡張 メモリ と 重複す る こと はでき ない） 
= 95H 回復 不可 （論理べ 一 ジ 内の ォ フ セット が， 論理 ぺー ジの大 きさ を 超 

えた. 拡張 メモリ 領域 内の 最初の ソース または デスティネーション 
の オフセット は， 0000H から 3FFFH( 16383)， または， 〔論理べ 一 
ジの 大きさ 一 1〕 でなくて はならない） 

= 96H 回復 不可 （領域 サイ ズが 1M バイ ト を 超えた） 

= 97H 回復 不可 （ソースと デス ティ ネー ショ ンの 拡張 メモリ 領域が 同じ 
ハンドル を 持ち， 領域が 重複して いる. これ は 無効で， ソースと デ 
ス ティ ネー シ ヨンの 拡張 メモリ 領域が 交換され る 場合 は， 同じ ハン 
ドル を 持って， 重複す る こと はでき ない， 異なる ハン ドル を 持つ ソ 
ースと デスティネーションの 拡張 メモリ 領域 は， 普通 異なる 拡張 メ 
. • モリ 領域 を 指定す るので 物理的に は 決して ffl 複 する こと はない） 

= 98H 回復 不可 （メモリの ソースと デスティネーションの タイプが 定義 
されて いない， または サポートされ ていない） 

= A2H 回復 不可 （移動 中に 内部 メモリの 1M パイ ト アドレス スペース を 
超えよう とした. ソース/デスティネーション 開始 アドレスの 組み 
合せと 交換され るべき 領域の 大き さが 1M パイ ト を 超えた. データ 
は 交換され なかった） 

この ファンクション は， 以下の メモリの ソース/デス ティ ネー ショ ンの 組み合 
せに おいて， メモリ 領域の 交換 （ストリング 転送） を 行います. 

• 内部 メモリ ― 内部 メモリ 
• 内部 メモリ —拡張 メモリ 
• 拡張 メモリ ― 内部 メモリ 
• 拡張 メモリ —拡張 メモリ 
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拡張 メモリ 領域 は， 640K パイ ト （9FFFFH) 以上の メモリ ヱ リアの み を 指し ま 
す. （PC-9800 シリーズ では 1M バイト （100000H) 以上 を 指します） もし シス テ 

ムが マップ 可能な 内部 メモリ を 備えて いるならば， この ファンクション は マツ ピ 

ング 可能な 内部 メモリ を 普通の 内部 メモリと して 扱います. ソース 領域の 内容と 
デス ティ ネ一 ショ ン 領域の 内容 は 交換され ます. 

交換の オペ レー ショ ンを 行うた めに 拡張 メモリの マッピング コ ン テキスト をセ 
—ブ， リストア する 必要はありません. カレントの マッピング コンテキスト は， 
この オペレーションの 間 保持され ます. 領域の 大きさ は， 指定の EMM ハンドル 
にァ ロケ一 ト されて いる 拡張 メモリ ページの サイ ズ によ り 制限され ます. また， 
領域の 大きさが 0 でも エラーに ならず， 交換 も 実行され ません. 16K バイ トを 超え 
る 領域 サイズ も エラ一 に はなり ません. この場合， この ファンクション は 論理べ 
ージの 1 グループが， 交換の 対象になります. 

指定され た 論理 ページ は， 交換が 実行され る 最初の 論理 ページ を 表して います. 

もし， 領域の 大きさが 16K バイ トを 超える とき， または 領域の サイズが 16K バ 
ィ ト未满 であっても 論理 ページに またがって いるなら， 全体の 領域に 合わせる た 
めに 极 初の 論理 ページの 後に 十分な 大きさの 論理 ページが 残って いなくて はなり 
ません. 

アプリケーションプログラムが， もし， 拡银 メモリと 内部 メモリ を 交換す る必 
要が あるならば， カレントの マツ ビング コンテ キス トを セーブ または リス トァせ 
ずに 対象の 領域 を 交換す る ことができます. 交換の オペ レー シ ョ ンが 実行され る 
前に， 領域の fi 複 がない かどう か チヱ ックを 行う 必要が あります. 交換に おける 
ソースと デスティネーションとの 領域の 重複 は 無効で あり， 交換 は 実行され ませ 
ん. 

* パラメータの 説明 

ストラクチャの メ ンバは 以下の とおり です， 

. region length 

最初の メンバ は ダブル ワードで， 交換され る メモリ 領域の 大きさ （バイト） を 
指定し ます. お ^ 

. source memorv type 

2 番目の メンバ は パイ トで， ソース 領域の メモリの タイプ を 指定し ます. これが 
0 ならば， ソース 領域 は 内部 メモリ 内 （ページ フレーム セグメント を 含む） に 存在 
し， 1 ならば 拡張 メモリ 内に 存在す る こと を 示します. 
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• source— handle 

もし， ソース 領域が 拡張 メモリ 内に あるならば, 3 番目の メンバ は ソース メモリ 
領域と 関連す る ハンドル 番号 を 指定す る ワードです. また， ソース 領域が 内部 メ 
モリ 内に あるならば， この 変数 は 意味が なく， 将来の 互換性の ために 0 を セット 
しなければ なりません. 

. source ininal offset 

4 番目の メ ンパは ワードで， 交換 を 開始す る ソース 領域 内の オフ セッ ト を 指定 
します. もし， ソース 領域が 拡張 メモリ 内に あるならば， source_initia し offset は 
16K バイ トの 論理 ページの 最初の アドレス を 基準に する ので， オフセット は 
0000H から 3FFFH までの 値 をと ります. また， ソース 領域が 内部 メモリ 内に あ 
るなら ば， source_initial_of£set は 交換 を 開始す る ソース セグメント の 最初の ォ 
フセッ トを 定義し ます， この オフ セッ トは 64KB の 内部 メモリの 最初の アドレス 
を 基準に している ため， こ の 値 は 0OO0H か ら FFFFH ま での 値 をと ります. 

. source initial seg page 

5 番目の メ ンパは ワードで， 交換 を 開始す る ソース 領域の セグメ ン ト または 論 
理 ページ 番号 を 指定し ます. もし， ソース 領域が 拡張 メモリ 内に あれば， 交換 を 
開始す る ソース 領域 内の 論理 ページ を 定義し ます. また， ソース 領域が 内部 メモ 
リ内 にあるならば， source initial seg_page は 交換 を 開始す る 内部 メモリ 内の 最 
初の セグメント アドレス を 指定し ます. 

. dest_memory_type 

6 番目の メンバ は バイ トで， デスティネーション 領域の メモリの タイプ を 指定 
します. 0 ならば 内部 メモリで， 1 ならば 拡張 メモリに 存在す る こと を 示します. 

. dest handle 

もし， デスティネーション 領域が 拡張 メモリ 内に あるならば， 7 番目の メンバ は 
デスティネーション メモリ 領域に 関連す る ハンドル 番号 を 指定す る ワードです. 
また， デスティネーション 領域が 内部 メモリ 内に あるならば， この 変数 は 意味が 
なく， 将来の 互換性の ために 0 にセッ 卜しなければ なりません. 

. dest in は ial offset 

8 番目の メ ンバは ワードで， 交換 を 開始す る デス ティ ネー ショ ン領 域内の オフ 
セット を 指定し ます. もし， デスティネーション 領域が 拡張 メモリ 内に あるなら 
ば， destination_initia し offset は 16K パイ ト の 論理べ一 ジの 最初の ァ ドレス を 基 
準に する ので， オフ セッ トは 0000H から 3FFFH までの 値 をと り ます. また， 
デスティネーション 領域が 内部 メモリ 内に あるならば, destination initial offset 
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は 交換 を 開始す る デスティネーション セグメントの 最初の オフ セッ トを 定義し ま 
す， この オフ セッ トは 64K パイ トの 内部 メモリの 最初の アドレス を 基準に してい 
るので， この 値 は 0OO0H から FFFFH までの 値 を とります. 



. dest inital 

9 番目の メ ンバ 一は ワードで， 交換 を 開始す る デス ティ ネー ショ ン 領域の セグ 
メント または 論理 ページ 番号 を 指定し ます. もし， デスティネーション 領域が 拡 
張 メモリ 内に あれば， 交換 を 開始す る デスティネーション 領域の 論理 ページ を定 
義 します. また， デスティネーション 領域が 内部 メモリ 内に あるならば， des し ini- 

tial_seg_page は 交換 を 開始す る 内部 メ モ リ の 最初の セグメ ン ト ァ ドレス を 指定 
します. 



[ M I xchg source dest 



AX.SEG xchg source— dest 
DS.AX 

Sl.xchg source dest 

AX.5701H 

67H 

AH.AH 

emm err handler 



xchg_source_dest_struct (？) 
set xchg source dest segment 

DS:SI xchg source 一 dest pointer 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
jump to error handler on error 



瞻蒙 § 歸 I s 賈 
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INT 67H 




ファンクション No,25 

コード OOH 



I 機 能 I 
L コール」 



^ターン 



マ ッ ビング 可能な 物理 ァ ド レス 配列の 取得 

AX = 5800H 

ES ： D! mappable phys page 

メモリ マネージャが 物理 アドレス 配列 を コピーす る アプリケーション プロ グラ 

ムが 供給して いる メモリ エリ ァ への ボイ ン タ. 

mappable-phys-page.struct STRUC 

phys-page.segment DW ？ 

phys 一 page-number DW ？ 

mappable.phys-page-struct ENDS 

AH = OOH 正常 実行 （物理 ページの セグメント アドレス 配列が 返された） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
= 83 H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

= 84 H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンク ショ ンが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

CX mappablephyspage 内の ェ ン トリ 数 
物理べ ージ アドレス 配列が 要求 している パイ ト数を 決める ために は， mappable 

phys page struct の サイズに この 数値 を 掛ける. 



この ファンクション は， システム 内の マツ ビング 可能な 各 物理 ページに 対する 



物理 ページ 番号と， セグメント アドレス を 含む 配列 を 返します， この 配列 は， シ 

ス テム 内の 各 マップ 可能な 各 物理 ページ 番号と 実際の セグメント アドレスとの 間 
の， クロス リファレンス を 与える ものです， また， この S 列で は セグメントが 昇 

順に 並んで います. この こと は， セグメント アドレスに 対応す る 物理 ページ も 昇 

順に 並んで いる こと を 意味して いる わけではありません. 
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(例） BOOOH'OOH 

B400H 扉 ： 

B800H，02H 

BC00H,03H 



物理 ページ 番号 

【ぺ一 ジの セグメ ン ト 



* パラメータの 説明 

配列 内の 各 エントリ は， 次の ような 2 つの メンバ を 持つ ストラクチャです • 

' phys— page— segment 

1 番目の メンバ は ワードで， 後に 統く 物理 ページ 番号に 対応す る マップ 可能な 
物理 ページの セグメント アドレスです. 配列の エントリ は， 昇順に 並んだ セグメ 
ント アドレスです， ， 

• phys page number 

2 番目の メンバ は ワードで， 前の セグメント アドレスに 対応す る 物理 ページ 番 
号です • 物理 ページ 番号 は， 昇順に 並んで いると は 限りません • 

「 1^ _ I mappable 一 phys 一 page mappable— phys— page— struct (？) 

mappable 一 page— entry 一 count DW ？ 



MOV 

MOV 

LES 
MOV 



OR 

JNZ 

MOV 



AX'SEG mappable phys page ； set mappable phys page segment 
ESpAX ^ ； 

Dl，mappable— phys— page ； ES:DI mappable phys page pointer 

AX,5800H ； load function code 

67H ； call the memory manager 

AH'AH ； check EMM status 

emm err handler ； jump to error handler on error 

mappable 一 page— entry— count'CX 

； save mappable page entry count 
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INT 67H 



Get Mappable Physical Address ファンクション No. 25 
Array Entries コード 01H 



い j 



ビング 可能な 物理 ァ ド レス 配列 ェン ト リ の 取得 



コール 



AX = 580 1H 



AH = 00H 正 ffi 実行 （物理 アドレス 配列の エントリ を 返した） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない〉 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクション が 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
CX mappable_phys_page のェン ト リ数 

この エントリ 数 は， システム 内の マッピング 可能な 物理 ページ 数 を も 示す. 
理 ページ アドレス 配列が 必要と している バイ ト数を 決める ために は， mappable 
phys_page_struct の サイ ズ にこの 数値 を 掛けます. 

この ファンクション は， 敁 初の ファンクション 25 (Get Mappable Physical 
Address Array) が 返す ffi 列に 必要と される ェント リの数 を 返します. 



[7~H ~~ I mappable page entry count 



DW ？ 



MOV 

INT 

OR 

JNZ 

MOV 



AX.5801H 
67H 



emm err handler 



； load function code 

: call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 



mappable page entry count.CX 



lappable page entry count 
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INT 67H 



Get Hardware Configuration Array 



ファンクション No.26 

コード 00H 



コール 



□ 



ハードウエア 構成 配列の 取得 

AX = 5900H 

ES : Dl hardware—info 

メモリ マネージャが 拡張 メモリ ハードウェア 情報 を コピーす る， OS が 供給し 
ている メモリへの ポインタ. 



hardware info^struct 


STRUC 
DW ？ 


raw— page size 


alternate—register sets 


DW ？ 


context_save_ares^size 


DW ？ 


DMA register— sets 


DW ？ 


DMA channel operation 


DW ？ 


hardware info struct 


ENDS 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83 H 

' = 84H 
= 8FH 
= A4H 



正常 実行 （ハー ドウ ユア 構成 配列が 返された） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフ トウ ヱァが 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクション が 未定義） 
回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
回復 不可 （この ファンクションに アクセス する こと を OS が 禁じて 
いる， この場合， この ファンクション は 使用で きない） 
hardwarejnfo 拡張 メモリ ハードウェアの 情報 

この ファンクション は， OSZE 環境に より 使用され る 拡張 メモリの ハ一 ドゥエ 
ァ 構成 情報 を 含む E 列 を 返します. 

ミ 主意： この ファンクション は， OS のみが 使用で きます. この ファンクション は 
OS により， いつでも 使用禁止に する ことが 可能です. その 方法に ついて 
は， ファンクション 30 の 解説 を 参照して ください. 
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鲁 パラメータの 鋭 明 

ストラクチャ は， 以下の 5 つの メンバ を 持って います. 

. raw page size 

1 番目の メ ンパ はヮー ドで， マッピング 可能な ロー 物理 ページの サイ ズを パラ 
グラフ 単位 （16 バイ ト〉 で 示します. EMS の 標準 ページ は 16K パイ ト です' しか 
し 他の 拡張 メ モ リ ボー ドの 動作で はこの 標準 サイ ズに 従ってい る わけで はな く ， 
複数のより 小さな ページ を マッピング する ことにより 16K バイ トの ページ をェ 
ミュ レートで きます. この メンバ は， ハードウェアの 動作 レベルから 見た マップ 

可能な ページの サイ ズを 指定す る ものです • 
注） PC-9800 シ リーズでの ロー ページの サイ ズは 16KB です • 

, alternate_register sets 

2 番目の メ ンパは ワードで， 変更す る マツ ビング レジスタの セッ トの 数が 入り 
ます. iiin の マツ ビング レジスタ セット を， この マニュアル では 代替 マッピング 

レジスタ セットと 呼びます. すべての 拡張 メモリ ボード は， 論理 ページから 物理 
ページへの マツ ビング を 実行す るた めに， 少なく とも 1 つの ハードウェア レジス 

タ のセッ トを 持って います. また， 拡張 メモリ ボードの 中には' 1 つ 以上の マツ ピ 
ング レジスタ を 持って いるもの もあります. この メンバ は， システム 内に いくつ 
の 代替 マッピング レジスタ セッ 卜が 存在す るかが 入り ます （すべての 拡張 メモリ 
が 持って いる 1 セッ トは 除く）. もし 拡張 メモリ ボードが マツ ビング レジスタの セ 
ッ トを 1 つし か 持って いない 場合 （つまり 代替 マッピング レジスタの セッ ト がな 
い 場合）， この メンバの 値 は 0 です. 

. context save area size ' ' 

3 番目の メンバ は ワードで， マツ ビング コンテ キス トを セーブす るた めに 必要 
な 配列の 大きさが 入ります. この メンバに 返される 値 は， ファンクション 15(Get 
Size of Page Map Save Array) で 返される 値と まった く 同じです. 

. DMA register sets 

4 番目の メンバ は ワードで， DMA チャネルに 割り当てられる レジスタ セッ ト 
の 数が 入ります. この DMA レジスタ セット は， 代替 レジスタ セットの 使用方法 
と 似て いますが, DMA の マッピング 用で あり， タスクの マッピング 用で はあり ま 
せん. もし， 拡張 メモリ ハードウェア 力 5 , DMA レジスタ セッ トを サポート してい 
なければ， DMA が 実行され ると き は 注意し なければ なりません • マルチ タスク 
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OS では， ある タスクが DMA が 完了す るの を 待って いる 場合, 別の タスクに スィ ッ 
チを 切り換え るのに 便利です. しかし， 次の タスクが リ マッピング する ための 必 
要な メモリ を DMA が 操作 してい た 場合 は， リ マッピング に 結果 は 保証 され ませ 

ん. また， 拡張 メモリ ハー ドゥエ ァが DM A の 動作 状態 を 探知で きる ならば， OS/ 
E は DM A の 間の， タスク 切り換えと リ マツ ビング を 許可す るべき です. DMA の特 
別の サポートがなければ, DMA 実行中に はリ マッピング は 行うべき では ありませ 
ん. 

• DMA channel operation 

5 番目の メンバ は ワードで， DMA レジスタ セッ ト 用の 特別な 場合が 入ります. 
この 値が 0 ならば， DMA レジスタ セッ トは ファンクション 28 で 記述して ある も 
のと 同じように 機能し ます. また， 1 ならば， 拡張 メモリ ハードウェア は DMA レ 
ジス タ セット を 1 つ だけし か 所有して いません. さらに， もし どれ かの チャネル 
が この レジスタ セット を 通じて マップ された 場合， 全 チャネル はこの レジスタ を 
通じて マップ されます. EMS 標準 ボードで は， この 値 は 0 です. 



LJ hardware info 



hardware info struct (？) 



MOV 

MOV 

LEA 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



AX.SEG hardware— info 
ES.AX 

Dl.hardwarejnfo 

AX,5900H 

67H 

AH.AH 

emm err handler 



set hardware info segment 



ES:DI hardware info offset 
load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
； jump to error handler on error 
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INT 67H 



Get Unallocated Raw Page Count 



ファンクション 



• 26 



コード 01H 



mm 



コール 



未ァ ロケ 一 卜の ロー ページ カウントの 取得 



AX = 5901 H 



AH = 00H 正^ 実行 （未 アロケート 口 一^ ：ージ 数と 口 一^ ？―ジ の 総数 を 返し 

た） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 83H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

BX 未 アロケートの ロー ページ 数 
現在 使; H"J 能な ロー ページの 数. 

DX Q — ページの 総数 

拡張 メモリ 内の 口 一^ ^ 一 ジの 総数. 



ファンクション は， OS に対する 拡張 メモリ 内の （標^ サイ ズ ではない） マ 

ッブ 可能な ページ 総数と， アロケートされ ていない （標準 サイズで はない） マツ 
プ 可能な ページ 数 を 返します. 

ある 種類の 拡張 メモリ ボード は， 16K パイ トの 約数と なる ような ページ サイズ 
を 持つ ものが あり， 16K バイ トの 約数と なる ような 拡張 メモリ ページ は ローべ一 
ジと 呼ばれます. OS は 16K パイ 卜の 約数と なる ような マップ 可能な 物理 ページ 
を 処理す る こと もあります. 

もし， 拡張 メモリ ボードが， ちょうど 16K バイ トの 倍数 サイズの ページ を 供給 
している とすれば， この ファンクションが 返す 数 は ファンクション 3 (Get Unal- 
located Page Count) 力 《返す 値と 同じになります. 

注） PC-9800 シリーズ では， 標準 ページと 口 i ージは 同じ サイズ （16K バイ 
ト） です. 
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「 例 I unalloc— raw— pages 
' total raw pages 



MOV 


AX.5901H 


； load function code 


INT 


67H 


； call the memory manager 


OR 


AH,AH 


； check EMM status ^ 


JNZ 


emm err handler 


； jump to error handler on error 
； save unalloc raw pages 


MOV 


unalloc— raw— pages,BX 


MOV 


total— raw— pages'DX 


； save total rew pages 
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DW ？ 
DW ？ 
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INT 67H 



Allocate Standard Pages 



シ ヨン No.27 
コード 00H 



コー 



標準 サイズの ページの ァ ロケ 一 ト と 固有の EMM ハン ドルの 割り 当て 

AX = 5A00H . • '- 

BX num— of standard pages to alloc 

オペ レー ティ ング システムが アロケートしょう とする 標準 ページ 数 



I リターン I AH = 00H 正常 実行 （メモリ マネージャが 割り当てられた EMM ハンドルに 

ページ を アロケートした 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 85H 復旧 可能 （すべての EMM ハンドルが 使用され ている） 
= 87H 復旧 可能 （システム 内に オペレーティングシステムの 要求 を满 たす 

数の 拡張 メモリ ページがない） 
= 88H 復旧 可能 （システム 内に オペレーティングシステムの 要求 を澜 たす 

数の 未ァ ロケ 一 ト ページがない） 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
DX EMM ハンドル 

固有の EMM ハンドル • オペレーティングシステム において は， この EMM ハン 
ドル を パラメータと して 必要と する すべての ファンクションで， この ハンドル を 
使用し なければ ならない. 255 個までの EMM ハンドル を 使用で きる （ファン クシ 
ヨン 27 と ファンクション 4 は， 同じ 255 個の ハンドル を 共有し なければ ならない）. 
この EMM ハンドル を 使用す るす ベての フ アンク ショ ン について， これに ァ ロケ一 
されて いる 物理お よび 論理 ページの 長さ は， 棵準 サイズ （16K バイ ■ 



この ファンクション は， オペレーティングシステムが 要求す る 数 だけ， 標準 サ 
ィズ （16K バイ ト） の ページ を アロケートし， 各 ページに 固有の EMM ハンドル 
を 割り当てます. この EMM ハンドル は， オペレーティングシステムが EMM ハ 
ン ドル を 解除す るまで， これらの ページ を 処理し ます. この ファンクション は， 



ファンクション 4 (Allocate Pages ファンクション） と は 異なり， EMJVI ハンド 
ルに ゼロ ページ を アロケート する ことができます. 
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注意： 以下の 注意 は， 拡張 メモリ マネージャ インプリメンタと オペレーティング 
シ ス テムの 開発 者に のみ 関係が あ ります. 

アプリケーション は， 次に 挙げる ような メモリ マネージャの 特性 を 使用す るべ 
きではありません. アプリケーションが これらの 規則 を 守らない 場合に は， マイ 
ク ロソフ ト 社の オペレーティングシステムに 互換性が なくなります. 

拡張 メモリ マネージャ は， この 仕様に 互換性 を もたせる ために， オペ レー ティ 
ング システム でのみ 使用可能な 特別の ハンドル を 供給して います. この ハンドル 
は， 0000H の 値 を 持ち， 拡張 メモリ マネージャ ドライバが インストールされ たと 
きに， そこに アロケート された ページ セット を 与えられます. メモリ マネージャ 
が 自動的に EMM ハンドル 0OO0H にァ ロケ 一 ト する ページ は， 標準 メ モ リ を 埋め 
なおします. 一般 的に は， この 埋めな おし は 40000H(256K) と 9FFFFH(640K) 
の 間で 起こります. しかし， ハードウェアと メモリ マネージャに その 能力が あれ 
ば， この 制限よ り 上回ったり 下回った りする ことができます. 

オペレーティングシステム は， この ハンドル を 取得す るた めに， ファンク ショ 
ン 27 を 呼び出す 必要はありません. 拡張 メモリ デ パイス ドライバが ィ ン ストール 
される と， この ハンドル はすで に 存在して いると 想定され， ただちに 使用可能に 
なる からです. オペレーティングシステムが この ハンドル を 使用す る ときには， 
0000H の 特別な EMM ハンドル 爐を 使用し ます. オペレーティングシステム は， 
こ の 特別な EMM ハンド ル値 を 使用 し て， 任意の EMM ファンクション を 呼び出 
す ことができます. この EMM ハンドルに ページ を アロケート する ために は， ォ 
ペレ 一 ティング システム は ファンクション 18 (Reallocate Pages ファンク ショ 
ン） を 呼び出します. 

この ハンドルに は， 2 つの 特別な 場合が あります. 

1. ファンクション 27 (Allocate Standard Pages ファンクション） 

この ファンクション は， EMM ハンドル 値と して 0( ゼロ） を 返す こと はあり ま 
せん. アプリケーションに おいて， ページ を アロケートし， その ページ を 持つ 
EMM ハンドル を 取得す るた めに は， ファンクション 27 を 呼び出さなければ なり 
ません. ファンクション 27 は， ゼロの EMM ハンドル 値 を 返す こと はない ので， 
アプリ ケ一シ ヨンで この 特別な EMM ハンドルに アクセス する こと はでき ませ 
ん. 

2. ファンクション 6 (Deallocate Pages ファンクション) 

オペ レー ティ ング システムが， 特別な EMM ハンドルに アロケートされ たぺ一 
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ジの 解除の ために この フ アンク ショ ンを 使用す る と， EMM ノヽ 

ページ は 使用可能 として メモリ マネージャに 返されます. しか 
ン ドル は 再び 割り当て する こと はでき ません. メモリ マ： 
Pages ファンクション のこの EMM ハンドルへの 要求： 

ン クシ ヨンの 要求と 同じ ものと して 取り扱います • すなわち， この EMM ハンド 
ル への リ アロケートの ページ 数 は ゼロになります. 




num of standard pages to 一 alloc 



DW ？ 



emm 一 handle DW ？ 


MOV 


BX,nurri-Of-Standard— pages—to— alloc 


MOV 


AX,5A00H ； 


load function code ' 


INT 


67H ： 


call the memory manager 


OR 


AH f AH ； 


； check EMM status 


JNS 


emm— err— handler ； 


； jump to error handler on error 


MOV 


emm 一 handl も DX J 


； save handle 
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INT 67H 

厂 Allocate Raw Pages ファン クシ； ンド 1 ス 



！ 機 能 i ロー ページの アロケートと 固有の EMM ハンドルの 割り当て 

I コール I AX = 5A01H 

BX num of raw pages to alloc 

オペ レー ティ ング システムが ァ ロケ 一 ト しょう とする ロー ページ 数 

I リターン I AH = 00H 正常 実行 （メモリ マネージャが 割り当てられた EMM ロー ハンド 

ルにロ 一^ ： ージを アロケートした 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ x ァが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 85H 復旧 可能 （すべての EMM ハンドルが 使用され ている） 
= 87H 復旧 可能 （システム 内に オペレーティングシステムの 要求 を满 たす 

数の 拡張 メモリ 口 一^ ジ がない） 
= 88H 復旧 可能 （システム 内に オペレーティングシステムの 要求 を满 たす 

数の 未ァ ロケ一 ト ロー ページがない） ' 
= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
DX EMM ロー ハンドル 

固有の EMM ロー ハンドル. オペレーティングシステム において は， この 
EMM ロー ハンドル を パラメータと して 必要と する すべての ファンクションで， 
この ハンドル を 使用し なければ ならない. 255 個までの EMM ハンドル を 使用で 
きる （ファンクション 27 と ファンクション 4 は， 同じ 255 個の EMM ハンドル を 
共有し なければ ならない）. この EMM ロー ハン ドル を 使用す るすべ ての フ ァ ン 
クシ ョ ン について， これに ァ ロケ 一 ト されて いる 物理お よび 論理 ページの 長さ は， 
標準 サイズ （16K パイ ト） ではない. 

解 »ft I この ファンクション は， オペレーティングシステムが 要求す る 数 だけ， 標準 サ 
ィズ （16K バイ ト） ではない ページ （ロー ページ） を アロケートし， 各 ページに 
固有の EMM ハンドル を 割り当てます. この EMM ハンドル は， オペ レー ティン 
グ システムが EMM ハンドル を 解除す るまで， これらの ページ を 処理し ます. こ 

の ファンクション は， ファンクション 4 (AllocatePages ファンクション） と は 
異なり， EMM ハンドルに ゼロ ページ をァ ロケ一 卜する ことができます， 
(注 ： PC- 9800 シ リ 一 ズのロ ；ージ は 16K パイ ト サイ ズ です） 
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ハードウェア によって は， 16K パイ 卜の 約数になる ページ サイズ を もつ 拡張 メ 
モリ ボードが あります. 16K バイ トの 約数と なる 物理 ページ サイズ は， ロー (raw) 
ページと 呼ばれます • オペレーティングシステムが， この 16k バイトの 約数と な 
る ページ サイズ を 処理す る 場合 も あるでしょう. そのような 場合に は， メモリ マ 
ネー ジャ は， 口 一^ ： ージが アロケート された ハンドル を 使用して， すべての ファ 
ン クシ ヨン を 取り扱わなければ なりません. これ は， Allocate Raw Pages ファ 
ン クシ ヨン を 使用して 処理 を 行います が， 標準 （16K バイ ト） の ページが ァ ロケ 
—ト されて いる EMM ハンドル を 用いる 場合と は， 異なる 使い方 をし ます. 

ファンクション 4 (Allocate Pages ファンクション） や， ファンクション 27 
(Allocate Standard Pages サブ ファンクション） を 使用して 割り当てられた 
EMM ハンドル は， 16K バイトの ページ を 持って いなければ なりません. これが 
標 * 的な 拡張 メモリ ページの 大きさです. もし， 拡張 メモリ ボード ハードウェア 
が 16K バイ トの ページ を 用意で きなければ， メモリ マネージャ は， 複数の 棟準サ 
ィ ズ ではない ページ を 組み合わせて 1 つが 16K バイ 卜の ページ を 形成す る こ と 
で， 16K バイ 卜の ページ を エミュレートし なければ なりません • 

ファンクション 27 (Allocate Raw Pages ファンクション） を 使用して 割り 当 

てられた EMM ハンドル は， ロー ハンドルと 呼ばれます. ロー ハンドルに ァ ロケ 

一 卜される 論理 ページ は， すべて 標準 的で ない 大きさ （16K ではない サイズ） に 

なります. しかし， いったん オペレーティングシステムが， ハンドルに 複数の 口 

一 ページ をァ ロケ 一 ト してし まう と, その ロー ハンドルに 標準 サイ ズ ではない ぺ 

一 ジがァ ロケ 一 卜されて いる こと を 識別す る こと は， メモリ マネージャの 役割と 

なります. メモリ マネージャ は， これらの ハンドル を » 別し， 標準 サイズで はな 
い ページ を もつ ハンドル を 使用す るすべ ての ファンク ショ ンを， 別々 に 取り扱わ 

なければ なり ません. 論理 ページ サイ ズはフ アン クシ ヨン 27 が 割り当てる いずれ 
かの EMM ロー ハンドルに ついても， 標準 サイズで はない ページと なります， 

注意： 以下の 注意 は， 拡張 メモリ マネージャ イン プリ メンテ 一 ターと オペ レ一テ 
ィ ング システムの 開発 者に のみ 関係が あります. 

アプリケーション プログラム は， 次に 挙げる ような メモリ マネージャの 特性 を 
使用す るべき ではありません. アプリケーションプログラムが これらの 規則 を 守 
ら ない 場合に は， マイクロ ソフト 社の オペ レ一 ティ ング システムに 互換性が なく 
なります， 
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拡張 メモリ マネージャ は， この 仕様に 互換性 を もたせる ために， オペ レー ティ 
ング システム でのみ 使用可能な 特別の EMM ハンドル を 供給して います. この 
EMM ハンドル は， 0OOOH の 値 を 持ち， 拡張 メモリ マネージャ ドライバが インス 
トール された ときに， そこに アロケート された ページ セット を 与えられます. メ 
モリ マネージャが 自動的に ハンドル 0000H に アロケート する ページ は， 棟 準 メモ 
リを 埋めな おします， 一般的に は， この 埋めな おし は 40000H(256K) と 9FFFFH 
(640K) の 間で 起こります. しかし， ハードウェアと メモリ マネージャに その 能 
力が あれば， この 制限よ り 上回ったり 下回った りする ことができます. 

オペレーティングシステム は， この EMM ハンドル を 取得す るた めに， ファン 
クシ ヨン 27 を 呼び出す 必要はありません. 拡張 メモリ デバイス ドライバが インス 
トールされ ると， この EMM ハンドル はすで に 存在して いると 想定され， ただち 
に 使用可能になる からです. オペレーティング システムが この ハンドル を 使用す 
る ときには， 0000H の 特別な EMM ハンドル 値 を 使用し ます， オペレーティング 
システム は， この 特別な ハンドル 値 を 使用して， 任意の EMM ファンクション を 
呼び出す ことができます. この EMM ハンドルに ページ を アロケート する ために 
i は， オペ レー ティ ング システム は ファンクション 18(ReallocatePages ファンク 
シ ヨン） を 呼び出します. 

この ハンドルに は， 2 つの 特別な 場合が あります. 

1. ファン クシ 3 ン 27 (Allocate Raw Pages ファンクション） 

この ファンクション は， ハンドル 値と して 0 (ゼロ） を 返す ことはありません. 
アプリケーション において， ページ を アロケートし， その ページ を 持つ EMM ハ 
ン ドル を 取得す るた めに は， ファンクション 27 を 呼び出さなければ なりません. 
ファンクション 27 は， ゼロの EMM ハンドル 値 を 返す こと はない ので， アブリ ケ 
ーシ ヨンで この 特別な EMM ハンドルに アクセス する こと はでき ません. 

2. ファンクション 6 (Deallocate Pages ファンクション) 

オペ レー ティ ング システムが， 特別な EMM ハンドルに ァ ロケ 一 ト された ぺー 
ジの 解除の ために この ファンク ショ ンを 使用す る と， EMM ハンドルが 所有す る 
ページ は 使用可能 として メモリ マネージャに 返されます. しかし， この EMM ハ 
ン ドル は 再び 割り当て する こと はでき ません. メモリ マネージャ は， Deallocate 
Pages ファンク ショ ン のこの EMM ノ、 ン ドルへの 要求 を， Reallocate Pages フ ァ 
ン クシ ヨンの 要求と 同じ ものと して 取り扱います. すなわち， この EMM ハンド 
ル への リア ロケ 一 卜の ページ 数 は ゼロに なり ます. 
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num— of— raw— pages— to— alloc 


DW ？ 


emm— raw— handle 


DW ？ 


MOV BX，num— of— raw_page: 


5 一 to 一 alloc 


MOV AX t 5A01H 


； load function code 


INT 6 フ H 


； call the memory manager 


OR AH,AH 


； check EMM status 


JNS emm— err— handler 


； jump to error handler on error 


MOV emm 一 rawjiandl も DX 


； save raw handle 
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INT 67H 



Alternate Map Register Set ファンクション No, 28 



I 機能 I マップ レジスタの 変更 

I 注意 I この ファンクション は OS のみが 使用し ます. OS はいつ でも この ファン クシ 

ヨン を 使用禁止に する ことができます， OS が この ファンクション を 使用 可 また 
は 使用 不可に する 方法に ついては ファンクション 30 を 参照して ください. 

• 投糞 T 構想 

言己述 されて いる サブ ファンクション を サボ 一 ト している ハードウェア は， どん 

な 拡張 メモリ ボード 上に も あると は 限り ません. ある サブ ファンクションに はソ 
フ トウ エア エミ ユレ ーシ ヨンが 用意され ていて， また 他の サブ ファンクションに 

は， 使用に 際して 一定の プロトコルが 実行され なくて はならなかった りします. 

システム DMA 機能 を 利用す る サブ ファン クシ ョ ンは， 特に この ことが Ifi 要に な 
ります. 

• システム DMA 機能 と DMA に よ る 拡張 メモ リ サ ポー ト 

マルチ タスク OS では， ある タスクが DMA が 完了す るの を 待って いる 場合， 別 
な タスクに 切り換え でき れば 便利です. こ の 仕様 は DMA が 発生 している 間 マツ 
プ アウトされ ている メモリ 領域に DMA できる ように 拡張 メモリ ボードに 設計 
されて いる 機能に ついて 記述し ます. この 機能 を 備えて いない 拡張 メモリ ボード 
は， マップ 可能な メモリ 領域で DMA を 実行中， マッピング コンテキスト を 変更 
する こと はでき ません. つまり， すべての DMA 動作 は， ページが 再 マップされ 
る 前に 完了して おかなくて はなり ません. 

き 拡張 メモリに よる DMA レジスタ セッ 卜の サポート 

DMA レジスタ セッ トを 持つ 拡張 メモリ ボード は， マッピング コンテ キス 卜が 
切り換えられ ている 問， マップ 可能な 領域に DMA を 行う ことができます. DMA 
レジスタ セッ ト と 代替 マップ レジスタ セッ ト と は 別な ものである という こと は 重 
要な ことです. 

OS の DMA レジスタ セッ 卜の 使用例 は 以下のと おりです. 

1- DMA レジスタ セッ トの アロケート 

2. 現在の レジスタの 取得 

3. DMA レジスタ セッ 卜の 設定 
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4. 要求され た メモリ 内への マップ 'ふ 

5. DMA レジスタ セットの 取得 

6. 本来の レジスタ セットの 設定 

7. DMA レジスタ セッ トへ 希望す る DMA チャネルの 割り当て 

前述の コールに より， 要求され た DMA チャネルへ 全 DMA アクセスが 行われ 
る 場合 は， 現在の レジスタ セットに 関係な く， 現在の DMA レジスタ セット を 通 
じて マッピング できる よう になり ます. 言い換えれば， DMA レジスタ セッ トは， 
指定の DMA チャネル 上の DMA オペレーション のために 現在の マッピング レ 
ジス タを 無視す る ことになります • DMA レジスタ セッ トに 割り当てられ ていな 

い DMA チャネル は， そのす ベての DMA を 現在の マツ ビング レジスタ セッ トを 
通して マッピング されます • 
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INT 67H 



Get Alternate Mao Register Set 



ファンクション No.28 

コード 00H 



UK 



代替 マップ レジスタ セットの 取得 



[コール I AX = 5B00H 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 8FH 
= A4H 



正常 実行 （代替 マップ レジスタ セット を 取得した） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
(指定の EMM ハンドルがない） 
(メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 
回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる， 
このと き ファンクション は 使用で きない） 
BL カレントの アクティブな 代替 レジスタ マップ セットの 番号 

BL * 0 の 場合， ファンクションが コールされ ている ときに 使用され ている マ 
ッブ レジスタ セッ トを 含む ES:DI は 使用され ない. 

BL = 0 の 場合， システム 内の 全 マップ レジスタの 状態 を 含む エリアへの ボイ 
ンタ. また 本来の 状態に 戻す ために 返す に 必要な 追加 情報が 返された こと を 示す. 

ES ： DI マップ レジスタ コンテキストの セーブ エリアへの ポインタ 

OS が 供給して いる コンテキストの セーブ エリアへの ボイ ンタを 含む. この ボ 
インタ は セグメント： オフ セッ トの 形式 を 持つ. もし 拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 
代替 マツ ビング レジスタ セッ トを 供給して いなければ， この ボイ ンタは 常に 返さ 
れる. OS は Set Alternate Map Register Set サブ ファンク ショ ンを コールす る 
とき は， 必ず この ポインタ を 拡張 メモリ マネージャに 渡す. OS が Set Alternate 
Map Register Set サブ フ アンク ショ ンを コールす る 前に この フ アン クシ ヨン を 
コールしたら， この ファンクション は ボイ ンタ値 を 0 にして 返す. OS は セーブ ェ 
リ ァ 用に スペース を 確保して おかなくて はならない. しかし 有効な 情報が 格納 さ 

れる 前に， OS は メモリ マネージャ にこの セーブ エリ ァの 内容 を 初期化す るよう 
に 要求す る 必要が ある. 

OS は， ファンクション ほ (Get Page Map) により アロケート された セーブ ェ 
リア を 初期化す る. 初期化 終了後， その セーブ エリアに は システム 内の 全 ボード 
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上の マップ レジスタの 状態が 全 納 される. この セーブ エリアに は， OS が Set 
Alternate Map Register Set サブ ファンクション を コール するとき に， 本来の 状 
態に 戻す ために 必要な 追^« 報 も 格納され ている. 

この ファンクション は， この ファンクションが コールされ ている ときに ァクテ 
ィ プ になって いる マップ レジスタ によって， 以下の 2 つのう ちい ずれ か を 実行し 
ます， 

1. Set Alternate Map Register Set サブ ファンクションが， 代替 マップ レジス 
タ セットに 0(BL = 0) を 返して 終了して いた 場合， 以下の ようになります 

a. Set Alternate Map Register Set サブ ファンクション によって EMM 内に 保 
存 された コンテ キス ト 保存 領域 ボイ ンタ は， この 呼び出し によって 返されます. 
この ボイ ンタは 常に， 代替 マップ レジスタ セッ トを 用意し ない ボードの ために 返 

されます， 

b. 返された コンテ キス ト 保存 領域 ボイ ンタが ゼロで なければ， この サブ ファンク 
シ ヨン は， システムの 各 拡張 メモリ ボードの マップ レジスタの 内容 を， この ボイ 
ンタが 指定す る 保存 領域に コビ 一します. この 保存 領域の 害 式 は， ファンク ショ 
ン 15 (Get Page Map サブ ファンクション） によって 返される ものと 同じに なり 
ます， これ は 代替 マップ レジスタ セッ トを 得る こと を シミュレート する 目的で 行 
われます. メモリ マネージャ はこの マツ ビング コンテキストに スペース をァ ロケ 
― ト しない ことに 注意して ください. これ は オペレーティングシステムが 行い ま 
す. 

c. 返された コンテ キス ト 保存 領域 ボイ ンタが ゼロで あれば， この サブ ファン クシ 
ョ ンは， システムの 各 拡張 メモリ ボードの マップ レジスタの 内容 を この ボイ ンタ 
が 指定す る 保存 領域 に コピーす る ことはありません. 

d. コンテクスト 保存 領域 ポインタ は， 先行す る Set Alternate Map Register Set 
ファンクションの 呼び出し によって 初期設定され ていなければ なりません. 
EMM 内に 保存され ている コンテ キス ト 保存 領域 ポインタ は， インス トールの 直 
後 は ゼロで ある こ と に 注意して く ださい. 

e. コンテキスト 保存 領域 は 先行す る Get Page Map ファンクション （ファン クシ 
ヨン 15) の 呼び出し によって 初期設定され なければ なりません. 
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2. Set Alternate Map Register Set サブ ファンク ショ ンの コールが， 0 ょリ 大き 

い (BL > 0) 代替 マップ レジスタ セット を 返して 終了した^， この ファン クシ 
ヨンが コール された ときに， 使用され ている 代替 マップ レジスタ セッ 卜の 番号が 
返されます， 

I 例 I alt_map_reg_set DB ？ 

context save 一 area ptr seg DW ？ 

context save_area_ptr offset DW ？ 



MOV 
INT 


AX.5B00H 
67H 




load function code 

call the memory manager 


OR 


AH,AH 




check EMM status 


JNZ 


emm 一 er し handler 




jump to error handler on error 


MOV 


alt— map— reg— set，BX 




save alt map reg set 


TEST 


B し BL 






JNZ 


no— ptr— returned 






MOV 


context save— area— ptr 


seg'ES ； 




MOV 


context_save^area_ptr 


offsetDI ； 



no— ptr— retured: 
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INT 67H 



Set Alternate Map Register Set 



シ ヨン No. 28 
コード 01H 



コー 



リタ— ヒ 



代替 マップ レジスタ セッ 卜の セッ ト 

AX = 5B01H 

BL 新しい 代替 マップ レジスタ セットの 番号 

アクティブな 代替 マップ レジスタ セッ トの 番号 

BL キ 0 の 場合， マップ レジスタ コンテ キス 卜の リストア エリ ァ への ボイ ン 
タは 要求され ない. また ES:DI の 内容 は 影響 を 受けず 無視され る. ボード 
が レジスタ をサ ポー ト していれば BL 内の 指定され た 代替 マップ レジスタ 
セット は， ァク ティ ブ になる. 

BL=0 の 場合， システム 内の 全ボ一 ドの全 マップ レジスタの 状態 を 含む ェ 
リアへの ポインタと， 本来の 状態に 戻す ために 必要な 追加 情報が， es:di 

に 返された こと を 示す. 

OS が 供給して いる， マツ ブレジ ス タコン テキス トの リス トァ エリアへの ボイ 
ンタを 含む. この ポインタ は セグメント ： オフ セッ トの形 をと り， 拡張 メモリ ハ 
一 ドウ ヱァが 代替 マツ ビング レジスタ セッ トを 供給して いなければ， 常に 返され 

る • 

OS が この ファンク ショ ンを コールす る とき は， いつでも この ボイ ンタを メモ 

リ マネージャに 引渡さなければ ならない. は リスト ァ エリ ァ のために あらかじめ 
スペース を 確保し なくて はならない. さらに， この リストア エリアの 内容 は， 有 

効な 情報 を 格納す る 前に メモリ マネージャが 初期化す るよう に， OS が 要求 を 出 

さなくて はならない. 

OS は ファンクション 15 (Get Page Map) により 確保した リストア ェ リア を 初 
期 化する. 初期化 終了後， この エリア は マップ レジスタの 状態 を 含む ことになる. 

この リ ストア エリア は 本来の 状態に 戻す ために 必要な 追加 情報 を も 含む. 



AH = 00H 正常 実行 （代替 マップ レジスタ をセッ ト した. 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱ ァが勳 作し ない） 
= 83H 回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 
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= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

= 8FH 回復 不可 （サブ ファンクション パラメータが 無効） 

= 9AH 回復 不可 （代替 マップ レジスタ セット は サポート されて いるが， 指 

定の 代替 マップ レジスタ セッ トが サボ一 とされない） 
= 9CH 回復 不可 （代替 マップ レジスタ セット は サポート されて いるが， 指 

定の 代替 マップ レジスタ セット は 0 ではない） 
= 9DH 回復 不可 （代替 マップ レジスタ セット は サポート されて いるが， 指 
定の 代替 マップ レジスタ セッ 卜が 定義され ていない か， ァ ロケ 一 
ト されて いない） 

= A3H 回復 不可 （ソース アレイの 内容が 違う か， サブ ファンクションから 

渡された ボイ ンタが 無効で ある） 
= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 

このと き ファンク ショ ンは 使用で きない） 

I 解 K I この ファンクション は， 指定の マップ レジスタ セットに 従って， 次の 2 つのう 

ち 1 つ を 実行し ます • 

1. も し 設定され た 代替 マップ レジスタ セッ トが ゼロで あれば， その マツ ブレジ ス 
タセッ トが アクティブ になり ます. マップ レジスタ コンテ キス ト 復元 領域 ボイ ン 

タが ゼロで なければ， ES ： DI によって 示された 復元 領域の 内容 を， システム 内の 
各 拡張 メモリ ボードの レジスタ セッ トにコ ビーし ます. この ボイ ンタが ゼロで あ 
れば， その内 容はコ ビーされ ません. 
マップ レジスタ コンテキスト 復元 領域 ポインタ は， その « [にか かわらず， メモ 

リ マネージャ 内に 保存され ます. この 値 は， Get Alternate Map Register Set サ 

ブ ファンクション によって 使用され ます • 

オペレーティングシステム は， この コンテ キス 卜 復元 領域 ポインタ を 用意し な 

ければ なりません. この サブ ファンクション は， 代替 マップ レジスタ セットの 設 
定を シミュレート する 目的で 使われます. メモリ マネージャ は コンテ キス ト 保存 

領域 ポィ ンタを 内部的に 保存し， この マツ ビング コンテキストに スペース をァロ 
ケ一ト する の は オペ レー ティ ング システムが 行う ことに 注意して ください. 

2. も し 指定の 変更 マップ レジスタ セッ トが 0 でなければ， 指定の マップ レジスタ 
セット がァ ク ティ ブ です. OS が ボイ ント している リストア エリ ァは， 使用され る 
こと はあり ません. 
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alt— map— reg— set 

context 一 restore— area— ptr—seg 

context— restore— area— ptr 一 offset 



DB? 
DW? 

DW? 



MOV 

MOV 

TEST 

JZ 

MOV 

MOV 



AX ( 5B01H 

B し alt— map 一 reg_set 

B し BL 

no 一 ptr— passed 
ES,context— restore— area— ptr—seg 
Dl'context— restore— area— ptr— offset 



load function code 



no ptr passed : 



67H 



OR 
JNZ 



emm err handler 



call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 
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INT 67H 




□ 



コール 



mm. 



代替 マ ッ プ セーブ 配列の サイ ズ取傅 



AX = 5B02H 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 8FH 
= A4H 



正 《 実行 （配列の 大きさ を 返した） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

回復 不可 （メモリ マネージャ に 渡さ れた ファンク ショ ンが 未定義） 
回復 不可 （パラメータが 無効） 

回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 
このと き ファンクション は 使用で きない） 
DX 配列の サイズ 

OS が Get, Set, Get & Set の ファンクション に 要求す ると き に 必ず， OS が 供 
給して いる メモリ エリアに 転送され る パイ ト数を 含む. 

この ファンクション は， 他の ファンクション 28 に 参照 される マップ レジスタ コ 
ン テキスト を セーブす るた めに 必要な 大きさ を 返します. 



匸 お | size of array 



MOV 
IN 丁 
OR 
JNZ 
MOV 



AX,5B02H 

67H 

AH.AH 

emm err— handler 
size of array, DX 



DW ？ 

； load function code 

: call the memory manager 

: check EMM status 

； jump to error handler on error 

； save size of array 
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DC 



7 一 



nsnsn 



代替 マップ レジスタ セッ トのァ ロケ 一 ト 



匚 コール] AX = 5B03H 



AH = 00H 
= 80H 
= 81 H 
= 83H 
= 84H 
= 8FH 
= 9BH 



正？！? 実行 （代替 マップ レジスタの 番号 を 返した） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフ トウ x ァが 動作し ない） 

回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 

回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
回復 不可 （パラメータが 無効） 

回復 不可 （代替 マップ レジスタ は サポート されて いるが， 現在 代替 
マップ レジスタ はすべ てァ ロケ 一 卜されて いる） 

= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 
このと き ファンクション は 使用で きない） 
B し 代替 マップ レジスタ セットの 番号 

代替 マップ レジスタ セッ 卜の 番号 を 含む. もし ハードウェアが 代替 マツ ブレジ 
ス タセッ トをサ ポー ト していなければ， 0 が 返される. この マップ レジスタ 
コンテ キス ト セーブ エリアへの ポインタ を 取得す るた めに， ファンクション 28 が 
コールされ なければ ならない. OS は， この セーブ エリア を サボ 一 ト しなくて はな 
ら ない. この セーブ エリア は， ハードウェアが 変更 マップ レジスタ セット を サボ 
ート していな いため， 必要で ある. 

この サブ フ アンク ショ ンは， ファンク ショ ンが コール された ときに 使用で きる 
代替 マ ッ プレ ジス タ セット の 番号 を 返 します. もし ハ一 ドウ ヱ ァが 代替 マ ッ ブレ 
ジス タをサ ポー ト していなければ， 代替 マップ レジスタ セッ トの 番号に は 0 が 返 
されます. ' 

アロケート された 代替 マップ レジスタ セット は， Get または Set Alternate 
Map Register Set ファンクション を 使用 するとき に， この 返された 番号で 参照 さ 
れ ます. OS は これらの サブ ファンクション を 使い， 代替 マップ レジスタ を 参照 
し， マッピング コンテキスト を 拡張 メモリ 上です ぐ 切り換える ことができます. 
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この ファンクション は， アクティブな 代替 マップ レジスタ セットの 内容 を， 新 
しく アロケート された 代替 マップ レジスタ セッ トの マッピング レジスタに コピー 

します. これにより， OS が Set Alternate Map Register Set ファンク ショ 
ンを 実行 するとき に， 新しい 代替 マップの アロケートの 前に マップ された メモリ 
への 読み書きが 可能になります. この ファンクション は， 代替 マップ レジスタ セ 
ットを 実際に 使用 中の マップ レジスタ セット を 変更す る ことはありません が， 新 
しい 代替 マップ レジスタ セッ トを アロケート する ことに 加えて， 後に 統く Set 
Alternate Map Register Set のために 新しい 代替 マップ レジスタ セット を 用意し 
ます. ' 



I 例 I alt map reg 一 num 



DB ？ 



MOV 



AX.5B03H 
67H 



OR 

JNZ 

MOV 



emm err handler 
a け— map— reg— num,B し 



； load function code 

； call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 

； save alt map reg num 
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INT 67H 



Deallocate Alternate Map Register Set 



ファンクション No.28 

コード 04H 



Iff 



代替 マップ レジスタ セッ 卜の 解放 

AX = 5B04H 

BL 代替 マップ レジスタ セットの 番号 

解放され る 代替 マップ レジスタ セッ トの 番号. マップ レジスタ セッ 卜が 0 なら 
ば， アロケート または 解放 はでき ない. しかし， もし 変更 マップ レジスタ セット 
に 0 が 指定され て あり， 本 サブ ファンクションが コールされ ていた 場合 は， エラ 
一に はならない. この場合， この ファンクションの コール は 無視され る. 



lEE AH = 



00H 
80H 
81H 
83H 
84H 
8FH 
9CH 



正常 実行 （代替 マップ レジスタ セット は 解放され た） 

(メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
(拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

(メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
(パラメータが 無効） 
回復 不可 （代替 マップ レジスタ セット は サポートされ ている 力、 指 
定の 代替 マ ッブ レジスタ セットが 0 ではない） 
= 9DH 回復 不可 （代替 マップ レジスタ セット は サポート されて いるが， 指 
定の 代替 マップ レジスタ セッ トが 定義され ていない か， ァ ロケ一 
ト されて いない） 

= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 
このと き ファンクション は できない 



Deallocate Alternate Map Register Set サブ ファンクション は， 代替 マ ッ プ 
レジスタ セット を， 将来の 使用の ために メモリ マネージャに 返します. メモリ マ 
ネー ジャは 必要な ときに， この 代替 マップ レジスタ を 再 アロケート できます. 

この ファンクション は， 指定の 代替 マップ レジスタの マッピング コンテ キス ト 
を 読み書き 不可能 （解除） にもで きます. これにより， 以前に この 代替 マップ レ 
ジス タに マッピング された ページ を アクセス 不可に して 保護し ます， 現在の 代替 
マツ ブ レジスタ セット は 解放 はでき ません ので 注意して ください. これ を 行う と， 
現在の 内部 メモリ と 拡張 メモリに マッピングされ ている すべての メモリが， ァク 
セス 不可になります. 
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1 例 I alternate— map 一 reg 一 set DB ？ 



MOV 


BX,alternate— map— reg— set 


Ada ■ ■ 

； set alternate map reg set 


MOV 


AX,5B04H 


； load function code 


INT 


67H 


； call the memory manager 


OR 


AH f AH 


； check EMM status 


JNZ 


emm err handler 


； jump to error handler on error 
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INT 67H 




DMA レジスタ セッ トの アロケート 



コール AX = 5B05H 




AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83 H 
= 84H 
= 8FH 
= 9BH 



正常 実行 （DMA レジスタ セッ トを アロケートした） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ x ァが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

回復 不可 （メモリ マネージャ に 渡 された ファンクション が 未定義） 
回復 不可 （パラメータが 無効） 

回復 不可 （DMA レジスタ セッ トは サポート されて いるが， 現在 
DMA レジスタ セッ トは 全部 アロケートされ ている） 
= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 

このと き ファンクション は 使用で きない） 
BL DMA レジスタ セッ 卜の 番号 

DMA レジスタ セッ トの 番号 を 含む. もし DMA レジスタ セッ ト がハ一 ドゥエ 
ァ により サポートされ ていない 場合 は 0 が 返る. 

注） PC-9800 シリーズ では， DMA レジスタ セット は サポートして いません. 

Allocate DMA Register Set サブ ファンクション は， もし DMA レジスタ セッ 
卜が 現在 使用可能 ならば, DMA レジスタ セッ トの 番号 を 返します. もし ハー ドウ 
エアが DMA レジスタ セッ トを サポートして いなければ， DMA レジスタ セッ ト 
番号に は 0 が 返されます. 

マルチ タスク OS では， ある タスクが DMA が 完了す るの を 待って いる 問, 別な 
タスクに 切り換えが できる と 便利です， しかし， DMA が 現在の レジスタ セッ トを 
通じて マップされ ている 間 は， この 切り換え はでき ません. つまり 全 DMA 動作 
は， ページの 再 マップの 前に， 完了して おかなければ はりません. 

OS は， 指定の 代替 マ ッ ブレ ジス タ セ ッ ト を 使用して， 指定の DMA チ ャ ネルで 
の DMA オペレーション を 開始す るで しょ う. この 代替 マップ レジスタ セッ ト 
は， DMA オペレーションが 完了す るまで， OS または アブリ ケ一 ショ ンブ ログ ラ 
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ム により， 再度 使用され る ことはありません. OS は 代替 マップ レジスタの 内容 を 
変更し ない ことと， DMA オペレーションの 間 アプリケーションプログラムが 代 
替 マップ レジスタ セッ 卜の 内容 を 変更 させない ようにす る ことによ り， DMA の 



「 §j 1 DMA reg— set number 



MOV 



OR 

JNZ 

MOV 



AX f 5B04H 

67H 

AH ( AH 

emm— err— handler 
DMA— reg— set— number, BL 



？ 



load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 

save DMA reg set number 
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INT 67H 



Enable DMA on Alternate Map Register Set 



ファンクション No.28 
コード 06H 



fin 代替 マ ップ レジスタ 上の DMA の 使用許可 



コール 



AX = 5B06H ， 
BL DMA レジスタ セッ ト 番号 

DL で 指定され る DMA チャネル 上の， DMA オペレーションに 使用され る 代 
替 マップ レジスタ セッ トの 番号. もし 指定の 代替 マップ レジスタ セッ トが 0 なら 
ば， 指定の DMA チャネル に対する DMA アクセス は 実行され ない. 
DL DMA チャネル 番号 

BL で 指定 さ れた DMA マップ レジスタ セット に 対応す る DMA チヤ ネ ル. 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 
= 8FH 
= 9AH 



正常 実行 （代替 マップ レジスタの DMA の 使用 を 許可した） 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 
回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクション が 未定義） 
回復 不可 （パラメータが 無効） 

回復 不可 （DMA レジスタ セッ トは サポート されて いるが， 指定の 
代替 マップ レジスタ セッ トは サポートされ ていない） 
= 9CH 回復 不可 （DMA レジスタ セット は サポートされ ていない. また 指 

定の DMA レジスタ セット は 0 でない） 
= 9DH 回復 不可 （DMA レジスタ セット は サポート されて いるが 指定の 
DMA レジスタ セッ トは 定義され ていない か， アロケートされ てい 
ない） 

= 9EH 回復 不可 （DMA チャネル は サポートされ ていない） 

= 9FH 回復 不可 （DMA チャネル は サポートされ ている 力 5， 指定の DMA 

チャネル は サボ 一 ト されて いない） 
= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 
このと き ファンクション は 使用で きない） 



注） PC-9800 シリーズ では DMA レジスタ セッ トを サポートして いません. 
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□ 



この ファンクション は， 指定の 代替 マップ レジスタ セッ ト 

DMA チャネルでの DMA アクセス を 可能に します • マルチ タスクの OS では， あ 
る タスクが DMA が 完了す るの を 待って いる 間， 別な タスクに 切り換えが できる 
と 便利です • 指定の チャネルでの DMA は， 現在の レジスタ セットと 関係な く 指 
定の DMA レジスタ セッ トを 利用で きます • もし， DMA チャネルが DMA レジス 
タセッ 卜に 割り付けられて いなければ， その チャネル に対する DMA は 現在の レ 
ジス タセッ トを 通じて マップ されます. 



al し map—reg 一 set 
DMA channel num 



？ 



MOV 
MOV 
MOV 



OR 
JNZ 



B し alt— map— regset 
D し DMAchanneljiurn 
AX，5B06H 
67H 



emm err handler 



set alt map reg set 

set DMA channel num 

load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 
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INT 67H 



• 



Disable DMA on Alternate Map Register Set 



ファンクション No.28 
コード 07H 



コー 



□ 



代替 マップ レジスタ 上の DMA の 使用 不 許可 
AX = 5B07H 

BL 代替 マップ レジスタ セットの 番号 

オペレーション を 無効に する DMA レジスタ セッ トの 番号. もし 指定の マップ 

レジスタ セットが 0 ならば， 何も 処理され ない. 



AH = 00H 
= 80H 
= 81H 
= 83 H 
= 84H 
= 8FH 
= 9AH 



正常 実行 （代替 マップ レジスタの DMA を 使用 不可に した） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ヱァが 動作し ない） 
(指定の EMM ハンドルがない） 
(メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
(パラメータが 無効） 
回復 不可 （DM A レジスタ セット は サポート されて いるが， 指定の 
代替 マップ レジスタ セッ トは サポートされ ていない） 
= 9CH 回復 不可 （DMA レジスタ セット は サポートされ ていない. また 指 
定の DMA レジスタ セット は 0 でない） 

回復 不可 （DMA レジスタ セッ トは サポート されて いるが 指定の 
DMA レジスタ セッ トは 定義され ていない か， アロケートされ てい 
ない） 

(DMA チャネル は サポートされ ていない） 
(DMA チャネル は サポート されて いるが， 指定の DMA 
チャネル はサ ポー ト されて いない） 
= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 
このと き ファンクション は 使用で きない） 

注） PC- 9800 シリーズ では DMA レジスタ セッ ト をサ ポー ト していません. 



9DH 



9FH 



□ この ファンクション は， 指定の 代替 マップ レジスタ セッ 卜に 対応す る 全 DMA 
チヤ ネ ル への DMA アクセス を 不可能に します. 
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I 例 I DMA— reg 一 set 

MOV B し DMA— reg— set 

• MOV AX，5B07H 

INT 67H 

OR AH'AH 

JNZ emm err handler 



DB? 

； set DMA reg set 

； load function code 

； call the memory manager 

； check EMM status 

； jump to error handler on error 
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INT 67H 




. m_ 能. DMA レジスタ セッ トの 解放 



コール 



□ 



S 



AX = 5B08H 



AH = OOH 
= 80 H 
= 81H 
= 83 H 
= 84H 
= 8FH 
= 9CH 



正常 実行 （DMA レジスタ セット は 解放され た 
回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 
回復 不可 （拡張 メモリ ハードウェアが 動作し ない） 
回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

回復 不可 （メモリ マネージャ に 渡 された ファンクション が 未定義） 
回復 不可 （パラメータが 無効） 

回復 不可 （DMA レジスタ セッ ト はサ ポー ト されて いない. また 指 
定の DMA レジスタ セッ トは 0 でない） 
= 9DH 回復 不可 （DMA レジスタ セッ トはサ ポー ト されて いるが 指定の 
DMA レジスタ セッ トは 定義され ていない か， アロケートされ てい 

• ない） 

= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 

このと き ファンクション は 使用で きない） 
注） PC-9800 シリーズ では DMA レジスタ セッ トを サボ一 ト していません. 

BL DMA レジスタ セットの 番号 

DMA オペレーションで 使用し なくなる DMA レジスタ セッ 卜の 番号. これ は 
以 前に 指定の DMA チャンネルでの DMA のために アロケートされ， 使用 を 許可 
されて いた レジスタ セッ ト について 行う. もし 指定の DMA レジスタ セッ 卜が 0 
ならば， 何も 処理され ない. 

この ファンクション は， 指定の DMA レジスタ セット を 解放し ます. 

DMA reg set num 



MOV 

INT 

OR 

JNZ 

MOV 



AX.5B08H 

67H 

AH，AH 

emmerrhandler 
DMA reg— set— num，BL 



？ 

load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 

save DMA reg set num 
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INT 67H 

Prepare Expanded Memory Hard- 一 、々ぐ 
ware For Warm Boot 7 ^ ク、' 



、 



No. 29 



ウォーム ブー 卜の ために 拡張 メモリ ハードウェア を 準備す る 



AH = 5CH 



ターン 1 AH = 00H 

= 80H 
= 81H 
= 83H 
= 84H 



正常 実行 （ハード ゥヱァ の-準備が できた） 

回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ x ァが 動作し ない） 

回復 不可 （指定の EMM ハンドルがない） 

(メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 



注） PC-9800 シ リ 一ズ では 常に AH に 0 が 返されます. 

この ファンクション は， 緊急の ウォーム ブートの ために 拡張 メモリ ハー ドウ ヱ 
ァを 準備し ます. この ファン クシ 3 ンは， OS が 次に する 動作 は システムの ウォー 
ムブート であると みなします. 一般に ファンクション は， 現在の マツ ビング コン 
テキスト や， 使用 中の 代替 マップ レジスタ セット， また ウォーム ブート 時に 初期 

化の 必要が ある 拡張 メモリ ハー ドウ X ァに 依存して いるもの すべてに 影稱を 及ぼ 

します. もし， アプリケーションプログラムが 640K バイ ト 以下の アドレスに メモ 
リを マップしょう とすれば， アプリケーションプログラム は ウォーム ブートに 統 
くす ベての 可能な 状況 を トラップし， アプリケーションプログラム 自体 を ウォー 
ムブート する 前に この ファンクション を コールし なくて はなり ません. 



MOV 



OR 
JNZ 



AH.5CH 

67H 

AH ( AH 

emm err handler 



loaa function code 

call the memory manager 

check EMM status 



on error 
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INT 67H 



Enable OS/E Function Set 



ファンクション No.30 

コート' 00H 



□ 



OS ファンクション セッ 卜の 使用許可 

AX = 5D00H 

BX， CX アクセス キー 

2 回目 以降の， 全 ファンクション コールで 必要と される. アクセス キー は， 最初 
の ファンク ショ ン コールで 返された 値が 要求され る. 

AH = 00H 正常 実行 （OS ファンクションが 使用可能 になった） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ ユアが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （パラメータが 無効） 

= A4H 回復 不可 （OS が， この ファンクションの アクセス を 拒否して いる. 
この場合， この ファンクション は 使用で きない. この ファンク ショ 
ン により 渡される キーの « はこの ファンクション を 実行 を 許可す 
, る もので はない） 

BX, CX アクセス キー 

最初の ファンクション コール 時に 返される. メモリ マネージャ は， 以降 この フ 
アン クシ ヨン を 実行す るた めに 必要な， ランダム 値の キー を 返す. 2 回目 以降の フ 
アン クシ ヨン コールで は， この キー は 返されない. この ファンクションが 2 回目 
に コール された 場合 は， BX, CX は 影^ を 受けない. 



この ファンクション は， OS 指定の ファンクション を 使用で きる ように， OS が 
全 プログラム または デバイス ドライバに 使用許可 を 与える ものです. この 機能 は， 

を 使用す る こと は 許可され ていません. しかし この 機能の ために は， この ファン 
クシ ヨン を 使用す る こと はでき ます. OS が この ファンク ショ ンを 使用禁止 にし 
ている とき， プログラムが この ファンクション を 使用しょう とすると， メモリ マ 
ネー ジャは OS が ファンクションへの アクセス を 拒否して いると いう ステータス 

を 返します. これ は 使用禁止 状態のと き， ファンクション は 動作 しないと いう こ 
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とです. しかし 使用許可 状態のと き は， すべての プログラム は ファンクション を 
使用す る ことが 可能です. 

サブ ファンクション により 使用可能 となる. OSZE (Operating System/Envi- 
ronmerU) ファンクション は， 以下の ものです • 

1. ファンクション 2o: Get Expanded Memory Hardware Information 

2. ファンクション 28: Alternate Map Register Set 

3. ファンクション 30: Enable/Disable Operating System 

これらの ファンクション を 再度 使用可能に する ファンクション 自体が 使用 を禁 
止されて いる とき， OS が これらの ファンク ショ ンの再 使用許可が でき ると いう 
こと は 矛盾して いるよう に 見えます. その 手順の 概要に ついて 以下に 説明し ます. 

メモリ マネージャ は ロード された とき， この ファンクション も 含めて， OS 指定 
の 全 ファンクション を 使用 可に します. OS は， 他の ソフト ゥヱァ が コールす る 前 
に， Enable/Disable OS/E Function Set サブ フ アンク ショ ンを コールす る こ 
とに より， これらの ファンクションへの 限られた アクセス を 取得し ます. 

この サブ ファンクション のうち どれ か 1 つ を 最初に コールした とき， メモリ マ 
ネー ジャ は， OS が これらの サブ ファンクション のどれ か を 将来 コール するとき 
に 使用し なければ ならない アクセス キー を 返します. メモリ マネージャ は， 
Enable/Disable OS/E Function Set サブ ファンクション を 最初に コールす る 
ときには， アクセス キ一 は 必要ありません. 

以降， サブ ファンクション を コールす る ときには， この アクセス キ 一は 

Enable/Disable OS/E Function Set サブ ファンク ショ ンで 必要 となります. 
アクセス キー は Enable/Disable OS/E Function Set サブ ファンクションの 
初の コールに のみ 返されます. また， OS はこの ファンクション を コールす る 最初 
の ソフトウェア である はずです から， OS のみが この キーの コピー を 得る ことが 

できます. メモリ マネージャ は ランダム 値で アクセス キー を 返さなくて はなり ま 

せん. 固定 値の キー を 返す と OS への 安全 保護の 目的が 失われます. 
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夏 



1. 最初の コール 

access key 



MOV 



AX.5D00H 
67H 



OR 
JNZ 
MOV 
MOV 



emm err handler 
access key [0],BX 

access 一 key [2],CX 



2. 2 回目 以降の コール 

access_key 



MOV 

MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



BX.access— key [0] 
CX,access_key [2] 
AX.5I 
67H 
AH.AH 



き I き II 



DW 2 DUP (？) 

load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
jump to error handler on error 
save access key 



DW 2 DUP (？) 



load function code 

call the memory manager 

check EMM status 

jump to error handler on error 



この ファンクション は， OS によって のみ 使用され ます， OS は， いつでも この 
ファンクション を 使用 不可に できます， 
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INT 67H 

[Disable OS/E Function Set 7 アン クシ ^ ^0.30 



1 « 能 I 0S/E ファンクション セッ 卜の 使用禁止 状態の 設定 

1 コール I AX = 5D01H 

BX, CX アクセス キー 

(2回目以降の全ファンクションコールで^；、要とされる. アクセス キー は， 最初 
の ファンクション コールで 返された 値が 要求され る） 

I リターン I AH = 00H 正常 実行 （0SZE ファンクション を 使用禁止 にした） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフト ゥヱァ が 動作し ない） 

= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハー ドウ x ァが 動作し ない） 

= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 

= 8FH 回復 不可 （パラメータが 無効） 

= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションへの アクセス を 拒否して い 
る. この場合， この ファンクション は 使用で きない. この ファンク 
シ ヨンに より 渡された キーの 値 はこの ファンクションの 実行 を 許 
可す る もので はない） ' 
BX， CX アクセス キー 

最初の ファンクション コール 時の み 返される. メモリ マネージャ は， 以降 この 
ファンクション を 実行す るた めに 必要な ランダム 値の キ一 を 返す. 2 回目 以降の 
ファンクション コールで は， この キー は 返されない. この ファンクションが 2 回 
目 以降に コール された 場合 は， BX, CX は 影 解 を 受けない. 

I 解脱 I この ファンクション は， OS が 全 プログラム または デバイス ドライバが OS 指 

定の ファンクション を 使用で きないよう にします. この 機能 は， マップ 可能な 内 

部 メモリの 領域 を 管理す る OS のために のみ 用意され， プログラムが マップ 可能 

な 内部 メモリ 領域に 影響 を 与える ような ファンクション を 使用す る こと はでき ま 
せん. すると この 機能 は これらの ファンクション を 使用で きなくて はなり ません. 

OS が この ファンクション を 使用禁止に している とき， プログラムが この ファン 
クシ ヨン を 使用しょう とすると， メモリ マネージャ は OS が フン クシ ヨンへの ァ 

クセス を 否定して いると いう ステータス を 返します. 言い換えれば 使用 状態のと 
き は， ファンクション は 動作 しないと いう ことです. 
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OS/E (Operating System/Environment) 
ヨン は， 以下の 勦 作が 可能です. 

1. ファンクション 26: Get Expanded Memory Hardware Information 

2. ファンクション 28: Alternate Map Register Set 

3. ファンクション 30 : Enable/Disable Operating System 



1. 最初の コール 

access key 



MOV 



OR 
JNZ 
MOV 
MOV 



AX.5D01H 

67H 

AH.AH 

emm— err— hendler 
access— key [0],BX 
access— key [2],CX 



2. 2 回目 以降の コール 

access— key 



MOV 

MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



BX t access key [0] 

CX，access— key [2] 

AX，5D01H 

67H 

AH,AH 

emm err hendler 



DW 2 DUP (？) 

； load function code 
； call the memory manager 
I check EMM status 
junp to error handler on error 
save access key 



DW 2 DUP (？) 



,ss key 



load function code • 
call the memory manager 
check EMM status 
junp to error handler on error 



， 



の ファンクション は， OS によって のみ 使用され ます. OS は， いつでも この 

ファンクション を 使用禁止に でき ま す. 
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INT 67H 



Return Access Key 



ファンクション No.30 

コード 02H 



アクセス キーの リターン 



リ 



AX = 5D02H 

BX, CX アクセス キー 

2 回目 以降の 全 ファンクション コールで 必要と される. アクセス キー は， 最初の 
ファンクション コールで 返された 値が 要求され る. 

AH = 00H 正常 実行 （アクセス キーが メモリ マネージャに 返された） 
= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
= 81H 回復 不可 （拡張 メモリ ハ一 ドウ ユアが 動作し ない） 
= 84H 回復 不可 （メモリ マネージャに 渡された ファンクションが 未定義） 
= 8FH 回復 不可 （パラメータが 無効） 

= A4H 回復 不可 （OS が この ファンクションへの アクセス を 拒否して い 
る. この場合， この ファンクション は 使用で きない. この ファンク 
シ ヨンに 渡された キーの 値 はこの ファンクション を 実行 を 許可す 
る もので はない） 

この ファンクション は， OS が メモリ マネージャに アクセス キー を 返せる よ う 

にす る 機能 を 持ちます. メモリ マネージャに アクセス キー を 返す と， メモリ マネ 

一 ジャは インス トール 時の 状態 （OSZE ファンク ショ ン セットと アクセス キーの 
使用に 関して） になります. つまり OSZE ファンクション セッ 卜への アクセスが 
使用許可になる わけです. 次回の Enable, Disable OS/E Function Set の サブ 
ファンクションの 実行に よ り， アクセス キーが 再び 与えられます， 



[ _@ コ access key 



MOV 

MOV 

MOV 

INT 

OR 

JNZ 



BX,access_key [0] 

CX,access_key [2] 

AX t 5D02H 

67H 

AH'AH 

emm err hendler 



DW 2 DUP (？) 
set access key 

load function code 
call the memory manager 
check EMM status 
junp to error handler on error 
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この ファンクション は OS によって のみ 使用され ます. OS はいつ でも この フ 

アン クシ ヨン を 使用禁止に する ことができます. 
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INT 67H 



ファンクション No.31 



ページ フレームの 管理 

PC- 9800 シリーズ では， ページ フレーム として 使用す る メモリ アドレス 力 、 グ 
ラフ ィ ック VRAM の一 部 （BOO00H〜BFFFFH) と 重なって おり， 切り換え によ 
つて どちらで も 使用で きる 《« (注 1) があります. 

このような 機種で は， その メモリと ページ フレーム として 使用す る 場合， グラ 
フィック VRAM として 使用す る 場合で アプリケーション プログラムが メモリ を 
切替えなければ なりません. 

この ファンクション 31 は， グラフィック VRAM と ページ フレームの 切替え 
(または 状態 取得） のために されます. 





一" '： ページ 

； フレーム ^ ► 

..... ファンクション 31 






グラフ VRAM 


ページ フレーム 


： 










グラフ VRAM 
として 使用 




ページ フレーム 
として 使用 





ファンクション 31 に は， 以下のような サブ ファンクションが 用意され てい ま 
す. 

1. ぺ 

2. ぺ 



ジ フレーム 用 パンクの ステータス 取得 
ジ フレーム 用 パンクの 切替え 



EMS ドライバ は， 次に 示す ファンクション を 実行す る 場合 は ページ フレーム 用 
バンクに 切り換えて しまうた め， グラフィック VRAM を 使用す る アプリ ケーシ 
ョ ン プログラム は， 必要に応じて VRAM バンクに 切り換えて ください. 
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ファン クシ 
5 
8 
9 
15 
16 
17 
22 
23 
24 
28 



ページの マッピング 
ページ マップの セーブ 
ページ マップの リストア 
ページ マップの セーブ/り ス ト ァ 
ページ マ ップの 一 » セーブ/ リ ストア 
複数 ページの マツ ビング 

ページの 変更と ジャンプ 
ページ マップの 変更と コール 
メ モ リ 領域の 移動 

代替 マップ レジスタ による ページ マップの 取得 Z セッ ト 



* ページ フレーム 用 バンクの 切り換え 方法 

ページ フレーム 用 パンクが グラフ ィ ック VRAM の一 部と 重なって いる 機種に 

おいて， EMS を 使用す る アブリ ケーシ ヨン プログラム は， ページ フレーム 用 バン 
クの 切り換え 操作 を， 次の ような 手順で 行わなければ なりません， 



( 



) 



1 f ^—ジ フレーム IB 
バンクの ステータス 
の セーブ 



NO 



3 





V 1 

[yes 


ページ フレーム 
への 切り 痛え 










適の 

主 》9 





4 



ページ フレーム 巧 
バンクの ステータス 

を 元に S す 



① アプリケーション プログラムの 起動時に， 
ページ フレーム 用 パンクの ステータス を 取 

得 （ファン クシ 3 ン 31, コード 00H) して， 
セーブして おいてく ださい. 

ージ フレーム 用 パンク を ページ フレーム 

として 使用す る 場合， ページ フレーム 用バ 
ンクを ページ フレームに 切り換えて くださ 
い （ファンクション 31, コード 01H). ただ 
し， ページ フレーム 用 パンクが すでにべ 一 
ジ フレームに 切り 換わって いる 場合 は， そ 

の 必要はありません. 

③ EMS 関連の 主 処理 を 行います (ページの 
アロケート， ページの マツ ビング， ページ 
フレームの アクセス 等). 

④ アプリケーション プログラムの 終了 時に， 
ページ フレーム 用 バンクの ステータス を① 

で セーブし ていた 内容に 戻して ください 
(ファンクション 31, コード 01H). 
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(注 1) PC-9801RA, RX, LS， ES， DC, RS， LX, RL (ノーマル モード） 
(EMS 機能の ある 機種） 

その他の 機種 （ノーマル モード） では， ページ フレーム は COOOOH または 
C8000H〜CFFFFH となって います， 

ハイ レ ゾリ ユー ショ ン モー ドの 機種で は， ページ フレーム は BOOOOH 

-BFFFFH となって いますが， グラフィック VRAM は COOOOH〜DF- 
FFFH となって います. 

これらの 機種で， この ファンクション を 実行しても 差しつ かえ ありま 
せん. 
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5.4 EMS ファンクション リクエスト 



INT 67H 




□ 



ページ フレーム 用 バンクの ステータス を 取得す る 



AX = 7000H 



AH = OOH 正常 実行 （ステータス を 取得した） 

= 80H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトが 動作し ない） 
AL ステータス 

00H のとき， ページ フレーム 用 バンク は ページ フレーム として 使用可能. 
01H のとき， ページ フレーム 用 バンク は ページ フレーム として 使用 不可. 



ファンクション は， ページ フレーム 用 パンク （ページ フレーム） の 状態 を 
返します， 返された 値に よって 現在 ページ フレーム 用 パンクの メモリ を ページ フ 
レームと して 使用で きる かどう か を 判別で きます. 
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INT 67H 




コール 



ページ フレーム 用 バンクの 状態 を投定 

AX = 7001H 
BL 指示 

0OH のとき， ページ フレーム 用 バンク を ページ フレーム として 使用可能 にす 
る • 

01H のとき， ページ フレーム 用 バンク を VRAM として 使用す る. 



AH=OOH 正 « 実行 （ファンクション は 正しく 実行され た） 

80 H 回復 不可 （メモリ マネージャ ソフトウェアが 動作し ない） 
AL ステータス 

00H のとき， ページ フレーム 用 バンク は ページ フレーム として 使用可能 
01H のと き， ページ フレーム 用 バンク は ページ フレーム として 使用 不可 



この ファンクション は， 指定され た 状態に ページ フレーム 用 バンクの 切り換え 
を 行います. OS, アブリ ケーシ ヨン プログラムの 開発 者 は， ファンクション 31 の 
この 2 つの サブ ファンクションで ページ フレーム （ページ フレーム 用 バンク） を 
管理し なければ なりません. 



5.5 ファンクションと ステータス コー ドの クロス リファレンス 



ここで は， 2 つの クロス リファレンス を 掲載して います. 1 つ は， ファンクション コードと 
それが 返す ステータス コードとの 対応 を 示す 一 K 表です. もう 1 つ は， ステータス コードと， 
それら を 返す ファンクションと の 関係 を 示す一 覽 表です. 

表 1 ファンクションと ステータス コー ドの クロス リファレンス 



ステータス （16 進) 



皿 



40H 


00H.80H.81H34H 


41H 


00H,80H,81H,84H 


42H 


00H,80H,81H,84H 


43H 


00H,80H,81H，84H,85H，87H,88H 


44H 


00H.80H.81H.83H.84H.8AH.8BH 


45H 


00H,80H,81H,83H,84H,86H 


46H 


00H.80H.81H.84H 


47H 


00H,80H,81H,83H,84H,8CH,8DH 


48H 


00H，80H,81H,83H，84H,8EH 


49H 




4AH 




4BH 


00H，80H,81H,84H 


4CH 


00H，80H,81H,83H,84H 


4DH 


00H，80H,81H,84H 


4E00H 


00H,80H，81H,84H，8FH 


4E01H 


00H,80H，81H,84H,8FH，A3H 


4E02H 


00H,80H,81H,84H,8FH,A3H 


4E03H 


00H，80H，81H，84H,8FH 


4F00H 


00H,80H，81H,84H,8BH,8FHA3H 


4F01H 


OOH,80H，81H，84H,8FH，A3H 


4F02H 


00H,8OH，81H，84H,8BH,8FH 


5000H 


O0H，8OH，81H，83H，84H,8AH,8BH 




Get memory 



Get Unallocated Page Count 

Map/Unmap Handle Page 
Deallocate Pages 
Get EMM Version 
Save Page Map 
Restore Page Map 



5001H 



51 H 
5200H 



8FH 

00H，80H,81H,83H，84H，8AH,8BH 
8FH 

00H，80H，81H,83H,84H，87H，88H 
00H,80H,81H,83H,84H,8FH f 91H 



Get EMM Handle Count 
Get EMM Handle Pages , 
Get All EMM Handle Pages 
Get Page Map , 
Set Page Map , , 

Get & Set Page Map 
Get Size of Page Map Save Array 
Get Partial Page Map 
Set Partial Page Map 
Get oize of Partial Page Map Save Array 
Map/Unmap Multiple Handle Pages 
(Physical pagenumber mode) 
Map/Unmap Multiple Handle Pages 
(Segment address mode) 





Get Handle Attribute 
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5202H 
5300H 
5301H 
5400H 
5401H 
5402H 
5500H 

5501H 



5201H 00H，80H，81H，83H，84H，8FH,90H 
91H 

00H，80H,81H，84H,8FH 
00H,80H,81H,83H,84H,8FH 
00H,80H，81H,83H,84H，8FH，A1H 
00H,80H,81H,84H,8FH 
00H,80H,81H，84H，8FH，A0H,A1H 
00H.80H,81H,84H,8FH 
00H,80H,81H,83H,84H,8AH,8BH 
8FH ' 
00H,80H,81H,83H,84H,8AH,8BH 
8FH 

5600H 00H,80H,81H,83H,84H,8AH,8BH 
8FH 

5501H 00H,80H,81H,83H,84H，8AH,8BH 
8FH 

5602 H 00H,80H,81H,84H,8FH 
5700H 00H,80H,81H,83H,84H,8AH,8FH 
92H,93H,94H,95H,96H,98H,A2H 
0OH,8OH,81H,83H,84H,8AH,8FH 
93H,94H,95H，96H.97H,98H，A2H 
00H,80H,81H,84H，8FH 
00H,80H,81H,84H,8FH 
00H,80H,81H,84H,8FH,A4H ' ' 

00H,80H,81H,84H,8FH 
00H,80H，81H，84H，85H，87H,88H 
8FH 

00H.80H,81H,84H,85H.87H,88H 
8FH 

00H,80H,81H，84H，8FH,A4H 
00H,80H,81H,84H,8FH,9AH,9CH 
9DH,A3H,A4H 1 
00H,80H，81H,84H，8FH,A4H 
5B03H 00H,80H，81H，84H，8FH,9BH ム 4H 
5B04H 0OH,8OH,81H,84H,8FH,9CH,9DH 



5701 H 

5800H 
580 1H 
5900H 

5901H 
5A00H 



5A01H 

5B00H 
5B01H 



Set Handle Attribute 

Get Handle Attribute Capability 

Get Handle Name 

Set Handle Name 

Get Handle Directory 

Search for Named Handle 

Get Total Handles 

Alter Page Map & Jump 

(Physical page mode) 

Alter Page Map & Jump 

(Segment address mode) 

Alter Page Map & Call 

(Physical page mode) 

Alter Page Map & Call 

(Segment address mode) 

Get Alter Page Map & Call Stack Space Size 

Move Memory Region 



Exchange Memory Region 



Get Mappable Physical Address Array 
Get Mappable Physical Address Array Entries 
Get Expanded Memory Hardware Information 
Get Unallocated Raw Page Count 
Allocate Standard pages 



Get Alternate Map Register Set 
Set Alternate Map Register Set 




Array 

te Alternate 1 
Deallocate Alternate Map Pregister Set 
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5B05H 
5B06H 



5B07H 



5E08H 



5CH 



5D00H 
5D01H 
5D02H 



A4H 



00h,80H，81H，84H,8FH,9AH,9CH Enable DMA on 
9DH，9EH，9FH，A4H 

00H，80H，81H,84H，8FH，9AH，9CH Disable DMA on Alternate Map Register Set 
9DH，9EH，9FH,A4H 

O0H,80H，81H，84H,8FH,9CH,9DH Deallocate DMA Register Set 
A4H 

00H，80H，81H,84H Prepare Expanded Memory Hardware for 

Warmboot 



O0H，8OH，81H，84H，8FH,A4H 
OOH,80H,81H,84H,8FH,A4H 
00H,80H，81H，84H，8FH，A4H 



Enable Operating Function Set 
Disable Operating System Function Set 
Return Operating System Access Key 
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表 2 ステー 



ードの クロス リファレンス 



ステータス ファンクション 锐明 



00H 全部 



80H 全部 



81 H 全部 



82H 



なし 



83H 



44H, 45H, 47H, 48H, 
4CH, 5000H, 5001 H, 
51H, 5200H, 5201H, 
5300H,5301H,5500H, 
5501H,5600H,5601H, 
5701H, 5701 H 



84H 全部 



85H 43H,5A00H,5A01H 



ファンクション は 正常に 終了した • 

メモリ マネージャが， 拡張 メモリ ソフト ゥヱァ の 障害 を 見 

つけた. もし， メモリ マネージャが 正常に 操作され ていれば 
起こ ら なかった 状況が 発見され た. 

メモリ マネージャ カ^ 拡張 メモリ ハー ドウ エアの 障' ぉを兑 

つけた. もし メモリ ハー ドウ ヱァが 正常に 動作して いれば 起 
こらなかった 状況が 発見され た. その 問題の 原因 を 調べる た 
めに 拡張 メモリ システムまで 轸断 するべき である. 



の エラ一 コード は, メモリ マネ一 ジ 



パージ ョ ン 3.2 



以上の パージ ヨンで は 返されない. メモリ マネージャ 
バージョン では， この コード は "busy な ステータス を 意味し 
ていた. この ステータス は， 現在の 要求が 発生した ときに す 
でに 拡張 メモリ 要求 を 処理 中で， 他の 要求 を 処理で きない こ 
と を 示して いる. メモリ マネージャの 3.2 以上の バ 一ジョ ン 
では， メモリ マネージャ は 決して w busy* に はならず， いつ 
でも 要求 を 受け入れる ことができる， 

メモリ マネージャ 力、 指定した ハンドル を 見つける ことが 

できない. プログラムが 指定した ハンドル を 壊した かもしれ 
ない. メモリ マネージャ は， 指定され た ハンド あるに 関係が 
ある どんな 情報 も 持って いない. 



マネージャに 渡された ファンクション コード は， 現在 定義 
されて いない. 現在， 定義され ている ファンクション は， 40H 
から 5DH と， 70H である. 

現在， 利用で きる ハンドルが 存在し ない. 現在， すべての 

割り当て 可能な ハンドルが 使用され ている. プログラム は， 
他の プログラムが ハンドル を 解放す る こと を 待って， ハンド 

ルの 割り当ての 再 要求 をす る ことができる. ハンドル は， 255 

fa まで サポート できる. 



—タス コードの クロス リファレンス 



86H 45H 



87H 43H， 51H, 5A00H, 
5A01H 



88H 43H, 51H, 5A00H, 
5A01H 



89H な し 



8AH A4H， 5000H, 5001 H, 
5500H,5501H,5601H, 
5700H, 5701H 



マッピング コンテキスト 復元 エラーが 発見され た. この ェ 
ラー は， プログラムが ハンドル を 返す こと を 試み， 指示され 
た ハンドル に対する コンテキスト スタックに * マッピング コ 

ン テキスト * がま だ あるときに 生じる. プログラム は， ハン 
ドル を 返す 前に， マッピング コンテキスト を 復元す る ことに 
よって， この エラーから 回復す る ことができる， 

システム 中で 利用で きる ページ 数が， 新たな アロケート 要 
求に は 不十分で ある. プログラム は， より 少ない ページ 数 を 
要求す る ことで， この 状態から 回復で きる. 

現在 利用 可能な ァ ロケ 一 ト されて いない ページ 数で は， 割 
り 当て 要求 を 受け入れ るに は 不十分で ある. プログラム は， 
利用 可能な ぺ一 ジ 数が 十分に なった とき， もう 一度 要求す る 
か， より 少ない ページ を 要求す る ことによって この 状態から 
回復で きる. 

この エラー コード は メモリ マネージ ャの バー ジ ョ ン 4.0 
か、 それ 以後の バージョン では 返されない. メモリ マネージ 
ャの 初期 バージョン では， この コード は ゼロ ページが ハンド 
ルに 割り当てる ことができな いこと を 示した. この 状態 はも 
はや 存在し ない. い' 

メモりに マップす る 論理べ 一 ジが， ハンドルに 割り当てら 
れ ている 論理 ページの 範囲 外に ある. プログラム は， ハンド 
ルの 限界 内に ある 論理 ページ を マップす る ことによって， こ 
の 状態から 回復で きる. 



8BH 44H, 4F00H, 4F02H, 1 ページ 以上の 物理 ページ 力;， 許容 可能な 物理 ぺーシ 

5000H, 5001H, 5600H, 外に ある. 物理べ一 ジの数 は 相対的に 0 か ら 番号 づけ されて い 
5601H, 5500H, 5501H る. プログラム は， システムが サポート している 物理 ページ 

に マッピング する ことによって この 状態から 回復で きる. 



8CH 47H 



マップ レジスタ コンテ キス ト 保存 域が いつば いで ある. プ 
ログ ラム は 再び マップ レジスタ を 保存す る こと を 試みる こと 

によって， 
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8DH 47H 



8EH 48H 



8FH 部分 ファンクション コ 
― ドを 必要と してい 
る， すべての ファンク 
シ ヨン 



マップ レジスタ コンテキスト スタックに は， すでに ハンド 

ルに 関連した コンテキストが 存在す る. プログラム は， ハン 
ドルに 対する コンテ キス 卜が スタックに すでに 存在して いる 

とき， マップ レジスタ コンテキスト を 保存す る こと を 試みた. 
プログラム は 再び コンテキスト を 保存し なければ， この 状態 
から 回復で きる （これ は， ハンドルの スタック 上の マップ レ 
ジス タコン テキス 卜が 正しい こと を 仮定して いる）. 

マップ レジスタ コンテ キス トス タックに は， 指定され たハ 

ン ドルに 関係が ある コンテキスト は 存在し ない. プログラム 
は， ハンドル に対する コンテ キス 卜が スタックに 存在し ない 
とき， マップ レジスタ コンテキスト を 復元しょう とした. プ 
ログ ラム は 再び コンテキスト を 復元しょう としなければ， こ 
の 状態から 回復で きる （これ は， 現在の マップ レジス タコン 
テキス トが 正しい こと を 仮定して いる）. 

ファンクションに 渡される 部分 ファンクション パラメータ 
が 定義され ていない. 



90H 5201 H 



91H 5200H, 5201 H 
92H 5700H 



93H 5700H, 5701H 



姊 性の 型が 未定義で ある. 

システム 構成が， 不揮発性 を サポート していない. 

拡張 メモリの， ソース 領域と コピー 先の 領域が 同じ ハンド 

ルを 持ち， 重なりあって いる. この場合 にも コピー は 有効で 
ある. コピーが 完了す ると， 少なくとも ソース 領域の一 部が 
コピーに よって 重ね 害き されて しまう. 異なる ハンドル を も 
つ 拡張 メモリの ソース 領域と コピー 先の 領域 は， 決して 物理 
的に 重なり合わな いように 注意す る こと. なぜなら， 異なる 
ハンドル は, 拡張 メモリの 異なる 領域 を 指定す るからで ある. 

拡張 メモリの 指定され た ソース 領域 か， コピー 先の 領域の 
大きさ 力、 相手の 領域より 大きい. 指定され た 大きさの 領域 
を コピー ノ 交換す るに は， この ハン ドルに ァ ロケ 一 ト された 
ページで は 不十分で ある. プログラム は， コピー 先 か コピー 
元の ハンドルに ページ を 追加して アロケートす るか， または 
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94 H 5700H, 5701 H 



95H 5700H, 5701 H 



96H 5700H, 5701 H 



97H 5701H 



98H 5700H, 5701 H 



9AH 5B01H, 5B06H, 
5B07H 

9BH 5B03H, 5B05H 



9CH 5B01H, 5B04H, 
5B06H, 5B07H, 
5B08H 



指定した 大きさ を 減らす ことによって， この 状態から 回復す 
る • + ノ 

しかし， もし アプリケーションプログラムに， それが 必要 
とする メモリ と 同じ 大きさの 拡張 メモリが 割り当てられ てい 
れば， それ は プログラム エラーで あり， 



標準 メモり 領域と 拡張 メモリ 領域が， 重なりあって いる. 
これ は 無効で ある. 標準 メモリ 領域 は， 拡張 メモリ 領域と 重 
なり 合う ことができない. 

論理 ページ 内に ある オフセットが， 論理 ページの 大きさよ 
り も 大きい. 拡張 メモり 領域 内に ある コピー 元 や コピー 先の 
オフ セッ トは， 0 から （論理 ページ 一 1)， あるいは 0 から 16383 
(3FFFH) の 間になければ ならない， 

領域の 大きさが 1 メガ バイ トを 超えて いる. 

拡張 メモリの ソース 領域と 交換 先の 領域が 同 じ ハンドル を 



持ち， 重なり合 



る， これ は 無効で ある. 拡張 メモリの 



ソース 領域と 交換 先の 領域が 交換され ている とき， 同じ ハン 
ドル を 持って 重なり合う ことができない. 興な つた ハンドル 
を もつ 拡張 メモリの ソース 領域と 交換 先の 領域 は， 決して 物 
理 的に 重なり合わな いように 注意す る こと. なぜなら 異なつ 
た ハンドル は 拡張 メモリの 異なった 領域 を 指定す るからで あ 

る. 



元の メ モリと 目的の メモ リ の 型が 未; 
されて いない， に" 



ート 



代替 用 マツ ブ レジスタ セッ トが サボ一 ト されて いるが， 指 
定 された 代替 用 マップ レジスタ は サポートされ ていない. 



マップ Z DMA レジスタ セッ ト はサ ポー ト されて 
いるが， すべての 代替 用 マップ/ DMA レジスタ セッ 卜が 現 
在 アロケートされ ている. 

代替 用 マップ/ DMA レジスタ セッ トは サボ一 ト されて 
いない. また 指定され た 代替 用 マップ ZDMA レジスタ セッ 
トは ゼロで ない. 
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9DH 5B01H, 5B04H, 
5B06H, 5B07H, 
5B08H 



9EH 5B06H, 5B07H 
9FH 5B06H, 5B07H 



AOH 5401H 



A1H 5301H, 5401H 



A2H 5700H, 5701 H 



代替 用 マップ Z DMA レジスタ セッ トはサ ポー ト されて 
いるが， 指定され た 交替 用 マップ レジスタ セット は， 定義 さ 
れ ていない か， アロケートされ ていない か， あるいは 現在 ァ 
ロケ一 卜されて いる マップ レジスタ セッ ト である. 

専用の DMA チャネルが サボ 一 ト されて いない. 

専用の DMA チャネル はサ ポー ト されて いるが， 指定した 
DMA チャネル は サポートされ ていない. 

指定され た ハンドル 名に 対する ハンドル 値が 見つからな 
い. 

この 名前 を もつ ハンドル はすで に 存在して いる. 指定され 
た ハンドル は 名前が 割り当てられ ていない • 

コビ一 Z 交換 中に 1 メガ バイ トのァ ドレス 空間 を 超えよう 
とした. コピー/交換 する 領域の 大きさ または ソースの 先頭 
アドレスが 1 メガ パイ トを 超えて いる. データ は コピ一 Z 交 

換 されて いない. 



A3H 4E01H, 4E02H, 
4F00H, 4F01H, 



フ アン クシ 3 ンに 渡された データ 構造の 内容が 不正に 
扱われて いるか， 意味の ない ものである. 



A4H 5900H, 5B00H, 

5B01H, 5B02H, 

5B03H, 5B04H， 

5B05H, 5B06H, 

5B07H, 5B08H, 

5D00H, 5D01H, 



オペレーティングシステムが， この ファンクションの ァク 
セスを 拒否した. この ファンクション はこの 時点で 使用で き 
ない. 



5D02H 
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5.6 拡張 メモリ マネージャの 有無の テス 卜 

アプリケーション プログラムが 拡張 メモリ マネージャ を 使用す る 前に， MS-DOS は 拡張 メ 
モリ マネージャ を ロードし たか どうか を 調べなければ なりません. ここで は， プログラム 中で， 
メモリ マネージャの 有無 を 調べる ための 2 つの 方法 一 MS-DOS の *open hand ピ 法と MS 
-DOS の^: et interrupt vector' 法 一 を 説明し ます. また， どのような 状況で どちらの 方法 
が 適切で あるか を 説明し ます. 

5.6.1 プログラムで どちらの 方法 を 用いる とよい か 

ほとんどの アプリケーション プログラム では， w openhandle* 法 も 、et interrupt vector" 
法 も 使用す る ことができます. しかし， 扱う プログラムが， デバイス ドライバになる か， ファ 
ィル システム 操作 中に MS-DOS に 割り込み を かける 場合 は， *get interrupt vector* 法 を 使用 
しなければ なりません. ' 

デバイス ドライバ は， MS-DOS 内部から 実行され るので， MS-DOS ファイルシステム をァ 
クセス する ことができません. ファイルシステムの 操作 中に MS-DOS に 割り込み を かける ブ 
ログ ラムで も， 類似した 制限が あります. 割り込み 処理の 手統 きが 行われて いる 間 は， ブ ログ 
ラム は MS-DOS フ アイ ル システムに アクセス する ことができ ません. なぜならば， 他の ブ ログ 
ラムが， その ファイルシステム を 使用して いる 可能性が あるた めです. 。get interrupt vector* 
法 は MS- DOS の ファイルシステム を 必要と しないので， このような タ イブの プログラムに 対 
して は， この 方法 を 使用し なければ なりません. 

5.6.2 *open handle* 法 

大部分の アプリケーションプログラム は， MS-DOS の" open handle* 法 を 使用して， メモ 
リ マネージャの^ 無 を 調べる ことができます. ここで は， この 方法 を 例と ともに 説明し ます. 

警告： 扱う プログラム 力 、•， デ パイス ドライ パ になる 力、 ファイルシステムの 操作 中に MS-DOS 
に 割り込み を かける 場合 は， この 方法 を 使用して はいけ ません. このような プログラム では， 
"get interrupt vector* 法 を 使用して ください. 

画 w open handle" 法の 使用方法 

ここで は， MS-DOS の *openhandl ビ を 使用して， メモリ マネージャの 有無 を 調べる 方法 
を 説明し ます. この 方法 は， 次の 手頓で 行います. 

① Vead only" の アクセス モード （レジスタ AL = 0) で， や openhandle* コマンド （MS-DOS 
の ファンクション 3DH) を 実行し ます. この ファンクション は， 目的と する ファイル ゃデ バイ 
スの パス 名 を 含む ASCII 文字列 を 指示す るた めの プログラムが 必要です （レジスタ セッ ト 
DS ： DX がポィ ンタを 含む）. この^に は， その ファイル は 実際の メモリ マネージャの 名前で 
す. 
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次の よう な 形式の ASCII 文字列 を 使用 します. 
ASCII_device_name DB w EMMXXXXO* ，0 

大文字 EMMXXXXO に対する ASCII コード は OOH (NULL) で 終わり ます. 

② MS-DOS が エラー ステータス コード を 返さない ときには， ③, ④を 省略して ⑤へ 進みます. 
エラ 一ステータス コードが 、、Too many open files" であった 場合 は， ③へ 進みます. エラー 
ステータス コードが Tile Z Path not founcT であった 場合 は， ③を 省略して ④へ 進みます. 

③ MS-DOS 力、'， ハンドルが 充分で ない こと を 示す *Too many open handle" ステ一 タスコ 

ードを 返した 場合に は， 他の ファイル を オーブン する 前に， ユーザ一 は 扱う プログラムで "close 
file" コマンド を 実行す るべき です. これによ つて， 少なくとも 1 つの ファイル ハンドル を， こ 

プログラムが w 0 penfile" コマンド を 実行した 後で は， ® で 説明す る テスト を 実行し， "ile 
handle* を クローズ するべき です （MS-DOS ファンクション 3EH ) • "manager* ファンク ショ 

ンは， MS- DOS を 通じて 利用す る ことができな いので， この ステータス テストの 実行 後 も， そ 
の マネージャ を オーブンした ままに しで はいけ ません. ® へ 進みます. 

④ MS-DOS が *File / Path not found" を 返す 場合に は， その メモリ マネージャ は インスト 
—ル されて いません. アプリケーションが メモリ マネージャ を 必要と している ので あれば， ュ 
一 ザ一 は， メモリ マネージャと 適切な CONFIG.SYS ファイル を 収めて いる ディスクで シス テ 
ムを ブー ト しなおさなければ な り ません. 

©MS-DOS が エラ 一ステータス コード を 返さない 埸合 は， *EMMXXXX(T という 名前の デバ 
イスが システムに 常駐して いるか， 同じ 名前の フ アイ ルが 現在の ディスク ドライ ブ 装置 内 に存 
在して いると 考えられます. ® へ 進みます. 

⑥、、 get device information' コ マン ド （レジスタ AL = 00H〉 を 持つ ゃ1 / 0 Control for Device* 
コマンド （MS- DOS ファンクション 44H) を 実行し， EMMXXXXO が デバイス であるか ファ 
ィル であるか を 興べ ます. ,, 

ユーザ一 は， や EMM" デバイスに アクセス する ために， ①で 取得した ファイル ハンドル （レ 
ジス タ BX) を 使用し なければ なりません. 

この ファンクション は， "device information' を 1 ワード （レジスタ DX) に 返します. ⑦ 
へ 進みます. 

® MS-DOS 力 ^なんらかの エラー ステータス コード を 返す 場合に は， メモリ マネージャ デ パイ 
ス ドライバが インストールされ ていない ことが 考えられます. もし， アプリケーションが メモ 

リ マネージャ を 必要と する ので あれば， ユーザー は， メモリ マネージャと 適切な CONFIG.SYS 
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ファイル を 収めて いる ディスクで， システム をブ一 

⑧ もし MS-DOS が エラ 一ステータス を 返さなければ， ファンク ショ ンが 返した や device 
information* ワード （レジスタ DX) の 第 7 ビット （0 から 数えて） を 調べます. ⑨へ 進み ま 

す. で 



® もい deviceinformatio ビ ワードの 第 7 ビッ トが 0( ゼロ） であったならば， "EMMXXXX0* 
は ファイル であり， メモリ マネージャ デバイス ドライバ は 存在し ません. もし， アプリ ケーシ 
ヨンが メモリ マネージャ を 必要と する ので あれば， ユーザー は， メモリ マネージャと 適切な 
CONFIG.SYS ファイル を 収めて いる ディスクで， システム を ブート しなおさなければ なり ま 

せん. 

もし 第 7 ビットが 1 であったならば， EMMXXXX0 は デバイスです. ® へ 進みます. 



コマンド （レジスタ AL=07H) を 持つ ，I / O Control for Device ff 
コマンド （MS-DOS ファンクション 44H) を 実行し ます. 

ユーザー は， ，EMM* デバイスに アクセス する ために， ①で 取得した ファイル ハンドル （レ 
ジス タ BX) を 使用し なければ なりません. ® へ 進みます. 

⑪ もし， 拡張 メモリ デバイス ドライバが *ready* ならば， メモリ マネージャ は レジスタ AL に 
ステータス 値 *0FFH* を 渡します. もし， デバイス ドライバが や not ready* ならば， ステ一 
タス 値 は *00H # です. -'. 



もし メモリ マネージャ デバイス ドライバが *not ready* で， アプリケーション がそれ を 必要 
としてい るなら ば, ユーザ一 は メモリ マネージャと 適切な CONFIG.SYS ファイル を 収めた デ 

イス クで システム を ブートし なおさなければ ならないでしょう. 
もし， メモリ マネージャ デバイス ドライバが Veady* であれば， © へ 進みます. 



張 メモリ デ パイ ス ドライバ を クローズ する ため に *Close File Handle* コマンド （MS- DOS 
ファンクション 3EH) を 実行し ます. ユーザー は， *EMM* デバイス （レジスタ BX) を クロ 
ーズ する ために， ® で 取得した ファイル ハンドル を 使用し なければ なりません. 
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tt open handle* 法の 使用例 

次の 手続き は， 前述の 



0 



峰 暑響廳 鲁響鲁 — 



次の 手続き は， システム 中の EMM の^ t を M ベます. 
もし， EMM が 存在 すれば， CARRY FLAG SET を 返します. 
I もし， EMM が #4 しなければ， CARRY FLAG CLEAR を 返します. 

t 擊攀攀 ♦ — 蜂 婦 峰 

first 一 test 一 for 一 EMM PROC NEAR 
PUSH DS 



PUSH 

POP 

MOV 



LEA 

INT 

JC 

MOV 

MOV 

INT 

JC 

TEST 

JZ 
MOV 
INT 
JC 

PUSH 

MOV 

INT 

POP 

CMP 



JNZ 
first, 
POP 
STC 



DS 

AX.3D00H 

DX,ASCII_device_name 
21H 

first test for EMM error exit 

BX.AX 

AX.4400H 

21H 

firsttestforEMMerrorexit 
DX.0080H 

firsttestforEMMerrorexit 

AX.4407H 

21H 

first test for EMM error exit 

AX ' 

AH.3EH 

21H 

AX 

AL.0FFH 



first 一 test 一 for 一 EMM— error— exit 
_for_EMM_exit: 
DS 



Vead only* モー ドで ^device open* を 実行す 
る 



、、 



"device open" 中の エラー を 調べる 
DOS によって 返された lile handle" を 得る 
IOCT じ を 実行す る 
get device info.* 

get device info.* 中の エラー を 調べる 
ASCII_device_name がデ バイ スかフ ァ ィ ルか 
を 調べる 

•IOCT じ を 実行す る 

*IOCT じ 中の エラー を！)! ぺる 
*K)CT じ ステータス を 保存す る 
♦CLOSE FILE HANDLE* を 実行す る 

"MOCT じ ステータス を 復元す る 

ドライバ によって 返された DEVICE READY" 



： EMM が システムに 存在す る 



308 



5.6 拡張 メモリ マネージャの 有無の テスト 



RET 

first 一 tes し for—EMM— error 一 exit: 

POP DS ； EMM は システムに しない 

CLC " 
RET 

ASCII_deice_name DB *EMMXXXX0* ,0 . 

first test for EMM ENDP 

5.6.3 、、get interrupt vector* 法 

どのような タイプの プログラム でも， MS-DOS の や get interrupt vector" 法 を 用いて メモ 
リ マネージャの 有無 を 調べる ことができます. ここで は， その 方法と， 使用例 を 説明し ます. 

警告： 扱う プログラムが， デバイス ドライ パ である 力、， ファイル システムの 操作 中に MS-DOS 
に 割り込み を かけるならば （"open handl ビ法を 使用し ないで)， 必ず この 方法 を 使用して くだ 
さい. 

画 *get interrupt vector* 法の 使用方法 

ここで は， メモリ マネージャの 有無 を II ベる MS- DOS の "get interrupt vector* 法 を 説明 
します. この 方法 は， 次の 手 顧で 行います. 'い 

① *getvector* コマンド （MS-DOS ファンクション 35H) を 実行して， 割り込み ベクトルの 
ェント リ 番号 67H の 内容 を 取得し ます （0000 ： 019C〜0000 ： 019F のァ ドレス）. 

メモリ マネージャ は， どの マネージャ ファンクション を 実行す るに も， この 割り込み ぺクト 
ルを 使用し ます. この 割り込み サービス ルーチンの アドレスの オフセット 部 は， アドレス 

0000:019C にある ワード 中に， セグメント 部 は アドレス 0000: 019E にある ワード 中に 保存 さ 

, t ^ J MM3 v>， ： -i- '-. 

れ ます. 

② 割り込み ぺク トル アドレス 67H の セグメ ント 部と 固定 オフ セッ ト 000AH で 指定され るァ 
ドレスで 始まる ASCII 文字列の 内容と， Mevice name fiekT と を 比較し ます. もし DOS が， 
ブート 時に メモリ マネージャ を ロードし ていれば， この "device name field* に は デバイス 名 
が 入ります. • 

メモリ マネージャ は キャラクタ デ パイス ドライバ として インプリメントされ ている ので， プ 
ログ ラム は 0000H から 始まります. デバイス ドライバ は， その 位置に 位置づけられた， device 
header" を 持って います ノ device header" に は， 8 パイ トの 。device name field* が ありま 
す. キャラクタ モード デバイス ドライバ において は， この "device name field* はいつ も device 
header 内の オフセット 000AH に 位置づけられます. ^device name field* は， MS-DOS が 
デバイス を 参照す る と き に， その デ パイ ス名を 含んで います. 
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もし， この 方法での や 文字列 比較 * の 結果が 正しければ， メモリ マネージャ デバイス は 存在 
します. 

國 や get interrupt vector" 法の 使用例 
次の 手続き は， 前述の "get interrupt vector" 法の 使用例です. 

j 次の 手統き は， システム 中の EMM の?^ を 調べます. ' 

： もし， EMM が 存在 すれば， CARRY FLAG SET を 返します. 

i もし， EMM が 存在し なければ， CARRY FLAG C し EAR を 返します. 



second test for EMM 

― 一一 

PUSH 
PUSH 
POP 
MOV 

INT 
MOV 



PROC NEAR 



DS 

AX.3567H 
21H 

DI.000AH 



LEA SI,ASCII_device_name 



MOV 
CLD 



CX.8 



； *get interrupt vector* を 実行す る 

； DOS で 返された ES の SEGMENT を 使用す る 
； 田での Mevice name field* オフ セッ 卜 を 
； SI で 装置 名 文字列の オフセット を 配置する. 
； SEGMENT はすで に DS 内に ある 

； 名前 文字列 を 比較す る 



配置す る 



CMPSB 

JNE second 一 test— for EMM error exit 
second— test— for_EMM_exit: 

POP DS ； EMM が システムに 存在す る 

STC 

RET 



secondexitforEMMexit: 

POP DS 

CLC 

RET 

ASCII device name 



； EMM は システムに^ しない 



second test for EMM 



DB "EMMXXXXO* 
ENDP 
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5.7 拡張 メモリ マネージャの インプリメンテーションへの ガイ ド 
ライン 

ファンクションの 仕様に 加えて， 拡張 メモリ マネージャ は ある S 源 を 用意して います. つぎ 

のよう な 必要 とされる 韻 が, EMS の こ の バー ジョンに 従う 拡張 メモリ マネージャ に 存在す 
るよう に ガイ ドラ インが 用意され ています. 

サポート される 拡張 メモリの 量 
拡張 メモリの ffi は， 最大 32 メガバイト までです. 

サポート される ハンドル 数 
拡張 メ モ リ の ハン ドル 数の， 最大 数 は 255 で， 最小 数 は 64 です. 

ハンドルの 番号 づけ 

ハンドル は 1 ワードの 大きさで すが， オペレーティングシステムの ハンドル 数 も 含めて， 最 
大 255 個あります. この EMS では， 次の ような ハンドル ワード を 定義して います. ワード はメ 
モリ マネージャ によって， 下位 パイ トは実 ハンドル 値, 上位 パイ トは 00 にセッ ト されて います. 
この EMS の 前の パージ ヨン （3.2 以前） では， ハンドルの 値 を 指定して いませんでした. 

新しい ハン ドルの 型 ： ハン ドルと ロー ハン ドル 

ロー （raw) ハンドルと 標準 的な ハンドルの 差異 は， ほとんどありません. もし， Allcate raw 

pages ファンクション （ファンクション 27) を 使用 すれば， DX で 返される ものが ロー ハンドル 
です. ロー ハンドル は 必ずしも 16K バイトと は 限りません. * ロー （raw)* ページの 大きさに W1 
係し ないか わりに， それ は 拡張 メモリ ハードウェアに 依存す る ロー ページ サイズと なります. 

- アプリケーション プログラム は， ファンクション 26 によって， 口 ^ージ の 大きさ を 調べる 
ことができます. また， ファンクション 27 が 返す ロー ハンドル を 使用す る ことによって， 特別 
な 拡張 メモリ ボード だけが 許容す る， より 優れた 方法で アクセス する ことができます. 

—方， allocate page ファンクション （ファンクション 4) を 使用す る アプリケーション は， 必 
ず 16K パイ トを 扱うよう な ハンドル を 割り当てられます. より 小さな ロー ページ を 持つ 拡張 メモ 
リ ボードに 関して は， EMM デバイス ドライバが， ひとつの 合成した 16K パイ トの ページ を 作る 
ために 必要と する 口 ジ数を 割り当て， 保持し ます. 拡張 メモリ ボードの 口一 ページの 大 
きさと 16K バイ トの EMS 標準 ページの 大きさとの 差異 は， アプリ ケーシ ヨン ファンクション 4 で 
得られる ハンドル を 使用して いる と き， その アプリ ケ一シ ョ ンには 明らかです. 

メモリ マネージャ は， ハンドルに アロケート された ページと， ロー ハンドルに アロケート さ 

れた ページ を 区別し なければ なりません. ドライバへの 呼び出しの 意味 は， メモリ マネージャ 
に， ハンドルが 渡される か ロー ハンドルが 渡される かとい うこと によって 変わります. たとえ 
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ば， もし ハンドルが ファンクション 18 ( リア ロケ ート） に 渡されれば， メモリ マネージャ はハ 
ン ドルに 割り当てられた 16K バイトの ページ 数 を 増加/ 滅少 させる でしよう. もし， ファンク 
シ ヨン 18 が ロー ハンドル を 渡されれば， メモリ マネージャ は ロー ハンドルに 割り当てられた 口 

一 ページ （16K パイ ト ではない） を 增加ノ 減少させる でしよう. EMS 標準 ボードに おいて は， 
ページと ロー ページの 違いはありません. 

システム ロー ハンドル （ロー ハンドル =0000H) 

ボードで は， 640K 以下の 部分に 位置す る メモリの ページ を 管理す る こと 力 5 ， ひとつの 問題に な 
ります. メモリ マネ一 ジャ はこの 問題 を 解決す るた めに， MS-DOS が マネージャ を ロードす る 
ときに 値 0O00H を 持つ ロー ハンドル を 作ります • この 口一 ハンドル は， システム ハンドルと 呼 
ばれます， 

さらに 極端な 場合， メモリ マネージャ は 640K バイ ト 以下に マップ される 全 ページ を シス テ 
ムハンド ルに 割り当て るでしょう. これらの ページ は， 論理的 順序で マップされ るべき です， 
たとえば， システム ボードが 256K パイ トの RAM を サポートし， それよりも 384K パイ ト 上位 
が マップ 可能であれば， その システム ハンドル は その 論理 ページ 0 を 256K にある 第 1 物理べ 
—ジ に， 論理 ページ 1 を 次の 物理 ページに というよ うに マップす るべき です. 



システム ハンドル は， ロー ページ を 扱うべき です. アプリケーション プログラムが 使用で き 
るよう に これらの ページ を 何 ページ か 解放す るた めに， オペ レー ティ ング システムが "Reallocate" 
ファンクション も 使用して システム ハンドルに 割り当てられた ページ 数 を 減少させる ことが で 



きます， ^Deallocate' ファンクション を 実行す る こ 



ドル を 大きさ 0 にします 



が， ロー ハンドル 自体の アロケート を 解除す る わけではありません. ^Deallocate* ファン クシ 
ヨン は， 他の ロー ハンドルと システム ハンドル を 区別して 扱います. もし オペレーティング シ 
ス テムが 以前に Exited* されて いるならば （たとえば MS- WINDOWS が Exited' している 
ように)， 元の システム ハンドル を 640K パイ トを满 たす ように 增加 させ, DOS に 返す 前に 元の 論 
理 ページ を 物理 メモリに マツ ビングし ます. 

この ハンドル に対して， 機能 上 2 つの 特別な 場合が あります. 



第 1 の 特別な 場合 は， ファンクション 4 (Allocate Pages ファンクション） を 扱います. こ 
の ファンクション は， ハンドルの 値と して 0( ゼロ） を 返す ことはありません. アブリ ケ ーショ 
ン はいつ も ファンクション 4 を 呼び出して， ページ を アロケートし， ページ を 取り扱う ハンド 
ルを 取得し なければ なりません. ファンクション 4 は， 決して ハンドル 値 0 を 返しません ので, 
アプリ ケー 
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第 2 の 特別な^ は， ファンクション 6 (DeallocatePages ファンクション） を 扱います. 

ト されて いる ページ を 解除す ると， その ページ は マネージャに 返され， 再 利用で きます が， ハ 
ン ドル を 再び 割り当てる こと はでき ません. マネージャ は， この ハンドルに 対する、、 deallocate 
pages" ファンクションの 要求 を "reallocate pages" ファンクションの 要求と 同じ ものと して 
ます. ここで この ハンドルに 割り当てられる ページ 数 は 0 です. 



5.8 ファンクション 28 における オペレーティング システムの 利用 

拡張 メモリ ボードに は， 論理 ページから 物理 ページへの マップ を * 記 t« する" 1 組の レジスタ 
があります. いくつかの ボードに は， の 特別な （代替 用） マップ レジスタ があります' 拡 

こ の 仕様で は ファンクション 28(Alternate Map Register ファンクション） を t 
らを シミュレート する 方法 を 提供して います. 



画 使用例 

ここでの 例 は， ハードウェアが 代替 用 マップ レジスタ セッ トを サポート している こと を 想定 

しています • 第 1 ウィンドウ を 持って きて， それから や Reversi ，が 始まります • そのと き， 制 
御 は MS- DOS 監視 プログラムに 返り， 切り 換わります • この 手統 きのた めに 拡張 メモリ マネー 
ジャ への 呼び出しが あります. 



例 1 . 
Allocate alt reg set 

(for the MS-DOS executive) 

Set all reg set 

(for MS-DOS Executive) 

Allocate alt reg set ?1 

(for Reversi) 

Set alt reg set 

(for Reversi) 

Map pages 

(for Reversi) 

Set alt reg set 

(for MS-DOS Executive) 



MS-DOS を スタート する 
E 視 プログラム 



Reversi を スタート する 



MS-DOS へ 返って 切 り 換えられる 
S 視 プログラム 
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例 2 




； MS-DOS を スタート する 



(for the MS = DOS executive) ： 監視す るプ a グラム 

Set alt reg set 

(for MS-DOS Executive) 

Get alt reg set 

(for MS = DOS Executive) 

Allocate alt reg set ； Reversi を スタート する 

(for Reversi) 

Set alt reg set 

(for Reversi) 

Map pages 
(for Reversi) 

Get alt reg set 

(for Reversi) 



考慮され なければ ならない 重要な 点 は， Set は 必ず Get に 先行し なければ ならない という こ 
とです. Set の あとの Get という 形式 は， 割り込み ハンドラが 使用す る Get の あとで Set とい 
う 形式 （古い マツ ブコ ン テキス トを 得て， 新しい もの をセッ ト する） の 逆にな り ます. 他の 重 
要な 点 は， 代替 用 マップ レジスタの セット は， 割り当てられる とき， 現在の マツ ビング を 持た 
なければ ならず， そうでな いとき は その Set は 混乱 をき たす ことになる という ことです. 



これが ソフトウェアで シミュレート されれば， いったい 何が 起きる のでしょう 力、 同じ Set 
と Get の モデルが 当てはまります • 主な 相違 は， コンテキストが 保存され る 場所です • 

アロケート 呼び出しが 動的で， 割り当てられ ている 組 数に 制限がない ので， オペ レー ティン 
グ システム は 要求され る 空間 を tgft しなければ なりません. その 要求 は 失敗す るので， デ バイ 
ス ドライバ は， 動的に 空間 を アロケート する ことができません， もし アロケート レジスタ セッ 
卜の 呼び出しが， 代替 用 マップ レジスタ セッ トを サボ一 ト していな いという ステータス を 返す 
ならば， 才 ペレ一 ティ ング システム は その コンテキスト に対して 空間 を アロケートし なければ 



Set alt reg set 

(for MS-DOS Executive) 



； MS-DOS へ 返って 切り換える 
： 監視 プログラム 
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なりません し， また， ファンクション 15 を 用いて コンテキスト を 初期化し なければ なりません. 
その 時点で オペレーティングシステム は， Set を マッピング コンテキスト 空間に 対する ボイ ンタ 
を 渡す ことで， 実行す る ことができます. Get の 呼び出し に関して は， EMM デバイス ドライ 
バに その 同じ コンテ キス トの 空間に 対する ボイ ンタを 返します， 



例 3 

Allocate alt reg set 

(for the MS-DOS executive) 

Get Page Map 

(for the MS-DOS executive) 

Set alt reg set 

(for MS-DOS Executive) 

Allocate alt reg set 

(for reversi) 

Set alt reg set 

(for Reversi) 

Map pages 、 

(for Reversi) 

Get Page Map 

(for Reversi) 

Set alt reg set 

(for MS-DOS Executive) 



MS-DOS を スタート する 
監視 プログラム 



Reversi を スタート する 



MS-DOS へ 返って 切り換える 
監視 プログラム 



5.9 用 語 

この 解説で 数多く 使用され た 用語 を いくつか 説明し ます. 



アプリケーション プログラム （Application Program) 

アプリケーション プログラムと は， プログラマ一 が 作成し， ユーザ一 が 使用す る プログラム. 
アプリケーション ソフトウェアの 種類に は， ワードプロセッサ や データ ペース マネージャ， ス 
ブ レツ ド シート マネージャ， プ ロジェ ク ト マネージャ などが ある. 

EMM (ィ ーェ厶 ェ厶） 

拡張 メモリ マネ— ジャを 参照 • 

拡張 メモリ （Extended Memory) 

保護 仮想 ァ ドレス モー ドで 操作され ている と き， 80286，386/386SX プロセッサ 上で 利用 可能 
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な 100000H から FFFFFFH までの 15 メガ バイ 卜の 範囲 アドレス を 持つ メモリ. PC- 9800 シリーズ 
の 、、拡張 メモリ" はこの Extended Memory のこと を 指す. 

}E58 メモリ マイ、— ジャ (Expanded Memory Manager, EMM) 

MS- DOS の アプリ ケ一シ ヨン プログラムと 拡張 メモリの ィ ン ターフェ イス を 制御す る デバ 
イス ドラ イノ、 •. 

ロー ページ （Raw Page) 

拡張 メモリ ボードが 与える ことができる， マ ッ 1 能な 最小 単位の メモリ. 

ステータス コー ド （Status Code) 

EMM ファンクションが 値と して 返す コード は， その ファンクション を 実行した 結果に 関す 
る なんらかの 情報 を 示す ものである. ステータス コードに は， その ファンクションが 正確に 実 
行され たか どうか を 示す もの や， 拡張 メモリ ハー ドウ ヱァ， ソフト ゥヱァ についての 情報 を 示 
す ものが ある， 

常駐 アプリケーション プログラム （Resident Application Program) 

ffi '駐 アプリケーション プログラム は MS-DOS によって ロードされ， 実行され， MS-DOS に 
制御 を 戻した 後で も， 依然として システムに 常駐す る プログラム である. この タイプの ブ ログ 
ラム は メモリ を 占有し， 通常， オペレーティングシステム や アプリケーション プログラム ゃハ 

—ドウ エアに よって 呼び出される. 常駐 アプリケーションプログラムの 例と して は， RAM ディ 
スク ドラ イノ、'， プリ ン トス プーラ， * ポップアップ， デスク ト ップブ ログ ラムな どが あげられる. 

通？ K メモリ （Conventional Memory) 
アドレス 00000H から 9FFFFH にある， 0〜640K バイ トの メモリ. 

PC-9800 シリーズの ハイ レゾリューション モードで は， 00000H〜BFFFFH の 768K パイ ト 
の メモリ， 

アロケート （Allocate) ' 

拡張 メモリの ページ を， 指定した 大きさ だけ 確保す る こと. 

デ アロケート （Deallocate) 

以前に アロケートした 拡張 メモリ を， メモリ マネージャに 返す こと. 

ハンドル （Handle) 

EMM が， アプリ ケ一シ ヨン プログラムで 用いられる 1 ブロックの メモリ を 識別す るた めに 
割り当てて 使用す る 値. 割り当てられた すべての 論理 ページ は， 個々 の ハンドルと 関連が ある. 
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非 常駐 アプリケーション プロ クラム （Transient Application Program) 

非 常駐 アプリケーションプログラム は， MS-DOS によって ロードされ， 実行され， 制御 を MS 
-DOS に 返した 後に， その システムに は 常駐し ない プログラム である. 非 常駐 アプリケーション 
プログラムが MS- DOS に 制御 を 移した 後 は， その プログラムが 使用して いた メモリ を 他の プ 
ログ ラムが 利用で きる. 

物理 ページ （Physical Page) 

ある 1 つの 16K パイ トの 大きさ を 持つ ページに よって 占められる メモリ アドレスの 範囲. 

ページ フレーム (Page Frame) 

隣接した 16K バイ 卜の 物理 ページの 集まりで， アブリ ケ一シ ヨン プログラム はこれ を 介して 
拡張 メモリ を アクセス する， 

ページ フ レーム 基底 ァ ド レス （Page Frame Base Address) 

ページ フレーム 基底 アドレス は， ページ フレームの 最初の バイトの 位 a (セグメント 形式） 
である. 

マツ ビン ヌ (Mapping) 
物理 ページ 上に 現われる， メモリの 論理 ページ を 作る 処理. 

マ ッ ピン グコ ン テキス ト （Mapping Context) 

ある 特定の 時点での マップ レジスタの 内容， この コンテキスト は， マップの 状態 を 表わして 
いる. 

マップ 胃 (Unmap) 
論理 ページに 対して， 统み 込み/書き出しの アクセス を 不可能に する こと. 

マ ッブ n J 能 w セ 7 メント (Mappable legmen) 

マップ された 論理 ページ を 持つ ことが 可能な， 16K バイ トの メモリ 領域. 

EMM ハードウェアの 現在の マッピング コンテキスト を 含んで いる 1 組の レジスタ. 

»理 ページ （Logical Page) 

EMM は， 拡張 メモリ を 論理 ページと 呼ばれる （典型的に は 16K バイ ト） 単位に アロケート 

する. 
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6.1 イントロダクション 

フォント ドライバ は， マルチ フォント ROM ボード や 本体 ROM など を 利用して 2 バイ ト 
JIS コードの 文字 フォント を 編集したり， 利用者 定義 フォント を 拡大/縮小し， ユーザー 領域に 
出力す る デバイス ドライバです. 

得られた フォント は， グラフィックス ドライバ を 利用す る ことにより， グラフィック VRAM 

に 出力す る こと がで きます. 
こ の 章で は フォント ドライ パの各 機能に ついて 説明 します. 



プログラム IW 係 図 



アプリケーションプログラム (利用者 定義 フォント） 



1 



グラフィックス 
ドライバ 




フォント デ 
ータの 流れ 



1 



T 



グラフィック 

VRAM 



マルチ フォント 


本体 , 


ROM ポー ド 


ROM | 



注意 ： PC- 9801, PC-9801E, PC-9801F, PC-9801M では マルチ フォ ン ト ROM ボ一 ドが 使用 
できない ので， 本体 ROM のみの サポートと なります. また， PC-98LT では 動作し ません， 
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6.2 フォント ドライバ 



， 



こで は， フォント ドライバの 組み込みと， 利用で きる ファンクション （機能) の一 覧を 紹介 



6.2.1 フォント ドライバの 組み込み 

フォント ドライバ を 利用す るに は， CUSTOM コマンド や エディタ により， CONFIG.SYS 
ファイルに 次の ような一 行 を 加えて システム を 再起動し ます. 

DEVICE = [ バス] FONT.SYS[/M(nnn, mmm)][/E] 

/M スィ ツチ は 取得す る 文字 フォントの 最大 ボディ フェイス サイ ズを X 方向の ドッ ト数 
(nnn) と Y 方向の ド ッ ト 数 (mmm) で 指定し ます. 有効 値 は 下記の 通りです が 有効 値 範囲 外 また 
は デフォルトの 場合 は， X 方向 ドット 数 40 ドット， Y 方向 ドッ ト数 40 ドットと なります. 

有効 値 ：8Snn n S400 

有効 値 ：8Smmm さ 400 • 

ただし， マルチ フォント ROM ボードが 実装され ていない 場合の 最大 ボディ フヱ イス サイズ 
の 有効 値 は 以下の ようになります. ご注意く ださい. 

有 JtWl:8SnnnS40 
有續 ：8SmmmS40 



最小 ボディ フヱ イス サイズ 



了 



K7 



丄 



翁 最大 ボディ フ 

マルチ フォント ROM ボードが 爽 装され ている 

ト 400 ドット H 



400 K ッ 



丄 



マルチ フォント ROM ポー ドが 実装され ていない 場合 



T 



プ 



40 K ッ 



丄 



/E スィッチ は EMS ドライバが 組み込まれ ている とき， フォント ドライバの一 部 を 拡張 メ 
モリに 転送し， MS-DOS の メモリ を 節約し ます. ただし，/ E スィッチ を 指定す ると， フォント 
イメージ 取得 ァ ドレス， フォント ドライバ 作業 域ァ ドレスに 拡張 メモリ は 指定で き ません， 

EMS ドライバ はバ一 ジョン 3.x 以上 を 使用して ください. 



6.3 フォント ドライバの 呼び出し 方法と 使用例 



6.2.2 ファンクション ー覽 

♦ 環境 設定 ファンクション 

フォント 情報の 設定 
参 フォン ト 情報 取得 フ アン クシ ヨン 

バージョンの 取得 

フォント 情報の 取得 
♦ 文字 フォン ト 取得 ファンクション 

フォント の 取得 



6.3 フォント ドライバの 呼び出し 方法と 使用例 

ここで は， ユーザー プログラムで フォント ドライバの ファンクション を 利用す る 際の 呼び出 
し 手順と， マクロ アセンブラでの 使用例 を 紹介し ます. 

6.3.1 ファンクションの 呼び出し 手顺 

フォント ドライ バ の各フ アンク ショ ンは 次の 手顺で 呼び出 します. 
(1) フォント ドライバの ェン ト リ テーブルの 先頭 ァ ドレスの 取得 

AX レジスタ， DS ： BX レジスタ を 次のように セッ ト し， INT CCH を 行う とェン ト リ テ 
一 ブルの 先頭 アドレスが 指定した アドレスに 設定され ます • 

AX=0 ' 
DS:BX = 先 ほ アドレス を 格納す る 《« (ダブル ワード） の アドレス 

以下に ェン ト リ テーブルの 詳細 を 示します. 各 テーブルに は その ファンクションの ェン 卜 リ 
アドレスが 格納され ています. 



相対 アドレス 


エントリ アドレス (DWORD) 


0000 


パージ ヨンの 取得 


0004 


フォント 情報の 設定 


0008 


フォント 情報の 取得 


000C 


フォント の 取得 



(2) ファンクションの 呼び出し 

パラメ一 タブ ロック （32 バイト） に 必要な パラメータ を 設定し， この 先頭 アドレス をス タツ 
クに 格納 後， エントリ テーブル 内の 対応す る アドレスに far call します， 詳細 は ファンク ショ 
ン プログラミング ィ ン ターフェ イス を 参照して ください. 
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データ 領域の アドレス （DWORD) 



パラメータ ブロック 
32 Bytes 



6.3.2 マクロ アセンブラでの 使用例 

次に マクロ アセンブラ （MASM) による プログラムの 例 を 絡 介し ます. 



ェン ト リ テーブル 内相 対ァ ド レスの 定義 



FONTVER 
FONTSET 
FONTGET 
MOJIGET 



EQU 



EQU 
EQU 

データ 領域の 定義 



DATA 

FONT_ADDR 
FONT— PARA 一 ADDR 
FONT PARA OFF 

一 一 

FONT_PARA_SEG 
FONT—PARA 
FONT PARA SIZ 



SEGMENT 



LABEL 
DW 

DW ' 



0 

01*4 



0 

DWORD 

0 
0 

32 DUP(O) 
32 



バージョンの 取得 

フォント 情報の 設定 

フォント 情報の 取得 
フォントの 取得 



エントリ テーブル 先 通 ァ ド レス 格納 域 
バタ メータ ブロック アドレス 格納 域 
才 フセッ ト アドレス 

セグメント アドレス 
パラメータ ブロック 領域 
パラメータ ブロック サイズ 



FONT DATA 
DATA 



スタック 領域の 3 



2052 DUP(O) ； フォント データ 格納 域 



STACK 



STACK 



SEGMENT 

DW 

ENDS 



256 DUP(O) 



CODE 



SEGMENT 

ASSUME CS : CODE , DS : DATA 



322 



6.3 フォント ドライバの 呼び出し 方法と 使用例 



START ： 



MOV AX, DATA 

MOV DS， AX 

MOV WORD PTR DS : FONT_PARA— SEG , AX 

MOV AX ， OFFSET FONT_PARA 

MOV WORD PTR DS: FONT— PAR A_OFF. AX ■ 
エントリ テーブル 先頭 ァ ド レスの 取得 

MOV AX, 0000H 

MOV BX, OFFSET DS: FONT ADDR 

INT OCCH ： エントリ テーブル 先頭 ァ ド レスの 取得 

バージョンの 取得 . 



LES 
PUSH 
PUSH 
LES 

CALL r 
フォント 情報の K 



Dl, DS: FONT PARA ADDR 

一 — 

ES 
Dl 

Dl, DS: FONT— ADDR 

DWORD PTR ES: FONTVER [Dl] 



PUSH 

MOV 

SUB 

REP 

POP 

MOV 

MOV 

MOV 

MOV 

MOV 

MOV 

MOV 

MOV 

PUSH 
PUSH 
LES 
CALL 



Dl, DS: FONT 一 PARA_ADDR 

Dl ,,' 二 

CX， FONT_PARA_SIZ/2 
AX, AX 

STOSW ； パラメータ プロ ッ クのク リ ァ 

DI , 
WORD PTR ES: 0 [Dl] , 0 
BYTE PTR ES : 2 [Dl] ， 0 
WORD PTR ES: 4 [Dl], 18 
WORD PTR ES: 6 [Dl] , 18 
WORD PTR ES: 8 [Dl] , 2 
WORD PTR ES: 10 [Dl] , 2 
WORD PTR ES: 12 [Dl] , 16 
WORD PTR ES: 14 [Dl] , 16 
ES 
Dl 

Dl, DS: FONT ADDR 
DWORD PTR ES: FONTSET [Dl] 



フォント 種別 
横 害き ノ《 害き フラグ 

X 方向 ポ ディ フ i イス サイズ 
Y 方向 ボディ フ i イス サイズ 
キャラクタ フェイス 開始 X 座標 
キャラクタ フェイス 開始 Y 座標 
X 方向 キャラクタ フェイス サイズ 
Y 方向 キャラクタ フェイス サイズ 
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； フォント 情報の 取得 

LES Dl, DS ： FONT PARA ADDR 

PUSH ES 
PUSH Dl 

LES Dl, DS: FONT 一 ADDR 

CALL DWORD PTR ES: FONTGET [Dl] 

フォントの 取得 

LES Dl, DS: FONT 一 PARA 一 ADDR 

PUSH Dl ' 

MOV CX， FONT 一 PARA—SIZ/2 

SUB AX, AX 

REP STOSW ： パラメータ プロ ッ クのク リ ァ 

POP Dl 

MOV WORD PTR ES:0[DI], 3441 H : 2/ くィ ト 日本 IS JIS コード 

MOV WORD PTR ES: 2 [Dl] , 58 ： フォント データ 格納 域 サイズ 

MOV AX, OFFSET DS: FONT—DATA 

MOV WORD PTR ES: 4 [Dl] , AX 

MOV WORD PTR ES: 6 [Dl] , DS ： フォント データ 格納 域 アドレス 

PUSH ES 

PUSH Dl 

LES Dl, DS: FONT ADDR 

CALL DWORD PTR ES: MOJIGET [Dl] や ： 

： つ -. 

CODE ENDS 

END START 

6.3.3 文字 フォントの 利用 例 

' ここで は， フォント ドライ パ によ り 取得した 文字 フォント を グラフ ィ ック VRAM に 描画す 
る 方法 を 紹介し ます. 

フォント ドライバの 文字 フォントの データ 形式 は， グラフ ィ ックス ドライバの や グラフ イツ 
ク イメージの 設定 * で 利用す る モノクロ モードの グラフィック イメージ データと 同一 になって 

います. したがって， 取得した 文字 フォントの アドレス を 格納 域 アドレス （グラフィックス ド 
ライ バの パラメータ） に 指定して や グラフィック イメージの 設定 * を 実行す る ことにより， 文 

字 フォント を グラフィック VRAM に 描画し ます. 

6.4 ファンクション プログラミング ィ ン ターフェ イス 

次に フォント ドライバの 各 ファンクション ごとの 詳細 を 説明し ます. 



6.4 ファンクション プログラミング インタ— フェイス 



バージョンの 取得 



ファンクション NO. 0 



機 能 



フォント ドライバの バージョン を 取得し ます. 



□^Tl スタック = パラメータ ブロックの 先 K アドレス 



リタ 一 >| AX= フォント ドライバの バージョン 

AL: バージョン 番号の 整数 部 
AH: バージョン 番号の 小数 部 



解 锐 



たとえ ば， パー ジョン 2.0 では AX に 0002 H が 入 ります. 
本 ファンクションで， パ一 ジョンに 1.0 (AX = 0001 H) が 返された 場合， フ才 
ト 情報の 設定 （ファンクション N0.1) で 動作 指定 フラグに 0 以外 を 設定す る 
こと はでき ません， 
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フォント 情報の 設定 ファンクション NO. 1 

\m 能 i フォントの 種別， フォント サイズな どの 情報 を 指定し ます. 

I コール I スタック = パラメータ ブロックの 先頭 アドレス 

參 パラメ 一 タブ 口 ック 



オフ セッ ト 


サイ ス 


r#>i ate 

内 容 


0H 


WORD 


フォント 種別 


2H 


BYTE 


横 害き ノ縱 害き フラグ 


3H 


BYTE 


動作 指定 フラグ 


4H 


WORD 


X 方向 ボディ フヱ イス サイ ズ 


6H 


WORD 


Y 方向 ボディ フヱ イス サイズ 


8H 


WORD 


キャラクタ フユ イス 開始 X 麼標 


AH 


WORD 


キャラクタ ソュ イス 開始 Y ゆ: ほ 


CH 


WORD 


X 方向 キャラクタ フェイス サイズ 


EH 


WORD 


Y 方向 キャラクタ フェイス サイズ 


10H 


16BYTE 


未使用 （常に O0H を 設定して ください） 



参 フォント 種別 

0 ： 本体 フ 才 ン ト ROM の フォント を 利用す る. 

1: マルチ フォント ROM ボードの ゴシック フォント を 利用す る. 

2: マルチ フォント ROM ボードの 明朝 フォント を 利用す る. 

3 ： マルチ フォント ROM ボードの 16X16 ドット フォント を 利用す る. 

(法） フォント 種別に 3 が 指定で きる の は， マルチ フォント ROM ボードが 
PC-9801- 38L の 場合の みです. 

♦ 横 害き Z 縱 害き フラグ 

0: 横 害き フォント 

に縱 害き フォント 

縱 書き フォン ト と は， 横書き フォン ト （テキスト フォントと 同じ 向きの フォン 
ト） を 反 時計 まわりに 90' 回転した 害 体の フォン 卜です. 縱 害き フォントの 場合 
は， X 方向と Y 方向の 各 サイズが 入れ 換わる ことに 注意して ください. 
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6,4 ファンクション プログラミング インターフェイス 









<r 








： a 




； ： 
： 


by 

y 



bx 
ax 



cx 



cy 



bx ： X 方向 キャラクタ フェイス サイズ 
by ： Y 方向 キャラクタ フェイス サイズ 



例） 横書きの 、* 




• ay 
by 



cy 







ax 



♦ 動作 指定 フラグ 

フォント 取 は 時の 動作 を 指定す る. • 

0 :8x8〜128xi28 ドット フォントの 取得 (Verl.O 互換 機能） 
1 ： 8X8〜400X400 ドッ トフ オン 卜の 取得 
2 ： 利用者 定義 フ ォ ン ト を 参照して 拡大/縮小 

(注) 動作 指定 フラグに 2 を 指定した 場合, 「フォント 種別」 の 設定 は 無視され ます. 

參 X 方向 ボディ フ i イス サイズ 

取得す る 文字 フォントの X 方向 ドッ ト数を 指定し ます. 

*Y 方向 ボディ フェイス サイズ . 

取得す る 文字 フォントの Y 方向 ドッ ト数を 指定し ます. 

有効 傭 - 
フォント 種別が 0 の 場合 

8 S X 方向 ボディ フェイス サイズ S MIN(40. 最大 X 方向 ドット 数） 
かつ， 8 ^ Y 方向 ボディ フェイス サイズ さ MIN(40, 最大 Y 方向 ドット 数） 

ミ主） MIN (40, 最大 X 方向 ドッ ト数） と は， M(T または 。 最大 X 方向 ドッ ト数" 
のい ずれ か 小さい 方 を 表します. 



ax ： キャラクタ フヱ イス 開始 X 座標 

ay ： キャラクタ フヱ イス 開始 Y 座標 

cx ： X 方向 ボディ フェイス サイズ 

cy ： Y 方向 ボディ フェイス サイズ 
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フォント 種別が 1 または 2 の^ 

16 ^ X 方向 ボディ フ： l イス サイズ さ 最大 X 方向 ドット 数 
かつ， 16 S Y 方向 ボディ フェイス サイズ さ 最大 Y 方向 ドット 数 

注意： 

X 方向 ボディ フェイス サイズ =0 または Y 方向 ボディ フェイス サイズ =0 の 場 
合 は テキス 卜の 文字 フォント と 同一 の サイ ズが 指定され たものと みなします. 

テキス トの 文字 フ オン ト サイ ズは ノーマル モ一 ドと ハイ レ ゾリ ュ一 ショ ン モー 
ドで 異なる ため * フォントの 取得 ケ の 実行 前に は * フォント 情報の 取得" でフ才 
ン ト サイ ズを 取得し フォ ン ト データ 格納 サイ ズを 確認して く ださい. 

また， この場合 は テキストと 同一 の フォント サイズ を 利用す るた め， キャラ ク 

タフ ヱ イス 開始 X 座標から Y 方向 キャラクタ フヱ イス サイズまでの パラメータ は 
無視され ます. 

* キャラクタ フ x イス M 始 X 座標 

ボディ フヱ イス 内の チヤ ラ クタ フェイス 開始 X 座標 を 指定し ます. 

•X 方向 キャラクタ フェイス サイズ 

キャラクタ フヱ イスの X 方向 ドッ ト数を 指定し ます. 

f キャラクタ フ i イス、 + /X 方向 キャラクタ、 く/ 方向 ボディ 、 
、M 始 X 座標 ノ十 k フ： r イス サイズ ノ & \ フェイス サイズ/ 

* キャラクタ フ i イス 開始 Y 座標 

ボディ フェイス 内の キャラクタ フヱ イス 開始 Y 使標を 指定し ます. 

*Y 方向 キャラクタ フェイス サイズ 

キャラクタ フェイスの Y 方向 ドッ ト数を 指定し ます • 

/キャラクタ フ 1 イス、 + 方向 キャラクタ、 く/ Y 方向 ボディ 、 
<Jfl 始 Y 座標 J + 、フ x イス サイズ ノ $1 フェイス サイズ リ 

| リタ 一 >| AX = 0 ••• 正 紫 終了 

* 0 ••• 異常終了 

I 解 脱 I 參 フォントの 種別， 各種 フォント サイ ズ など は アブリ ケーシ ヨンの 起動 直後で 

は， 先行の アプリ ケーシ ョ ンが これら を 変更して いる 可能性が あるので 不定と な 
ります. よって， フォント ドライバ を 利用す る 場合 は， まず 「フォント 情報の 設定」 

を 実行 後 「フォント 情報の 取得」 を 実行して ください. 
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6.4 ファンクション プログラミング インターフェイス 

* 指定され た キャラクタ フェイス サイズに 従い， 編集の 基本と なる フォントが 異 
なります. よって， 指定され た キャラクタ フェイス サイズと 基本 フォント サイズ 
の 差が 大きい ほど 文字の 歪みが 大き くなります. ' 

下記に， 指定され た キャラクタ フェイス サイズと 基本 フォントの 関係 を 説明し 
ます. 

本体 CGROM の フォント を 利用す る 龄 

指定され た キャラクタ フヱ イス サイズに 閱係 なく， 下記 サイズの フォント を 基 

ノーマル モード ： 16X16 ドッ ト ゴシック フォント 

ハイ レ ゾリ ユー シ ヨン モード ： 24X24 ドッ ト 明朝 フォント 

マルチ フ オン ト ROM ポー ドのフ ォ ン ト を 利用す る 場合 

次の 図の ように 指定され た キャラクタ フェイス サイズに よ り， 基本 フォントが 
興なります. 




X 方向 キャラクタ フェイス ドッ ト数 

マルチ フ才 ン ト ROM ボ一 ド （PC-9801-38L) の 16x16 ドッ 卜の フォント を 利 
用す る 場合， 指定され た キャラクタ フ ヱ イス サイズに 関係な く 下記の サイズの フ 
才 ン ト を 基本 フ オン ト とします. 

8 さ X 方向 キャラクタ フェイス サイズ S 40 の 場合の 基本 フォント 

ノーマル/ハイ レゾリューション モード 共に 16X16 ドッ ト フォント 



Y 方向 キャラクタ フ H イス ドット 数 
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合 と 同一 で 字体の み 半分に なります. 



全角 コードの 場合 









cy 




ァ 






by 




—き * 4 




ax 


1 ； 




cx 



ax ： キャラクタ フヱ イス 開始 X 座標 
ay ： キャラクタ フ ヱ イス 開始 Y 座標 
bx ： X 方向 キャラクタ フェイス サイズ 
by ： Y 方向 キャラクタ フェイス サイズ 
cx ： X 方向 ボディ フェイス サイズ 
cy ： Y 方向 ボディ フヱ イス サイズ 



第 6 章 フォント ドライバ 

• ♦ 取得す る 文字コードが 半角 コード （2921H〜2B7EH) であっても， X 方向 ボデ 

イフェ イス サイズ， Y 方向 ボディ フェイス サイズな どの サイズ は 全角 コードの 場 



半角 コードの 場合 




ァ 



b 



- 



X 

C 
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6.4 ファンクション プログラミング インタ一 フェイス 



フォント 情報の 取得 ファンクション NO. 2 



1 


現在の フォ 


ント 種別， フォント サイズな ど otti 報 を aw します. 




スタック ： 


= パラメータ ブロックの 先 》 アドレス 




AX = 0 


• 常に 正常終了 



パラメータ ブロック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


0H 


WORD 


フォント 種別 


2H 


BYTE 


横 害き/縦 害き フラグ 


3H 


BYTE 


動作 指定 フラグ 


4H 1 


WORD 


X 方向 ボディ フェイス サイズ 


6H 


WORD 


Y 方向 ボディ フェイス サイズ 


8H 


WORD 


キャラクタ フ i ィ ス 開始 X 座標 


AH 


WORD 


キャラクタ フユ イス 開始 Y 座標 


CH 


WORD 


X 方向 キャラ ク タフ ヱイ ス サイ ズ 


EH 


WORD 


Y 方向 キャラクタ フェイス サイズ 


10H 


16BYTE 


未使用 



解 説 I 現在の フォント 棟 別， フォント サイズな どの 情報 を 取得し ます. フォント サイ 

ズ 等に ついては， フォント 情報の 設定 （ファンクション N0.1) を 参照して くださ 
い. 
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フォン 卜の 取得 ファンクション NO. 3 

フォント 情報の 投定 （ファンクション N0.1) の 動作 指定 フラグの 股定值 により， 各種 フォント 

の 取得 を 行います. 

1. 動作 指定 フラグに 0 が 指定され た お 

I 機 能 I マルチ フォント ROM ボード， または 本体 ROM から 現在の フォント 情報 を もと 

に 文 宇 フォント を 取得し ます， （Verl.O 互 SWI 能） 

I コール I スタック = パラメータ ブロックの 先 HI アドレス 

譬ノく ラメ 一 タブ 口 ック 



才フ セット 


サイズ 




0H 


WORD 


文字コード 


2H 


WORD 


フォント データ 格納 域 サイズ 


4H 


DWORD 


フォント データ 格納 域 アドレス 


8H 


24BYTE 


未使用 （常に 00H を 設定して ください） 



♦ 文字コード 

取得す る 文字 を 2 バイ ト 日本語 JIS コードで 指定し ます. 2 パイ ト 日本語 JIS 
コード 体系 外の コ 一 ド が 指定 された 場合 は エラーと なります. 

2 バイ ト 日本 B JIS コー ド 体系 …… 2121 H〜7E7EH 

注） マルチ フォント ROM ボードから は， 拡張 文字 (7921H〜7C7EH) の 取得 
はでき ません. 

* フォント データ 格納 * サイズ 

バイ ト 単位で フ ォ ン ト データ 格納 域の サイ ズを 指定し ます. 格納 域 サイ ズは下 

記の 条件 を满 たす 必要が あります. 
格納 域 サイズ S (X 方向 フォント サイズ +7)¥8XY 方向 フォント サイズ +4 

>±) ¥ は 整数の 割り算の 商 （余り 切り捨て） を 意味し ます. 

フォント 情報の 設定で 縱ぉ きを 指定した 場合， X 方向， Y 方向の フォント 

サイ ズ が 入れ 換わる こ と に 注意して く ださい. 

* フォント データ 格納 « ァ ド レス 

フォント データの 格納 域 アドレス を ダブル ワードで 指定し ます. 



332 



6.4 ファンクション プログラミング インタ一 フェイス 



リタ 一 >1 



解 脱 



= 0 ••• 正常終了 
* 0 -- 異常終了 

フォント データの 格納 形式 を 以下に 説明し ます, 



0 



4 + lXa 
4+2Xa 

4 + nX な 







X 方向 ボディ フェイス サイズ 


Y 方向 ボディ フェイス サイ ズ 


ドット « (lword) 


ドット 数 （lword) 


Y 方向 1 ドッ ト 分の X 方向 m ドッ ト 分の パターン (1) 


Y 方向 1 ドット 分の X 方向 m 


ドッ ト 分の パターン 《2) 












Y 方向 1 ドット 分の X 方向 m ドット 分の パターン （n) 



メモリ 内 低位 パ イトから 顺に各 ビットが X 座標の ドット （昇順） に 対応し ます. 

m: X 方向 ボディ フェイス サイズ 
n ： Y 方向 ボディ フェイス サイズ 
a \ (m+7) ¥8 



(本体 ROM フォントより 16X16 ドット フォント 

フォント 種別 
横書き/縦書き フラグ 

動作 指定 フラグ ： - 
X 方向 ボディ フェイス サイズ 
Y 方向 ボディ フェイス サイズ 

ェ イス 開始 X 座標 
ェ イス 開始 Y 座標 
X 方向 キャラクタ フヱ イス サイ ズ 
Y 方向 キャラクタ フユ イス サイズ 




Q いひ" 

0 

0 
16 
16 

0 

0 
16 

16 , 



フォント の 取得で 股定 する パラメ 

文字コード 

フォント データ 格納 域 サイズ 
フォント データ 格納 域 アドレス 



一夕 



3441 H 



任意の アドレス 
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第 6 章 フォント ドライバ 



次に 示す フォント イメージの 場合， フォント データ は 次のように なります. 



フォント イメージ 




フォント データ 
WORD ― 



0010 H 



0010 H 



8840 H 



FF27H 



8810 H 



0000 H 



5020 H 



8C21H 
0346 H 



0 
2 
4 
6 
8 
10 

30 
32 
34 



X 方向 ド ッ 
Y 方向 ドッ 



注） 動作 フラグの 指定で 0 を 指定す ると， Ver 1.0 の 互換 動作と なる ため, CON- 
FIG . SYS フ アイ ル で/ M スィッチ を どのように 指定しても 縱横 それぞれ 128 ド 
ッ ト を 越える フォント の 取得 は 行え ません. 

2. 動作 指定 フラグに 1 が 指定され た 場合 

I 機 fel 現在の フォント 情報 を 基に 文字 フォント を 取得し ます. 取得 可能な フォント サイ 

ズが 8X8〜400 X 400 ドッ ト である こと， フォントの 取得に' JZ« な 作業 《 を 利用者 
が 確保す る！^, 機能 はく 指定 フラグに 0 が 指定され たお > と 同じです. 

1 コール I スタック = パラメータ ブロックの 先 « アドレス 

* ノ 《ラメ 一 タブ 口 ック 



オフセット 


サイズ 


内 容 


00H 


WORD 


文字コード 


02H 


WORD 


フォント データ 格納 域 サイズ 


04 H 


DWORD 


フォント データ 格納 域 アドレス 


08H 


WORD 


作業 域 サイズ 


0AH 


DWORD 


作業 域 アドレス 


0EH | 18BYTE 


未使用 （常に 00H を 設定して ください） 
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6.4 ファン クシ 3 ンブ ログ ラ ミン グィン タ一 フェイス 

* 作業 1 * サイズ 

フォン ト 取得の ために 必要な 作業 域 を 確保し， その サイ ズを 設定し ます. 
必要な 作業 域の サイズ は 取得す る フォントの サイ ズ から 以下の ように 算出し ま 

す. 

作業 域 サイズき (A+7) ¥8XA+15 

洤） ¥ マーク は 切捨ての 整数 系の 割り算 を 意味し ます. 

A = X, Y 方向 キャラクタ フヱ イス サイズの 値の 大きい 方 

例： 60X70 ドット フォント を 取得 するとき の サイズ 

作業 域 サイズ S645= (70+7) ¥8X70+15 

• 16X16, 24 X 24, 40X40 ドット フォントから 基本 フォント を 取得す る 場合. 

作業 域 サイズ SW1+W2 

注） ¥ マーク は 切捨ての 整数 系の 割り算 を 意味し ます. 
Wl= (B+7) ¥8XB 
W2=A¥8XB 

A = 基本 フォント サイズ （40， 24, 16) 

B = A または， X, Y 方向 キャラクタ フヱ イス サイズの 値の 大きい 方 
例： 30X45 ドット フォント を 取得 するとき の サイズ • 
作業 域 サイズ S405= (45+7) M8X45+24V8X45 

き 作業 城 アドレス 

利用者が 確保した 作業 域の 先頭 を ダブル ワードで 指定し ます. 
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第 6$ フォント ドライバ 



3 . 動作 指定 フラグに 2 が 指定 された 場合 



1« 能 I 利用者が 定義 した フォント ィメ ージの 拡大/縮小 を 行い ま す. 



コール 



スタック = パラメータ ブロックの 先 as アドレス 
♦ パラメータ ブロック 



才フセ 



ィ 



00H 


DWORD 


利用者 定義 フォント アドレス 


04H 


WORD 


X 方 入力 キャラクタ フェイス サイズ 


U6H 


WORD 


Y 方向 入力 キャラクタ フェイス サイズ 


08H 


WORD 


フォント データ 格納 域 サイズ 


OAH 


DWORD 


フォン データ 格納 域 アドレス 


OEH 


WORD 


作業 域 サイズ 


10H 


DWORD 


作業 域 アドレス 


14H 


12BYTE 


未使用 （常に 00H を投定 してく ださい） 



ダブル ワード で 指定 し た 利用者 定義 フォント アドレスに は， 以下の フォー マツ 
トで フォントが 格納され ていなければ なりません. 



(n+l)x tf 



Y 方向 1 ドット 分の X 方向 m ドット 分の パターン （1) 



勻 1 ドッ ト 分の X 方向 m ドッ ト 分の パターン （2) 



Y 方向 1 ドッ ト 分の X 方向 m ドッ ト 分の パターン （n) 



メモリ 内 低位 バイ ト， MSB 側 
から 順に 各ビッ 卜が X 座標の 
ドット に^します. 

m ： X 方向 入力 ドッ ト数 
n ： Y 方向 入力 ドッ ト数 
a ： (m+7)¥8 



*X 方向， Y 方向 入力 キャラクタ フェイス サイズ 

入力す るフォ ント サイ ズは 16X16〜64X64 の 範囲で なければ なり ません， 

* フォント データ 格納 域 サイズ 

バイ ト 単位で フ ォ ン ト データ 格納 域の サイ ズを 指定し ま す. 格納 域 サイ ズは下 
記の 条件 を满 たさなければ なりません. 

格納 域 サイズ S(X 方向 ボディ フ i イス サイズ サイズ +7) ¥8XY 方向 ボディ フ 



注) ¥ マーク は 余り 切捨ての 整数 系の 割り算 を 意味し ます. 
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6.5 エラー コード 一お 



參 フォント データ 格納 域 アドレス 

フォント データの 格納 域 アドレスの 先頭 を ダブル ワードで 指定し ます. 
指定 し た 格納 ァ ドレスに は， フォント の 取得で 動作 指定 フラグに 0 または 1 を 
指定 し た 場合 と 同 じ 形式で 拡大/縮小 された フォント デー タ が 格納 されます. 

参 作業 域 サイズ 

パイ ト 単位で フォント 取得の ために 必要な 作業 域 を 確保し， その サイズ を 指定 
しなければ なり ません. 
作業 域 サイ ズは 下記の 条件 を满 たす 必要が あります. 

作業 域 サイズ SW1+W2 

注） ¥ マーク は 切捨ての 整数 系の 割り算 を 意味し ます. 

Wl= (A+ 7) ¥ 8 x A 

W2= (Y 方向 キャラクタ フェイス サイズ 十 7) ¥8XA 

A = X， Y 方向 入力 キャラクタ フェイス サイズ， X, Y 方向 キャラクタ フェイ 
ス サイ ズの 値の 大きい 方 

例： 24X24 ドッ トの 利用者 定義 フォントから， 30X40 ドット フォント を 取得す 
ると きの 作業 域 サイズ 

作業 域 サイズ S320= (40+7) ¥8X40+ (24+7) ¥8X40 

♦ 作業 域 アドレス 

作業 域の 先頭 ァ ドレス を ダブル ワード で 指定 します. 

6.5 エラー コード 一 賢 

ここで は， エラ 一コードに ついて 説明し ます • 

各 ファンクション では， 通常， リターン 値が AX*0 のとき は エラー コード を 示します. 以下 
に エラー コードと その 意味に ついて 説明し ます. 



エラー コー ド 


* 味 


01 | 不正 呼び出し. パラメータに S りが あります. 


02 


CONFIG.SYS ファイルで 定義した 上限 (《 大ボ ディ フェイス サイズ） 
を 超えて いるた め 実行 不可能です. 


03 


現在の ハ一 ドウ ヱァ では この 機能 は 利用で きません. 


04 


指定され た 文字コード は 2 バイ ト jis コード 体系です. 


05 


利用 環境の 設定に より， ストローク CG フォント は 利用で きません. 
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本体 機能 



A〜Z • 

CTRL+FUNC キ一 12 

RS-232C 2.10 

RS-232C ボートの 初期化 2 

RS-232C ボートの 操作 10 



数字 



ト JIS 文字列 を 全角 文字列に 変換 
1 バイ ト JIS 文字列 を 半角 文字列に 変換 
2 バイ ト JIS を シフト JIS に 変換 



28 
29 
45 



A〜Z 

AI かな 伊ま 変換 19 

EMS 21 

NECAI.SYS 21 

NECA1K1 . DRV 19 

NECAIK2.DRV 19 

NECDIC . DRV 19 

NECDIC.SYS 20 

あ 

アプリケーション プログラム 23,24 

アプリケーション プログラムからの 使用禁止 24 
アプリケーション プログラムへの 開放 23 

か 

カナ 文字列 27 

学習 35.64 



あ〜 ん 

拡張 機能 1 

キーの 取得 4 

キーの 投定 8 

受信 データ 長 10 

直接 コンソール 出力 13 
マ アン々 シ ヨン キ 4,8 

プリンタ モード 17 

学習 （連 文節） 64 
学習 機能の 有無 26 

キーボードからの 日本 H 入力の 禁止 ，許可 ぃ25 

ffi 句の 学習 お 

膀 句の 削除 34 

句の 登録 33 

雜 句の 変換 （文節 変換 ： 最初の 候補） 37 
睡 句の 変換 （文節 変換 ： 次 候補） 39 
稱 句の 変換 （文節 変換 ： 前 候補） 40 

さ 

先 読み 機能 67 

シフト JIS を 2 バイ ト JIS に 変換 46 

次 候補 （連 文節 変換） 59 

辞 害の オーブン 30 

辞 害の クローズ 32 

辞書の 先 统 み 50 

辞 害の 先 読みと 逐次 変換 50 
先 R み 機能の 有無 67 
辞 害 ファイル 名 19.20 

全角 文字列 28 
前 候補 （連 文節 変換） 62 
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た 

逐次 変換 ドライバの 有無の 取得 47 

な 

日本語 処理 19 

日本語 入力 モード 41.42 

日本語 入力 モードから 抜ける 42 

日本 捂 入力 モードに 入る 41 

日本 S 入力の モード 取得 44 

日本語 入力の モード セット 43 

日本語 入力 用 デバイス ドライバ 19 



マウス 



は 



干 巧 乂子タ ij 2)) 

^c&n^^5 1^ 

変換 ドライバ 21 

ら 

連 文節 変換 56 

連 文節 変換 （前 候補） 62 

ローマ字 を カナ 文字列に 変換 27 



A〜Z 

MOUSE . SYS 
あ 



■79.81 



\ 85 88 

移動 範囲 …… 

押下 情報 

か 

カーソル 位置の 取得 

カーソル 位置の 股定 78 

カーソル 移動 範囲 89.90 

カーソル 消去 76 



カーソルの 形の 設定 

力一 ソルの 表示 画面の 投定 

カーソル 表示 

解放 情報 

環境の チェック 



91 

75 

80.82 

74 

グラフィック 用 VRAM の 投定と 実装 状況の 取得 
92 

さ 



垂直 方向の カー ソ ル 移動 範囲の 設定 
水平 方向の カー ソ ル 移動 範囲の 設定 



71 
93 

•89 



た 

中心点 



83 



は 

左 ボタンの 押下 情報の 取得 79 

左 ボタンの 解放 情報の 取得 80 

表示 函面 72 
ま 

マウス 69 

マウス ィ ン ターフェ イス 

マウス カーソル 

マウス カーソルの 形状 

マウスの 移動 距離 85 

マウスの 移動 距賺の 取得 

マウス 用 デバイス ドライバ 

右 ボタンの 押下 情報の 取得 81 

右 ボタンの 解放 情報の 取得 82 

ミッキー 73,88 

ミッキー ノドッ ト 比の R 定 88 

や 

ユーザー 定義 サブルーチンの コール 条件の 設定 
86 

わ 

割り込み 周期 71 

割り込み ベクタ 71 



9 T> CO 00 5 9 

6 7 8 0^ 8 6 
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グラフィックス 



A〜Z 

GRAPH . LIB 
GRAPH ■ SYS 



95 
■95 



あ 

« 返し 

エラー コード … 
エントリ テーブル 



-148 
-165 

-137 



か 








-148 
•147 
"106 



125 
113 



mm j:- 

カラー コード 

グラフ イツ クイ メージ の 取得 

グラフ ィ ック イメージの 投定 145 

グラフィックス ライブラリ 95 

グラフィックの 開始 104 

グラフィックの 終 r i0o 

グラフィック 用 デバイス ドライバ 



さ 



指定 座標の パ レツ 卜の 取得 

縮小 

使用例 

初期設定 



'…， 



162 

147 

100.102 



128 



な 

塗りつぶし 141 

は 

バ一 ジョンの 取得 150 

バックグラウンド カラーの 取得 159 

バッ ク グラウン ド カラーの 設定 119 

ノ 《レツ 卜の 取得 156 

パ レツ ト 番号の 設定 113 

表示 スィ ツチの 取得 161 

表示 スィッチの 投定 121 

表示 ブレーンの 投定 
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表示 領域の 投定 
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ビュー ボー ト領 城の 投定 116 

描画 ブレーンの 取得 は 4 

描画 ブレーンの 投定 
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ブレーン 数の 取得 151 

閉 領域の 塗りつぶし 141 

ボーダー カラーの 取得 160 

ボーダー カラーの 設定 120 

ら 

149 



た 
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中 新 処理 ル―チ ンの 取得 lfri 

中断 処理 ル一 チンの 設定 123 ，, 

長方形の 描画 133 ^ 

点の 描画 126 
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